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　　　プロローグ







　失しつ態たいだ！

　これは途と方ほうもない大失態だ！

　無残に砕くだけた石組みの床ゆかに膝ひざをつき、男は歯は軋ぎしりをして呻うめいた。

（おのれ…………よもや、ここまで追い詰つめて取り逃にがすとは……!!）

　自分の詰めの甘あまさを悔くやみ、苛いら立だち紛まぎれに拳こぶしを床に叩たたきつける。均きん一いつな大きさに切り出された石のタイルがまた一つ、砕けた。

　男がいるのは王おう城じようだった──と言うよりも、王城にひどく似に通かよった場所であった。

　ここは王城ではあり得えない。彼が王城と呼よべるものは唯ゆい一いつ、己おのが剣つるぎを捧ささげた君主、リッダヘルム二世の住まうアルトツォーレル城だけだ。

　脳のう裏りをよぎった主あるじの顔が、男を果てしない自じ責せきと後こう悔かいの渦うずから救い上げる。

　垂たれていた顔を、勢いきおいよく持ち上げた。

　男は全身傷きずだらけだった。白い衣服は朱しゆに染そまり、不気味な斑まだら模も様ようを描えがいている。

　割われた額ひたいから流れ落ちる血で霞かすむ視し界かいの中、彼は必死にあるものを探さがしていた。

（……まだ……まだ諦あきらめる訳わけにはいかない）

　おぼつかない足取りで、彼は一歩足を踏ふみ出した。数歩も行かない内にぼろぼろのブーツが砕けたタイルを踏み、そのまま転てん倒とうする。だが男は、全身を食い千ち切ぎろうとする激げき痛つうの波を意い志しの力だけで屈くつ服ぷくさせ、再ふたたび身体からだを起こして歩き出した。

（私は誓ちかったのだ……我わが主に、必ず、必ずや『奴やつ』を倒たおして見せると！）

　わだかまる薄うす闇やみを押おしのけ足を前に押し出し続ける内に、もはや機き能のうを失いかけている彼の眼がん球きゆうは、ようやく目的のモノを発見した。

　周囲の闇より一いつ層そう濃こく、深い、闇色の渦。『奴』が通り抜ぬけた、魔ま力りよくの扉とびらである。

　──ほんの数分前の出来事を思い返し、男の顔が憤ふん怒ぬに歪ゆがんだ。

『奴』の胸むねに、王より賜たまわった剣を打ち込こんだ瞬しゆん間かん、彼は確たしかに勝利を確かく信しんした。だが心に去きよ来らいしたその確信と安あん堵どが、『奴』にとっての隙すきとなった。『奴』は一瞬で闇を練り上げると、胸に剣を突き立てたまま異い界かいへの扉を開き、その中へと身を躍おどらせたのだった。

　完全に、『奴』が闇の魔ま術じゆつの喚よび手として恐おそろしく優すぐれた相手だということを失念していた彼の油ゆ断だんだ。ならばこそ、失態の汚お名めいは彼自身がそそがなければならない。が──

（──世界の断だん裂れつ……まさか、実じつ践せんしうるほどの喚び手だったとはな）

　話に聞いた事がある程てい度どの知ち識しきだったが、それでも彼は、目の前に残ざん滓しを残す魔術がどれだけ桁けた外れな代しろ物ものなのかを理り解かいしていた。

　世界の断裂と呼ばれる、魔術の秘ひ奥おう。

　極きよく限げんまで練り上げた魔力によって異界への門をこじ開ける、王室付きの魔術喚びですら為なし得ない高等技ぎ法ほうである。

　とはいえ──「秘ひ儀ぎ中の秘儀」とまで呼び名されているのは、全く別の理由からだ。

（門を抜けて、『奴』を追って行けば……恐らく、二度と戻もどっては来れまい）

　静かに嚙かみ締しめた事実は、思ったより強力に彼の足を石組みの床に縫ぬい付けていた。

　世界の断裂が秘ひ匿とくされている最大の理由がそこにある。無数にあるとされる異世界のどこへ門が繫つながるのか、喚び手には一いつ切さい関かん与よできないのだ。今は『奴』の開けた門が開いているが、この門が閉とじてしまえば──再び同じ世界同士を繫つなぐ事は、不ふ可か能のうに近い。

（否いな……今いま更さら、何を迷まよう事があろうか！）

　そこまで思考を巡めぐらせ、男は大きく息をついた。刻こく一刻と、血けつ液えきと体力は失われ続けている。痺しびれて悲鳴を上げる脚あしを叱しつ咤たして、彼は渦うず巻まく闇へ向かって一歩踏み出した。

（たとえ、二度とこの地に足をつくことが叶かなわぬとしても……私は──ッ!!）

　渦の前に立つ。

　男は両りよう腕うでを持ち上げ、開いた掌てのひらをゆっくりと渦の前にかざした。

（──今の私の身体では、異世界へ転てん移いする衝しよう撃げきには耐たえられまい）

　目を伏ふせて突つき出した男の腕が、薄ぼんやりとした白光を纏まとい始める。否、腕が光を纏うのではない──腕が、光に変じているのだ。

　闇の魔術と対ついを成す、光の魔術の最秘奥。自らの身体を、意思と力を宿した光へ変え、他の誰だれかの精せい神しんに入り込む術である。『奴』との戦いで傷つき疲ひ弊へいした彼が、世界の断裂を超こえて『奴』を仕し留とめるには、この秘儀に賭かけるより他ほかはない。

　そう、賭けだ──それも、決して成算があるとはいえない賭け。

　もし門を抜けた先に彼が宿れるような肉体がなければ、彼という存そん在ざいはそのまま異世界の空へ霧む散さんしてしまう。肉体をなくした精神ほど脆ぜい弱じやくで、不安定なものはない。

　かてて加えて、仮に肉体を得られたとしても、その肉体に宿っていた精神は彼の存在に打ち消され、永えい久きゆうに失われてしまうのだ。無関係な者を巻き込むのは本ほん意いではないが──

（だが…………やるしかないのだ！）

　迷いを振ふり切るように、かっと目を見開く。確かつ固こたる意志を秘めた紅くれないの双そう眸ぼうが世界の断裂を捉とらえるのと、彼の全身が眩まばゆい光と化すのは、ほとんど同時だった。単たん純じゆんな白色ではない。幾いく重えにも編あまれ、揺ゆるぎない力を秘めて煌きらめくそれは、まさに太陽の閃せん光こう。

（手しゆ段だん選ばぬエゴイストと、罵ののしるなら罵るがいい。唾つばを吐はき、打ちよう擲ちやくしてくれて構かまわない。しかし私は立ち止まれぬ！　そう────）

　光はその場で空中に弧こを描えがくと、黄金の矢となって宙ちゆうを駆かける。その光が闇やみの渦へ飛び込む瞬しゆん間かん、彼は──確たしかに咆ほう哮こうをあげた。

「────魔ま王おうニカ・カジ……貴き様さまを倒たおすまでは────────!!」

　そして、彼は闇に包まれた。




　　　　◆□□◆




　失しつ態たいだ。

　これは途と方ほうもない大失態だ。

　庁ちよう舎しやの片かた隅すみにひっそりと設せつ置ちされた専せん用ようエレベーターが開き、世にも陰いん気きなその部屋の扉とびらが目の前に現あらわれるたび、来くる間ま鉄てつ斎さいはいつもそう考える。

　少なくとも今の仕事を選ぶという失態さえ犯おかしていなければ、こんな不ふ審しん、かつ景気の悪い場所が馴な染じみになる事もなく、したがって今夜のように憂ゆう鬱うつな気分になる必要だってなかった──そう悟さとってからは、なるべく考えないようにしていたのだが。

（まったく失態だ……七年前の、大失態だ）

　心中でこぼして、中ちゆう途と半はん端ぱに伸のびた黒くろ髪かみをかきむしる。と、不意に、捲まくったワイシャツの袖そでが小さく引っ張ぱられた。

　嘆たん息そくを飲み込んで、彼は袖へ──というか袖を引っ張ってくる人物へ目を向ける。

「はい、チェック終わったわよ。全項こう目もく、オールオッケー。確かく認にん署しよ名めい、入れといたから」

　言いながら、隣となりに立っている女じよ性せいは、眼鏡の奥で責めるように目を細めて彼の鼻先に分ぶ厚あつい書類の束を突きつけてきた。

「ほんと勘かん弁べんしてよね。私の仕事、意外に多いってあんた知らないでしょ」

　ちょっとした雑ざつ誌し並なみの分量の書類を手で退しりぞけながら、彼はとぼけるように眉まゆを上げる。

「それじゃあ麻ま琴こと。俺おれのサポートもその多い仕事の内だって、お前知ってたか？」

「知らなきゃこの忙いそがしい中、こんな地下くんだりまで付き合ってあげると思う？」

　悔くやしげに口を尖とがらせ、麻琴と呼よばれた女は払はらわれた書類でこちらの腕を叩たたいてきた。怒おこっているのだろうが、その口調と鉄斎より頭一つ低い背せ丈たけのせいもあり、拗すねる仔こ犬いぬのイメージしか湧わいてこない。

　唸うなる麻琴の姿すがたに口の端はしを歪ゆがめて、鉄斎は意地悪げな笑えみを浮うかべて言ってやる。

「知ってるなら何の文もん句くもないさ。あ、ついでにその書類、薫かおるに提てい出しゆつしておいてくれ」

「……あんた、私を専せん属ぞくパシリかなにかだと思ってない？」

　ぎりぎりと、麻琴は嚙かみ締しめた奥おく歯ばの音すら聞こえてきそうな顔で呻うめいた。それでも書類を叩き返すような事はせず、観念の嘆息と共に胸むねに抱かかえ直す。

「分かったわよ、課長に渡わたせばいいのね？……はあ……いつになったらサポート卒業して、第一線で働けるのかしら」

　重苦しい声でぼやきうつむく麻琴の肩かたを、鉄斎は苦く笑しようしながら叩いてやった。

「頼たのむよ。今度、どっかで奢おごってやるから」

「あ、本当？」

　ぱっと跳はね上がった彼女の顔は、ひっくり返したように満面の笑顔へ切り替かわっていた。現げん金きんな態たい度どに呆あきれる鉄斎に構かまわず、麻琴は弾はずんだ声で後を続ける。

「じゃあね、アレ。大たい将しようのコロッケ食べたい」

「勘かん太たの店か？　別に構わないが……なんだ、そんなんでいいのか？」

「いいの。ただし、その時はあんたも付き合うこと。オーケイ？」

「オーケイ。安上がりな女で助かるよ」

　肩をすくめる彼を笑いながら蹴け飛とばして、麻琴は今下りたばかりのエレベーターに乗り込んでいった。小さな背せ中なかと浮かれた鼻歌が、閉しまるドアの向こうに消えていくのを確かく認にんし──鉄斎は、訪おとずれた安あん堵どに吐と息いきをこぼす。

（……人に見られるわけには、いかないからな）

　すぐそこで、彼を待っている邂かい逅こうを──否いな、再さい会かいを。

　改めて部屋の扉に視し線せんを戻もどす。

　鏡面のように磨みがき上げられた鉄扉には、若わかい男の姿すがたが映うつりこんでいた。無む造ぞう作さに袖を捲ったワイシャツにひっかけたネクタイ、それにスーツのズボンと革かわ靴ぐつといういで立ち。若さの割わりにやけに板についた感のある仏ぶつ頂ちよう面づらを除のぞけば、ごく普ふ通つうの勤つとめ人といった風ふう体ていだが……真まっ直すぐ見み据すえる彼の眼めだけが、それを静せい謐ひつに否ひ定ていしていた。これから死地に臨のぞむ兵士に似にた、悲ひ惨さんな緊きん張ちように濁にごった瞳ひとみ──

　己おのれの視線から逃のがれるように、鉄斎は瞼まぶたを伏ふせて頭を振ふる。それから覚かく悟ごしたように扉へ手をかけ、無造作に押し開く。

　部屋の中は倉庫になっていた。少なくとも、部屋を作らせた上じよう層そう部の人間はここを倉庫と呼ぶだろうし、あながち間ま違ちがった呼こ称しようというわけでもない。

　この部屋には人間が仕し舞まわれていた。

　左右の壁かべ際ぎわはプラスチックの仕切りによって、無数の小部屋に分けられている。その仕切り以外には一いつ切さい壁がなく、部屋の中心の通路を歩く鉄斎からも内部がよく見えた。

　一脚きやくの椅い子すと、そこに座すわる人間。

　座っている者が違うだけで、小部屋はどこも同じ造つくりだった。男、女、老人、若者、明らかに日本人ではない者まで──一様に手しゆ術じゆつ着ぎに似にた簡かん素そな布を纏まとう彼らは、皆みな死んでいるようにうなだれ、ぴくりとも動かない。

（反へ吐どが出そうだ）

　ここへ来た回数は一度や二度ではないが、それでもこの光景に慣なれる事は出来ない。

　周囲に視線がいかないよう心がけながら、彼は大おお股またに部屋の奥へ進んでいき──ほどなく目的の場所、部屋の最さい奥おう部ぶに辿たどり着く。

　突き当たりの壁に特別大きく仕切られた空間には、やはり椅子と、そこに座る者があった。しばし立ち止まり、彼は何かを堪こらえるように天てん井じようを仰あおぎ──やがて嘆たん息そくと共に、ズボンのポケットに手を突っ込こむ。

　取り出されたのは、小さな帯。薄うす暗ぐらい照明を受け銀色に光る帯を忌いま々いましげに睨にらみつけてから、彼は椅子に座る人物に歩み寄よった。そして垂すい直ちよくにたれる黒くろ髪かみの間から覗のぞく真っ白な首くび筋すじに、手にした帯を引っ掛かけるように載のせる。

　帯は、まるで透とう明めいな手に操あやつられているかのように、ひとりでにそこへ巻まきついた。チョーカーに見えなくもないその帯には、なぜか継つぎ目も結び目も見当たらない。

　最初から輪としてそこにあったかのようなその帯が気に入らなかったのか──無む論ろん、そんな理由ではないと鉄斎は知っていたが──、帯が輪の形けい状じようをとった途と端たん、身じろぎどころか呼こ吸きゆうしている様子すら見せなかった人物が、不意に頭をゆり動かした。

「ん…………、ぁ」

　深い、長い眠ねむりから目覚めたような声。

　声を上げた人物は、続いて大きく息をついた。同時にゆるゆると頭を左右に振って、だらりと垂たらしていた腕うでを肩かたの高さまで持ち上げる。そしてそのまま手の平で自分の頭を挟はさみ込み、むりやり正面を──鉄斎の方を向かせるように、持ち上げた。そして、

「────────あ？」

　半分以上下りていた瞼まぶたが、完全に見開かれる。夜空の下の鏡を思わせる双そう眸ぼうが、鉄斎のそれとぶつかった。

　そう、『彼女』──秘ひされし地下階層、封ふうじられた部屋の更さらに最深部に『仕し舞まわれて』いたのは、一人の少女だった。

　恐おそらく、麻琴よりも年若いだろう。染せん料りようの類たぐいは使った事がないのか、腰こしよりもなお下へ流りゆう麗れいに流れる黒髪は、傷いたみもなくつややかに美しい。その髪の下で瞳ひとみを瞬しばたたかせ、彼女は、

「久ひさしぶり、テツ。元気そうだな」

　笑って見せた。

　その笑顔にとびきりの渋じゆう面めんを返すと、鉄斎は押おし出すように嘆息する。自分の首を持ち上げている少女の眼めを睨にらみ付け、腕を組み静かに口を開いた。

「……調子はどうだ？」

「泳いでオーストラリアまで渡わたれと言われても困こまるけどね。肉が腐くさってたりはしないよ」

　言って、彼女は芝しば居いがかった仕草で肩をすくめる。その拍ひよう子しに手を離はなしてしまったため、頭が再ふたたび垂れ下がったが。

　壊こわれた人形のような彼女の姿すがたに、鉄斎は気け取どられぬ程てい度どに眉まゆをひそめ、小さく唸うなった。

　倉庫に『仕舞われて』いる人間は特とく殊しゆな薬やく剤ざいを投とう与よされている。生体機き能のうを極きよく限げんまで抑よく制せいして細さい胞ぼう老化を擬ぎ似じ停止させる、現げん在ざい、日本ではここでしか使われていない薬だ。

　──なんのために？　簡かん単たんだ。人間を安全確かく実じつに監かん禁きんするために決まっている。

　腹はらに込み上げてくる怒いかりを感じて、彼はそれを溜ため息いきという形で外に吐はき出した。今の仕事を始めてから、こんな技ぎ術じゆつばかり上う手まくなっている。

（ムカつく話だ、クソッタレめ）

　心中で忌いま々いましげに吐き棄すてて、彼は密ひそかに奥おく歯ばを軋きしらせた。

「ところで、あれか？」

　不意に、少女が首を持ち上げる。薬が中和されてきたのか、今度は手で支ささえてはいない。身体の調子を確たしかめるように首を回し、くるくると肩を動かす彼女の顔は……なんというか、ひどく楽しそうだった。首、肩、腕、指、膝ひざ、腰こし。衣服から覗くそれらの部位を大おお雑ざつ把ぱに動かしていた彼女は、よし、と呟つぶやき頷うなずいた。納なつ得とくがいったらしい。

　彼女は最後に首に巻かれた帯に指を触ふれた。細めた両眼で、挑いどむように見上げてくる。

「これが『首枷ハーネス』か。話には聞いていたが、いや、なかなか存ぞん外がい、洒落しやれた代しろ物ものじゃないか。なあ？」

　そう述のべる彼女自身は、自分の首に巻かれている銀色の帯を見る事は出来ない。彼女が言っているのは、その帯が担になう役やく割わりの事だ。

『首枷』は特殊な形状記き憶おく合金繊せん維いで作られている。あらかじめ登録された電波を受信する事で自ら人の首に巻きついたり、脊せき髄ずいを刺し激げきして特定の薬物を解げ散さんさせる事も可か能のうだ。が──『首枷』の本当の意図は、そんな所にはない。

「それで？　私が目覚め、『首枷』をはめられ、テツがここにいる。つまり──」

「ああ。その通りだ」

　彼女に先んじて、鉄斎は顔をしかめて頷いた。その先は、彼が言わねばならない事だ。

　沈ちん黙もくは一いつ瞬しゆんだけ。彼は沈ちん鬱うつな表ひよう情じようで、それでも明確に、宣せん言げんするように言い放つ。

「丙へい型特Ａ級『咎人クライム』、八や桐とう詩し菜な……七年ぶりのお目覚めだな。モーニングコーヒーと洒落込む前に、これだけは脳のう味み噌そに叩たたき込んでおいてくれ──俺が、お前の『咎回し』だ」

　それは彼女に言い聞かせる言葉というよりも、自分の意い識しきに打ち込み、割わり切るためのような物言いだった。告げる鉄斎の顔は、微かすかに苦渋で歪ゆがんでいた。

　少女は椅い子すから腰をあげた。ふらふらと、酩めい酊ていしているような足取りで、しかし一歩ずつ確実に歩みを進め鉄斎の前に立つ。

　鉄斎の身長は二十二歳さいの男性としては平へい均きん的てきである。それでも、彼女の顔はいま彼を見上げていた。その位置関係に戸と惑まどいを覚え、鉄斎は決まり悪げに眼を逸そらす。

　彼の仕草に、彼女は小さく笑えみをこぼす。そしておもむろに、頰ほおに手を触ふれてきた。

　思わず視し線せんを戻もどすと、彼女は手を静かに滑すべらせ──そのまま、彼の頭に載のせる。

　何のつもりだと呻うめきかけた、次の瞬間。

「大きくなったな、テツ」

　彼女は、感かん慨がい深げにそう呟つぶやいた。

「……七年経たってるんだ、成長もする。もう子ども扱あつかいされるような歳としじゃあない」

　突つき放すように言って、鉄斎は頭に載せられた手を払はらいそっぽを向く。

　そんな彼を見、可お笑かしそうに目を細め。

「そうだったな。でも……本当に、大きくなった」

　七年前に処刑された日本最後のテロリスト──八桐詩菜は、慈いつくしむように微笑ほほえんだ。







　　　第一章　夜明けの太陽戦士







　菱ひし南な市はその知名度の高さに比ひして、実じつ際さい、特とく徴ちように溢あふれた街というわけではない。

　たしかに一衛えい星せい都と市しから現げん知事の就しゆう任にんと同時に目ざましい経けい済ざい成長を遂とげ、一いち躍やく大都市の仲間入りを果たした事は特とく筆ひつに値あたいするかもしれないが……別べつ段だん、なにか傑けつ出しゆつした産業を抱かかえているわけではない。工業。金きん融ゆう。運うん輸ゆ通信。あらゆる方面へ雑ざつ多たに手を伸のばす殖しよく産さん方ほう針しんは特色といっていえなくもないが、それは近年の都市計画一いつ般ぱんに見られる傾けい向こうといえる。それでもなお、菱南市の名をちらとでも聞いた事のない人間はまずもっていない。

（そして……その理由が俺たちであると、知らない奴やつもまたいない）

　無言のまま嘆たん息そくして──来くる間ま鉄てつ斎さいは、伏ふせていた顔を持ち上げた。

　昼間は路面が見えなくなるほどの雑ざつ踏とうで賑にぎわう繁はん華か街がいも、じきに日付が変わろうというこの時じ刻こくには人通りは少ない。代わりに太陽のある内は引っ込んでいた看かん板ばんが顔を出し、絢けん爛らんなネオンと不気味な薄うす暗くらがりが通りを満たし始めると、一帯はそれまでとは違ちがった妖あやしい雰ふん囲い気きに塗ぬり替かえられていく。どこか特別なようで、しかしどこにでもある光景──

（──要するに、この街は『そういう街』だってことだ）

　軽く頭を振ふって思考を中ちゆう断だんすると、鉄斎は薄ら笑いを浮うかべて近ちか寄よってきたポン引きを邪じや険けんに追い払い、トレンチコートのポケットに手を突つっ込んだ。その時。

「あら、テツじゃない？」

　不意に名を呼よばれ、商店のシャッターに預あずけていた背せを身じろがせる。

　声のした方に視し線せんをやると、通りの真ん中で足を止め、丸い目でこちらを見つめている女じよ性せいの姿すがたがあった。彼女は赤毛に染そめたショートボブを軽やかに揺ゆらして、てかてかと輝かがやくハンドバッグを振り回しながら通りを横切り、駆かけ寄ってくる。

　呆あきれた顔でその女性を眺ながめていた鉄斎は、目の前にやってきた彼女に半はん眼がんを向けた。

「……少しは落ち着きってものをおぼえろよ。もうじき三十だろうが」

「貴方あなたは落ち着きすぎよ。心まで顔に合わせて老ふける必要はないって知ってるかしら？」

　ニィ、とルージュを引いた唇くちびるを三日月形に吊つり上げる女性に、鉄斎はお手上げだといわんばかりに肩かたをすくめ、頭を振って見せる。

「お前に口で勝てるなんて思っちゃいないさ、塔とう子こ。……顔は老けてないけどな」

「素す直なおな貴方は可愛かわいいわよ。それで愛あい想そがあればもっと可愛いのに」

　クスクスと笑みをこぼす口元に手を添そえて、塔子はもう片かた方ほうの手で鉄斎の鼻はな面づらをつつこうとする。苦い顔でその指をはたいて、彼はうんざりと息をついた。

　彼女は、この繁華街の一角で会員制せいのバーを営いとなんでいる。店を開けに行く所なのか、タイトな衣い装しように上等な白いジャケットを羽は織おった格かつ好こうで、塔子は自分の肘ひじを抱かかえた。

「文ぶん吾ごも嘆なげいていたわ。客にくれてやる愛想さえあれば、テツは俺の後を継つげるタマなのにって」

「酔よっ払ぱらってたんだろうよ。今度、トマトジュースでもぶっかけておくといい」

　上品に笑えむ彼女に、鉄斎は軽い調子で言葉を返す。

　文吾はこの界かい隈わいのクリーニング店の店主だ。年中くわえ煙草たばこで、始し終じゆうなにかを見み張はるようにきょろきょろしているその小男は、しかし菱南の裏うら社会ではちょっとした顔である。

　文吾、そして塔子は、菱南では広く名の知れた事じ情じよう知り──口さがなく言ってしまえば、いわゆる〝情報屋〟である。鉄斎自身、何度か彼らの世話になったことがあった。

「そうね、今度試ためしてみるわ。……ところでテツ、貴方、こんな所でなにをしているの？」

　ふと、笑みを曇くもらせ訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、塔子は辺りに首を巡めぐらせた。

　企き業ぎようや官かん庁ちようの倉庫地区に面しているこの辺りは、日中はともかく夜間となると極きよく端たんに人通りが少なくなる。通りを一本跨またげばそれこそ夜の華はなとも言うべき歓かん楽らく街がいの中心に出られるものの、とりたてて明めい確かくな目的がなければ、わざわざ立ち寄るような場所ではない。

　そう──とりたてて明確な目的がある人間だけが、ここにいる。

「…………仕事だよ」

　不意に表情をかき消すと、鉄斎は低い声で呟つぶやきざま、視線を横へ逸そらした。

　通りの先──倉庫街へ続く人気のない道から、一台のライトバンが姿を現あらわす。漆しつ黒こくに塗ぬられたそのバンは滑すべるように近付いてくると、二人から少し離はなれた交差点で停車した。

　コートの裾すそを揺らしながら、鉄斎はそちらへ歩き出す。その際、ちらりと横目で塔子を見ると、彼女はああ、と合が点てんがいったような顔で頷うなずいていた。鉄斎の視線に気付くと笑顔で手を振り、身を翻ひるがえしてこちらとは反対の方向へ去っていく。

　鼻を鳴らして、視線を前に戻もどす。同時にバンのドアが開いて、中から一人の男が降おりてきた。車と同じ黒の背せ広びろを崩くずして着き込こんだ、鉄斎と同年ねん齢れいほどの若わかい男だ。

「申し訳わけありません来間さん、帯たい出しゆつ手続きに時間をとられました」

　言って頭を下げる男に肩をすくめて応こたえておき、鉄斎は繁華街の方を振り返る。

　穏おだやかに、騒さわがしく、それなりに健全で、いくらか猥わい雑ざつで。どこが素す晴ばらしいとも、なにが汚お点てんであるとも断だんじ得ない。菱南市は、実際、どこにでもある街なのだ。

　そして、だからこそ。

（だからこそ、俺たちが守らなくちゃいけない……どこにでもある、この街を）

　──自分たちこそ、菱南の街が抱え込む、たった一つの特とく異い点であるのだから。

　視し線せんを戻し、コートを脱ぬぐ。ひんやりした空気を袖そでを捲まくったワイシャツの腕うでに感じながら、彼はコートを背広の男へ手て渡わたし、口早に言葉をつむいだ。

「状じよう況きようを開始する。このまま戻ってくれていいぞ、サポートは必要ない」

「了りよう解かいです。……それでは、確たしかに引き渡しましたよ」

　渡されたコートを小こ脇わきに抱かかえ、男はドアを開け放たれたバン、その中にいる人物を鋭するどい視線で振り返る。視線に応おうじるように、車内にこもった暗がりの奥おくに、冷たく硬かたい光を湛たたえた双そう眸ぼうが浮うかび上がった。その人物が口を開くより早く──牽けん制せいするように素早く──鉄斎は子こ供どもが見たら泣き出しそうなほど不ふ機き嫌げんな仏ぶつ頂ちよう面づらを造つくり、嘆たん息そくまじりに言い放つ。

「始めるぞ。降りて来い──『咎人クライム』、八や桐とう詩し菜な」

　──陰いん鬱うつに腕を組む彼の頭上を、一ひと筋すじの星が流れていった。
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　この世の果てまでも続くかと思われた闇やみの奔ほん流りゆうは、前まえ触ぶれもなく途と切ぎれて消えた。

（────ッ、抜ぬけたか……!?）

　唐とう突とつに視界が開けたのを感じ、彼は胸きよう中ちゆうで歓かん声せいを上げる。

　異世界への転てん移いには成功したようだ。青白く輝かがやく月を見上げ、そう確かく信しんする──彼の世界では、月は美しいグリーンに輝くものだった──。

　だが喜んでばかりはいられない。血肉を棄すて一いち条じようの閃せん光こうと化したこの身にも、苦く痛つうは等しく訪おとずれる。世界の断だん裂れつを強ごう引いんに越こえた代だい償しようは、明確な爪つめ痕あととなり彼に刻きざみ込まれていた。

（この光の身に宿る魔ま力りよくが尽つきるまでに、依より代しろとなるものを見つけなければ……）

　魔力の消しよう耗もう量は想そう定てい以上だった。一いつ刻こくも早く依代を見つけ、乗り移うつる必要がある。

　乗り移る──即すなわち、身体からだを乗っ取るのだ。

（……愚おろか者め、迷まような！　その資し格かくを私は持たない!!）

　捨すてたはずの罪ざい悪あく感が鎌かま首くびをもたげてきて、彼は必死に心を殺した。

（私はなぜここにいる!?　守るべき世界を捨て、今ここに私がいる意味はなんだ!?　決まっている……とうの昔に決まっている!!）




　ドクンッ




　突とつ如じよ、なんの前ぜん兆ちようもなく、突つき抜けるような衝しよう撃げきが襲おそった。

　この衝撃を、彼は覚えている──忘わすれるはずもない──魔王ニカ・カジが放つ、闇の魔力。現げん象しよう化すらしていない垂たれ流しの魔力だというのに、意い識しきが千ち々ぢに吹ふき飛びそうだ。

　だが、彼に焦しよう燥そうはなかった。恐きよう怖ふはなかった。絶ぜつ望ぼうなどありはしなかった。決意と闘とう志しが燃もえ上がる。主しゆ命めいを果たせと、魔王を討うてと、意気天を衝つかんばかりの鯨げい波はを上げる。

（今度こそ──逃がすものか！）

　青白い、不気味な月を背に負って、彼は周囲の魔力状況を検けん索さくする。魔力は眼がん下かに広がる灰はい色の街のどこかから発せられている。さすがに正確な位置はもう少し検索する必要があるが──とにかく今は、存そん在ざいを繫つなぐための依代を見つけなければ話にならない。

（願わくば、私の力を最大限に引き出せるものがいると良い。光の魔ま術じゆつを助じよ成せいする、暖あたたかく眩まぶしい、輝かがやくような──そう、太陽のような気き性しようのものが……！）

　そんな都つ合ごうのいいものがいるとは思えなかったが、主命のため、最さい善ぜんは尽つくすべきだ。

　己おのれの主に捧ささげた誓ちかいを果たすべく、一条の光線となった彼は、夜の空を翔かける──
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『咎回しクライムハンドラー』、という連中がいる。

　それは半なかば冗じよう談だん交じりに、都市伝説の類たぐいのように人々の口の端はに上る。しかし『咎回し』は厳げん然ぜんと、隠いん然ぜんとそこに在あり続け、そして誰だれもが彼らの存在を確信していた。

　発はつ祥しようの地はここ、日本。菱南市に置かれた警けい視し庁ちよう特とく殊しゆ官かん吏り室──通つう称しよう、捜そう査さ零ゼロ課かは、増ぞう加かし続ける凶きよう悪あく犯はん罪ざいをどう抑よく止しするかという問題に、大国・日本が出した一つの解かい答とうだ。

　即すなわち、毒をもって毒を制せいす。

　極きわめて凶悪な罪つみを犯おかした者を社会の表舞ぶ台たいから抹まつ消しようし、特とく殊しゆな薬物で「保ほ存ぞん」しておく。そして有ゆう事じの際さい、彼らは名もなき一人の『咎人クライム』として事じ態たい鎮ちん圧あつの尖せん兵ぺいに任にんぜられるのだ。

　その際彼らを操あやつる犬の首輪こそ、俗ぞくに『首枷ハーネス』と呼よばれる形けい状じよう記き憶おく合金の帯である。

　頸けい部ぶに巻まかれた『首枷』は、声せい紋もん登録された声によってコマンドワードを入力されると厚あつさ一ミクロンの刃やいばに姿すがたを変え、脊せき髄ずいを寸すん断だんする。命を握にぎられ、逆さからう事も出来ず──『咎人』たちは、ただ『咎人』として言いなりになるしかない。

　そのコマンドワードの声紋に登録される人間こそ、『咎回し』と呼ばれる者たちである。

『咎回し』に要求される能のう力りよくは、知力よりも、体力よりも、言葉一つで他人を殺せるという重じゆう圧あつに耐たえ得うる精せい神しん的タフネスだ。そのため『咎回し』は担たん当とうする『咎人』とは縁えんもゆかりもない他人である事が多く、また必要以上に会話を交かわす事も本来は禁きんじられている。

　禁じられている、のだが──

「いくらなんでも、これは酷ひどいんじゃない？」

「俺に言われても知らん」

　月の蒼あおと水すい銀ぎん灯とうの白に照らされる灰色の街の一いち隅ぐうで、二人の『咎人』と『咎回し』が、当たり前のように会話していた。

「私は別に喧けん嘩か中毒という訳わけじゃないけど、それにしたって手て応ごたえがなさ過すぎる。七年の拘こう束そくの末にコレでは、全米も涙なみだするというものだろうに」

「ゴールデンラズベリー賞は総そうナメだな」

　ぼやく『咎人』の少女、八桐詩菜にぞんざいに答えつつ、鉄斎は学校の試験監かん督とく官かんのような目つきで周囲を見回していた────地面に伏ふして動かない、無数の男たちの姿を。

「メットの上からでも一いち撃げきか……お前のその凶きよう器きも、錆さび付いたわけじゃなさそうだな」

　しゃがみ込み、倒たおれた男の着けている陥かん没ぼつしたヘルメットに触ふれながら、彼は傍かたわらに立つ詩菜の白はく貌ぼうを見上げた。月を背負っているのに輝いている彼女の瞳ひとみは、薄うす暗ぐらい倉庫街の中、美しいという印象よりも先に、暗くら闇やみに潜む捕ほ食しよく獣じゆうのイメージを見る者に抱いだかせる。

　後ろで一つに纏まとめた髪かみの房ふさを退たい屈くつそうに揺ゆらしながら、周囲の惨さん状じようを作り上げた張ちよう本ほん人にんは首をすくめた。袖そでを落とした白いシャツから覗のぞく肩かたが、服よりもなお白く闇に映はえる。

「本ほん職しよくのスジ者ならともかく、子こ供ども相手に後おくれは取らないさ。……それより、コレを凶器と呼ぶなよ。気に入ってるんだ」

　憮ぶ然ぜんとして顔をしかめ、彼女はホットパンツから伸のびる自分の脚あしを見下ろした。

　彼女の細い脚を保ほ護ごするように随ずい所しよに皮ひ革かくのベルトが巻まかれたロングブーツは、靴くつ底ぞこに重たい鉄板を打ち込んだ特注品である。頑がん丈じようであるのはもちろん、遠心力を利用して叩たたきつければ人の頸けい骨こつくらい粉ふん砕さいしかねない、弁べん解かいの余よ地ちなく剣けん吞のんな凶器だ。

　呆あきれた視し線せんで溜ため息いきをつくと、鉄斎はネクタイを緩ゆるめて腰こしをあげる。

「何にせよ、これで今夜の仕事はお終しまいだ」

「不良少年グループの取とり締しまり──『咎人』を使うような仕事でもないんじゃない？」

「上の指し示じだ。近いうちにデカい仕事があるから、お前の調子を見たいんだそうだ」

　訝いぶかしげに首を捻ひねる詩菜に、鉄斎は肩かたをすくめて答えた。

　今夜『咎回し』来間鉄斎が担たん当とうした仕事は一つ──『咎人』八桐詩菜を使い、《ルインズ》のメンバーを襲しゆう撃げきする。

《ルインズ》は、警視庁がマークする最も巨きよ大だいなストリートギャング組そ織しきで、首しゆ領りよう格かくに青少年課ブラックリスト筆頭、平ひら隈くま愛あい兎とを戴いただく危き険けんな連中である。

（──危険な連中、ではあるんだがな）

　とはいえ、その実じつ態たいはあくまで不良少年の組合。

　今夜集まっていたメンバーはいわゆる違キ法ヤ公ノ道ンレボーースルが目的だったらしく、全員がライダースーツを纏まとっていた。少し離はなれた所には明らかな違法改かい造ぞうを施ほどこしたバイクも停とめてある。が──七年ぶりの活動といえど、確たしかに『咎人』を持ち出すほど大おお仰ぎような仕事ではない。

「……まあ、あまり考えない事だな。帰るぞ」

　釈しやく然ぜんとしないながらも、鉄斎は踵きびすを返して歩き出した。仕事の時は、考えない──この心得もまた、『咎回し』の任にんに就ついて得たものの一つだ。是ぜ非ひはともあれ、迷まよわずに済すむ。

「ん。……ところでテツ、私は一体どこに宿を取ればいいんだろう？」

　軽く頷うなずきながら、詩菜は鉄斎の隣となりに並ならんでくる。倒たおれたルインズ・ギャングたちの微かすかな呻うめき声に、二人分の足音が唱しよう和わした。

「なにせ素す寒かん貧ぴんと来ているからな。そういえば、『咎人』の給料は銀行振ふり込こみなんだろうか」

「寝ね床どこについちゃ、取りあえずマンションを一部屋とってあるよ。さすがに俺おれの部屋に泊とめる訳わけにはいかないからな────あと、『咎人』に給料なんかあるか。馬ば鹿かたれ」

「ふん？　私はテツの部屋でもいいんだけど……まあ、収しゆう入にゆうがないなら家や賃ちんは払はらえないかな」

　不ふ可か解かいそうに小首を傾かしげて、詩菜はシャツの胸むな元もとをつまみ、ぱたぱたと暑そうに扇あおぐ。あまりに無む造ぞう作さなその仕草に、鉄斎は顔をしかめて唸うなるような声を出した。

「……おい、少しは恥はじらえ。一いち応おう女だろうが、お前」

「すごい言い草だな。ここにはテツしかいないんだ、そう構かまえる必要もないだろう？」

　そう言って屈くつ託たくなく笑う詩菜に、一いつ瞬しゆん目を奪うばわれ──鉄斎は慌あわてて我われを取り戻もどした。

　気を張はり直し、意い識しきして不ふ愉ゆ快かいそうな顔を作ると、彼は腕うでを組んで詩菜を睨にらむ。

「……その俺が困こまるから、言ってるんだがな」

「なにを今さら。昔、テツを風ふ呂ろに入れてやったのは、いったい誰だと思ってるんだ？」

「だからアンタはすぐその話に持ってこうとするから嫌いやだって言ってるんだよ、詩菜姉ねえ！」

　おどける詩菜に思わずそれまでの態たい度どを崩くずして叫さけんでしまい、しまった、と舌した打うちする。

　だが、もう手て遅おくれだった。彼女は愉快そうに眉まゆを持ち上げ、ニヤリと歯を覗のぞかせる。

「ふっふっふ。ようやく、昔のテツになった」

「なんだよそれ」

「いや、私が知らない間に勝手に成長されていたのが悔くやしくてな。そこで、七年前のテツに戻ってもらった次し第だいだが」

「『次第だが』じゃねぇ！　クソッ!!」

　地じ団だん太だでも踏ふみそうな勢いきおいで憤ふん激げきする鉄斎に、彼女の笑えみは更さらに深まる。泥どろ沼ぬまだ。

　鉄斎は必死に口を閉とざすと、行き詰づまった怒いかりを発はつ散さんするようにドカドカと歩を速める。

「さっさと撤てつ収しゆうするぞ！　この連中の始末の手配もつけなくちゃならないんだからな!!」

「そこだけ聞くと完全に悪役のセリフだな、それは」

　やはりふざけた発言と共についてくる詩菜を肩越ごしに振り返り、再ふたたび舌ぜつ戦せんを繰くり広げるべく息を吸すい込んだところで──




　ドクンッ




　突とつ如じよ、身体からだを芯しんから破は裂れつさせるような鈍にぶく響ひびく衝しよう撃げきが、彼を打ち据すえた。

「ッ────!?」

　吸い込んだ息が空からの咆ほう哮こうとなって体外に叩たたき出される。

　骨ほねが軋きしみを上げる音を脳のう内に聞きながら、鉄斎はアスファルトに倒れこんだ。

「な……？　テツ、テツ！　どうしたんだ!?」

　路面に当たる耳に詩菜の足音が聞こえてくる。顔をしかめながら、彼は腕うでの力だけで上体を起こした。衝撃は一瞬だったが、四し肢しにははちきれるような鈍どん痛つうがこびりついている。

「……っ…………詩菜……お前、なんともないのか……？」

「──？　何を言ってるんだ？」

　喰いしばった歯の隙すき間まから押おし出した言葉に、しかし彼女は怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「テツ、お前は私に何か言おうとして、突とつ然ぜん倒れたんだ。……覚えてないのか？」

　肩かたを摑つかんで眼めを覗き込み、詩菜は真しん剣けんな声こわ音ねで訊きいてくる。上じよう質しつの墨すみの色をした双そう眸ぼうに見据えられながら、鉄斎は押し黙だまったまま、痺しびれた頭で現げん状じようを整理した。

（妙みような衝撃を感じて、ぶっ倒れた……何が起きたのかは、覚えている）

　だが、何が起こっているのか分からない。

　泣き叫さけぶ身体を説とき伏ふせ立ち上がって、彼はベルトに吊つった警けい棒ぼうのシースに手を伸のばし、詩菜の肩越しに衝撃を感じた闇やみの奥おくを睨にらみ透すかした。頼たよりなく点てん滅めつする街灯の白光と、静せい謐ひつに降ふり注ぐ月の蒼そう光こう。それらが混まざり合う光の狭はざ間まに眼を凝こらし──彼はそれを見た。

　うつ伏せに、仰あお向むけに、あるいは倉庫の壁かべに身を預あずけて気き絶ぜつしている少年たち。ともすれば死体の山にも見えるその光景の中心に、何かがいる。

　ある、ではない。それは明らかに生物であった──生物では、あるはずなのだ。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす鉄斎に、詩菜もようやく彼の顔色が尋じん常じようではない事に気付いたらしい。彼の視し線せんの先、背はい後ごを振り返り──眼を見開いたまま、全身を硬こう直ちよくさせる。

「………………何だ、アレは……」

　街灯の白と月の蒼あお、夜闇の黒の境きよう界かい線せんで、それは呼こ吸きゆうするようなリズムで体を揺ゆらしている。根こん拠きよはそれだけではないが、ともあれそれは、生物としての存そん在ざい感を有していた。

（だが……こいつは………………）

　音もなく唾つばを飲み込み、彼は眼がん前ぜんに立つ生物を「見上げた」──頭が、周囲の倉庫群の屋根に届とどかんばかりの高みにあるのだ。

　蛇へびの胴どうに人間の四し肢しを接ついだような外見である。もっともサイズは途と方ほうもなく巨きよ大だいだし、その手足もこの世の生物ではたとええない、禍まが々まがしくねじれた巨大な鉤かぎ爪づめだ。挙あげ句くに、その体表は鼻先から足の先まで、全すべてをどす黒い鱗うろこが覆おおい隠かくしている。

　化け物──端たん的てきに形けい容ようするなら、その一言でけりがつく。この世に有りえないものが有るとしたら、それは化け物と呼よばれるのだ。

「なあ、テツ。私し見けんで大変恐きよう縮しゆくなんだが」

　乾かわいた声で呟つぶやく詩菜の背せは、緊きん張ちように強こわ張ばっている。

「多分……およそ動物は、肉を喰わない限かぎり牙きばは生えないものだと思うんだけど」

「全く冴さえた推すい理りだな。うっかり人間おれたちが肉の塊かたまりだってことを忘わすれたくなる」

　苦く唇くちびるを歪ゆがめて、鉄斎は化け物のあぎとに並ならぶ、氷柱つららのごとき鋭するどい牙を見上げる。

　視線に気付いたのではないだろうが、化け物は、ふと地上数メートルの高みに位置する頭をこちらに向けた。爛ただれたように黒く染そまった全身の中で、唯ゆい一いつその両りよう瞳どうだけは身の毛もよだつ血の色である。そのまましばし睨にらみ合うが──均きん衡こうは、長くは続かなかった。

　化け物が僅わずかに頭をのけ反らせる。訝いぶかしげに様子を眺ながめていた鉄斎は、ふと電撃に打たれたように身体からだを震ふるわせた。直感にまかせて乱らん暴ぼうに詩菜の腕を摑つかむと、素す早ばやく身を翻ひるがえす。

「逃にげるぞ、詩菜ッ！」

　叫さけび、駆かけ出したその背せ中なかに、

　ォォオオォオォオオォオオォォォオッ!!

　極ごく太ぶとの棍こん棒ぼうでぶん殴なぐるような咆ほう哮こうが叩たたきつけられた。単なる音の域いきを超こえ物理的な衝撃力となったその咆哮は、鉄斎を、彼に摑まれた詩菜の瘦そう軀くごと打ちのめし、吹ふき飛ばす。

　吐はき出した空気は声になる事すらなく、鉄斎は、為なす術すべもなく地面に叩きつけられた。

「っ──テツ、無事か!?」

　と、彼よりも更さらに少し離はなれた所で、詩菜が叫ぶのが聞こえた。自分から前方に転がったのか、たいした怪け我ががあるようには見えない。安あん堵どに息をつき、鉄斎は身体を起こした。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。少し肩を痛いためたが」

「そうか、良かった。……痛むなら、幻げん覚かくの類たぐいじゃない、という事なんだろうけど……」

　口の中で転がすように呟き、詩菜が柳りゆう眉びを寄よせる。

「ああ。ついでに言えば、あの蛇へび頭あたまは断だんじて友好的な野や郎ろうじゃないって事だ」

　気け配はい、形ぎよう相そう、先ほどの咆哮。化け物が攻こう撃げきの意志を持っている事は明らかだった。が、

（…………妙みようだな）

　何な故ぜだというのか──化け物は、その場所から動こうとはしなかった。立りつ派ぱな牙も、たくましい豪ごう腕わんも、その威い力りよくを振ふるうには遠すぎる距きよ離りだというのに。

　再ふたたび睨み合いに陥おちいりそうになった状じよう況きようを動かすべく、鉄斎は詩菜に耳打ちする。

「…………なんだか分からないが、今がチャンスだ。俺が奴やつの注意を引いておく。お前はその隙すきに零ゼロ課かへ戻もどって、応おう援えんを呼よんできてくれ」

「断ことわる」

　すぱっと、日本刀で唐から竹たけ割わりに。

　喩たとえるなら、正にそんなイメージだった。素早く、簡かん潔けつで、明めい瞭りよう。しかし断だん固ことした意志を秘ひめた言葉。呆あつ気けにとられて固まる鉄斎の顔に触ふれ、優やさしく微び笑しようし──詩菜は不ふ意いに表ひよう情じようを引き締しめた。化け物に向き直ると、涼すずやかな、しかし荘そう重ちような声で、告げる。

「残るのは私だ。『咎人クライム』には個こ人じんとして街を歩く権けん利りがないからな。そうだろう？」

　言葉が見つからず呻うめく鉄斎に、それにな、と前置きし、彼女は寂さびしげにまつげを伏ふせた。

「テツに万一の事があったら──死んだ親父おやじさんに、恩おんを仇あだで返す事になるよ」

　その一言が、胸むねを衝ついた。

　いたずらに空転していた頭が、急速に冷えていく。同時に腹はらに生まれる、重たい塊かたまりを沈しずめられたような吐はき気け。身体中の血管という血管を氷詰づめにでもされたような気分だった。

「…………親父、か」

「ああ。私はあの人に命を救われた。……受けた恩に報いるだけだ。何もおかしくは、」

「お断りだね」

　吐はき棄すてるように、詩菜が言葉を紡つむぎ終えるより早く言い放つ。目を丸くして言葉を飲み込む彼女を真まっ向こうから見み据すえ、鉄斎は仇きゆう敵てきと相対しているかのように目を吊つり上げた。

　こんな事をしている場合ではない。

　理り性せいは事じ態たいを正しく把は握あくしている。だが今は、この不ふ快かいな感情を全て吐き散らしておきたかった。

「アンタが親父に感かん謝しやするのは勝手だ。だけど、その恩返しに俺を利用するのはよしてくれ。俺は親父じゃない………………親父じゃないんだよ、詩菜姉」

　憤ふん激げきの滲にじんだ彼の言葉に、詩菜は、まず大きく目を見開いた。次に呆ぼう然ぜんと何事か呟つぶやき、彼の眼めをまじまじと見返して──最後に、ひどく悲しげに顔を歪ゆがませる。

「違ちがう、テツ。それは誤ご解かいだ。私は、そんな風に考えては……」

　首を振り言い募つのろうとする彼女を、鉄斎は無言で睨みつけた。眼がん光こうに気け圧おされた彼女は言いかけた言葉を押しとどめ、もごもごと口の中で嚙かみ砕くだく。まるで叱しかられた子供だ。

「……早く逃げろ。残るのは、俺だ」

「テツ、私は────」

　諭さとすように宣せん言げんする彼になおも言い募つのろうと、詩菜は弾はじかれたように顔を上げて──

　不意に言葉を切り、恐おそるべき俊しゆん敏びんさでもって胸むな倉ぐらに摑つかみかかってきた。

　何の予よ備び動作もない行動だったが、それだけに鉄斎には抗あらがう術すべがない。そのまま突つき飛ばされ、彼女に押し倒たおされる格かつ好こうで路上に転てん倒とうする。

　嚙み殺した悲鳴がこぼれた──鉄斎ではなく、詩菜の口から。

　突とつ然ぜんの事じ態たいに、頭の中に無む限げんの疑ぎ問もん符ふが湧わき上がる。

　なぜ、詩菜は急に襲おそいかかってきた？

　なぜ、襲いかかってきた彼女の方が悲鳴をあげ苦く痛つうに顔を歪ませている？

　そしてなぜ──彼女は、肩かたに黒い杭くいを生やしている？

　……生やしている？　そんなはずはない。彼女の肩に、突き刺ささっているのだ！

「ッ、詩菜!?」

　外れていた歯車が嚙み合うように再び思考が正せい常じように回転し始める。彼が真っ先に起こした行動は、とりあえず胸の上で身体を丸めている詩菜を抱だき起こす事だった。

「詩菜、詩菜！　返事をしろ、聞こえてるか!?」

　肩を揺ゆさぶる訳わけにもいかず名前を呼よび続けるが、彼女はただ苦しげに呻くだけだ。

　彼女の左肩に突き立った杭は、鉄斎の警けい棒ぼうと同じか、少し大きいくらいの太さだった。幸い貫通はしていないし、出血も驚おどろくほど少ない。その点では運が良かったと言えなくもないが──それら全すべて差し置いて、心を焼き潰つぶす事実がひとつある。

　詩菜が、彼を庇かばって傷きずついたということだ。

　焦しよう燥そうと赫かく怒どにまみれた悪あく罵ばを心中で搔かき回し、鉄斎は一いつ寸すんも迷まようことなくそちらを振り返る。この場で彼らを害する、唯ゆい一いつの存そん在ざい。

「クソッタレ…………この、化け物がッ!!」

　叩たたきつけた怒声に応おうじたか、化け物は通りに蟠わだかまる闇やみを突き崩くずすような咆ほう哮こうを上げた。

　びりびりと振しん動どうする空気の向こうに、鉄斎は見た。鮮せん烈れつな緋ひ色に輝かがやく、蛇へびの瞳ひとみ。その細い瞳どう孔こうから伸のび上がる黒い杭──詩菜の肩を穿うがったのと同じ物だ。左右の眼がん球きゆうから突き出た杭は、自身の牙きばと同程てい度どの長さまで伸びると……おもむろに、先せん端たんをこちらに向ける。

　ぞくり、と、背せ骨ぼねを寸すん刻きざみにされるような悪お寒かんが走り、鉄斎は腕うでの中の詩菜を突き飛ばした。自分はその反動を利用して、反対方向に転がっていく。

　直後、二人の中間点で──即すなわち一いつ瞬しゆん前まで倒れていた場所で、路面が激はげしく破は裂れつした。

　爆ばく発はつの正体は、地面をえぐり突き立った二本の杭だ。それを射しや出しゆつした蛇の眼球にはもう杭は生えていない。が、代わりにまた新たな杭が、血色の虹こう彩さいから伸び上がっていた。

「ぐ…………」

　立ち上がろうと地面に膝ひざをついた所で、全身を苛さいなむ激げき痛つうに負け崩くずれ落ちる。霞かすむ視し界かいで何とか身体からだを見下ろすと、ワイシャツの数箇か所しよから血が滲にじんでいた。爆発で飛び散ったアスファルトの破は片へんが肉を切り裂さいていたらしい。悪あく態たいをつこうとして──しかし痛いたみのせいで吸すい込こんだ息を吐はき出してしまう。鉄斎は無力な己おのれの身体への憎ぞう悪おに顔を歪ゆがめた。

（クソッタレめ、冗じよう談だんじゃねぇ……）

　歯は嚙がみし、地面から顔を持ち上げる。

　あの杭に貫つらぬかれ、自分は死んでしまうのだろうか。詩菜を助ける事も出来ず──

（冗談じゃ、ねぇぞ……！）

　ガツ、と。腕を伸ばし、アスファルトを摑つかむように手を路面に叩たたきつける。

　四し肢しの神しん経けいが金切り声をあげた。だが、止まらない。意い識しきを強ごう引いんに繫つなぎとめて、じりじりと、じわじわと、もどかしいほど緩かん慢まんに、詩菜に向かって這はっていく。

　──せめて、彼女だけでも。

　自分の身体があの杭の盾たてになり得るとは思えなかったが、それでも幾いく分ぶんか衝しよう撃げきはやわらぐはずだ。はずだと、思いたかった。

（このままじゃ、俺おれは……俺は、またっ…………!!）

　また、彼女を守れない。

　その言葉が胸むねに去きよ来らいするより僅わずかに早く、化け物の目玉から杭が撃うち放たれる。

　杭の軌き道どうが、なぜかはっきりと見て取れる。過か度どの危き機きに直面すると感覚だけが加速する事があるらしいが──よもや、自身でそれを体験する事になろうとは思わなかった。

　視界が美しい光に満ちてくる。光はまるで太陽のように強く、眩まぶしく、暖あたたかく──

「諦あきらめるな！」




　──そして、喋しやべった。




「…………何？」

　思わず聞き返して、鉄斎は閉とじかけていた瞼まぶたを持ち上げる。

　見れば、その光は彼の視界ではなく、彼と杭の間で壁かべのように輝いていた。アスファルトを容よう易いに砕くだく力を秘ひめた化け物の杭を、その光の壁が食い止めているのである。

「守るべき者がいる。倒すべき敵てきがいる。ならば男は倒れられぬ。剣つるぎを取り、立ち上がり、戦う義ぎ務むがそこにある！」

　そしてあろう事か、光の壁は意思あるもののように、彼に語りかけているのだった。

「応こたえよ！　お前は男か、怯おびえた犬か！　もしお前が眼前の邪じや悪あくを切り払はらう事を望むなら、私が力を与あたえてやる！　闇を打ち消し滅めつする剣を、悪を亡ほろぼす光の力を！」

　ＳＦ小説のテレパシーのように、頭の中に直ちよく接せつ話しかけている感かん触しよく──ではない。声ははっきりと、そこに誰だれかが立っているかのように、目の前の光から聞こえている。

（これは……夢ゆめ、か──？）

　呆ぼう然ぜんと光の壁を見上げ、鉄斎は呟つぶやいた。

　わけの分からない化け物が現あらわれ、わけの分からない光に助けられ、わけの分からない選せん択たくを迫せまってくる。何から何まで納なつ得とくがいかない。理り解かいできない。理解できないというのに──化け物も喋る光も、まるで彼を嘲あざ笑わらうかのように厳げん然ぜんとして存そん在ざいしている。

　夢としか、思えない状じよう況きようだった。

（……どうせ、夢なら──！）

「さあ、未来へ繫つなぐ力を摑つかみ取るがいい！」

「──あああああァァァァァァァァァッ!!」

　渾こん身しんの絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせ、鉄斎は光の壁に手を伸のばす。まるでその手が砕くだいたかのように、空中で静止していた杭くいが粉々に弾はじけとんだ。化け物が、驚きよう愕がくの唸うなり声を上げる。

　防ぼう壁へきの役を終えた光は、徐じよ々じよに小さく、力を収しゆう斂れんさせるように縮ちぢんでいく。やがてそこに残った、灼しやく熱ねつの太陽を思わせる光の球に鉄斎の指が触ふれ──

「ァァァァぁぁぁぁ…………………あ？」

　──同時に、停止。

「よくぞ剣を取った！」

　賛さん美びの歎たん声せいをあげる光は──というか光だったものは、彼の腕うでの中に納おさまっていた。先ほどと同じ、品のあるバリトン・ボイス。なら、『これ』が光の正体なのだろうが──

「そして安心するがいい！　どうやら、その少女はショックで気き絶ぜつしているだけだ！　ことこれ生死に関かかわる瀕ひん死しの重じゆう傷しようというわけでは……ん？　なぜ不ふ審しんげなのだ、男よ」

　口こう上じようを止やめ、さも意外だといわんばかりに聞いてくるそれを、鉄斎は無言で見つめる。




　現れた物は、バイクのヘルメットであった。




「ふむ、なるほど。物体が喋る事に慣なれていないのだな」

　思案げに呟つぶやくそのヘルメットは、どうやらあちこちに倒たおれているルインズ・ギャングの物のようだ。鮮あざやかなファイア・パターンがペイントされた黒のフルフェイスタイプ。前頭部には炎ほのおに縁ふち取どられた髑どく髏ろが描えがかれている。派は手でだが、目新しい装そう飾しよくではない。

　──取り上げるべき問題は、そのヘルメットが喋っているという非ひ常じよう識しきな事実だけだ。

「手短に説明しよう。あの蛇へびの頭の怪かい物ぶつはニカ・カジという、こことは異ことなる世界から逃げて来た魔ま王おうだ。私はリッダヘルム二世の命めいにより奴やつを追ってきた特とく務む騎き士し、ジャストルッバート・ホーイッツ。ジャスト、とそう呼よんでくれたまえ」

　くれたまえと言われた所で、返事などしようがない。

　とりあえず対たい応おうに困こまり、鉄斎は最初に浮うかんだ疑ぎ問もんをぽつりと口にした。

「…………なんでヘルメットなんだ」

「うむ。何しろ閉とじかけた世界の断だん裂れつを強ごう引いんに駆かけ抜ぬけたせいで、奴の顕けん現げん地点からずれた座ざ標ひように存在確かく定ていしてしまってな。挙げ句に魔力も底をつき、依より代しろを吟ぎん味みする余よ裕ゆうがなかったのだ」

　器用に嘆たん息そくを織おり交ぜつつ、ヘルメットは饒じよう舌ぜつに語りあげる。言っている事の内ない容ようは一いつ寸すんたりとも理解できなかったが。

　うさん臭くさそうに細められた鉄斎の視し線せんにもくじけず、ヘルメットは更さらに後を続ける。

「だが幸運にも、ここで私と力の質しつが極きわめて似に通かよったものに出会い、精せい神しんを委ゆだねる事が出来た。即すなわち、太陽のようなものに、だ」

「それが、どうしてヘルメットなんだよ」

　半はん眼がんで睨にらむと、ヘルメットは得意げに弾はずんだ声でぺらぺらとまくし立て始める。

「まずは、全面に刻きざまれたこの炎の紋もん章しようだ。次に球形に極きわめて近い形けい状じよう。更さらに命を保護する防具という属ぞく性せい。炎、球形、命の守護者。これぞ正に太陽の写し身、命を育はぐくむ正せい義ぎの光だ！」

「ドクロが描かいてあるようだが」

　投げやりな彼の指し摘てきに、ヘルメットは取り合わなかった。憂ゆう鬱うつに──ごく自然にヘルメットと会話をしている自分に対しても──深く嘆息し、鉄斎は疲つかれたように肩かたを落とした。

「……まあ、いいけどな。それでお前──」

「ジャストルッバート・ホーイッツだ。人の名前は一度で覚えるのが礼れい儀ぎ」

「分かった。ジャバ」

「悪役みたいな省しよう略りやくをするのは最高級の無礼だと知っているか？」

「ジャバ、お前は確たしか言ったよな？……俺に力をよこすと」

　かたくなにこだわるジャバを無視し、鉄斎は静かに、抑おさえた声でそう言った。

「……左様。だが同時に、一いつ介かいの物体に過すぎぬ私にもまた──お前の力が必要なのだ、男よ」

　まだどこか不満そうに、それでもはっきりと、ジャバは肯こう定ていしてくる。

「だったら！」

　嚙かみ付くように、鉄斎は勢い込んで口を開く。傷きずの痛いたみは既すでに忘わすれ去っていた。

「だったら、早くその力をよこせ！　太陽だかなんだか知らないが、あの化け物をどうにか出来るなら……詩菜姉を守れるなら、なんでも持って行け！　命だってくれてやる!!」

「よかろう！　その心意気、このジャストルッバート・ホーイッツがしかと受けとめた！　さあ、お前の名を聞かせよ、男！」

　高こう揚ようして応こたえるジャバに、彼は自身も熱を帯びた声を叩たたき返す。

「鉄斎──来間、鉄斎だ！」

「良い名だ、テッサイ！　私を身につけろ！　お前と私が融ゆう合ごうし……新たな、力持つ存そん在ざいへと生まれ変わるのだ！」

　ジャバを持つ手が震ふるえていた。息をつき、静かに力を込め──鉄斎は震えを押おさえ込む。

　──日にち常じようは、どこで途と切ぎれていた？

『倉庫』から詩菜を連れ出した時か？

　化け物が現あらわれた瞬しゆん間かんか？

　この怪あやしいヘルメットを手に取ってからなのか？

　構かまうものか。いつだったとしても、いま行動しなければ詩菜も自分も死ぬだけだ。

　最後の理性をかなぐり捨すてて、鉄斎は、自ら非日常の一部へと堕おちる覚かく悟ごを決めた。

「くっ──────ぉぉおおおお!!」

　日常世界への末まつ期ごの叫さけびと同時に、ヘルメットを装そう着ちやくする。次の瞬間。

　どくん、と。

　ひときわ高く心しん臓ぞうが鳴り、血流に混まじり血よりも熱く、激はげしいものが体内を駆かけ巡めぐる。

　全身が炎ほのおの塊かたまりになったかのように、熱い。

「これは──これが、力……っ!?」

「そうだテッサイ！　今、お前に満ちているのは、光──太陽の力だ！」

　被かぶったヘルメットから聞こえるジャバの声は、それこそ太陽の声ででもあるかのように耳に響ひびいてきた──今は夜なのだが──。

「さあ、最後の仕上げだ！　今まさに誕たん生じようしたこの存在を、確定呪じゆ文もんにかける！」

「かくてい……なんだって？」

　聞き取れなかったのではなく言わんとする所が分からず、鉄斎は首を捻ひねった。聞き返される事を想定していたのか、返答は素す早ばやい。

「今はまだ、『私』と『お前』という二つの存在を強引に混こん合ごうした不安定な存在に過ぎん。安定して魔力を使用するためには、呪文で私たちの存在をくくってやる必要があるのだ」

　説明されたところで分かる話ではなかった。だが既すでに異い常じようの一部たらんとする決意を固めた──あるいはただ自や棄けになった──鉄斎は、分かった風に頷うなずいておく。納なつ得とくしたのか、ジャバはそれ以上の説明を重ねはせず、代わりに巨きよ大だいな鐘かねを撞つくような厳おごそかな声で叫んだ。

「では、続いて唱となえよ！……『爆ばく裂れつ』！」

「ば、爆裂……？」

「その調子だ！　『光こう臨りん』！」

「ああもう、光臨ッ！」

　誰に聞かれているわけでもないが──むしろそのせいかもしれないが──、恥はずかしい。

　だがジャバは、恥はじも外がい聞ぶんも躊ちゆう躇ちよもてらいもなく、口調に加える温度を上げていく。

「これで最後だ、存在の名を規き定ていするぞ！　我わが名は──『太陽戦士サンササン』ッ！」

「サンサ…………言えるかぁ!!」

　さすがに耐たえかね、彼はヘルメットを脱ぬぎ捨すてアスファルトに叩きつけた。

　ころころと路上を転がりながら、ジャバが憤ふん慨がいの声をあげる。

「ぬうっ、なぜ呪文を唱えない!?」

「みっともないわそんなもん!!」

　負けじとわめき返しながら、とりあえず彼はヘルメットを拾い上げた。いったいどうやっているのか、ぱかぱかと器用に風防バイザーを上下させるジャバを睨ねめつけ、顔を歪ゆがめる。

「大体なんだサンササンって。小学生かお前」

「それは無む論ろん、閃せん煌こう魔ま術じゆつの父であるサー・アンサー・サン教きよう授じゆ騎き士しにあやかった、由ゆい緒しよ正しき光の魔術名である」

「覿てき面めんにうそ臭くさいセリフをさも諭さとすような口調で吐はくんじゃねぇ」

　得意気に言い切るジャバを無む造ぞう作さに放り投げて、彼は倒たおれている詩菜へ歩み寄よった。またも地面に転がされたヘルメットが何か文もん句くを言っているようだったが、無む視し。

　膝ひざをつき、慎しん重ちように詩菜を抱だき起こす。彼女が小さく呻うめくのに、鉄斎は安あん堵どの息をついた。

（とりあえず……深手じゃないってのは本当らしいな）

　無む論ろん、舐なめておけば治る傷きずというわけでもあるまい。彼は突つき立ったままの杭くいに手をかけると、一気に引き抜ぬく。続いてネクタイを解ほどき、素す早ばやく傷口を縛しばって止血を施ほどこした。

「手て馴なれたものだな」

　と、作業を終えた彼に、ジャバが感心したような声をかける。すぐ傍かたわらにまで転がってきていたヘルメットを見やり、鉄斎は渋じゆう面めんを作って言い捨すてた。

「応おう急きゆう処しよ置ちもいいところだよ。……呪文とやらで、何とかならないのか？」

「無む理りだ。私の魔術は闇やみを滅ほろぼす事に特とつ化かした代しろ物ものでな。……ふむ、傷口を高熱波で焼き潰つぶして止血するくらいなら、ひょっとしたらできるかもしれんぞ」

「却きやつ下かだ馬ば鹿かたれ！　くそっ、役に立たねぇ力だな！」

　乱らん暴ぼうな案を口にするジャバを怒ど鳴なりつけ、鉄斎は慎しん重ちように詩菜の身体からだを横たえた。

「役に立たないとは随ずい分ぶんな言い草だな。テッサイよ、あれを見るがいい」

　と、ジャバが心しん外がいそうな声で言ってくる。見れば、ヘルメットの風防部に光の線が走り、矢印を描えがいていた。そんな芸もあったのかと呆あきれながら、矢印が示しめす方へ首を捻ひねる。

　その先には化け物──魔王ニカ・カジが立っていた。杭こそ覗のぞかせていないが、双そう眸ぼうは油ゆ断だんなくこちらを睨にらみつけて──────いや、違ちがう。

　あくまで、推すい測そくの域いきを出ないが……………………魔王は、怯えている？

「見ての通りだ、奴やつは私に恐きよう怖ふしている。一度は心しん臓ぞうを抉えぐってやったのだから、当然だがな」

「心臓……あの化け物の、か？」

　ぞっとしたように呟つぶやいて、鉄斎はアスファルトに転がるジャバに視線を戻もどした。ジャバは、別べつ段だんどうということもないという風に答えてくる。

「これでやるべき事は分かったな。太陽戦士の力を持って、魔王ニカ・カジをこの世から──否いな、全すべての世界から消し去るのだ！」

「……俺おれが？　あの化け物を……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、ジャバと魔王とを見み比くらべる鉄斎を、力のこもったバリトンが喝かつ破ぱした。

「否。私とお前で、魔王を……倒すのだ！」

　それは今まで彼が発した言葉の中で最も重く、最も切実で、最も──勇ゆう猛もうな叫さけびだった。

　息を吞のみ、鉄斎は転がるヘルメットを取り上げると、硬かたい視線で問いかける。

「──信じて、いいんだな？」

「信じよ。他に告げる言葉は持たぬ」

「魔王退たい治じか……ハッ、テレビゲームの勇者様にでもなった気分だな」

「間違いではないな。故こ郷きようでは、私も太陽の勇者と呼よばれたものだ」

　平然と恥はずかしい名乗りを上げるジャバに苦く笑しようをこぼすと、鉄斎は一度、眼めを伏ふせた。そして雷かみなりが閃ひらめくより短い間かん隙げきの後に大きく見開き、息を吸すって、

「やるぞ、ジャバ！」

　ヘルメットに取りついた勇者に、蛇へびの頭の魔王に、ただの『咎回しクライムハンドラー』でしかない自分に宣せん言げんするように声を張はり上げ──鉄斎は、再さい度どヘルメットを装そう着ちやくする。

「爆ばく裂れつ！」

「いや言わねぇから!!」

　すかさず叫ぶ太陽勇者にとりあえず怒ど鳴なっておいて、鉄斎は魔王に向き直った。風防越しに見る夜道だというのに、視界は極きわめて明めい瞭りようだ。これも、魔法の力なのだろうか──

「テッサイ、右手を奴にかざすのだ！」

　と。叱しつ咤たするように鼓こ膜まくを叩たたくジャバの声で、鉄斎は我われに返った。

（そうだ、感心している場合じゃない！）

　言われるまま、握にぎった右手を前方に突き出す。奮ふん然ぜんと伸のばしたその腕うでが、薄うすく金色の輝かがやきを放っているように見えるのは……決して幻げん覚かくではない。

　瞬しゆん間かん、魔王は猟りよう銃じゆうを向けられた小動物のようにその巨きよ軀くを震ふるえ上がらせた。

　間ま違ちがいない──奴は光の魔ま術じゆつを恐おそれている！

　心が高こう揚ようしていくのを実感する。それにつられたのではないだろうが、ジャバの口調にも熱がこもり始めていた。

「さあ叫べテッサイ、呪じゆ文もんを解とき放つぞ！」

「おおっ!!」

「閃せん煌こう魔術──『地じ獄ごくバーニング光線』ッ！」

「じご…………だから言えるかぁッ!!」

　羞しゆう恥ちに叫ぶ鉄斎が自分の頭部をはたくべく、右手を引きかけた──その時だった。

　しゃんっ、と画用紙に砂すなを投げつけるような音と共に、右腕から光の奔ほん流りゆうが迸ほとばしる。光は周囲を朱あけに照らしながら一瞬で魔王のもとまで到とう達たつし、黒い鱗うろこが覆おおう胴どう体たいに突つき刺ささった。魔王は悲鳴をあげようと身をよじるも、吼ほえる光こう輝きはそんな暇いとまを許ゆるしはしない。肉に喰くらいつき弾はじけた赤しやつ光こうは、即そく座ざに再さい度ど収しゆう束そくし、爆ばく裂れつする。

　そして轟ごう音おん──夜を揺ゆるがす大爆発が、倉庫街を炎ほのおの色に染そめ上げた。

　噴ふき上げる爆ばく炎えんの柱の中をゆっくりと崩くずれ落ちていく、魔王ニカ・カジの巨きよ軀くを呆ぼう然ぜんと眺ながめながら──鉄斎は、腕を突き出した格かつ好こうのまま凍こおりついていた。

　活動を停止した脳のうに、ふうむ、と唸うなるジャバの声が侵しん入にゆうしてくる。

「張はり切りすぎてしまった」

「テメェはああああああ！」

　たまらず怒鳴り、彼は今度こそ自分の頭を──というかジャバを──殴なぐりつけた。

「何なんだ今のは、ええ!?」

「地獄バーニング光線だが」

「一いつ般ぱん常じよう識しきみたいに言うなッ！」

　左ひだり拳こぶしでもう一度頭を殴る。殴った拳の方が痛いたんだが、殴らずにはいられなかった。

「俺はまだ呪文なんか唱えてないぞ！」

「ふむ、別に魔術の発動に呪文が要いるわけではないからな。一々叫ぶのでは不便だろう」

「じゃああのサンササンだか地獄光線だかってのはなんだったんだよ!?」

「テッサイ、お前は呪文の事をまるで分かっていない。閃煌魔術の喚よび手は呪文を唱える事によって精せい神しん昂こう揚ようを図はかり、より高次元において澄すんだ心象鏡面による現げん実じつ具象を引き起こすのだ。呪文を伴ともなわない光の魔術など、闇やみ夜よのか細い蛍ほたる火びに過すぎんのだぞ」

「……わけの分からない単語を使えば俺が何でもかんでも納なつ得とくすると思うなよ」

　色々と指し摘てきしたい事はあったものの、とりあえずそれだけ口にしておく。だがジャバはこりた様子もなく、吞のん気きな光線を風ふう防ぼうに走らせていた。

「納得は勝手にしておいてくれ。……それより、まだ終わりではないぞ」

　不意に変調した声に顔を歪ゆがめ、鉄斎は道の中心で巻まき上がる炎の渦うずに眼めを向けた。

　闇夜に散る火の粉は美しくすらあるが、それでも目を凝こらせば、踊おどる炎の間かん隙げきに僅わずかに魔王の異い形ぎようを認みとめることが出来る。地面に倒たおれ伏ふした影かげは、それでもまだ動いていた。爛ただれた鉤かぎ爪づめで力なく路面を引っかき、身を起こせずにもがいている。

「大魔術の代だい償しようだ。魔力の尽つきた今が、奴やつを仕し留とめる無二の好機！　テッサイ、走れ！」

「──だあっ、もう！　分かったよ!!」

　やぶれかぶれに怒ど鳴なって、鉄斎は火の粉を散らす炎の柱に向かい駆かけ出した。

　障しよう害がい物ぶつのように転がっているルインズ・ギャングたちを飛び越こえ、一呼こ吸きゆうの間にかなりの距きよ離りを詰つめる。既すでに感じ始めている炎の熱波に、皮ひ膚ふがちりちりし、思わず足を止めようとするが──その思考を見み透すかしたかのような鋭するどい一いつ喝かつが、ヘルメットの内部に響ひびいた。

「立ち止まるな！　炎が、太陽戦士たる我われ々われを傷きずつける事はない！」

「……本当だろうなっ？」

「うむ。我らの内に宿る力が光の鎧よろいとなり、炎を退しりぞけるのだ！　因ちなみに魔術用語ではこの力を不思議パワーミステリアス・パワー、通つう称しようＭＰエムピーと呼よぶ」

　どこまで本気か分からないジャバのセリフに半はん眼がんを造つくってから、彼は走るのをやめた。熱風に焙あぶられる頰ほおをかきながら、数秒の時間をかけて魔王の前まで到とう達たつする。

　確たしかに、目の前で紅ぐ蓮れんの火炎が燃もえ盛さかっているというのに、蠟ろう燭そくほどの熱も感じない。

「今だテッサイ！　怒いかりでも、義ぎ憤ふんでも、愛でも何でも構かまわない！　ありったけの心猛たける想おもいを乗せ、奴を滅ほろぼす魔術を放て!!」

「心猛る……!?」

　突とつ然ぜんの要求に戸と惑まどいながら、鉄斎はそれでも幾いくつかの動どう機きを思い浮うかべる。とっさにそんな事を言われて、即そく座ざにこれだと答えられるはずもないが──一つだけ。

　たった一つだけ、どうしてもこの蛇へび頭あたまにぶつけておきたい想いがあった。

（そうだ……そうだったな）

　我知らず固めた拳こぶしを、振ふり上げる。

　簡かん単たんな仕事を紛ふん糾きゆうさせ、詩菜を傷きずつけ、街を破は壊かいし、ついでに妙みような太陽勇者まで呼び込こんで平和を乱みだした厄やつ介かい者もの。そんな奴にぶつける想いなど、後にも先にも一つしかない。

（いい加か減げん、どっかに────）

「消えッちまええええええぇぇぇぇぇぇ!!」

　冗じよう談だんじみた夜の、非ひ常じよう識しきな事じ態たいを終わらせる、強きよう烈れつな怒ど号ごう。

　力任まかせに叩たたきつけた拳げん骨こつが炎の壁かべすらぶち破やぶり、魔王の身体からだに触ふれた瞬しゆん間かん、その一点に眩まばゆい金色の光が生まれた。光点はそのまま拳こぶしと鱗うろこの間で押し潰つぶされ──刹せつ那な、黄金の濁だく流りゆうとなって弾はじけ飛ぶ。澱よどんだ闇やみを駆く逐ちくする太陽のような爆ばく裂れつには音もなく、熱も爆風も生まれない。ただ塗ぬり潰つぶすような閃せん光こうだけが魔王の身体を吞のみ込み、影かげをかき消していく。

　閃光の嵐あらしが消え去った後──その場に立っていたのは、鉄斎だけだった。

「…………終わった……のか？」

　路地を吹ふき抜ぬける風にシャツの裾すそを遊ばせながら、確かめるように呟つぶやく。勇者を名乗ったヘルメットは、しかし黙もくしたままだった。

「おい……おい、ジャバ？」

　呼びかけてみるが、やはり返事はない。

　ふと不安になって周囲を見回せば、路面には魔王の杭くいで穿うがたれた孔あなが痛いた々いたしく口を開いていて、道の両りよう脇わきの倉庫には炎に舐なめられた痕こん跡せきが残っている。夢ゆめでないのは明らかだった──胃の辺りが痛くなるほど明めい確かくに。

　月はすでに随ずい分ぶんと傾かたむいている。数時間後には上司に提てい出しゆつしなくてはならない報ほう告こく書しよに何を記すべきかを考えながら──鉄斎は、遠く目覚め始める街の片かた隅すみで空を見上げていた。

　じきに、太陽が昇のぼる。







　　　第二章　ルインズ・ワークス







　その日は、珍めずらしく雪が降ふっていた。

『………………、』

　深々と、意外なほど静かに白く染そまっていく路地裏うらの一画に、彼女は全身を血と痣あざに彩いろどられた凄せい惨さんな姿すがたで転がっている。

　付近を仕切るギャングの仕し業わざだ。名前以外には金も身み寄よりも持たない孤こ児じ、それも幼おさない少女が独りストリートで生きていこうと思えば、時には彼らの逆げき鱗りんに触ふれるような危あぶない橋を渡わたらなくては食い扶ぶ持ちのアテもない。

　だが今日はどじを踏ふんでしまった。事じ務む所しよに忍しのび込んだ所を捕つかまってしまったのだ。殺されなかったのは好運という外ほかないが、しこたまぶん殴なぐられたせいで全身が軋きしみ、まるでいうことを聞かない。一時間もすれば意い識しきを失うだろう。その後は、凍とう死しするだけだ──無む論ろん、そういう目算があったからこそ、とどめを刺さされずに放り出されたのだろうが。

　踊おどるような粉雪が、傷きずだらけの四し肢しに降り積もっていく。ゆっくりと目を閉とじ、彼女は迫せまりくる自分の死を感覚し始めた。と、

『──君、大だい丈じよう夫ぶか？　意識はあるか？』

　不意に、身体からだにかかる雪が止やむ。

　反はん射しや的に瞼まぶたを持ち上げれば、視し界かいを黒い影が覆おおっていた。誰だれかが、傍そばに立っている。

『ひどい怪け我がだな、何があった？』

　しかめ面つらで聞いてくるのは、壮そう年ねんの男だった。背せ広びろの下に頑がん健けんそうな身体を押し込んだ男は雪の上に躊ちゆう躇ちよなく膝ひざをつくと、彼女の顔に積もっていた雪をそっと払はらい落とす。

　傷に雪が染しみて、彼女は小さく呻うめいた。

『っと……すまない。とにかく、怪我の手当てをしないとな』

　慌あわてた風に手を引くと、男は片かた手てに掲かかげていた傘かさを放り捨すてた。そしてひょい、と彼女を横よこ抱だきに抱かかえ上げ、身軽な動作で立ち上がり、足早に歩き出す。

　男の靴くつが新雪を踏み分ける音に、彼女はしばしぼんやりと聞き入り──それからようやく、曇くもった思考で事じ態たいを認にん識しきし始めた。苦労して、何とか声を絞しぼり出す。

『……放せ……』

　雪の降る音にすらかき消されてしまいそうなかすれた声を、しかし男は聞き取ったようだった。こちらの意識がある事に安あん堵どしてか、一いつ瞬しゆん顔をほころばせ──その後、何を言われたのか理り解かいしたらしく、呆あきれた風に眉まゆ根ねを寄よせる。

『何を言ってるんだ、早く手当てをしないと死んでしまうぞ。君、ご両親の連れん絡らく先は──』

『……いない』

　男の問いを遮さえぎって滑すべり込ませた声は、彼女自身が意外なほど、はっきりと響ひびいていた。

『金も、ない……。だから、放せ……』

　切れ切れの吐と息いきの隙すき間まから押し出すように言って、鉄の色をした男の瞳ひとみを睨にらみつける。

　不意に、身体に伝わっていた規き則そく正しい震しん動どうが消えた。男が足を止めたらしい。腕うでの中の彼女を見下ろし、眉根を寄せて訊きいてくる。

『君は、孤児なのか』

　彼女が小さく顎あごを引いてみせると、男は一いつ層そう顔を曇らせた。

　こちらの小こ股またを掬すくって何がしかの利り鞘ざやを当て込もうという腹はらだったのなら、これで興きよう味みを失うだろう。そういう性しよう根ねの腐くさった連中は総そうじて面めん倒どうを厭いとう。身元が保ほ証しようできない一文なしの孤児を病院に連れて行き、あまつさえ身み銭ぜにを切るような真ま似ねは絶ぜつ対たいにしない。

　だが──彼女の矮わい軀くが雪の上に放り出されることはなかった。顔を上げて短い嘆たん息そくをこぼすと、男は彼女を抱え直して、再ふたたび歩き出した。

　訝いぶかしげに眼めを細める彼女の方は見ないまま、男はぽつりと、白い吐息をこぼす。

『──私には、息子むすこが一人いるんだが』

　持ち出されたのは、脈みやく絡らくのない言葉だった。

　唐とう突とつな話題の意図を図はかりかねて視線を鋭するどくするが、男は構かまわず話を続ける。

『妻つまを早くに亡くしてね。職しよく業ぎよう柄がらあまり構ってやれず……随ずい分ぶん、寂さびしい思いをさせている』

『…………』

『息子は幼おさない。多分、君の方が少し年上だろうな。まだ誰かに甘あまえたい年とし頃ごろなんだよ』

　ざく、ざく、ざく。

　雪を踏ふみ分ける音が、いつの間にか深くなっている。男の髪かみやスーツの肩かたにも、うっすらと雪が積もり始めていた。なんとなくその横顔に見入っていると、男は突然こちらを見下ろしてきた。虚きよを突つかれて息を吞のむ彼女に、彼は穏おだやかに言う。

『君さえよければ、息子の話し相手になってやってくれないか？　あいつの〝姉さん〟に……私たちの、家族に』

　咄とつ嗟さに拒きよ絶ぜつできなかったのは、その一言のせいだったのだろう。無む論ろん生きのびる為ための打だ算さんがなかったと言えば噓うそになるが、彼の言葉に魅ひかれている自分を、彼女は自覚していた。

　家族──ストリートでは決して手に入らなかった言葉が、胸むねに熱い。

　小さく、本当に小さく彼女が頷うなずくと、男は安あん堵どの息をついて微笑ほほえみを浮うかべた。

『よかった。君、名前は？』

　生まれてこの方見たこともないような優やさしい微び笑しようは、彼女の目にひどく眩まぶしく映うつった。その光が眩しすぎて思わず顔を逸そらし、ごまかすように早口で呟つぶやく。

『……詩し菜な』

　ぶっきらぼうに告げた名前を口の中で繰くり返して、彼は満足げに頷うなずいた。

『私は来くる間ま鋼こう太た。街を護まもる警けい察さつ官かんだ。そして……今日から君の父親になる男さ、詩菜』

　自分の身体を支ささえる男の、鋼太の手の温ぬくもりが心地ここちよくて、詩菜は笑った。最後に笑ったのがいつだったのか思い出せないほど久ひさしぶりに、心の底から。

　鋼太も嬉うれしそうに微笑んで、さて、と気持ちを入れ替かえるように肩をゆすった。

『まずは病院だ。後で息子を紹しよう介かいしよう。きっと、詩菜が家族になる事を喜んでくれる』

　鋼太の言葉に、彼女は尋たずねる。その子はなんという名前なの、と。

　彼はニッと歯を見せると、まるで宝物を自じ慢まんする子こ供どものような顔で一言、答えた──







「────鉄てつ斎さい」

　と、自分の寝ね言ごとで、八や桐とう詩菜は目を覚ました。

　初めに見えたのは、白。起き抜ぬけの頭ではそれがなんなのか理り解かいすることができず、ただじっと見つめ続ける。やがて十秒も経たってから、彼女はそれが天てん井じようであると悟さとった。

　重く沈しずむ身体からだを苦労して起こし、周りを見み渡わたす。

　寝しん室しつのようだった。割わりに良い部屋であるらしく、クローゼットなど調度品の類たぐいもそろっている。彼女が身を横たえているベッドにしても、相当にクッションの利きいた代しろ物ものだ。

（……ふん？）

　さしあたって把は握あくできたのは、ここが見知らぬ部屋であるという事だけだ。わけが分からず眉を顰ひそめ、詩菜はベッドから降おりる。床ゆかに敷しかれた絨じゆう毯たんを踏ふんで気付いたが、彼女は裸足はだしだった。昨さく晩ばん履はいていたブーツはベッドの脇わきにも、部屋のどこにも見当たらない。

　昨晩────なぜかその単語が意い識しきに引っ掛かかり、詩菜は昨晩の記き憶おくを辿たどる。夜の倉庫街、倒たおれるギャングたち、『咎人クライム』、鉄斎、そして、唐とう突とつに現あらわれた──

「…………ッ！」

　少しずつ、かき集めるように復ふく元げんしていた記憶が、爆ばく発はつでも起こしたように一気に噴ふん出しゆつした。思考にこびりついた澱おりが吹き散らされ、昨晩の出来事を急速に、鮮せん明めいに思い出す。

　慌あわてて左肩を見る。シャツの肩口から覗のぞく肌はだに、真新しい包ほう帯たいが巻まかれていた。その下には恐おそらく──化け物に穿うがたれた傷きず跡あとが、刻きざまれているはずだ。

（……夢ゆめじゃなかった、か）

　生々しく、克こく明めいに示しめされた現げん実じつの証しよう明めいに苦笑いし、詩菜は息をついた。そのまま数秒も沈ちん黙もくしたあと、不意に頭を搔かき、部屋の一いち隅ぐうにある扉とびらに歩み寄よる。

　昨晩のあれが夢でないなら、取り急ぎ確かく認にんしなくてはならないことがある。

　ノブに手をかけ、それを確認すべく部屋を出ようとした瞬しゆん間かん──扉は彼女に押おし開かれるより早く自ら開いた。そしてその向こうから、確認したかったものが姿すがたを現す。

「っと……起きてたのか、詩菜」

　すぐ内側に立っていたこちらに驚おどろいたのか、鉄斎は扉を開けた格かつ好こうのままで動きを止めていた。ワイシャツもズボンも昨日見たもののままで、あちこちに汚よごれや破やぶれ目、果ては血けつ痕こんらしきものまで見えたが──彼自身は、いたって元気そうに見える。

　素す早ばやく観察を終え、詩菜はふっと顔の筋きん肉にくを緩ゆるめた。我われ知らず強こわ張ばっていた身体から力が抜けていき、心地よい感かん触しよくを覚える。

「テツ──よかった、無ぶ事じだったんだな」

「それはアンタに言ってやりたいよ。……ぴくりともしないで眠ねむってたんだぜ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで肩かたを指さしてくる鉄斎は、邪じや魔まするぞ、と断ことわってから部屋に入ってきた。彼に押しのけられるような格好で、詩菜は再さい度どベッドに腰こしを下ろす。

　目覚めた時は気付かなかったが、寝台横のサイドボードには救急箱が置いてあった。白いプラスチックの蓋ふたを慣なれた手つきで開け、鉄斎は中から幾いく巻まきかの包帯を取り出す。

「……この包帯、テツが巻まいてくれたのか？」

「ん……ああ、まあな」

　他た意いのない質しつ問もんだったが、鉄斎は妙みように歯切れの悪い返事を嚙かみ潰つぶすように口にする。彼はしばらく視し線せんを泳がせた後、観念したように深く息をつくと、苦い声で呟つぶやいた。

「その傷は、人には見せられない」

「──そんなに酷ひどい傷なのか？」

　怪け訝げんな表ひよう情じようで、詩菜は問い返した。特に痛いたみや疼うずきは感じないのだが、感覚がない方が恐おそろしい怪け我がというのも、確たしかに存そん在ざいする。

「…………見れば分かる。包帯を替かえよう」

　明言を避さけ、鉄斎は詩菜の腕うでを取ると、救急箱から取り出した鋏はさみで包帯を切り裂さく。裁たたれた包帯が木の葉のように、真新しいシーツの上に舞まい落ち──

「ッ……!?　こ──」

　──それを目にした瞬間、詩菜は脳のうを直ちよく接せつぶん殴なぐられるような衝しよう撃げきを覚えた。

　窓まどから差し込こむ陽ひの光。その下に晒さらされた彼女の白い肩は、どす黒く染そまっていた。

　化け物に穿うがたれた孔あなを塞ふさぐように、黒色の何かが肩を覆おおっている。その黒の表面は、鉱こう物ぶつじみて陽光を照り返していた。恐おそる恐る、指先で触ふれてみる。明らかに人肌の柔やわらかさではない硬こう質しつの感かん触しよくが伝わってきて──詩菜は、顔をしかめた。

「なん……なんだ、これは……？」

「──さあな。少なくとも、ただのカサブタじゃないって事は確かだろうよ」

　肩をすくめ、鉄斎は言葉とは裏うら腹はらに深しん刻こくな面おも持もちで頭を振ふる。

「……とりあえず、包帯巻きなおすぞ。そうしとけば気にもならないだろ」

　早口に言い切って、彼は手にしていた包帯で黒い傷きずを覆おおい隠かくし始めた。手早く巻かれた包帯は、ゆるすぎる事もきつすぎる事もない。

　新たに巻かれた包帯と、余よ分ぶんの包帯を救急箱に仕舞う鉄斎とを交こう互ごに眺ながめながら、詩菜はふっと表情を崩くずした。それから静かに目を伏ふせると、囁ささやくように口を開く。

「テツ」

「あん？」

「さっき、な。夢を見ていた。昔の……親父おやじさんに拾われた時の夢を」

　小さな、雪の降ふる音のように小さな声。

　それでも、鉄斎ははっきり聞きとめてくれたようだった。包帯を仕舞う格好のまま、凍こおりついたように動きを止める。構かまわず、詩菜は後を続けた。

「親父さんは、私にテツの〝姉〟になって欲ほしかったみたいだけど……結局、いつも私の方が馬ば鹿かをしでかして、テツに面めん倒どうをかけていたな。おかげで私はよく怪け我がをしたし──テツはいつも、こうして手当てをしてくれた」

　包帯に指を触ふれ、薄うすく瞼まぶたを持ち上げる。

　慈いつくしむように、抱だきしめるように、詩菜は鉄斎を見つめた。

「頼たよりない〝姉〟ですまないな、テツ。…………本当に、すまなかった」

「アンタは」

　告こつ解かいじみた言葉が終わると同時か、それより一いつ寸すん早く、鉄斎が声を張はり上げた。

　今度は詩菜が目を丸くする番だった。驚おどろいて見上げる鉄斎の顔は、今にも怒ど鳴なりだしそうなほどの憤いきどおりに歪ゆがんでいる。あるいは、それは──泣き顔だったのか？

　だが結局、鉄斎は怒鳴らなかった。無む論ろん、泣きもしていない。ただ歯を食い縛しばり、弾はじかれたように顔を逸そらす。そしてそのまま無む造ぞう作さに、投げつけるように言ってきた。

「アンタは俺おれの〝姉さん〟だったよ、詩菜姉……間ま違ちがいなく、な」

「────そうか」

　にっこりと笑えみ、詩菜は頷うなずく。

　彼は振り返らず、そのまま部屋を出て行こうとした。その背せを、笑顔のまま見送る。

　扉とびらを開け、戸板の向こうに姿すがたが消える直前、鉄斎は立ち止まってもう一度口を開いた。

「──ここは警けい視し庁ちようがお前に与あたえた部屋だ。身体からだを休めて、次の仕事に備そなえていろ」

「……テツはどうするんだ？」

「仕事だ。昨日の騒さわぎをごまかさなくちゃ、その傷の事も報ほう告こくしないといけなくなる……そうなれば、人じん権けんなんかない『咎人』の事だ。きっといい様に実験動物扱あつかいにされる」

　苦く呟くと、彼は床ゆかに置いてあった小ぶりのスポーツバッグを担かついで部屋を出て行った。

　なんとなく、詩菜はそのまましばらくベッドに腰こし掛かけたままでいた。やがて仰あお向むけにシーツの上に転がると、白い天てん井じようを見上げる。脳のう裏りには、鉄斎の言葉が響ひびいていた。

　アンタは、俺の〝姉さん〟だった。

　嬉うれしい事を言ってくれる──思わず、口元がほころんだ。

　アンタは、俺の〝姉さん〟だった。

（…………今は、〝姉さん〟ではないんだな）

　当然だ。彼には──鉄斎には、本当にすまないことをしたのだから。

　悔かい恨こんと、一いち抹まつの寂さびしさが胸むねをよぎる。

（浅ましいな。私はまだ──）

　まだ、彼の〝姉〟でいたいと思っている。

　途と端たんに膨ふくれ上がった願望を、詩菜は思い切りベッドから跳はね起きる事で霧む散さんさせた。

（──考えない事だ、八桐詩菜。そうすれば迷まよわずに済すむだろう？）

　息をついて、サイドボードに載のせてあった髪かみ紐ひもで適てき当とうに髪をくくり、寝しん室しつを後にする。

　隣となりの部屋はリビングになっていた。上等そうな革かわ張ばりのソファや趣しゆ味みのいい細工のテーブルが並ならんでいて、落ち着かない。リビングから直ちよく接せつ繫つながる形で玄げん関かんも見える。

　僅わずかに迷いがよぎったものの、最終的に、彼女は玄関の方へ足を向けた。

（ちょっと出歩くだけなら、構かまわないよな）

　鉄斎は怒おこるような気がしたが……それでも、どうしても見ておかねばならない物がある。

　玄関には探さがしていたブーツの他ほか、見知らぬ靴くつが何足か揃そろっていた。少し考えた末に、鉄板入りのブーツではなく緑色のスニーカーに足を突つっ込んで、彼女はドアを押し開けた。

　玄関を出た先は左右に長い通路が延のび、いま出てきたのと同じデザインの扉が等とう間かん隔かくに並ならんでいる。部屋の前には開けた空間──エレベーターホール。

　どこかのマンションだろうかと現げん状じようを推すい測そくしつつ、エレベーターのボタンを押す。階数表ひよう示じのランプが地上階から昇のぼってくるのを眺ながめながら、詩菜は不意に顔を曇くもらせた。別べつ段だん、そこに奇き妙みようなものがあったわけではない。ふと、脈みやく絡らくのない疑ぎ問もんが浮うかび上がったのだ。

　思い出すのは先ほどの、部屋を去る鉄斎の姿。

「……テツの奴やつ、なんでスポーツバッグなんか持っていったんだ……？」

　我われ知らず口に出して呟きながら、彼女は漫まん然ぜんとそんな事に考えをめぐらせていた。

　そして、それ故ゆえに。

　エレベーターの扉が開いた瞬しゆん間かん、中から飛び出してきた影かげに反はん応のうする事が出来なかった。




　　　　◆□□◆




　──覚えているのは光と影だ。

　触ふれる肉を断たち、撫なでる骨ほねを煮しや沸ふつする、揺ゆるがぬ意思を秘ひめ噴ふき上がる必死の閃せん光こう。そして、絶ぜつ対たいの滅ほろびを保ほ証しようするその爆ばつ光こうから、彼を庇かばうように立ちはだかる細身の影。

　──覚えているのは光と影だ。

　怪かい物ぶつが呼こ吸きゆうするように膨ふくれ上がる黄金の光。そして、その閃光に背せを向け残った魔ま力りよくを振ふり絞しぼり、極きよく小しよう規き模ぼの転てん移い魔ま術じゆつで彼をこの場から離はなれさせようとする小こ柄がらな影。

　──覚えているのは光と影と、たった一つの切なる言葉だ。

　転移魔術が発動し意い識しきが別の座ざ標ひようへ跳ちよう躍やくする直前。閉へい塞そくしていく視界の向こうで、光の奔ほん流りゆうに吞のまれて消える気高き影が、凜りんとして彼に託たくした最さい期ごの言葉──




　────力を誇ほこり、生きよ。我われら闇やみを喚よぶ者故ゆえに────




（…………ッ！）

　──幻げん視しから覚めた彼は、なによりも先に自じ我がの存そん続ぞくを確かく認にんした。肉体という根こん拠きよを失くした今の彼にとって、空想は存そん在ざいを希き釈しやくするおそれがある。

　幾いくつかの記き憶おくを洗あらい出して検けん証しようするが、とりあえず、自分という意い識しきはまだ連続しているらしい。安あん堵どを覚え脱だつ力りよくするが……別べつ段だん、現状が好転したわけではない。

　彼は、仄ほのかな闇やみの中で死にかけていた。

　光の浸しん食しよくを受けた肉体は殆ほとんどかき消され、残されたのは薄闇も喚よべない僅わずかな力のみ。己おのれの無力を呪のろい、彼は忌いま々いましき陽光降ふり注ぐ世界を這はい進み始めた。

（……全く変わらない。あの時も今も……光は、常つねに闇の前に立ち塞ふさがる）

　魔王ニカ・カジは昨さく晩ばんの交戦を思い返して、憤ふん激げきに意識を乱みだす。

　光の魔術に長たけた、あの特とく務む騎き士し。まさか異い世せ界かいまでも追ってくるとは。

　看かん過かできる相手ではないが──肉体を失っている今は、新しい身体からだの確かく保ほが最さい優ゆう先せんだ。

（闇だ……闇の魔術を助じよ成せいする、夜の闇のような気き性しようのものを探さがさねば……）

　魔王と呼よばれた男が、昼の世界の染しみのようにちっぽけな闇の欠片かけらとなり、無力に這はいずる。それはあまりに惨みじめであり、この上もなく屈くつ辱じよく的だった。だが。

（私は潰ついえぬ！　一いつ片ぺんの闇に堕おちた身なれど……悲願、成じよう就じゆするまでは…………ッ！）

　太陽の下。陽光の中。

　闇は、確たしかに息いき衝づいている──




　　　　◆□□◆




「──テツ、最大限げん熟じゆく慮りよした上で慎しん重ちように答えてくれ。報ほう告こくは、これで全部なんだな？」

「薫かおる。最初に言った通りだが、望むなら何度でも繰くり返すぜ。報告は、それで全部だ」

　丸眼鏡めがね越ごしの、糸のように細めた眼めで睨にらんでくる男に、鉄斎は肩かたをすくめて答えた。

　彼の返事に、男はあからさまに不ふ審しんげな渋じゆう面めんを造つくって嘆たん息そくする。鉄斎とそう変わらない歳としだというのに、きっちり着込んだ背広とオールバックの髪かみ形がたがよく似に合あう顔ではあった。

「……危き険けん物が一いつ切さいないはずの倉庫地区で大爆ばく発はつが起き、特Ａ級『咎人クライム』が負ふ傷しよう。現げん場ばにいたはずの君は報告書に一言『ガス爆発』と雄お々おしく書きなぐって、報告は以上ときた。さて、僕ぼくはこの面おも白しろい事じ態たいをどう受け止めたらいいんだろうね？」

「さあな。素す直なおに信用したらどうだ？」

　底そこ抜ぬけに空々しい受け答えに、男はもう一度嘆息する。さっきより長く、深く、沈ちん痛つうに。

　溜ため込んでいた空気を吐はき尽つくしたのか、男は顔を上げ、観念したように瞳ひとみを伏ふせた。デスクの上に薄うすっぺらい報告書を放り出して頭を振り、若じやつ干かん投げやり気味に口を開く。

「──分かった、分かったよ。君がそう言い張はるんなら、アレは確かにガス爆発だったんだろうさ。……上じよう層そう部を納なつ得とくさせるのは、難むずかしいだろうなぁ……」

「せいぜい上う手まいホラを吹ふいてくれ」

「いいさ、例の彼女と組んでの初仕事だしな。……何か、事じ情じようがあるんだろ？」

　つまり、葵あおい新しん町まち薫はそういう男だった。仕事に一いつ切さい妥だ協きようはしないが、融ゆう通ずうの利きかない石頭ではない。彼の心こころ遣づかいに、鉄斎は幾いく度ども救われている。

「僕には話せない事情か？」

「……ああ、そうなる」

「なら聞かない。……さて、『咎人』が療りよう養よう中となれば『咎回し』の仕事は休業だな。上じよう層そう部のジイ様がたから指令が下るまでは待機でいいから、お姉さんを看かん病びようしてやれよ」

　言って、薫は唇くちびるを三日月形に吊つり上げた。

　──彼は当人たち以外で、鉄斎と詩菜の関係を知る唯ゆい一いつの人間である。彼が色々と手を回してくれなければ『咎人』の身内が『咎回し』に選ばれる事はなかっただろう。

「今さらな上に、いつものことだが……すまないな、薫」

「いいさ。こんな事、七年前に君を誘さそった時に覚かく悟ごはできてる──それに我わが親友殿どのの頼たのみとあっちゃ、断ことわる理由が見当たらない」

　臆おく面めんもなく親友と言い切られ、鉄斎は錆さびの固まりでも飲み下したような顔を造つくった。

「──ま、僕の話はそんな所だ。そろそろ来客があるから、とっとと帰ってくれ」

「すげぇ扱あつかいだな親友。いや帰るけどな」

　虫でも追い払はらうように手を振ふる薫に半はん眼がんで言いながら、鉄斎は足元に置いていたスポーツバッグを持ち上げた。そのバッグに目を留とめて、ふと薫が怪け訝げんそうに首をひねる。

「さっきから、気にはなってたんだけど……それ、なに？」

「え？　ああ……これはそう、なんだ──」

「移い動どう式の我わが邸てい宅たくである」

　鉄斎は突とつ如じよごす、と音が響ひびくほど強く、バッグに肘ひじ鉄てつを食らわせた。続いてくるりと背せを向け、小声で何かを囁ささやき始める。無む論ろんこの部屋には、薫と彼しかいないのだが……

　呆ぼう然ぜんと──あるいは恐おそろしげに──その光景を見守る薫に、鉄斎は何の前まえ触ぶれもなく振り返ってきた。そして不思議そうに首を傾かしげ、

「…………幻げん聴ちようとか？」

「訊きかれても」

　正直に唸うなる薫に、鉄斎は天てん井じようを見上げて腕うでを組んだ。誤ご魔ま化かしたかったらしい。

　とりあえず様々な疑ぎ問もんを棚たな上あげにして、薫は優やさしい微び笑しようを浮うかべて頷うなずいていた。

「疲つかれてるんだな。帰って寝ねろ」

「…………………………。そうする」

　なにやら本当に疲れた声で言い残し、鉄斎は素直に退たい室しつしていった。途と方ほうもない重荷を背負っているような格かつ好こうで去っていく友人の背を見送りながら、薫はふと額ひたいを押おさえる。

（……バッグって、喋しやべるもんじゃないよな？）

　それこそ幻聴かもしれない。

　冗じよう談だん交じりに考え、薫は客人の到とう着ちやく予定である三分後まで休息をとることを決意した。







「喋るなと言っておいたろうが!?」

「言われたな。覚えているぞ」

　捜そう査さ零ゼロ課か・課長室

　そうプレートの貼はられた扉とびらを閉しめるや否いなや、鉄斎は抱かかえたスポーツバッグに──というかその中身に、怒ど声せいを投げつけていた。

「だが教えを乞こわれ黙だまっているなど、太陽勇者と呼よばれた私の名な折おれではあるまいか」

「折れッちまえ、そんな恥はずかしい名前」

　呻うめき、バッグを肩に担かついで廊ろう下かを歩き出す。

　零課の人間、即すなわち『咎回しクライムハンドラー』しか訪おとずれないこの棟とうは、警けい視し庁ちようの関連施し設せつの中でもずば抜ぬけて人ひと気けがない。だからというわけでもないだろうが、ヘルメットに取り憑ついた──としか言いようがない──太陽勇者ジャバは、バッグの中で遠えん慮りよなく喋り続けていた。

「まあ、それはさておき」

「おくなよ。解かい決けつしろよ」

「さておき、なぜ私を連れてきたんだ？」

　ここが零課自じ慢まんの、ただただ直線的に延のびるだけの──何と部屋すらほとんどない──廊ろう下かでなければ、彼はその質しつ問もんに答えはしなかったろう。そんな事を説明する必要はなかったし、それ以上に説明してやる気力がない。

「喋らせたくなくば、毛もう布ふで巻まいてクローゼットにでも放り込んでおくべきだったろう。いややれと言っているのではないぞ。意思表ひよう現げんの手しゆ段だんを剝はく奪だつする事は殺人と同どう義ぎである」

「……なぜ、だって？」

　故ゆえに、歩く者をもれなく退たい屈くつにさせる建けん築ちく構こう造ぞう上の欠けつ陥かんに負け、その問いに答えてしまったのは迂う闊かつという他ほかなかった。とりあえず後半部は明らかに蛇だ足そくと判はん断だんして聞き流し、鉄斎はのろのろと肩かたのスポーツバッグを見やり、大きく息をつく。

「決まってる。太陽勇者だか何だかと言い張はる妙みようなメットを、どこかに捨すてるためさ」

「はて。何ゆえ」

　捨てる、と明言したところで、ジャバは動どう揺ようの片へん鱗りんも見せなかった。その淡たん白ぱくな反はん応のうに拍ひよう子し抜けしながらも、鉄斎は苛いら々いらと言葉を続ける。歩調速く、乱らん暴ぼうな足音を響ひびかせて。

「お前は、昨日の化け物を倒たおすために異い世せ界かいとやらからやってきたんだろう？　だったらもう目的は果たしてる。これ以上、俺おれがお前に付き合う義理はないってわけだ」

「ふむ、まさしくそこだ。聞いてくれテッサイよ、実は困こまった事になっている」

「……困った事？」

　穏おだやかでない言葉に、鉄斎は顔をしかめて聞き返す。バッグの中のヘルメットは左さ様よう、と時代がかった前置きをしてから、声に硬いものを含ふくませ、言った。

「恐おそらく──魔王ニカ・カジは生きている」

「……………………、あ？」

　きょとん、と目を丸くして足を止める鉄斎に、ジャバは厳おごそかな声こわ音ねで後を続ける。

「昨さく晩ばんのお前には驚おどろかされたぞ。何ら補ほ助じよ知ち識しきもなしに、正せい規きの喚よび手と比くらべてすら遜そん色しよくない魔ま術じゆつを喚んだのだからな。修しゆう練れん次し第だいで、恐らく私をも凌りよう駕がする喚び手になれる才覚を持っている。実に見事だった……そう、見事すぎたのだ」

　──称しよう賛さんの言葉ではあるまい。眉まゆ根ねを寄よせ、鉄斎はジャバの言葉に耳を傾かたむけた。

「強き光は目を眩くらませ、時に闇やみを隠かくしてしまう──奴やつは恐らく、お前の魔術を隠れ蓑みのに逃とう走そうしたのだ。昨夜この街の魔力状じよう況きようを検けん索さくしたが……まだ、僅わずかに奴の魔力を感じる」

「な…………」

　絶ぜつ句くし、鉄斎はバッグを取り落としそうになる。何を、言っているんだ──？

「……冗じよう──談だんじゃない！　俺は昨日、確たしかに見た！　あの蛇へび頭あたまが消え去る瞬しゆん間かんを！」

　拳こぶしを固めてそう叫さけんだのは、根こん拠きよあっての理り性せい的な反はん論ろんではない。ジャバの語った話を認みとめたくないという、ただその一心が言わせた願望だった。

　だがジャバは、変わらぬ声で無む情じように告げてくる。

「あれはトカゲの尻尾しつぽ切りに過すぎん。肉体を捨すて、囮おとりとする。闇の喚び手の常じよう套とう手段だ。奴は今、恐らく私と同じように意い識しきと力だけの存そん在ざいとなって、依より代しろを探さがしているのだろう……幸い、その力すらテッサイにこそぎ落とされてろくに残ってはいないようだが、な」

　最後に付け加えられた僅わずかな慰なぐさめも、気休め程てい度どにしかならない。鉄斎は握り締めた拳を震わせる。爪つめが手の平に食い込み白く変色していた。

　あの化け物が、まだ菱ひし南なに身を潜ひそめている。この街の、どこかに──

（……考えるな。そうすれば、迷まよわない）

　──懊おう悩のうは一瞬で終しゆう了りようした。決然と前を向き、鉄斎は止めていた歩みを再さい開かいする。大おお股またに、早足で、それはもう走っていると呼んだ方が相応ふさわしいような速度だが。

　変化に乏とぼしい悪あく夢むのような廊ろう下かを駆かけ抜けながら、彼はバッグを担ぎ直した。

「ジャバ、あの蛇へび野や郎ろうはどこにいる!?　魔力とか何とかいうヤツで、分かるんだろう!!」

　走りながら叫ぶのは余よ計けいな酸さん素そと体力を消しよう耗もうするが、かまわず声を張り上げる。

「確かに大まかな位置くらいは把は握あくできるが……時間が必要だ。一、二時間は欲ほしい」

　そういえば昨晩、魔王──正せい確かくにはその肉体らしいが──を倒たおした直後、不意に返事をしなくなったことがあった。あの時に、魔王の生せい存ぞんを探さぐっていたのだろう。

　失望と苛立ちを隠かくせず、鉄斎は苦々しく舌した打うちした。鬱うつ憤ぷんを晴らす訳わけではないが、廊下の前方に見えてきた階かい段だんを二段飛ばしで勢いきおいよく駆け下りる。と、

「──うわっ!?」

「っ！」

　階段を下りきった所で誰だれかとぶつかりそうになり、鉄斎は咄とつ嗟さに横へ跳とんだ。無理な方向転てん換かんに、脚あしの筋きん肉にくがいやな痛いたみを訴うつたえる。

　その甲か斐いあってか、衝しよう突とつは紙かみ一ひと重えのところで避さけられた。現あらわれた人物のすぐ脇わきを通り過ぎると、慣かん性せいに傾かしぐ身体からだを強ごう引いんに押し留とどめて謝しや罪ざいを述のべようと振ふり返り──

「ああ、なんだ。お前か」

　彼は露ろ骨こつに面めん倒どう臭くさそうに顔を歪ゆがめた。思い切りぞんざいな言葉を投げ置くと、前に向き直ってそのまま走り出そうとする。

「……って、ちょっと待ちなさいよ！」

　と、背はい後ごから甲かん高だかい声がぶつかって来て、鉄斎は階段で立ち止まらずに逃にげ切らなかった事を激はげしく後こう悔かいした。ジャバに喋しやべるなよと囁ささやくと、頭を搔かきながら再さい度ど振り返る。

　そこには、犬が立っていた。

「誰がイヌだってのよ、誰がっ!?」

　口に出していたらしい。だがそれなりに自信のある喩たとえだったので、小こ馬ば鹿かにするように肩かたをすくめつつ、鉄斎はことさら軽けい薄はくに鼻を鳴らしてやった。

「きゃんきゃん吠ほえて、すぐ嚙かみ付く。お前が犬でなくてなんなんだ？」

「せめて、愛らしいチワワとか限げん定ていしなさいよ」

「…………やれっていうならやるけどな」

　それでいいのかと思わなくもなかったが、面倒臭くなったのでいい加か減げんに頷うなずいておく。

　本当に満足したのか犬は──もとい、同どう僚りよう間ま倉くら麻ま琴ことは、突つき刺さすように尖とがらせていた目をあっという間に柔やわらかくした。その単たん純じゆんさが動物じみていると言えばその通りなのだが。

「それじゃあ、麻琴。俺は急いでるから」

「え？　あ、だから待ちなさいってテツ！」

　駆け出そうとした肩をつかまれ、鉄斎はまたも停止を余よ儀ぎなくされた。今度は何だと、仏ぶつ頂ちよう面づらで麻琴を振り返る。

「あ…………」

　その顔に、彼女はびくりと身を縮ちぢこませる。本ほん質しつ的に臆おく病びようなところも、小型犬そっくりだ。

　これではまるで八つ当たりだ。額ひたいを押さえ、鉄斎は唸うなり声をあげた。

「──わかった、悪かったよ。何か用か？」

　嘆たん息そくまじりに頭を搔き、視し線せんを下ろす。身長が自分の肩までしかない彼女と話す時は、自然と見下ろす格かつ好こうになる。まだ警けい戒かいしているのか、麻琴は微び妙みように距きよ離りを置いたまま、両手の指を決まり悪げにいじっていた。

「ええと、その……昼休みだからご飯でも食べにいかない、ってだけなんだけど……」

「ああ、もうそんな時間か──」

　言われてみれば、それなりに腹はらが減へっているような気がする。

　緊きん張ちようした面おも持もちで見上げてくる麻琴を見返し、鉄斎は苦く笑しようをこぼして首を振った。

「悪い、これから用事がある。勘かん太たのコロッケはまた今度って事で勘かん弁べんしてくれ」

「あ──べ、別に謝あやまる事じゃないわよ」

　慌あわてて顔の前で手を振り、麻琴は早口に言った。一いつ瞬しゆん、ひどく残念そうな顔をしたように見えたのは──まあ、コロッケが食べたかったのだろう。よほど。

　多少は心がとがめて、彼は取り繕つくろうように愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「まあ、なんだ……そんなに腹が減ってるんなら、別に今から行ってもいいんだが」

「……あんた色々失礼な勘違いしてない？」

　善ぜん意いで申し出たというのになぜか半はん眼がんで睨にらみ返され、鉄斎は言葉を吞のみ込こんだ。

　麻琴は呆あきれた風に嘆息するとこちらの胸むねに拳こぶしをぶつけ、疲つかれた声で言ってくる。

「いいわよ、私との約束より、用事とやらの方が大事なんでしょ。……そうよね。あんたってそういう奴やつよね。分かってたんだけどね」

「いや、なに言ってるんだお前」

「お黙だまり。年中仏頂面の無む神しん経けい爬は虫ちゆう類るい」

　ひどい罵ば声せいを浴びせられ、鉄斎は諸もろ手てをあげて降こう参さんした。言っている事は分からなかったが、自分の何かが彼女の機き嫌げんを損そこねたのは間ま違ちがいないようだ。麻琴はしばし拗すねたようにそっぽを向いていたが──不意に顔を曇くもらせると、声をひそめて訊きいてくる。

「……ところでその用事って、例のテロリスト女の関係で？」

「ん？　いや、違うが……何でだ？」

　唐とう突とつに持ち出された話題に、鉄斎は訝いぶかしげに顔をしかめた。しかし麻琴は彼の疑ぎ問もんを無む視しし、最初の返答のみを耳に入れたらしい。何な故ぜか安あん堵どの息をつくと、表ひよう情じようを輝かがやかせる。

「あ、なら別にいいの。片かたっ端ぱしから一いつ切さい合がつ財さい、何ひとつとして気にしないで」

「難むずかしいだろ、その要求は」

「いいから。ほらほら、急いでるんでしょ？」

　半眼で唸うなる彼の背せをさっきとは逆ぎやくにぐいぐい押おしやりながら、麻琴は満面の笑えみを浮かべていた。そのあからさまな豹ひよう変へんぶりは釈しやく然ぜんとしないが、特に逆さからわずにおく。

　建物の外に出、麻琴が鼻歌混まじりに去っていったことを確かく認にんすると、鉄斎は周囲に首を巡めぐらせ人目がないか確認した。それから、肩に提さげたバッグへ声をかける。

「──さて、ジャバ。お前がそのヘルメットに取り憑ついた理由は、それがお前の力の質しつに合ってたからだ、って言ってたよな？」

「ふむ、いかにも。魔ま術じゆつ喚よびなら、依より代しろに自らの力と質の似に通かよったものを選ぶのは常じよう識しきだ」

　言うとおり常識を語るような口調で、ジャバは淡たん々たんと答えてきた。だが取り憑くとは人聞きが悪い、と続いた反はん論ろんは聞き流し、鉄斎はさらに質問を重ねる。

「なら、一つ訊きくが……闇やみの魔術とやらと力の質が似ているものってのは、何なんだ？」

　一瞬、言葉が止まった。

　質問の真意が伝わったのか、ジャバはゆっくりと、真剣な声で答えを口にする。

「……光の魔術を助成するのが正の感情なら、闇の魔術は負の感情に威いを得る業わざ。悪意、後こう悔かい、怨えん恨こん、渇かつ望ぼう──そんな闇を抱かかえたものが、奴の依代に最も適てきしているだろうな」

「オーケイ。なら、怪あやしいのはマフィア共の縄なわ張ばりだ。最さい優ゆう先せんで探さがしていくぞ」

　バッグを担かつぎ直し、鉄斎は駆かけ出した。

　容よう赦しやなく揺ゆれるバッグの中から、ジャバの平時と変わらない声が聞こえてくる。

「時にテッサイ、先のご婦人だが」

「……？　ああ。同じ零ゼロ課かの人間だよ」

　いきなり話の流れに関係ない質問をするジャバに、鉄斎は怪け訝げんな顔で答えてやった。

　麻琴は、課内でも若わか手ての鉄斎より更さらに一つ年下の同どう僚りようだ。『咎回し』の資し格かくは持っているものの、実じつ際さいに『咎人』を担たん当とうした経けい験けんはまだない。今は、鉄斎を含ふくめた他ほかの『咎回し』のサポートを主任にん務むにしている。

　ジャバはそうか、と一言呟つぶやくと、更に唐突な事を聞いてきた。

「彼女はお前の恋こい人びとか？」

「……目と耳が腐くさってるのか、お前は」

　半眼でそう答えた所で──無む論ろん、ヘルメットに目も耳もあったものではないのだが──大きな通りに出た。どこから捜そう索さくの手を伸のばすべきか……考えを巡らせ、肩かたをすくめる。

「同僚だよ。たまに飯を食ったりするが、そんなんでいちいち恋人になってたまるか」

「私は、戦火によって突然想おもい人びとを亡なくした戦友を何人も見てきた。後こう悔かいしたくなければ思いやれる時に思いやっておくべきなのだぞ。失っては、もはや想いも届とどきはしない」

　重々しく言うジャバは、どうやら本気で彼と麻琴の仲を誤ご解かいしているらしい。

　とんだ勘違いだな、と苦笑すら浮かべ、鉄斎は当てずっぽうで南の方へ走り出した。

「御ご忠ちゆう告こくたいへん痛いたみ入るが、あいつはむしろ俺を苦手に思ってるよ。あの態たい度どを見てりゃ、どんな阿あ呆ほうでも分かることだろう？」

「……仰ぎよう天てんした。阿呆はお前だテッサイ」

　勘違いを諭さとしてやろうと告げた言葉に、ジャバは何な故ぜか呆れ果てたように呟つぶやいている。

　ヘルメットごときに阿呆呼よばわりされては黙だまってもいられず、彼は唸うなるように抗こう弁べんした。

「何で俺おれが貶けなされなきゃならないんだ」

「自分で考えろ。……こういう問題は横で見ていた方が分かり易やすいとは言うが、お前のそれは問題外だ。彼女が哀あわれでしょうがない」

　不ふ可か解かいな言動をするジャバに、鉄斎は苛いら立だたしげに口を曲げた。余よ計けいなことばかりよく喋しやべるくせに、猪口ちよこ才ざいな真ま似ねをしてくれる。

「教えろって。何のことなんだよ」

「知らん。お前が解決すべき問題だ」

　通りが大きいだけ、さっきよりも格かく段だんに通行人は多かった。が、車の騒そう音おんや喧けん騒そうがそれ以上に圧あつ倒とう的にその場に蔓まん延えんし、鉄斎とジャバの口論に気付く者はいない。

（……そういえば、こいつと会話するのにもすっかり違い和わ感かんがなくなってるな……）

　その事実を進歩と見るか否いなか──こっそり悩なやみながら、鉄斎は昼の街中を駆かけていった。
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「……なるほど、保ほ存ぞん状じよう態たいは悪くないようだな」

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

　断だん続ぞく的な金きん属ぞく音の合間に言葉を挟はさんで、老人は書類を机つくえの上に放り出す。数枚のコピー用紙を綴とじただけの適てき当とうな紙束はさしたる物音を立てることもなかった。少なくとも、この部屋に充じゆう満まんする静せい寂じやくを切り裂さくほどには。

　質しつ量りようすら錯さつ覚かくさせる沈ちん黙もくの帳とばりを押し分け、老人のそれとは違ちがう声が部屋に響ひびく。

「ええ。正直、安定性せいに若じやつ干かんの懸け念ねんがありましたが……それも杞き憂ゆうに終わったようです」

「十全だな」

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

　続く金属音に乗せるように、老人は満足げに、しかし起き伏ふくのない声で呟いた。

　彼の言葉に満足げに笑えんで、机を挟んだ向かいに座すわった男が眼鏡めがねの奥おくで瞳ひとみを細める。

「さて……問題は、そちらのモノですが？」

「システムの再さい構こう築ちく、および技ぎ術じゆつ者しやと設せつ備びの確かく保ほはようやく満足いく所まで漕こぎつけた。あとは、撒まいた試作品の動作データを回かい収しゆうするのみ」

「──いよいよ、計画が成じよう就じゆする時ですね」

「うむ。……七年前の事じ件けんさえ起こらなんだら、ここまで梃て子こ摺ずらずに済すんだのだがな」

　キンッ────カチッ。

　ずっと鳴らしていた古いライターの蓋ふたを握にぎりこみ、老人は白髪しらがの眉を顰ひそめる。『七年前』が何を指す言葉なのか──それを十分に知っている男は、同じように渋じゆう面めんを浮うかべた。

　チッ、と舌したを鳴らし、男が頭を振ふる。

「やめましょう。今は計画の成功と、来きたるべき未来についてのみ考える時期です」

「分かっている」

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

　再ふたたびライターの蓋をいじり始める老人に、彼は唇くちびるの端はしを吊つり上げて見せる。

「それにあの事件……なにも不利り益えきばかりという訳わけではなかった。おかげで、我われ々われは陣じん頭とうに掲かかげるべき神しん像ぞうを見つけることが出来たのですからね」

「それも、分かっている」

　老人は鬱うつ陶とうしげに言い捨すてると、突とつ然ぜんソファから立ち上がった。なんの前まえ触ぶれもない行動だったが、男には別段驚おどろいた風もない。

　彼はいつだって突然なのだ。静から動へ、動から静へ、思った時に思う様に振る舞まう。

「あれは、まだお前が管理していろ。近い内に引き取りに来る」

「はい……我らの理想の為ために」

「理想なる国家の為に」

　そしてまた、静寂が訪おとずれる──
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　しかし、つくづく、しみじみと。

　昼日中、散々な距きよ離りを走り回った挙あげ句くに口にする物として、揚あげたてのコロッケほど適てきさない物もそうはあるまい。そんな思いを今、鉄斎は荒あれた呼こ吸きゆうを整えながら嚙かみ締しめていた──揚げたてのビーフコロッケと共に。

　歯を立てるたび衣から溢あふれる油と肉にく汁じゆうは、確たしかに旨うまい。そして熱い。当然、暑い……

「要するに、なにかの嫌いやがらせなのか、これ」

「奢おごってやってんだ、文もん句くつけるねぃ」

　もそもそとコロッケを齧かじる鉄斎に、街頭スタンドの中に立つ男は野太い声で言い捨てた。じきに初老に差し掛かかろうというその男は、短い髭ひげと頭とう髪はつに白髪が混まじり始めている、実に体たい格かくのいい巨きよ漢かんである。ぶ厚あつい胸むな板いたの前で組んだ腕うでは馬くらい絞しめ殺せそうなほど太いくせに、限げん界かいまで張はり詰めたパステル色のエプロンが不気味に似に合あってはいた。

　苦労して口の中の芋いもと牛肉を飲み下して、鉄斎は疲ひ労ろうの滲にじんだ息を吐はき出す。

「せめて水が一杯ぱい欲ほしいと思った所で、そいつがどれだけ悪い事だってんだ」

「こきやがれ。そこまで面めん倒どう見れるかタコ」

　渋面で残りのコロッケを押おし込こむ鉄斎にすげなく告げ、男はスタンドのカウンターに肘ひじを載のせた。そして岩がん盤ばんに金かな釘くぎで彫ほったような顔を喜色に染そめて、にやり、双そう眸ぼうを輝かがやかせる。

「──で、いったい何を訊きに来た？　分かってる。またぞろ、どえらいヤマを追ってるんだろう？　ただでさえ景気の悪いお前の仏ぶつ頂ちよう面づらが、今日は一いつ層そう老ふけて見える」

「箸はしが転がっても大事じ件けんだと思いたがるその癖くせ、今年こそなんとかした方がいいぜ勘かん太た。あと顔は老けてない。気苦労が多いだけだ」

　早口気味に言い返し、鉄斎は好こう奇きの色を隠かくす風もない男を半はん眼がんで睨にらんだ。自分が仏頂面でいることが多いのは確かだが……決して、顔が老けているわけではない。絶ぜつ対たい。断だんじて。

　勘太は、鉄斎が先せん輩ぱい『咎回し』のサポートをしていた頃ころ、聞き込みなどのツテで知り合った仲だ。一日の半分を大通りのスタンドで過すごす勘太は、胡う散さん臭くさいくらい街の噂うわさに詳くわしい。

　──だからこそ、彼に会いに来たのだが。

　気付かれぬよう深しん呼こ吸きゆうし、鉄斎は可か能のうな限かぎり自然体を心がけ、気楽な声を装よそおう。

「なに、別に事件ってわけじゃないんだがな…………『影かげ』を、見なかったか？」

　口をついた声は目もく論ろ見みどおり、他愛たわいもない世間話をするような調子だったが……それだけに、話す内ない容ようの突とつ飛ぴさが際きわ立だった。勘太は黙だまったまま、不ふ審しんげに顔をしかめる。

　首くび筋すじに冷や汗あせを流し、鉄斎は慌あわてて──といって態たい度どは崩くずさずに──言い繕つくろった。

「つまらん噂話さ。例えば……そうだな、腕が三本ある人影だとか、太陽に向かって伸のびているだとか……とにかく、不自然な影だ。そういうモノを見たって噂は聞かないか？」

「聞くも聞かないもお前」

　困こん惑わく顔で呻うめき、勘太は太い指で頭を搔かく。

「一体全体、何の話だ？」

「言ったろ？　噂話だよ。大した事じゃない」

「分からねぇな。まあ、何でもいいが……」

　合が点てんはいっていないようだったが、勘太は追及しては来なかった。ごつごつと尖とがった肩かたをゆすると、軽く嘆たん息そくを交えて言ってくる。

「どのみち見た覚えはないし、見たって話も聞かない。ついでに言えばそんなもん、よっぽど影ばっかり眺ながめて生きてるようなスカタンでもなきゃ、気付きもしないだろうよ」

「……だろうな」

　気のない風を装って頷うなずくが、呟つぶやかれた言葉には失望の色がありありと見えていた。そしてそれ以上に──噴ふき出すような焦しよう燥そうの念が。

　音を立てず奥おく歯ばを軋きしませる鉄斎に、勘太が興きよう味みの光を灯した目を向ける。

「少なくとも、この通りじゃ聞かないってだけだ。他の連中にはもう当たったのか？」

「文ぶん吾ごも塔とう子こも知らなかった。商業区の山の字も同じ。ダフ屋の順じゆん二じはこの前警けい邏らの警官ぶん殴なぐって留りゆう置ち場じようだし、『尻しり軽がる』真ま稀きだけは二十で教えると言ってたが……多分ホラだな。アレハンドロにいたっちゃ剛ヤ力ク会ザの女に手を出して、先週メキシコに逃にげ帰ったんだと」

　憮ぶ然ぜんとして嘆息する鉄斎に合わせて、勘太が呆あきれまじりに苦く笑しようした。

「それで、最後に俺の所に来たってことか」

「ああ。……空から振ぶりだったけどな」

　苦い顔で肩をすくめると、鉄斎は適てき当とうに刈かり込んだ髪かみを搔きむしる。

（あとは……足で探さがすしかない、か）

　どっと疲ひ労ろう感が押し寄よせてきたが、挫くじけている場合でもない。途と方ほうもない精せい神しん力を代だい償しように、彼は足元に置いておいたスポーツバッグをのろのろと拾い上げる。

「今度、麻琴と食べにくるよ。その時は多少割わり引いてくれると助かる」

「ぬかせ、今日の奢おごりを忘わすれたか」

　真っ白な欠けのない歯を剝むいて笑う勘太に、鉄斎は苦笑を返した。スタンドに背せを向けて、とりあえずはどこに向かうべきかを考えながら重い足を引きずる。と。

「おい、テツ」

　数歩も行かぬ内に、背はい後ごから勘太の大声が追いかけてきた。立ち止まって振り返ると、通行人の奇き異いの視し線せんを集めながら、スタンドのカウンターから巨きよ体たいが乗り出している。

「お前が言わないなら俺たちも聞かないが、ヤバい事じ情じようなら気をつけろよ。顔は老けてるが、お前、まだまだ若わか造ぞうだ」

「……ありがとよ。そいつは皆みなに言われた」

　あと、顔は老けてない──きちんと釘を刺さしてから、バッグを担かつぎ直す。

　足取りは、先さき程ほどよりは幾いく分ぶん軽かった。







「どこからでも見えるのだな」

　またわけのわからない事を言い出したな、と顔をしかめ、鉄斎は傍かたわらのベンチに置いたスポーツバッグを見た。何の話だと問い返す体力もなく、そのまま聞き流すことにする。

　繁はん華か街がい、倉庫地区、ストリート、スラム化した居きよ住じゆうエリアまで──主だった犯はん罪ざい組そ織しきの勢せい力りよく下を走り回ること数時間。彼らは未いまだ、魔ま王おうニカ・カジを見つけられずにいた。

『奴やつの捜そう索さくは、恐おそらく困こん難なんを極きわめる』

　勘かんと運と体力に任まかせたこの捜そう査さを開始した矢先、ジャバは淡たん々たんとしてそう告げたものだ。

『私が光と化しお前の前に現あらわれたように、奴は闇やみとなって依より代しろを探さがしているだろう。当然闇は光より見つけ難にくい。運良く不自然な影かげなどを見かける事を祈いのるしかあるまいな』

　その後『まあ「不自然な影」などと漠ばく然ぜんとしたものが見つかる可か能のう性せい自体、ほぼゼロであろうが』と駄だ目め押しを加えられても、鉄斎は捜査を強行した──その結果として現げん在ざい、こうして疲つかれ果てた身体からだと気力を、公園のベンチで休ませているわけだが。

　ネクタイを緩ゆるめて襟えり首くびから風を取り入れつつ、彼は再さい度どジャバを見下ろす。

「──で、どうなんだ、魔力の検けん索さくってやつは？」

「手て応ごたえがない。ニカ・カジめ、尽つきかけた魔力を隠おん形ぎように注つぎ込んでいるのか、反はん応のうが漠ばく然ぜんとしすぎていて座ざ標ひようをまるで絞しぼりこめん」

「くそっ……分が悪すぎる」

　憤いきどおった声こわ音ねで毒づくと、鉄斎はジャバの入ったバッグを担いで立ち上がり、公園の出口に向かって歩き始めた。疲労は抜けきっておらず、どこか歩調も安定しない。

「しょうがない……次、行くぞ。どれだけ目がなかろうが、探さないよりはマシだ」

「気を張はりすぎだ、テッサイ」

　諫いさめるように鋭するどい口調で言う、ジャバ。

　常つねにない口調に驚おどろき、鉄斎は足を止めてバッグを見下ろした。

「これはあくまで予よ備び捜索だ。ここで消しよう耗もうして、いざ動きがあった時に後おくれを取るなどという事じ態たいになったら目も当てられんぞ──また奴を取り逃にがす事だけは、避さけねばならん」

　更さらに厳きびしく呟つぶやかれた言葉は鉄斎ではなく、己おのれに向けられているように感じられた。

　深い後こう悔かいに染そまったその声に鉄斎は喉のどを詰つまらせ──それから、公園の外に視し線せんをやる。

「……関係ないだろ。奴が依代を見つける前に探し出せばいいだけの話だ」

「それが出来れば一番良い。出来れば、な」

「出来るさ。やってみせる」

　決然と言い放つと、彼は疲労で痺しびれる脚あしを叱しつ咤たし、再ふたたび歩き出していた。と、

「それほど憎にくいか？」

　数歩も行かない内に、唐とう突とつに前まえ触ぶれも前置きもない言葉を投げかけられ、思い切り顔をしかめる。このヘルメットの言動の唐突さは昨夜から分かっているつもりだったが、だからといって何がどうなるわけでもない。その辺りを当人が自覚しているのかといえば、恐らくしていないのだろうが──ともあれ今は、すぐに言葉が続いた。

「昨晩の少女、シナといったか。奴を追う目的はやはり、彼女の敵かたき討うちなのか？」

「…………。それも、ある」

「それも？　他に理由があると？」

「あれを見ろよ」

　訝いぶかしげに問い返してくるジャバに、彼は顎あごをしゃくってみせる。バッグに入れたままで見えるのかとも思ったが、特に文もん句くも言ってこないところを見ると視界の確かく保ほは出来ているらしい。どういう理り屈くつなのかは──まあ、恐おそらく怪あやしげな魔ま力りよくとやらの力なのだろうが。

　鉄斎が示しめしたのは、公園の外。外がい縁えん部に植えられた背せの高い常じよう緑りよく樹じゆの梢こずえの遥はるか向こうに見える、周囲のどのビルよりも巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつだ。

「ふむ。あの塔とうはいったい何なんだ？　先さき程ほどは教えてくれなかったが」

　何のことを言っているのか分からず、鉄斎は眉まゆをひそめた。が、すぐにジャバが『どこからでも見えるのだな』と言っていた事を思い出す。あの建造物のことだったらしい。

　建物は、塔というジャバの評ひよう価かが最も正確に当てはまるような外観だった。円柱状じように天へ伸のびるその荘そう重ちような建物からは、しかし不思議と威い圧あつ感は感じない。眺ながめていると逆ぎやくに安あん堵どすら覚えるほどである。まるで大地に根ざす、一本の大たい樹じゆのように。

　遠い目で塔を見上げ、鉄斎は口を開いた。

「……どこからでも見える、って言ってたな。まさに、あれは菱南市のどこにいても見えるって目的の為ために造つくられた、街のシンボルだよ」

　独ひとり言ごとのように呟き、公園を出る。なるべく人のいない方向へ歩きつつ彼は後を続けた。

「俺おれが生まれるずっと前の話だ。菱南には《首無しヘツドレス》って名の、革かく命めい家気取りのイカレた集しゆう団だんがいた。巨大で、武ぶ力りよくもあり、なにより自分を聖せい書しよの主人公とでも勘かん違ちがいした連中の異い常じような熱ねつ狂きようのせいで、警けい察さつでも迂う闊かつに手が出せなかったって話だぜ」

「そういう手合いはどこにでもいるものだな。我わが主も、国家転てん覆ぷくを企くわだてる邪じや教きよう徒との問題には常つね々づね頭を悩なやませておられた」

　世の習いよ、とジャバが思し慮りよ深げに唸うなる。横目でそちらを見やり、鉄斎は肩をゆすった。

「ところがある日、一人の警官が連中のアジトに乗り込んで、まさしく電光石火に連中の指し導どう者しやを逮たい捕ほしちまった──コミックヒーローみたいな話だが、事実、それが《首無し》の最後だよ。警官への賛さん嘆たんと、二度と《首無し》のような連中が現あらわれないように祈いのりを込めて建てられたのが、あのシンボルタワー……その名も野や暮ぼき、『英えい雄ゆう塔』ってわけだ」

「かくて悪は滅ほろび、平和と喜びが此この地に訪おとずれたということか。実に美しい話だが、それがなぜお前が無理をする理由になる？」

　ともすれば皮肉とも取れる台詞せりふを一いつ切さい混まじりけのない本気で口にするジャバに、鉄斎は苦笑いを浮うかべた。彼から目を逸そらし、遠くを──街を庇ひ護ごするように悠ゆう然ぜんとそびえ立つ『英雄塔』を見上げながら、風に流すように小さな声で、呟く。

「その警官の名前、徹てつ斎さいって言うんだ」

「……テッサイ？」

「ああ。来間徹斎……俺の祖じ父いさんさ。俺の名前は祖父さんから貰もらってるんだよ」

　視し線せんは塔に向けたまま、首を縦たてに振ふる。

「ガキの時分は古ふる臭くさい名前だと馬ば鹿かにされたが、気にしなかった。祖父さんは俺の誇ほこりだった。命を張はって、菱南の平和を守った英雄だ。誇りに思わないはずがないだろう？」

　ジャバは何も言ってこなかった。黙もくして、鉄斎の言葉に耳を傾かたむけている。

　構かまわずに喋しやべり続ける鉄斎は、塔を見る眼まな差ざしを不意に細めた。

「だから、俺は祖父さんが守った菱南の平和を乱みだす奴やつを許ゆるさない。マフィア共も、異い世せ界かいの魔王も、それ以外も──」

　低く唸うなって、ギリ、と歯を嚙かむ。

　しばらく押おし黙だまった後、鉄斎は顔面を掌てのひらで揉もみほぐすと、努つとめて軽い声をあげた。

「それに、俺は菱南が好きなんだよ。生まれ故こ郷きようって事もあるが……それを差っ引いても、明日も気き張ばって生きて行こうと思わせてくれる程てい度どには面おも白しろい街さ」

「この街が、お前の剣つるぎを捧ささげた主なのだな」

　ふとそこで、黙って話を聞いていたジャバが感かん慨がい深げに口を挟はさんできた。

「我わが国の騎き士し団だんにさえ、形式以上の意味で剣を捧げることが出来る者は少ない。ましてテッサイ、お前ほど凜りん乎こたる信念を抱かかえた者となれば尚なお更さらだ。ジャストルッバート・ホーイッツ、その心意気に感服した」

　突とつ然ぜんの大おお仰ぎような物言いに、鉄斎は照れと呆あきれの入り交まじった、なんとも言えない微び妙みような表ひよう情じようをする。凜乎たる信念ときたもんだ。

「大げさなんだよ、ジャバ」

「決して過か大だい評価したつもりはない。が、その略りやく称しようを改めない限かぎり前言は撤てつ回かいだぞ」

　まったくどうでもよかったので、返答代わりに肩かたをゆすり、バッグを担かつぎなおす。

　──本当に大げさだ。この勇者様は。

　大げさといえばこれ以上大げさな存そん在ざいもない、スポーツバッグに収おさまったヘルメット。

　彼と出会った事には、何か途と方ほうもなく大きな意味があるのではないか。何となくそんな事を考えてしまう。そして、それこそ大げさな考えだと思い直して思考を打ち切り──

（………………、ふん？）

　──鉄斎は素す早ばやく視線を走らせて、周囲の人間が振り返るほどの大声をあげた。

「さて、今度は工場区の方をさらってみるか」

「うむ。時にテッサイ、気付いているか？」

「……気付いてるからこんな大声出してるんだろうが。少し黙ってろ」

　彼に倣ならって遠えん慮りよのない大だい音おん声じようで喋るジャバをはたいて黙らせ、鉄斎は独ひとりごちる。

「……そろそろ、囲んでくるだろうな」

　その言葉に従したがうように──周囲の路地から、角から、コンビニエンスストアの中から突とつ如じよ現あらわれた男たちが、こちらを取り囲むように並ならび、同じ歩調で歩き出した。

　黙って渋じゆう面めんを造つくる鉄斎に、左ひだり隣どなりに並んできた男が、静かに話しかけてくる。

「『咎回しクライムハンドラー』のお兄さんッスよね？」

　その男を含ふくめ、よく見れば全員がまだ少年と言っていい年頃だった。その事実だけで大よその事情を察し、鉄斎の眉み間けんに刻きざまれた皺しわが深くなる。

「お前らは《ルインズ》のガキどもだな」

　誤魔化しは無意味と悟さとり、肯こう定てい代わりに問い返す。周囲の少年らは押し黙ったままだったが、隣を歩く少年だけはへらへらと笑ったまま、おどけて眉まゆを持ち上げて見せた。

「どうしてそう思うんスか？」

「ギャングスター気取りのクソガキは掃はいて捨すてるほどいるが、クラッカーまで持ち歩くのはお前らくらいのもんだよ、ルインズ・ギャング」

　横目で少年を睨にらみつけ、告げる。少年は栗くり色に脱だつ色しよくした頭に左手を回してへへっと笑い、ジャンパーに突つっ込こんでいた右手を──そこに握にぎられている拳けん銃じゆうを覗のぞかせた。

　同時に、少年たちの包囲が更に狭せまくなる。これで拳銃が周囲に目もく撃げきされることはない。

「バレてるなら話は早はえぇや。昨日の夜、ウチのモンを随ずい分ぶん可愛かわいがってくれたみたいで？」

「……ああ。敵かたき討うちにでもきたか？」

「ンなんじゃないッスよ。最近生なま意い気きだったんで、シメてやるかっつー話もあったくらいの連中なんで。ざまあみさらせってなモンッス」

　軽けい薄はくな笑えみを絶たやさず肩をすくめ、少年は饒じよう舌ぜつに語る。銃口は、鉄斎に向けてはいない。

「ただ、なんでかボスがえらくご執しゆう心しんでしてね。やった野や郎ろうを探さがし出せって、朝から全員で大捜そう索さくッスよ。たまったもんじゃないッス」

「……で？　リンチにかけられると分かっていて、黙って連れて行かれると思うのか？」

　銃を睨にらむ鉄斎の黒こく瞳どうが剣けん吞のんな光を帯びる。

『咎回し』は『咎人』に命令するだけの仕事ではない。『咎人』のサポートも務つとめる事があるし──万一、彼らが反はん逆ぎやくした時にも備そなえ、『咎回し』は鍛たん錬れんを欠かさない。鉄斎もまた、警けい棒ぼうを使用した格かく闘とう術じゆつに通じている。

　ざっと見み渡わたした所、拳銃を持っているのは栗毛の少年一人だけのようだ。彼も含め、相手は七人。ナイフくらい隠かくし持っているかもしれないが、何とかできない数ではない。

「おっと、勘かん違ちがいしねぇでくださいよ。こっちも分ぶの悪いケンカはしたくねぇんス」

　こちらの思惑おもわくを察したのか、栗毛の少年がおどけたように両手を肩かたまで持ち上げてみせる。自分の言葉が真実だと証しよう明めいするように、拳銃は指に引っ掛かけてぶら下げていた。

「ね、ケンカなんかつまんねぇっしょ。ひとつ、大人しくついてきて貰もらえないスかね？」

「残念だ。俺にはここでお前らをしょっ引く方が、話が簡かん単たんに思えるよ」

「仕方ないッスね。じゃ、これ見てください」

　完全に敵てき対たいする姿し勢せいを見せる鉄斎に、しかし少年は動じなかった。自分の完全な優ゆう位いを確かく信しんした眼まな差ざしで彼を一いち瞥べつすると、上げていた左手をジャンパーに突っ込み、そこからつかみ出した紙し片へんを差し出してくる。怪け訝げんに思いながらも、鉄斎は警けい戒かいしつつそれを受け取り、ちらりと目を走らせ──次の瞬しゆん間かんには、少年の胸むな倉ぐらを摑つかみあげていた。

「テメェ…………！」

「まあ、分かったっしょ？　あんたは俺らについてくるしかねぇんス」

　憤ふん怒ぬに歪ゆがんだ形ぎよう相そうで睨にらみつけられても、少年は余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。

　渡わたされた紙片は、ポラロイド写真だった。写っているのは、目の前の連中と大して変わらないラフな格かつ好こうをした少年が数人。それと彼らに拳銃を突きつけられたまま椅い子すに座すわり、苦笑いを浮うかべている黒くろ髪かみの少女──見間違いようのない、八や桐とう詩菜の姿すがただった。

「人ひと質じちっつーんスか、どうにも悪役っぽいやり方ッスけど、勘かん弁べんしてやってくださいよ。あ、彼女から伝言があるッスよ。『ごめん、ぬかった』だそうで。可愛かわいい彼女ッスね」

　そう言って笑う少年の顔はギャングとは思えない人好きのする笑顔だったが──鉄斎に笑い返す余裕はない。

　日も傾かたむきかけ、家いえ路じを急ぐサラリーマンや遊びつかれた子こ供どもたちの姿が目立ち始めた通りで、少年は自分の胸倉を摑みあげている男に、銃口と共に朗ほがらかな言葉を突きつける。

「で……ついてきてもらえるッスよね？」







　ストリートギャング《ルインズ》。

　巨きよ大だいな組そ織しきの構こう成せい員いんは大半がストリートの不良少年だが、勢いきおいと頭数に任まかせた彼らの凶きよう暴ぼう性せいはその団だん結けつ力と共に、街のマフィアたちからすらも一目置かれていた。

　そんな連中が団結し、組織として動くことが出来るのは、何もかも一人の少年の功こう績せきだ。圧あつ倒とう的なカリスマで獣けものたちの頂ちよう点てんに君くん臨りんした、桁けた外れの猛もう獣じゆう──彼は、そういう男だった。

「ようこそ、ミスター。楽にしてくれ」

　鮫さめのような奴やつだというのが第一印象だ。

　別べつ段だん、顔が円えん錐すい形をしているわけでも牙きばが生えているわけでもない。蛍けい光こう灯とうを照り返す剃てい髪はつした頭と丸いサングラスを見れば、同じ魚ぎよ介かい類でも蛸たこを連想しそうなものだが──

「ちなみに俺のツラを見てタコみてぇとぬかした野郎は、例外なくタコみてぇなツラに整形してやってるから気をつけとけ」

「……………………」

　うっかり口に出してないだろうなと密ひそかに心配しながら、鉄斎は眼がん前ぜんのソファに深々と腰こしを下ろすサングラスの少年を──つまりは《ルインズ》のボス、平ひら隈くま愛あい兎とを見やった。

　彼に鮫らしい点があるとすれば、それは恐おそらく雰ふん囲い気きだろう。餓うえた肉食動物のみが持つ獰どう猛もうな気配──だが愛兎のそれは不気味なほどに静かだ。彼が纏まとう空気は、音のない水底で確たしかな殺さつ傷しよう力として徘はい徊かいする鮫を思わせるに十分な禍まが々まがしさではある。

　鮫はどこからかぶりつくか悩なやむように鉄斎を眺ながめ回した後、ニヤリと歯を覗かせた。

「さて、さてミスター。あんたは俺の名前を知ってるだろうから名乗りゃしないが、俺はあんたの名前をまるで知らない。いったい、どう呼よびゃいいんだろうな？」

　躊ちゆう躇ちよは一瞬。

　これは質しつ問もんではなく、契けい約やくだ。正直に質問に答える限かぎり、火薬と鉛なまりにモノを言わせることはしないという原げん則そくの決定。鉄斎は、ゆっくりと答えを口に載のせる。

「…………来間、だ」

「オーケイ、来間。あんた状じよう況きようってもんをわきまえてる」

　大おお仰ぎように腕うでを広げ、愛兎は周囲に控ひかえる少年たちに銃じゆうを下ろすよう身み振ぶりで伝えた。

　街の北部の、とある廃はい工こう場じよう──そこが《ルインズ》の根ね城じろである。その一角に無理やり持ち込んだらしい豪ごう奢しやな豹ひよう柄がらのソファセットに、現げん在ざい彼らは座すわっていた。それなりに高こう価かな品なのだろうが、十以上の拳けん銃じゆうに囲まれていては鉄の椅い子すより硬かたく感じる。銃口こそこちらから外されたものの、彼らはまだ銃を手に愛兎のすぐ背はい後ごに控えているのだ。

「それで……そっちの姉ちゃんは？」

「名は言えない。というか、ない」

　愛兎と同じかそれ以上に堂々たる態たい度どで答えたのは、鉄斎の隣となりに腰こしを下ろした詩菜である。彼女は組んでいた腕をほどき、シャツの襟えりを引っ張ぱって首くび筋すじを──そこに巻まかれた銀色の帯、『首枷ハーネス』を晒さらして見せた。

「──こういう事じ情じようでね」

「『咎人』に、名はない、個こはない、生はない。悪いな、忘わすれてたよ」

　一いつ般ぱんに言われる『咎人』の認にん識しきを歌うように呟つぶやいて、愛兎は彼女に手をかざした。謝あやまっているつもりなのかもしれない。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼は突とつ如じよとして声こわ色いろをがらりと変えた。サングラス越ごしにも分かる鋭するどい視し線せんを容よう赦しやなく詩菜に突つき刺さし、地鳴りの如ごとき低い声で厳おごそかに訊きいてくる。

「それじゃあ『咎人』、一つ聞かせな。昨日の夜、ウチの連中をいじめてくれたのは……テメェで、間ま違ちがいねぇんだな？」

「その通りだ」

　一いつ片ぺんの迷まよいも虚きよ偽ぎも見せずに、詩菜は即そく答とうした。余あまりの思い切りの良さに、隣で聞いていた鉄斎がぎょっとしたほどである。愛兎は、まさか虚きよを突かれたわけではあるまいが、膝ひざの上に肘ひじを突いて、指を組んだ手の上に額ひたいを載のせ口を閉とざしていた。

　息苦しいまでの沈ちん黙もく。手足が空気に固着されそうな圧あつ迫ぱく感に、鉄斎の頰ほおを冷ひや汗あせが伝う。

　初めに静せい寂じやくを侵おかしたのは、やはり愛兎だった。ゆっくりと顔を上げて囁ささやかれた声は、しかし、覚かく悟ごしていたより随ずい分ぶん穏おだやかなものだったが。

「後で……一言謝っといてくれ。なにがなんだか分かんねぇ内にボコボコにされたって、あいつらいじけちまってよ」

「軟なん弱じやくだ。テツは彼らより遥はるかに幼おさない頃ころから、毎日泣かされては強く生きていた」

　意外な愛兎の態度に驚おどろくでもなく、詩菜は自じ慢まんげに胸むねを張はる。泣かしていた本人はお前だろうと指し摘てきしたい気持ちを何とか抑おさえ、鉄斎は驚きよう愕がくに混こん乱らんする頭を落ち着けた。

　取り巻まきたちも頭目の反はん応のうが予想外だったらしく、互たがいに困こん惑わく顔を突き合わせている。が、当の愛兎は仲間の様子など一いつ顧こだにせず、詩菜と鉄斎を睨にらみ続けていた。

「……ま、そんなことはどうでもいい。俺おれがテメェらを招しよう待たいした理由は別にある」

「!?　そんな、ボ────」

「うるせぇタコスケすっこんでろ」

　あまりな言い草に思わず叫さけびかけた取り巻きの一人を、愛兎は間かん髪ぱつ入れずに言葉と裏うら拳けんで叩たたきのめした。鼻はなっ柱ぱしらを打ち付けた哀あわれな少年は無ぶ様ざまに転てん倒とうし、苦く悶もんにのた打ち回る。

　室温が急に十度も下がったように錯さつ覚かくする。詩菜ですら彼の凶きよう行こうに眼めを細め、僅わずかに身じろいだ。いつでも立ち上がれるよう、体重を移い動どうさせたらしい。

　凝ぎよう固こした空間に、愛兎はまるで頓とん着ちやくしなかった。海を征ゆく鮫のごとく自じ在ざいに、自由に泳ぎまわる。そしてサングラスの奥おくに隠かくれた眼を鉄斎に向け、言葉の牙きばを突きたてた。

「昨日、あの時、あの場にいたんなら、見たんだろう？──あの巨きよ大だいなバケモンをよ」

「…………ッ！」

　不意打ちだった。

　思わず立ち上がることこそ避さけたとはいえ、滑こつ稽けいなくらい動どう揺ようを顔に出してしまったのが自分でも分かる。愛兎は、そんな彼を満足げな顔で見た。獰猛で、残ざん忍にんな──要するに、食事にありつけると確かく信しんした獣けものの顔で。

「──ストリートのガキが本ほん職しよくの悪あく党とうと張り合うにゃ、耳が遅おそくっちゃいけねぇ。その大事な情じよう報ほう網もうに、引っ掛かかったのさ……昨夜、倉庫街でデっけぇバケモンを見たってな」

　そこで言葉を切り、愛兎はこちらの反はん応のうをうかがうように顔を覗のぞき込こんできた。

　詩菜は横目で鉄斎を窺うかがい、鉄斎は同じように詩菜の肩かたの傷きずを見やる。互たがいに視線が交こう錯さくした瞬しゆん間かん、即そく座ざに愛兎に向き直ったが、彼は満足げに口の端はしを吊つり上げた。

「……なるほど。『咎人』の傷は、そのバケモンとやり合って負った傷かい」

　凶きよう暴ぼうな笑え顔がおで頷うなずく愛兎には答えず、鉄斎は足元に置いたスポーツバッグに視線を落とした。幸い、ジャバは黙だまったままである。ここで余よ計けいな混こん乱らんを招まねく事だけは避さけたい。

「来間、あのバケモンは、今どこにいる？」

「……それを知ってどうする気だ？」

　喉のどの奥おくが乾かわいてへばりつくのを引き剝はがして、鉄斎は探さぐるように愛兎を見る。

　相手が望むカードはこちらの手にある。が、切り方を間違えれば一いつ巻かんの終わりだ。

　愛兎は、鉄斎の言葉にまず目を丸くした。次に口を三日月に裂さくと、天てん井じようを仰あおいで哄こう笑しようし──最後にぴたりと笑いを止め、微み塵じんの冗じよう談だんもない口調であっさりと言い放つ。

「決まってんだろ。ブッ殺すのよ」

　何ということもない風に言う愛兎は、不ふ意いに背せを丸めて床ゆかを見た。その屈かがめられた背から目に見えない何かが立ち昇のぼっているように、鉄斎には感じられる。

「この街は俺の街だ。俺はここで生まれ、ここで育った。骨ほねも絶ぜつ対たいここに埋うめる。サツやヤクザはウルセェが、万倍愉たのしい仲間がいる。だったら俺には義ぎ務むがある。街をぶち壊こわすフザけたクソから、街を守る義務ってもんだ」

　よほど昨晩の事が腹はらに据すえかねているのか、御ぎよし切れていない凶暴な衝しよう動どうが言葉の端はし々ばしに覗のぞいている。だというのに愛兎の言葉は、むしろ冷ややかに静まり返っていた。

　杭くい打たれたように動かなくなる鉄斎に、愛兎はふらりと持ち上げた頭を向ける。黒いガラス板越しに、鮫の眼が貫つらぬいてきた。

「──だから教えろ『咎回し』。あのバケモンはどこに行った？　それとももうそこの『咎人』にブチ殺させた後か？」

　怪あやしい勇者の妙みような魔ま法ほうで倒たおしたと正直に言った所で、額に三みつつ目の眼がん窩かを開けられるのが関の山だ。言葉につまって、鉄斎はもう一度足元に視線を落とし──

（テッサイッ！）

　と、突然バッグの中のジャバが叫さけび声をあげた。声量は抑おさえているようだったが、なぜか焦あせっているようで、今ひとつ小声になっていない。空耳にでも聞こえたのか、愛兎や取り巻まきたちが怪訝な顔をして辺りを見回している。

　慌あわてて、気け取どられないようバッグを蹴け飛とばす。黙だまれ、という懇こん願がんを込めた靴くつ底ぞこは、しかしジャバに想おもいを伝えてはくれなかった。彼は口を閉とざさず、かえって勢いきおい込んで叫び続ける。頭を搔かきむしりたい衝しよう動どうに駆かられながら、もう一ぺん踏ふんづけてやろうかと足を持ち上げた鉄斎は──その叫び声の内ない容ように、動きを止めていた。

（気をつけろ、用心しろ、警けい戒かいしろ！　奴やつを……奴の魔力を感じる!!）

　奴。自分たちの会話において、その単語が指す対たい象しようはたった一つ──魔王、ニカ・カジ。

　その事を脳のうが認にん識しきするより早く、鉄斎はソファから腰こしを浮うかして、叫ぶ。

「全員、逃にげ──！」

　だが無情にも、警けい告こくは遅すぎた。

　次の瞬間──夏の落らく雷らいにも比ひ肩けんする轟ごう音おんを響ひびかせ、部屋の屋根がなくなった。

　悲鳴をあげる余よ裕ゆうは誰だれにもない。室内に向かって爆ばく裂れつするように崩ほう壊かいした天てん井じようは、人を死に至いたらしめるに十分な重量と速度を有した鈍どん器きとなって頭上に降ふり注ぐ。

「ッ……詩菜！」

　ジャバの入ったバッグを摑つかみ、とっさに部屋の隅すみに押おしやられていた何かの工作機械の陰かげに飛び込んで、鉄斎は反はん射しや的に彼女の名を呼よんでいた。返事は、ない。騒そう音おんにまぎれて聞こえなかったのか、あるいは──

　瓦が礫れきの崩ほう落らくが収おさまった頃ころ合あいを見計らい、鉄斎は機械の陰から頭を覗かせようとして、

「こ……いつ、か……ッ!?」

　ふと、すぐ隣となりから誰かの呻うめき声が聞こえて視し線せんをそちらに向ける。

　瓦礫にぶつけたのか額ひたいから流血し、スマートなダブルのスーツを無残に破やぶき、床ゆかに伏ふした平隈愛兎がそこにいた。彼は腕うでだけで上半身を持ち上げ、部屋の中央を睨にらみつけている。

「蛇へびのバケモンだって聞いてたがな……」

　吐はき棄すてる愛兎のサングラスには、確たしかに魔王の姿すがたが映うつっている。こんな生物はこの世に存そん在ざいしないのだから、間ま違ちがいはない。が──その姿は、昨晩とは異ことなっていた。

「鳥…………？」

　相手を見上げ、鉄斎は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　恐おそらくそれは、天井をぶち抜ぬいて現あらわれたのだろう。積み重なるコンクリートの塊かたまりを踏みつけて、夕ゆう暮ぐれの空を覗かせる天井から頭を突つき出す巨きよ体たいは、まさに怪かい鳥ちようであった。

　昨日の蛇へび頭あたまより一回り小こ柄がらだろうか──それでも十分な威い容ようだが──。鉤かぎ爪づめの両腕には羽う毛もうが生え揃そろって翼つばさを形成しており、頭部には猛もう禽きん類を思わせる嘴くちばしが突き出している。

「そうか……奴は、捨すて去った肉体を細さい分ぶん化かさせていたのか！　テッサイ、あれは魔王が自分の肉体を使って創そう造ぞうしたゴーレムだ！」

　スポーツバッグの中のジャバが叫さけんだ。例によって説明のない台詞せりふに、鉄斎は唸うなる。

「なんなんだ、ゴーレムって」

「闇やみの魔ま術じゆつの一つだ。肉にく片へんに命を与あたえ、意のままに操あやつる邪じや法ほう──言わば、肉の奴ど隷れい！」

「その言い方はやめろ」

　大声で言うジャバをはたき、鉄斎はふと思い当たって床に目をやった。魔王の肉体──ゴーレムを睨みつけていた愛兎が、赤の斑まだらに染そまった顔を呆ぼう然ぜんと弛し緩かんさせている。彼は鉄斎と鉄斎の持つスポーツバッグを指して、かすれた声で呟いた。

「……よお、ミスター。昨日の酒がまだ残ってるのか……俺にはどうも、今、そのバッグが喋しやべったように聞こえたんだが──」

「馬ば鹿か言っちゃいけないぜ平隈愛兎。バッグが喋るなんてべらぼうな話があるもんか」

　なだめるように手を振ふり、鉄斎は笑いかけた。つられて愛兎が相そう好ごうを崩くずしかけた所で、

「喋ったのは、こいつだ」

　とどめを刺さすようにバッグからジャバを取り出して見せる。音を立てて引きつり硬こう直ちよくする愛兎に、ジャバが淡たん々たんと名乗りを上げた。

「貴き殿でんがアイト殿どのか。お初にお目にかかる、私はジャストルッバート・ホーイッツと申す者」

　朗ろう々ろうと喋り風防バイザーを上下させるヘルメットに、愛兎は押し黙だまって冷ひや汗あせを浮うかべていた。

　これで詩菜を人ひと質じちにとった事への復ふく讐しゆうは果たした。意地悪げに歯を剝むき、鉄斎は改めて機械の陰から顔を覗のぞかせる。

　ゴーレムは降おり立ったその場所から動かず、首だけを周囲に巡めぐらせていた。ぎょろりとした目玉は、密みつ林りんのカメレオンのように独どく立りつした動きで室内を見回している。

「？　なんだ、何か探さがしてるのか？」

「恐おそらく我われ々われだろう。我々を葬ほうむれば、後は安心して依より代しろを探せると踏んだか」

「……勝てるか？」

「無む論ろんだ。しょせん昨夜の蛇から二重分化した劣れつ化か体たい、我らが勝てぬ道理はない」

　力強く肯こう定ていするジャバに軽く頷うなずき返して、鉄斎は愛兎を振り返った。そして苦く笑しようをひとつ浮かべると、肩かたをすくめて見せる。

「……これが答えだ。悪いが昨日の化け物は、俺とこいつがやっつけた。俺にもなんだか分からないが、この下品なヘルメットには異い世せ界かいの勇者様が取り憑ついてるらしくてね」

　真一文字に口を引き結び見上げてくる愛兎に背せを向け、鉄斎はネクタイを毟むしり取った。

　ぴりぴりとした空気を肌はだに感じながら、背はい後ごの愛兎に思い出したように告げる。

「ああ、そうだ。出来ればこの事は秘ひ密みつにしておいてくれるか。身内に知られたら恥はずかしいし──第一、信じちゃくれないだろ」

　返事を聞く前に、彼は機械の陰から飛び出した。同時に、抱かかえていたジャバを装そう着ちやくする。

　どくんっ、と勇ゆう壮そうな脈みやく動どうを伴ともなって、身体の中を力が駆かけ巡めぐる。細さい胞ぼうの一つ一つにまで、満まん遍べんなく光が満ち溢あふれていく。胸むねの奥おくから湧わき上がってくる感かん情じようを迸ほとばしらせるように、鉄斎は魔王のゴーレムを睨にらみつけた。

「爆ばく裂れつ光こう臨りんサンササンッ！」

「勝手に名乗るなっ!!」

　そして制せい止しされないよう一気に言い切ったジャバに、思い切り拳こぶしを叩たたきつける。

　それを見て微かすかに呻うめき声やら呆あきれた声やらを発する周りのギャングたちには一いつ切さいかまわず、鉄斎は自分が跳とんだのと反対側──詩菜が逃にげた方へ視し線せんをやる。

（詩菜は……どこにいった!?）

　果たして、彼女は無事だった。倒たおれた棚たなと瓦が礫れきが支ささえあい、丁ちよう度どシェルターのようになった場所に逃げ込んでいる。頭をぶつけたのか、顔をしかめて後頭部を押さえていた。

　命があった事に安あん堵どし、鉄斎は改めて鳥の化け物──魔王の肉体に向き直る。鉄板でもぶち抜ぬけそうな嘴くちばしの間からかん高い鳴き声が響ひびき渡り、部屋の空気を振しん動どうさせた。

「さあ、心を研とぎ澄すませ！……閃せん煌こう魔術、『驚きよう天てんシャイニング爆ばく弾だん』ッ!!」

　叫ばなくても魔術は使えると学習した鉄斎は、呪じゆ文もんを無視して両りよう腕うでを突き出した。

　瞬しゆん間かん、鳥の頭部を取り囲むように、空中に無数の光点が発生した。一つ一つがビー玉ほどの大きさしかないそれは次々に発生し続け、鳥の頭を覆おおい尽つくすまでに増ぞう殖しよくすると、それぞれから等しい距きよ離りの一座ざ標ひように──即すなわち、中心点たるゴーレムの頭部に一気に収しゆう束そくする。

　そして、破は裂れつ音。魔王の肉体があげる断だん末まつ魔ますらかき消すそれは鼓こ膜まくを突つき刺すような大だい音おん響きようを奏かなで、怪かい鳥ちようの頭の半分を消し炭ずみに変えた。

「今だテッサイ、とどめを刺すのだ！」

　意い識しきを直じかに鼓こ舞ぶするようなジャバの声に、鉄斎は床ゆかを蹴けり、駆け出す。瓦礫が巻まき上げた砂すな煙けむりを真まっ直すぐに突っ切って、目の前に現あらわれた羽毛の固まりに拳を振り上げると、昨晩の出来事をなぞるように、輝かがやく拳を魔王の肉体に叩きつけようとし──

（──────ッ!?）

　拳が触ふれる直前、瞬まばたきよりも遥はるかに短い時間だけ鉄斎に先んじて──怪鳥は、その猛もう禽きん類の顔にニヤリと、確たしかに人間の笑えみを浮うかべていた。

　反はん射しや的てきに飛び退しざろうとするが、それすらも間に合わない。嘴がばくん、と限げん界かいまで開ききり、血走った眼がん球きゆうがぐるりと白目をむいて全身の羽毛が逆さか立だつ。そして寸すん分ぶんの間も置かず、その体から凄すさまじい衝しよう撃げきが放出された。




　ドクンッ




　鼓こ動どうに似にた不ふ可か視しの衝撃波が、鉄斎の身体からだをいとも容易たやすく貫つらぬいた。脳のうが、脊せき椎ついが、血管が片かた端はしから膨ふくれ上がり爆ばく裂れつしたとすれば、こんな激げき痛つうも味わえるのだろうか。悲鳴はおろか立っている事も出来ず、彼は吹ふき飛ばされるように転てん倒とうした。そのはずみで、被かぶっていたジャバが頭から弾はじき飛ばされる。

　まずい、と思った時には既すでに、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを満たす太陽の力はあっけなく霧む散さんしていた。

（ッ油断した…………!!）

　霞かすむ視界を何とか巡めぐらせ、何ど処こへかと飛んでいったジャバを探そうとする。が、全身を苛さいなむ鈍どん痛つうのせいで、満足に身体が動かない。彼のものらしい声も聞こえてはこなかった。

　代わりに──なにかが砂利じやりと瓦が礫れきを踏ふみ分けて、近づいてくる音がはっきりと聞こえる。

「ぐ……ぁっ！」

　渾こん身しんの力を振ふり絞しぼり、立ち上がろうとする。何とか上半身を起こしたところで、脳が攪かく拌はん機きにかけられたように痛いたみを垂たれ流し、鉄斎の意い識しきを刈かり取ろうとした。

　視界に極ごく彩さい色しきの光が明めい滅めつする。光と闇やみにくすんだ世界の中を、蠢しゆん動どうする影かげがゆっくりと接せつ近きんしていた。闇の塊かたまりが、彼のもとへ──

「……クソッタレがあああっ！」

　影に摑つかみかかられる直前、鉄斎は本ほん能のうだけで右腕を振るっていた。左腕だけでは支ささえきれず、上体が大きく傾かしぐ。だが躊ちゆう躇ちよはしない。今はただ、目の前の闇を打ち砕くだくのみだ。

　振り回した拳は、しかしあっさりと影に受け止められた。何かを叫さけんでいるようだが、聞き取れない。左腕を投げつける。それも簡かん単たんに防ぼう御ぎよされた。今度こそ支えを失った上体が再ふたたび床の上に転がろうとした時──背せ中なかに暖あたたかい何かが触ふれ、彼の身体を受け止める。

「────ツ、テツ！　しっかりしろ、私だ！　詩菜だ!!　分かるか!?」

　徐じよ々じよに正せい常じような機き能のうを取り戻もどし始めた聴ちよう覚かくが最初に聞き取ったのは、そんな叫び声だった。

　次は蹴けりをくれてやろうと予定していた鉄斎はぴたりと動きを止める。嘲あざける様に視界を舞まっていた光は姿すがたを潜ひそめつつあり、脳は眼がん球きゆうが捉とらえた正せい確かくな像ぞうを認にん識しきし始めていた。

　──見えたのは、泣きそうな顔でこちらを覗きこんでくる詩菜の顔。

　がばっ、と先ほどまでの不調が噓うそであったかのように、鉄斎はバネ仕じ掛かけのおもちゃじみた動きで起き上がった。その際さい、頭の軌き道どう上にあった詩菜の額ひたいに痛つう烈れつな頭突きを食らわせる格かつ好こうになったが、無視して彼女の両りよう肩かたを摑む。

「まずいやばい逃にげろ詩菜姉！　今すぐあそこの機械の陰に逃げ込んで決してこっちを向かず、できれば耳も塞ふさぐんだ！　いいな!?」

「おおおお落ち着けテツ、痛いたい！　痛いから!!」

　前後に揺ゆさぶられるのが余よ程ほど痛かったのか、詩菜は常つねになく切せつ羽ぱ詰つまった声で要求してくる。その吞のん気きな──と今の彼には思われた──態たい度どに、彼は半ば怒ど鳴なるようにして、

「いいから、言う通りにしろ！　今はとにかく、あのバケモンから逃げ…………！」

　と、勢いきおいのまま鳥形ゴーレムの方を指差した所で──鉄斎は、彼女の表ひよう情じようが困こん惑わくから呆あきれに変わっている事にようやく気付いた。訝いぶかしげに眉まゆをひそめる彼に、詩菜は半はん眼がんで口を尖とがらせると、親指で彼が指すのと同じ方向を示しめす。反はん射しや的に、視し線せんをそちらに向け──

　鉄斎は瓦が礫れきの上に寝ねそべるようにして横たわる怪鳥、魔ま王おうのゴーレムを見た。

　開いた嘴くちばしからはみ出した舌したはだらしなく垂れ下がり、床ゆかに泡あわ混まじりの唾だ液えきだまりを作っている。完全に裏うら返がえって不気味に血管の浮ういた白目は虚うつろに空中を見上げており、ついに一度も羽ばたく事のなかった翼つばさからはごっそり羽毛が抜ぬけ落ちどす黒い体表が覗のぞいている。その表皮もミイラのように干ひ上あがっていて、とても生物の肌はだではあり得なかった。

　つまるところ、この化け物は──

「死んでる……？」

「そうみたいだな。私が見たのはこいつとテツが同時にぶっ倒たおれる瞬しゆん間かんだけだったから、何が起きたのか、まるで分からないけど」

　呆ぼう然ぜんと、夢ゆめでも見ているような心地ここちで呟つぶやく鉄斎に、詩菜が不ふ服ふくげな調子で答える。機き嫌げんが悪いのは、まあ……たぶん頭ず突つきのせいだろうが。

　とりあえず謝あやまった方が良いかと言葉を探さがしている内に──ふと、ある事に思い当たる。

「詩菜……お前、身体はなんともないのか？」

「額が驚おどろくほど痛い」

　怒おこっている。が、そのことに関する優ゆう先せん順位はまたも他ほかの事じ項こうに押おしやられた。

　三さん白ぱく眼がんで睨にらんでくる詩菜を苦労して無視し、周囲の惨さん状じようを見回す。先ほど飛び出した時にはまだ意識はあったはずの少年たちは、今は全員が気を失って、瓦礫に引っ掛かかるようにのびていた。ゴーレムの衝しよう撃げき波が部屋中に放たれたという証しよう左さだろうが──

　なぜ、詩菜は影えい響きようを受けていない……？

「……どうした、テツ。変な顔して」

　険けわしい視線で睨むように見られ、詩菜は怒いかりを引っ込めて首を傾かしげる。外れかけた肩かたの包帯の下から黒い傷きず跡あとが覗のぞき、鉄斎はそこから目を逸そらした。考えるのは、後でいい。

「……、何でもない。それより、警けい察さつが来る前に引き上げるぞ。昨日に続いて今日も化け物騒さわぎ──さすがに今回は誤魔化しにくい」

「誤魔化す、って……この状じよう況きようを隠かくし通すつもりか？　それは──」

　目を丸くした詩菜が、転がっているゴーレムを指差して非ひ難なんの声を上げようとした。と、それを待っていたかのように、突とつ如じよゴーレムの嘴がどろりと融け落ちた。

　融ゆう解かいは嘴だけに留とどまらない。息を吞のむ詩菜の前で、翼よく腕わんが、鳥類より猿さるのそれに似にた脚あしが、次々と濁にごった黒色の粘ねん液えきに変じて零こぼれ落ち、瓦礫や床の隙すき間まに沁しみこんで消えていく。

　五秒と経けい過かしない内に、そこにあったはずの化け物の巨きよ軀くは跡あと形かたもなく消え去っていた。

　ぽかんと口を開け立ち尽つくす詩菜の肩に手を置き、鉄斎は嘆たん息そく交じりに訊きく。

「…………状況、説明できるのか？」

　返事はない。仮に返事があったとしても、その内ない容ようは一つしかあり得ないが。

　説得に成功した鉄斎は、なおも懊おう悩のうする詩菜の背せを押して、随ずい分ぶんと風通しと日当たりがよくなった部屋から追い出そうとし──

「────待てよ……来間…………」

　砂すなの擦すれるような声を聞き、停止する。振り向くと、声の主はすぐに判はん明めいした。身を隠かくしていた機械に背を預あずけて座すわり、こちらを見ている──平隈愛兎。

　怪け我がをした身であの衝撃を受けて、なお喋しやべる力があるというだけで驚きよう異いだというのに、サングラスの向こうから感じる眼がん光こうには寸すん分ぶんの衰おとろえもない。

　鮫さめの眼めを正面から見返して、鉄斎は静かに、諭さとすように告げる。

「……無理して喋ると死ぬぞ。もう少し待ってれば、警察病院の世話になれる」

「何で……あんな事を、俺おれに、教えた……？」

　切れ切れに言い、愛兎は目を細めた。その意味は、詩菜には理り解かいできなかっただろう。

　鉄斎は、彼の足元に視線を下ろす。漆しつ黒こくの上に躍おどる紅ぐ蓮れんの炎ほのおのペイント──髑どく髏ろはさておくとして──が施ほどこされたヘルメットは、太陽の勇者をその内に宿して転がっていた。

　そのヘルメットと近くに落ちていたスポーツバッグを拾い上げ、彼は小さく告げてやる。

「お前、この街が好きだと言ってたろ」

「…………ああ……」

「俺も、好きだ。理由があるとすりゃ、そんなもんだろうよ」

「………………ハッ。なんだ……そりゃ」

　猛たけ々だけしい苦く笑しようを浮かべ呟く愛兎には答えず、鉄斎はヘルメットを詰つめたバッグを肩にかける。そして今度こそ、夕ゆう暮ぐれの日が差し込むその部屋を後にした。







「すまなかったな、テツ」

　ウォン、と風切る音も物々しく、車道をパトカーが駆かけ抜ぬけていく。その勢いきおいに巻まき上げられた街がい路ろ樹じゆの葉を鬱うつ陶とうしげに手で払はらい、鉄斎は頭を搔かき仏ぶつ頂ちよう面づらで舌した打うちした。

「……怪我があったとはいえ、油ゆ断だんしすぎだ。なんであんなクソガキ共に捕つかまるんだ」

「うん。少し外に出るだけなら目立たない方がいいかと思って、あのブーツを履はいていなかったのが失敗だった」

　ほれ、と脚を持ち上げる彼女が履いている靴くつは、確たしかに昨さく晩ばんの鉄板仕込みのブーツではなく、ごく普ふ通つうのスニーカーである。警けい視し庁ちようが彼女に与あたえた備び品ひんの一つだ。

「武ぶ器きがないと、『咎人クライム』もただの女だな。三人蹴け飛とばした所で捕まってしまった」

「武器がないなら戦うなよ。相手を怒おこらせて銃じゆうでも抜かれた日にゃ……ちょっと待て」

　肩をすくめる詩菜に呆あきれ嘆たん息そくして、鉄斎はふと気が付いた。うっかり聞き逃のがしそうになったさりげない一言────外に出る？

「…………なあ詩菜。俺は今、アンタに言いたいことが山ほどあるんだが、口に出さなきゃ伝わらないのか、この熱く滾たぎる思いのたけは」

「いやすぐ戻もどるつもりだったんだ本当に」

　顔の半分にだけ笑え顔がおを浮うかべて拳こぶしを震ふるわせる姿すがたが怖こわかったのか、詩菜は愛あい想そ笑いを浮かべながら早口に言ってきた。無む論ろん、そんな言い訳わけを信じてやるほど鉄斎は寛かん容ようではない。

「『咎人』の単たん独どく行動は重じゆう罪ざいなんだ！　いや、それ以前に得え体たいの知れない傷きずを負ってるんだ、無む闇やみに身体からだに負ふ担たんをかけるんじゃない!!　その辺り、ちゃんと分かってるのかアンタ!?」

　怒ど鳴なる鉄斎の横を、またパトカーが通り過すぎる。化け物騒さわぎに乗じて《ルインズ》の連中も逮たい捕ほしようというのか、先ほどからすれ違ちがうパトカーはかなりの数に上っていた。

「……ごめん。見ておきたい物が、あったんだ」

　パトカーが騒そう音おんを連れて過ぎ去るのを待ってから、詩菜は小さくそう口にした。良くも悪くも常つねに真まっ直すぐに人を見る彼女には珍めずらしいことに、僅わずかに鉄斎から目を逸そらして。

　常にない様子の彼女に肩透すかしを食らった気分になる。調子を狂くるわされ、鉄斎は石を嚙かんだように顔をしかめると、続けようとしていた叱しつ責せきの言葉を押し止とどめて訊きいた。

「……何を見たかったんだよ？」

　その問いに、詩菜は一いつ瞬しゆんだけ息を止めた。そして黙だまったまま、逸らしていた視し線せんを鉄斎に、そして滑すべるように、その向こうに向ける。

　茜あかね色と呼よぶには少し紅くれないの濃こい空へ、突つき出すように延のびる塔とう──『英えい雄ゆう塔』に。

「──七年前の無む念ねんを、ね」

「！　詩菜姉！」

　さすがに黙っていられず、鉄斎は彼女の前に立ちふさがって大声を張はり上げた。

「もうやめろ！　自分が『咎人』になった原げん因いんを、たった七年で忘わすれたとでも……！」

「もう七年だ」

　その瞬間──鉄斎は自分が怒鳴り声を止めている事に気がつかなかった。毅き然ぜんとして、凜りん然ぜんとして、途と方ほうもない憎ぞう悪おと悔かい恨こんを灯ともす詩菜の黒こく瞳どうから、意識を逸らす事が出来ない。

　その眼がん光こうで貫つらぬこうとでもするように視線を塔へ突き刺さして、彼女は唇くちびるに薄うすい笑みを刻きざむ。

「七年は、長い。少し待ちすぎた……まあ、なにも今日明日に動こうというわけじゃないんだ、心配する事はないよ」

「っ。そういう問題じゃ、」

「──相あい変かわらず優やさしいな。テツは」

　不意に、額ひたいに温ぬくもりを感じる。

　幼おさない子こ供どもの熱を測はかるような格かつ好こうで鉄斎の前まえ髪がみを持ち上げ、詩菜は微笑ほほえんだ。

「私は、昔も今も迷めい惑わくをかけてばかりだ。七年経たっても……ちっとも成長しない」

　その双そう眸ぼうは、既すでにいつもの光を湛たたえている。息がかかるほどの距きよ離りで囁ささやく微び笑しようを、鉄斎は気き後おくれすることなく見返した。悲ひ壮そうなほどに鋭するどく固まった決意を隠かくす詩菜の──記き憶おくのまま、七年前のまま変わらない少女の顔から、目を逸らせるはずがない。

　だから眉まゆ根ねを寄よせ、鉄斎は、苦労して胸むねの奥おくに泣き言を押し込こんだ。

「…………まるで、今からでも消えッちまうみたいな言い草だ」

「心しん配ぱい性しようだ、テツは。そうやって変に気負うから、顔だけ先に老ふけてしまったのかな」

「どうだかな」

　フン、と鼻を鳴らし、彼は詩菜の手を除のける。顔の話題についても、今は言げん及きゆうしない。

　嫌いやな顔もせず手を引っ込めると、詩菜は笑顔一つを残し、彼の先に立って歩き始めた。西日を受ける彼女を眺ながめて、鉄斎はバッグを担かつぎ直して後を追う。

（本当に……どうなんだか）

　夕暮れ時、横よこ殴なぐりの日差しに照らされる彼女が、なぜか先の見えない闇に向かって歩いて行っているような気がして──

　彼は、短く嘆たん息そくした。




　　　　◆□□◆




　彼は、長々と溜ため息いきをついた。

　言うべき事は多々あったが、それ以上に言いたい事が一つある。優ゆう先せん順位は、燦さん然ぜんと輝かがやくトップクラス。だから彼は、真っ先にそれを問いかけた。

「……君ってさ、僕ぼくのこと嫌いなの？」

「急に呼よびつけておいて、なんだそりゃ」

　堂どう々どうとそらっとぼける部下に、しかし葵あおい新しん町まち薫かおるは眉一ひと筋すじも動かさず、即そく座ざに言葉を継つぐ。

「事じ件けんの直前ルインズ・ギャングたちに連れて行かれる君の目もく撃げき証しよう言げんに関する書類は別室に纏まとめてあるけど、ちょっと凄すごい量だぜ」

　知らぬ存ぞんぜぬを通しきれると高をくくっていたのか、言い訳わけの言葉は聞こえなかった。

　部屋に備そなえ付けられたソファに身を沈しずめ、あさっての方向を見る来間鉄斎に、薫は改めて長大な溜め息をつく。

「で？　今回もまたガス爆ばく発はつなのかい？」

「心温あたたかい親友と話の分かる上司を同時に持った俺は恵めぐまれてるぜ、薫」

「光栄だね親友。ついでに僕の胃に穴あなを開ける趣しゆ味みをやめてもらえりゃもっと光栄だ」

　白々しい態たい度どに、もう一回りも長く、重い溜め息をデスク上の書類の上に吐はき出す。

　疲つかれた顔を何とか持ち上げ、薫はオールバックに撫なで付けた頭を搔かきむしった。

「……まあいいさ。今日君たちを呼び出したのは、そんな話をするためじゃないんだ」

「そう、それだ」

　と、一言。

　それまで黙だまって二人の会話を聞いていたこの部屋に在あるもう一つの人ひと影かげ──左ひだり肩かたを真新しい包帯で覆おおった八桐詩菜は、その一言だけで部屋の空気を塗ぬり変えた。

「テツ、いや鉄斎は分かる。だが、私を──『咎人クライム』を呼び出すとはどういう了りよう見けんか？　七年間で私の記憶が腐くさったのでなければ、基き本ほん的に『咎人』は担たん当とう『咎回し』以外、警けい察さつ関係者との接せつ触しよくを禁きんじられていたと思うけど」

「博はく識しきですね。テツの姉さんとは思えない。……あ、彼の事はテツと呼びおいていいですよ。僕は貴女あなたたちの事じ情じようを知っている」

　すらすらと述のべる詩菜に、薫はにっこりと好青年然とした笑えみで応こたえた。

　驚おどろいた顔で、詩菜は鉄斎を振ふり返る。神しん妙みような面おも持もちで、鉄斎は彼女に頷うなずき返していた。

　どこか愉ゆ快かいそうにそのやり取りを眺ながめながら、薫はギシ、と椅い子すの背せもたれを軋きしませる。

「『基本的には』……まさにそうなんですよ、お姉さん。基本的に駄だ目めだという事は、例外的な許きよ容ようもまた存そん在ざいするという事です」

「一つ、頼たのまれてくれるか」

　会話の流れを一いつ切さい無む視しして、詩菜が断たち切るように鋭するどい言葉を打ち込んだ。

「『お姉さん』という呼び方、やめてくれないかな。番号か何かで呼んでくれればいいよ」

「分かりました。まあ、丙へい型特Ａ級なんて貴女の固有名めい詞しみたいなものですしね」

　薫はあっさりと彼女の要求を吞のんだ。そして鉄斎の方を見やり、可愛かわいい人じゃないか、と笑んでから、今日の本題を持ち出す。

「そう、丙型特Ａ級──今日は、その貴き重ちような番号を持つ貴女に用があるんです」

「待て、薫。それは詩菜でなくちゃカタをつけられないような仕事だってことか？」

　硬かたく引き締しめた薫の声こわ音ねに尋じん常じようでないものを感じたのか、鉄斎がソファから腰こしを浮うかせて話に割わり込んできた。彼は今日も持って来ていたスポーツバッグを蹴け飛とばしそうになりながら、勢いきおい込んでまくし立てる。

「無茶だ。詩菜は一昨日、昨日と連続して軽くない負ふ傷しようをしている。ぎりぎりの仕事をこなすには危険なコンディションだ」

「落ち着けよ、テツ」

　早足にデスクへ詰つめ寄よってくる鉄斎を、薫はてのひらを見せ冷静に遮さえぎる。

「確たしかに、彼女でなければアントニオ・バンデラスだって解かい決けつできない問題ではあるが、同時に危険がある仕事でもない。とりあえず話を聞いて──」

「否いな……後は、私の口から話そう」

　──屹きつ然ぜんと立ちはだかる、雄ゆう大だいな岩いわ壁かべ。

　不意に室内に躍おどりこんできた声は、聞く者にそんな連想をさせずにはいなかった。

　重じゆう厚こうな剣けん同士が打ち合うようなその声がそうしたかのように、部屋の扉とびらが開き始める。

　鉄斎と詩菜がそちらに振り向くと同時、触ふれれば否いや応おうなく身み構がまえさせられてしまうような存在感──否、圧あつ倒とう感をともなって、彼は、意外なほど静かに現あらわれた。

「……どこかで見た顔だな。そう、何年かに一度、頼たのまれもしないのに大声で、街中を自分の名前をわめいて徘はい徊かいする類たぐいの顔だ」

「いかな辣らつ腕わんの政治家も、大切な物は市民の支し持じ。選挙活動を責せめられては堪たまらないな」

　痛つう烈れつな詩菜の皮肉に、入室してきた男は余よ裕ゆうの笑みすら返して肩をすくめる。

　その男の顔には鉄斎も見覚えがあったらしく、呆ぼう然ぜんとした顔で後ろを振り返っていた。

　──いや、そもそも彼の顔を知らない人間を探さがす方が、菱南では難むずかしいに違ちがいない。

　男の名は、三み鏃やじり壱いち正まさという。

「馬ば鹿かな……音に聞こえたベテラン知事が、何でこんなところに──？」

　敬けい意い、というよりは不ふ審しんの色が濃こい眼まな差ざしを向けて、鉄斎は独ひとりごちた。

　無理もない。いま穏おだやかに微び笑しようを浮かべて部屋の入り口に立っている老人は、知事としては異い例れいの七選を果たした古こ豪ごうであり、この街をここまで発はつ展てんさせた立たて役やく者しやだ。今の菱南は、壱正の存在なしにはあり得なかったとすら言っても過か言ごんではない。

　その名士を前にして、しかし薫は恐おそれ入る様子もなく、ひどくにこやかに語りかける。

「ああ、ようこそ。どうぞ掛かけてください」

「うむ。『咎回し』の君、名は確か来間と言ったな。君も来なさい。話がある」

　鷹おう揚ように頷うなずき、詩菜の向かいのソファに腰を下ろしながら、壱正は鉄斎を手て招まねきした。緊きん張ちようと警けい戒かいに顔を強こわ張ばらせ、決けつ闘とうにでも臨のぞむように歩み寄よる鉄斎を、壱正は気にした風もない。懐ふところからクラシックなデザインのライターを取り出すと、癖くせなのか、煙草たばこを吸すうでもなくその蓋ふたをいじり始めた。無む機き質しつな金きん属ぞく音が、その場に生まれた奇き妙みような間を埋うめていく。

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

　鉄斎が詩菜の隣となりに腰を下ろすのを待ち、老知事はライターを握にぎりこんだ。そして一呼こ吸きゆうの時間を挟はさみ、厳げん然ぜんたる口調で告げる。

「それでは、率そつ直ちよくに用よう件けんを言わせて貰もらおう。彼女を──丙へい型がた特Ａ級『咎人』八桐詩菜の身み柄がらを、私に譲ゆずっていただきたい」




　──重く硬かたい、氷ひよう塊かいのような沈ちん黙もくが張り詰つめた。







　　　第三章　魔ま王おう──







　子こ供どもはいつしか大人になる。

　たとえ境きよう界かいを明めい確かくに定められなくとも、両者は確たしかに違ちがうものだ。

　彼が気付いた時には、世界は既すでに単一に見えることをやめ、相そう応おうの理り性せいと分ふん別べつに基もとづいた「社会」という複ふく層そう構こう造ぞうをさらしていた。それは必ずしも素す晴ばらしいことではないが、現げん在ざいという時代に生きる上ですべからく必要なことではある。そこに妥だ協きよう点を見み出いだすことが、あるいは大人になるということか。いずれにせよ……

『……この程てい度どでアゴを出してるようじゃ、私もいい加か減げんに年だということだな』

　爆ばく発はつ的に収しゆう縮しゆくする心しん臓ぞうを服の上から押おさえこみ、来くる間ま鋼こう太たは自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。

　街の外れから中心へ、螺ら旋せんを描えがくように。

　走り抜ぬいた距きよ離りは半はん端ぱなものではなかったが、子供の頃の自分なら、たとえ月の裏側までへだって走っていけただろう。少なくとも、そのガッツだけは持ち合わせていたはずだ。

　呼こ吸きゆうが静まるのを待ち、身を潜ひそめていた狭せまい路ろ地じからそっと顔を出して辺りを窺うかがう。

　つい数時間前に避ひ難なん勧かん告こくが出された街の通りは、それでも喧けん騒そうに包まれていた。ひっきりなしに行き交かうパトカーのサイレンやエンジン音、無線機に怒ど声せいを叩たたきつける警けい官かん──彼の同どう僚りようだった者たち──そして何より、遥はるか彼方かなたから響ひびいてくる遠えん雷らいのような轟ごう音おんが最も強く、そして不気味に通りの空気を震ふるわせている。

　ビルの隙すき間まから見上げる空に全すべてを視し認にんすることは出来ないが、現げん在ざい、菱ひし南な市の十二箇か所しよで、無残に破は壊かいされたビルディングから火の手が上がっているはずだ。

　手て製せいの爆ばく弾だんは威い力りよくと信しん頼らい性せいに甚はなはだ不安があったものの、立りつ派ぱにその役を務つとめ上げてくれた──さすがに、そこへ更さらに手製の時じ限げん装そう置ちなどを組み込む勇気まではなかったので、危き険けん物を背せ負おったまま目標点を徒歩で回るはめになったのだが。

　汗あせを拭ぬぐってビルから背を離はなし、周囲に警官の姿すがたがないことを確かく認にんしてから、鋼太は路地を出て慎しん重ちように通りを駆かけ出した。心身の疲ひ労ろうは癒いえていないが、時間をかけてもいられない。今や彼は十二件けんの爆破事件を起こしたテロリストだ。捕つかまれば極きよつ刑けいか、悪くすれば『咎人クライム』にされる可か能のう性すらある。そして、警察からいつまでも逃にげ切れる道理はない。

　今さら我わが身が可愛かわいいとは言わない。犯はん罪ざい者しやとして裁さばかれる覚かく悟ごなど、行動を起こした時から固まっている。が──残してきた二人の子供の事が気がかりだった。

　鉄てつ斎さいと詩し菜な。大切な、彼の家族。

　二人は未み成せい年ねんだ。身内のひいき目を差し引いてもしっかりした子供たちではあるが……それでも彼らを残して死地へ赴おもむくとなれば、後ろ髪がみも引かれる。

　黙もく々もくと走りながら、鋼太はふと空を見上げた。夕陽に染そまる雲。そこに二人の顔が浮うかんで見えるわけもなく、彼は沈ちん鬱うつに眉まゆ根ねを寄よせる。重い嘆たん息そくと共に、小さく独どく白はく。

『父さんを……許ゆるしてくれ。鉄斎、詩菜』

『いやだ』

　──ともすれば聞き逃のがしてしまいそうなほど擦かすれた声は、しかし彼の心臓を跳はね上げた。

　反はん射しや的に立ち止まり、腰こしに吊つってきたナイロンのシースから硬こう金きん属ぞく製の警けい棒ぼうを抜き放つと、鋼太は声のした方──背はい後ごへ向けて身み構がまえた。

　そして身構えたまま、凍こおりついた。

『許せるわけないじゃない。黙だまって置いていくなんて、ひどいよ……親父おやじさん』

　そこに立っていたのは──いるはずのない場所にいたのは──肩かたで息をし頰ほおを上気させ、額ひたいにかかった黒髪の下から鋭するどく睨にらみあげてくるのは──紛まぎれもない自分の娘むすめ、詩菜だった。

『詩菜ッ!?　どうしてここに──』

　取り落としそうになった警棒を慌あわててシースに突つっ込み、鋼太は目を剝むいて呻うめき声をあげる。混こん乱らんする彼を睨んだまま、詩菜は腕うでを組んで胸むねを反らし、憮ぶ然ぜんと口を尖とがらせた。

『……最近、よく思いつめたような顔をしてたから。テツと二人で心配してたんだよ』

　詩菜の視線が鋼太を逸それ、彼方の空に立ち上る幾いくつもの黒こく煙えんへ向けられる。委い細さい全すべてを承しよう知ちしたように静かに嘆たん息そくする娘へ詰つめ寄よって、彼は詩菜の細い肩を摑つかんだ。

『すぐに帰れ。今見つかったら、私の共犯にされてしまうぞ！』

『そんなこといったって』

　困こん惑わくしたように頭を搔かいて、詩菜は眉み間けんにしわを寄せた。それから摑まれたままの肩をひょいとすくめると、小さく唇くちびるの端はしを持ち上げる。

『親父さんだけ、放っておけないじゃない』

　ぽかん、と口を開け絶ぜつ句くする鋼太の前で、詩菜はブーツの爪つま先さきを鳴らして見せた。ごり、と重い音がして、歩道のタイルがわずかに削けずれる。喧けん嘩か用と言って最近どこからか調ちよう達たつしてきた、分ぶ厚あつい鉄板を仕込んだ物ぶつ騒そうな代しろ物ものだが──もしや彼女は、とうの昔に彼の行動を見み越こしていたとでもいうのだろうか？

　息を吞のむ鋼太に、詩菜はその考えすらお見通しだというように微笑ほほえみかける。

『私、頭はよくない。人の考えなんてまるで分からないよ。けど親父さんは──「街を護まもる警察官」だから。きっと、その通りだから』

　記き憶おくが稲いな妻ずまのように閃ひらめいた。

　もう十年以上も昔の記憶。塗ぬり潰つぶすような粉雪の中、傷きずだらけの彼女を抱かかえて歩いた記憶。息子むすこと二人きりの生活に、新たな「家族」を迎むかえた時の記憶──

　脳のう裏りに躍おどる記憶に打たれ、しばし沈ちん黙もくする。ともすれば口をつきそうになる、彼女をこの場から去らせるための方ほう便べんを必死に御ぎよして──鋼太は、彼女の肩から手を離はなした。

『……危き険けんな【計画】が動いている』

　ようやく動いてくれた舌したは、やけに乾かわいて、口の中にへばりついていた。

『このままでは、菱南が根こそぎひっくり返る。何としても……止めなくてはならない』

『親父さん一人で？』

『警けい察さつは駄だ目めだ──恐おそらく警けい視し庁ちように、連中と通じている者がいる。そうでなければ、これほどの【計画】をここまで隠かくし通せるはずがない』

　顔を歪ゆがめ、爪つま先さきを見る。偶ぐう然ぜん知り得ていなければ彼も誤魔化されていただろう。

　志こころざしを同じくした同どう僚りようたちを疑うたがうのは心が痛いたんだが、誰だれが内通者か断だん定ていできない以上、迂う闊かつな行動に出るべきではない。だが、それでも──

『それでも、これからお前たちが生きていく未来……守らなくてはならないだろう？』

　足元に落としていた視線を持ち上げて、鋼太は力強く微笑んだ。

　それは、偽いつわらざる彼の本ほん音ね。鉄斎や詩菜の──いや、菱南の子こ供どもたちの未来を、ここで摘つみ取らせるわけにはいかない。彼らへ胸を張はって未来を繫つなぐことこそ、かつて子供だった大人たちが背せ負おう義ぎ務むなのだから。

　背を伸のばし、鋼太は真っ向から詩菜の双そう眸ぼうを見つめると、毅き然ぜんとして言い放つ。

『だから詩菜、帰るんだ。お前の未来は、こんな所で終わるべきじゃあない』

『いやだ』

　返答まで半秒と間はなかった。

　せっかく伸ばした背せ筋すじが崩くずれ落ちそうになるのを必死に堪こらえる鋼太に、詩菜は腕うでを組んだ姿し勢せいのまま渋じゆう面めんで告げる。

『帰るなら親父さんも一いつ緒しよだ。……私もテツも、本当に心配してたんだぞ。案の定、なんか無む茶ちやな事しようとしてるし』

『いや、だから』

『──それに、私も守りたいんだ』

　呻うめく鋼太を制せいするように、詩菜は鼻先に手を突き出してきた。

　思わずのけぞる鋼太に、彼女はわずかに目を伏ふせる。

『私、頭はよくないけど……親父さんの言葉は分かるよ。未来は、守らなくちゃいけない』

　風が吹ふく。日ひ暮ぐれの到とう来らいを報しらせるような、涼すずやかに走る風。舞まい上がる長い髪をそっと手で押さえ、詩菜は、にやりと歯を剝むいた。

『可愛かわいい弟テツの未来を守るためだ。姉わたしが一ひと肌はだ脱ぬがなきゃ、始まらないじゃないか』

　──子供はいつしか大人になる。

　両者の境きよう界かいを明めい確かくに定めることは出来ない。現げん実じつに妥だ協きようした時か、理想を割わり切った時か、あるいは月まで走っていけなくなった時か。

　いずれにせよ──自分はたった今、境界の一つを目まの当たりにしたのかもしれない。

　詩菜は、不ふ敵てきな笑え顔がおのままこちらに手を伸のべてくる。触さわれば砕くだけてしまいそうな、白い少女の手──ふっと口元を緩ゆるめ、鋼太は、その手を握にぎり返した。

『どうやら想そう像ぞう以上に、私の娘むすめはタフだったらしい』

『親父さんの子だからね』

　言って、詩菜は小こ器ぎ用ように片かた目めを瞑つぶって見せる。

　苦く笑しようをこぼして手を離した所で、鋼太は不意に表ひよう情じようを硬かたくした。

『……一緒に来ればどうなるか、分かっているんだな？』

『だからここに来た』

　笑えみを消し、詩菜は冷れい厳げんに眼めを細める。途と方ほうもない無む謀ぼうを貫つらぬくと、腹はらをくくった眼。

『テツを守って、親父さんと死ねるんだ。文もん句くなんかない。上等な人生だよ』

『なら、もう止めはしない。……急ぐぞ』

　言い置くと、鋼太は身を翻ひるがえして走り出した。老いてなお俊しゆん敏びんな彼の後ろを遅おくれることなく、ゴツ、ゴツと硬かたい音が追いかけてくる。詩菜のブーツが歩道を削けずる音だ。

　断だん続ぞく的なその音の隙すき間まを軽やかに縫ぬって、詩菜が大声を上げる。

『親父さん、どこに向かってるの!?』

『もう一箇か所しよ、破は壊かいしなくてはならない場所がある！』

　振ふり向きもせずに答えると、鋼太はぐいと顔を上げた。行く先を見上げる彼に倣ならい、詩菜もまた同じ方角を見上げ──そこで、全すべてを理り解かいしたように目を見開く。

『確かく証しようはないが──恐らく、あれが【計画】の要かなめだ！　あれを破壊できれば、街は守れる!!』

　行く道の先に、無数の警官隊が見えてくる──さすがに目的は読まれているらしい。

　強行突とつ破ぱせざるを得ない。ちらりと振り向くと、詩菜は唇くちびるを引き結び、臆おくすることなく前方の警官隊を睨にらみつけていた。覚かく悟ごが決まる。

（……私はどうなってもいい。ですが、願わくば彼女の……詩菜の命だけでも助けてあげて下さい。あなたなら、それくらいの御ご利り益やくはあるでしょう──父さんッ!!）

　腰こしに提さげた警けい棒ぼうを握り締しめて。

　来間鋼太は視線の先──英えい雄ゆう・来間徹斎を讃たたえた『英雄塔とう』へ向かい、雄お叫たけびを上げた。




　　　　◆□□◆




　その日、辞じ令れいは突とつ然ぜん与あたえられた。

「あ、間ま倉くらくーん」

　背はい後ごからかけられた吞のん気きな声に、麻ま琴ことはどことなく胸むな騒さわぎを覚えながら、振り返る。

「課長。何か御ご用ようですか？」

　遮さえぎる物のない視し界かいにはにこやかに、あろうことか手さえ振りながら駆かけてくる捜そう査さ零ゼロ課か課長──葵あおい新しん町まち薫かおるの姿すがたが見て取れた。

　薫は彼女の前に辿たどり着くと、洗せん濯たくしたシーツにも匹ひつ敵てきするほど晴れやかな笑顔を浮うかべ、

「君、今日から『咎人クライム』を担たん当とうしてね」

「は？」

「これでようやく一人前だ。やったネ！」

　歯を輝かがやかせる薫にぽんと肩かたを叩たたかれ、山のような申しん請せい書類の束を押おし付けられた所で。

　麻琴はようやく悲鳴を上げた。







「いくらなんでもあんまりじゃない？」

　装そう備び点てん検けんのかたわら、麻琴は隣となりのデスクに座すわる男に愚ぐ痴ちをこぼしていた。話を聞いている男は苦笑いと愛あい想そ笑いの公約数のような顔をつくり、黙だまって煙草たばこをふかしている。

「サポートとして、耐たえて忍しのんだ数年間が報むくわれいよいよ『咎回しクライムハンドラー』デビュー！　と来た日には、もっと劇げき的な拝はい任にんを要求したいのは当然じゃない。分かる？」

　実のところさっぱり理解できなかったが、要よう領りようのいい彼は逆さからわずに首しゆ肯こうした。

「しかもサポートにテツ──じゃなくて来くる間まがつくんだって。それ、要ようするにお守もりってことじゃない？　失礼しちゃうわよ」

　ばす、と机き上じようのベルトポーチを警棒でぶっ叩たたきながら憤ふん慨がいする麻琴の顔は──どう控ひかえめに見たところで嬉うれしさを隠かくしきれてはいなかったが、やはり首肯するだけに留とどめておく。

「まあ課長も、来間はしばらく任にん務む凍とう結けつだって言ってたし。暇ひまなんでしょうけどねーっ」

　と述のべる段だん階かいに至いたってはついに語ご尾びが跳はね上がり始めていたが、彼は首肯のみを返した。

　もとより彼の反はん応のうなど確かく認にんしていないのか、麻琴は気にした様子もなく、浮かれたステップすら踏ふみながらポーチを腰に巻まいていく。

「何にしても、ようやくあいつと対等になれたんだから。……サポートならあの『咎人』女も連れてこないはずだし、これから二人っきりで動く事も多いんだろうなぁ。んふ」

　自分が『咎人』を連れて行かなくてはならない事にまでは考えが及およんでいないらしく、さも嬉しげに──多少は不気味に──微笑ほほえむ麻琴に、男は首肯しておく。彼女は既すでにここではないどこかを見ているようだったが。

「それこそ《首無しヘツドレス》ばりの大事じ件けんなんか解かい決けつしちゃってね。危き地ちで同どう僚りようの枠わくを超こえて芽め生ばえる何かがあったりさぁ。それでもう二人の絆きずなは……って、あ、あれ、聞いてた？」

　と、そこで我われに返ったらしく、蝶ちよう番つがいの錆さびたドアのような動きで麻琴がこちらへ振ふり返ってきた。なんとなく無言で視線を合わせ──結局どうしようもなく、無言のまま首肯。

　一いつ瞬しゆんで赤面し、彼女は胸むねの前で激はげしく両手を振り回した。脚あしまで振り回していた。

「ちちちち違ちがうの、忘わすれて。記き憶おくを消してお願いだから。本当、そういう展てん開かいを期待してるとかいうことじゃなくて、なんていうか……そう、誤ご解かいなの。悲しい誤解。わかる？」

　その下手くそな言い訳わけこそ悲しかったが、あえて蛇へびの棲すむ藪やぶをつつく様な真ま似ねはすまい。彼は無ぶ難なんに首肯してみせる。それで一いち応おうの解決と見たらしく、麻琴は嘆たん息そくと共に胸を撫なで下ろすと、いくらか乱らん暴ぼうになった動作で止まっていた作業を再さい開かいした。

　デスクに広げた装備を摑つかみ、ベルトポーチやカーゴパンツのポケットに仕し舞まいこんでいく。そう多くない荷物をまとめると、彼女は最後に警けい棒ぼうを入れたシースをベルトに吊つった。

「──で、これから『倉庫』まで行かなくちゃいけないの。土産みやげ話、期待しててよね！」

　去り際ぎわに彼の肩をポンと叩いて、麻琴は並ならぶデスクの間をすり抜ぬけ走っていく。

「……ま、頑がん張ばってこいや」

　と、激げき励れいの言葉をかけるのも面めん倒どうで。

　ついに一言も喋しやべる機会のなかった彼は、遠ざかる麻琴の背せに向かい、黙だまって首肯した。
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　仕事があると言って薫が席を外した後、部屋の中には驚きよう愕がくに目を剝むく鉄斎と、腕うでを組んで眉まゆ根ねを寄せる詩菜。そして──黙って二人を見つめる老人、三み鏃やじり壱いち正まさが残される。

　空気が流れる音すら聞き取れそうな沈ちん黙もくの帳とばりを、最初に破やぶったのは詩菜だった。

「……意味が、分からないんだけど」

「では、順を追って説明しよう」

　元より返事を待っていたのだろう、壱正は彼女が口を閉とじるのと同時に小さく息を吸すい、握にぎっていたライターをいじりはじめる。

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

「最初に語らねばならないのは七年前の事だ。……あのテロ事じ件けんの事は、覚えているね」

　ちろり、と二人に視し線せんを配り、壱正は穏おだやかな調子で聞いてきた。ただしそれは、狩かりに臨のぞむ野生の獣けものの静けさだったが。

　質しつ問もんを肯こう定ていも否ひ定ていもせず、鉄斎はただ視線鋭するどく相手を睨にらみ返した。詩菜も黙だまったまま、探さぐるように目を細めている。壱正自身、本当に質問の意味で問うたわけではなかろう。

　案あんの定じよう、老知事はさして間をおかずに一つ頷うなずくと、ゆったりと後を続けた。

「始まりは菱南市郊こう外がいの小さな工場だ。そこから中心部へ向かい螺ら旋せんを描えがくように、次々と建物を爆ばく破は。計十二箇か所しよの工場や企き業ぎようの施し設せつを破は壊かいした犯はん人にんは──最後に、とある建けん造ぞう物ぶつへ侵しん入にゆうした所でようやく当局に捕ほ縛ばくされたわけだが」

　壱正は、そこでソファにもたれた背せを逸そらし天てん井じようを見上げ、大げさにかぶりを振る。

「さて……一度でも不思議に思ったことはないかね。厳げん重じゆうな警けい察さつの捜そう査さ網もうを数時間もの長きに亘わたってかいくぐり、あまつさえ方々を爆破して回る──少女一人に適かなう芸当ではないよ。現げん実じつはアクション・ムービーとは違う」

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

　ライターの蓋ふたが奏かなでる音の陰かげで、壱正は老ろう獪かいな微び笑しようを浮うかべた。

「答えは一つ──テロリスト八桐詩菜には、共犯がいた。否いな、状じよう況きようを鑑かんがみれば、その共犯者こそ真の首しゆ謀ぼう者しやというところだろう」

「誰かが、その共犯者の存そん在ざいを世間に晒さらされないよう情じよう報ほうを操あやつったんだろうさ。途と方ほうもない権けん力りよくを持った──たとえば知事。あんたみたいな誰かさんが、ね」

　言葉の棘とげを隠かくそうともせず、詩菜は皮肉げに歯を剝むく。その瞳ひとみは、決して笑っていない。

　毒づきたい気分は鉄斎も同じだった。

　なぜ今いま更さら蒸むし返そうとする。それはもう、終わった話だろうが──！

「左さ様よう、共犯者の存在を世間から抹まつ消しようしたのは私だ。そうすることを、望んだ者がいたのだよ。来間鉄斎……君のために」

　と、不ふ意いに壱正はこちらに視線を振ってきた。黙って、視線を逸そらす。

　やめろ。そこから先を口に出さないでくれ。

「私を頼たよったのは君の友人、葵新町だ。共犯者の存在が知れれば、君がこの街で生きることは非ひ常じように困こん難なんになっていただろうからね。なにせ彼女たちは君の祖そ父ふ──来間徹斎を讃たたえたシンボルタワー、『英雄塔』を破壊しようとしたのだ」

　よせ。言うな。

　分かってる。分かってるから、それ以上を言葉にするんじゃない。

「君も生きた心地ここちがしなかったろう、来間君。もし世せ間けんに知れていたら大変な事になっていた。八桐詩菜の共犯者、歴史から葬ほうむり去られた真の首しゆ謀ぼう者しやが、あの────」

　もう黙だまっている事は出来なかった。多少鼻を陥かん没ぼつさせてでも黙らせてやろうと拳こぶしを固めた鉄斎の思惑おもわくは、しかし想そう定てい外がいの要よう因いんに──詩菜の言葉に、押しとどめられる。




「──────あの来間鋼太だと知れたら、か？」




　心しん臓ぞうが肋ろつ骨こつの隙すき間まから転げ落ちた。

　少なくとも、鉄斎はそう確かく信しんしていた。一秒前まで爆音と評ひようしてよかった鼓こ動どうがいきなり丸ごと消え失うせたのだから、心臓が落ちたかなくなったかしたに決まっている。

　足元を見る。心臓は落ちていないが、ソファの前にしつらえられたガラスのテーブルに肉のついた骸がい骨こつが映うつっていた。生せい気きのない人間の顔はこんな風に見えるのかと奇き妙みように感動を覚えかけ──何のことはない、自分の顔が映っているのだと思い当たり、なぜか笑えた。

　震ふるえる彼の背に、そっと温あたたかい手が触ふれる。

「英雄の息子むすこ、テツの父親。そんな事が知れれば、なるほど、テツのためにはならないか」

　ぐちゃぐちゃに混こん乱らんし、錯さく乱らんする鉄斎を落ち着かせるように、詩菜は彼の背を軽く叩たたく。同時に、視線に殺さつ傷しよう力があるならそれだけで熊くまでも殺せそうな眼がん光こうで壱正を睨にらみつける。その形ぎよう相そうに息を吞のみ、鉄斎はとりあえずの冷静さを取り戻もどしソファに深くもたれかかった。

　壱正は彼女の視線を受け、涼すずしげに、僅わずかな笑えみすら消さないまま穏やかに頷うなずく。

「葵新町も大だい胆たんな真ま似ねをする。もし事が発覚すれば、奴やつ自身もただでは済すむまいに」

「それを請うけ負おったあんたこそ、私は大胆極きわまりないと思うけどね。そうじゃない？」

　皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめる詩菜に、壱正は白い眉まゆの下で僅わずかに目を細めた。ライターをもてあそぶ節ふしくれだった指が一いつ瞬しゆんだけ止まったように思えたのは、鉄斎の思い違ちがいではあるまい。

　詩菜と壱正。互たがいに互いの眼を睨みつけたまま──壱正が、ライターの蓋を握にぎりこんだ。

「賢かしこい。隠かくすつもりもなかったが、察しの通り……私にも、彼を助ける理由があった」

「ぜひ聞かせてもらいたいね。テツを助けることで、あんたは何を企たくらんでいたんだろうな。いや、あるいは──私一人に罪を着せることが、重要だった？」

「少年たちの健けな気げな友ゆう情じように心絆ほだされた。それではご不満かね、『咎人』の少女よ？」

「どうだろうね」

　白々しく告げ、詩菜は柳りゆう眉びを跳はね上げる。

　しばし静せい寂じやくが部屋を満たした。デスクの置時計がきっかり一秒刻きざみに立てる音が、申し訳なさそうに三人の間を渡わたり歩く。ややあって、詩菜と壱正は同時に口を開こうとし──

「そんな事……どうでもいいはずだろう」

　──低く響ひびいた唸うなり声に、機きをくじかれた。

　驚おどろいた顔で振ふり向いてくる詩菜には目を向けず、鉄斎は壱正を鋭するどく睨みやる。

　どうでもいい事だ。本当に、どうでもいい事のはずだ。

（七年前の事じ件けんだぞ、七年前にカタはついてるんだ。今さら話を蒸むし返すんじゃない！）

　敵てき意いをむき出しにして睨にらみつけるが、無む論ろん、老知事の矮わい軀くは小こ揺ゆるぎもしない。構かまわず喉のどを震ふるわせて、鉄斎は地を這はうような声をあげる。

「順を追って話すとあんたは言ったな。つまりあの塔とうに関して、詩菜の助力が必要な事じ態たいが起こったと……そういう事なんじゃないのか？」

「──ふむ。こちらも存ぞん外がいに賢さかしい」

　壱正の皺しわだらけの顔が笑みの形に歪ゆがむ。

　老知事は枯かれ木きのような手を緩かん慢まんな仕し草ぐさで伸のばし、こちらへ向けてきた。

「君の言う通り。これは機き密みつ事じ項こうだが、塔を爆ばく破はするという声明が出ている。《主無き戦車チヤリオツト》なる過か激げき派はの仕し業わざなのだが……どうにも、尻尾しつぽを見せてくれない連中でね」

《主無き戦車》。あの《首無し》の正せい統とう後こう継けい組そ織しきを名乗る集しゆう団だんで、前身は《首無し》内の一派は閥ばつである。熱ねつ狂きよう的武ぶ闘とう派はである彼らは、その極きよく端たんに過か激げきな思想もあり、組織内でも浮ういた派閥ではあったらしいのだが──

（《首無し》の亡ぼう霊れいか。クソッタレめ……）

　険けん悪あくな形相で舌した打うちする鉄斎に、壱正はなぜか口の端はしを持ち上げて見せた。不ふ審しんに思い睨み返すが、彼はもうこちらを見てはいない。

　テーブル越ごしに詩菜へ腕うでを伸べた壱正は、しわがれた声を一いつ層そう低くする。

「『咎人』八桐詩菜──君には特別アドバイザーという形で警けい備び班はんに加わり、過か去この経けい験けんから連中がどんな方ほう策さくで攻せめてくるのかを推すい測そくし、またそれを阻そ止ししてもらいたいのだ」

「……馬ば鹿かげてるぜ、三鏃壱正」

　毒づくように答えたのは、詩菜ではない。

　ゆるく頭かぶりを振り、鉄斎は苦みばしった表情で吐はき捨すてるように言い放った。

「そうだろう？　すこぶるつきに馬鹿げた話だ。そんなもの、警けい視し庁ちようが正せい規きの手しゆ段だんで『咎人』を動かせば済すむ話じゃないか。あんたが詩菜の身み柄がらを引き受ける理由はない」

「警視庁に話を通すなら、確たしかにそうだろう」

　抗こう弁べんする彼に、壱正は言葉少なに答える。鉄斎と詩菜は思わず顔を見合わせ、それから同時に相手へ向き直った。一呼こ吸きゆうほどの間を挟はさみ、壱正は、彼らが初めて見る顔を造つくる。

　腹はらの底を曝さらけ出した、凶きよう暴ぼうなまでの欲望に濁にごった笑顔。

「政せい治じ屋もこれで人気商売でね。常つねからパフォーマンスに労力を惜おしめば、その怠たい慢まんは次の選挙で、投票数というなにより明めい確かくな形を伴ともない我われ々われに手ひどいしっぺ返しをもたらす」

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

　金きん属ぞく音が踊おどりだす。

　ライターを弄いじる壱正は、顔を強こわ張ばらせた二人をねぶるような視線で撫なでた。

「ほんのわずか根回しに手て間まを割さくだけで、私が『警察も感かん知ちしえなかったテロリストの襲しゆう撃げきを、咄とつ嗟さの機き転てんで退しりぞける』ことに出来るのならば……この一件は、俄が然ぜん魅み力りよくを帯おびてくる。そうは思わないかね？」

「貴き様さま──」

　反はん射しや的に飛び掛かかろうとする鉄斎を、横から伸びた詩菜の腕がさえぎる。鼻はな白じろむ鉄斎を押おさえ込こむように、彼女は探さぐるような目つきで壱正を睨み、ゆっくりと口を開いた。

「…………見返りは何？」

「ッ!?　詩菜！」

「ごめんテツ、少し黙だまってて」

　反射的に呼よびかけた鉄斎を、詩菜は一言で突つき放した。その言葉の鋭するどさは、まるで杭くい。

「当然、用意しているんでしょう？　私か、私の『咎回し』であるところのテツを納なつ得とくさせるような、上等の餌えさが」

「餌と分かって喰くらいつく。おろかな雑ざ魚こか、勇ある名魚か──釣つり糸を垂たれる身としては後者である事を願いたいが、さて……」

「御ご託たくはいい」

　ぴしゃりと言い放つ詩菜の横顔を見、鉄斎は仏ぶつ頂ちよう面づらで唸うなる。無む表ひよう情じようを装よそおおうとしているようだが、彼の眼めには詩菜の顔が──ひどく、苦しんでいるように見えた。

　鷹おう揚ように頷うなずき、壱正がライターを握にぎりこむ。そしてその顔に、澱よどんだ笑えみを浮かべると、

「簡かん潔けつに言う。八桐詩菜、この仕事を終えた暁あかつきには……君を、『咎人』から解放しよう」

　──その一言に。

　詩菜の口の端はしが僅わずかに持ち上がったのを、鉄斎は見み逃のがさなかった。
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（悪くない）

　悪くない依より代しろだった。

（否いな、悪くないどころか……元の肉体よりも調子がよいくらいではないか？）

　それは喜ぶべきことであり、同時に彼、魔ま王おうニカ・カジを驚きよう嘆たんせしめる事実であった。

（根こん源げんに渦うず巻まく悔かい恨こん……鬱うつ屈くつと堆たい積せきした怨えん憎ぞう……そして、汲くめども尽つきぬ一つの渇かつ望ぼう。全すべてが我われの力となる。総すべてが闇やみを助じよ成せいする！）

　あの特とく務む騎き士しの魔力検けん索さくの目から逃れるために魔力を割さきすぎた現げん状じようでは、依代の意い識しきの片かた隅すみに潜ひそむのが精せい一いつ杯ぱいだ。が、その失った魔力ですら、この依代の心に巣すくう闇が驚おどろくべき速度で精せい製せい・補ほ塡てんする。彼が依代の意識を支配するのは時間の問題だった。そして魔力が完全に回かい復ふくし、依代を完全に掌しよう握あくした時こそ──

（万ばん難なんを排はいし、世界の断だん裂れつをも超こえた悲願を成じよう就じゆすべき時！）

　そしてこの依代の素そ養ようなら、永ながき時と数多あまたの闇を経へし祈いのり、確実に結けつ実じつする。

（我わが行く道に闇あん寧ねいの祝しゆく福ふくを。あの日、光こう瀑ばくに奪うばわれたあなたの宿願──遺い志しを継つぎ、私がここに顕あらわしてみせる。見ていてください……………姉あね上うえ）

　闇に誓ちかいを捧ささげると同時、闇が一ひと際きわ大きくうねりを上げて、彼は慌あわててそれを抑おさえこむ。全身で脈みやく動どうする良りよう質しつの魔力を感覚しながら、自じ制せいの言葉を意い識しきに打ち込んだ。

（まだ早い……事じ態たいを窺うかがえ。好こう機きを読め。全てを行えば、全てが叶かなう。だから、今は）

　今はまだ──闇は、静かに時を待っている。
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『考える時間をくれ』

　結局詩菜は返答を保ほ留りゆうした。壱正も特に返事を焦あせらず、その場はそれでお終しまいとなった。

　夜道を歩きながら、鉄斎は歯は嚙がみする。

　零ゼロ課かのオフィスから詩菜のマンションまでの道どう程ていに、大きな運うん河がを横切る橋がある。確たしか眼がん下かの運河も、戦車すら渡わたれそうなこの橋も、壱正の行ぎよう政せい活動の一いつ環かんだったはずだ。

　だからというわけでもないが、鉄斎は橋の真ん中に差し掛かかった所で足を止めた。──シケた話をするのに、向いたムードではある。

　数歩先に行ってしまった詩菜が、わざわざその分を後こう退たいしながら小首を傾かしげてきた。

「どうした、テツ？　気分でも悪いのか？」

「気分？　ああ、最悪だな。百万トンのクソをかぶった所で、ここまでハッピーには到とう底ていなれない」

　彼女の瞳ひとみや声こわ音ねから、純じゆん粋すいにこちらの身体からだを心配している事が痛いたいほど伝わってくる。

　そしてだからこそ、鉄斎はことさらうるさげに吐はき棄すてた。

　きょとんとして口をつぐんでから、詩菜はまず、自分の鼻先を指差した。

「……私、何かしたのか？」

「知らないね。分からないってことは、お前に非はないって事なんだろうよ」

　すげなく言い捨すて、鉄斎は橋の欄らん干かんにもたれかかり、それ以上の返答を拒きよ否ひする。

　一方的な言い草にも、詩菜は怒おこり出す様子は見せなかった。代わりに露ろ骨こつな困こん惑わくと不安に顔を曇くもらせ、同じように欄干に体重を預あずけると、横からこちらを覗のぞきこんでくる。

「どうしたんだ、テツ。なんで怒ってるんだ？」

「怒ってる？　こいつは驚おどろきだな。俺おれが怒らなきゃならない理由が、いったいどこにあるっていうんだ？」

　冷れい笑しよう一つ、鉄斎はわざとらしく両りよう腕うでを広げながら詩菜を見返した。

「…………でも、テツ……」

「御託はいい。俺よりも、詩菜。お前の方こそどうなんだ」

　言いかけた言葉を口の中でこね回す詩菜を、鉄斎は断だん固ことした口調で問い詰つめた。うつむいた頭が持ち上がるのを待たず、更さらに叩たたきつけるように後を続ける。

「そうだろう？　それが正しい形ってもんだ。詩菜、怒ってるのはお前じゃないのか？」

「私が……怒ってる？　テツ、何の──」

「なんであの場で断ことわらなかったのかって聞いてるんだよ！」

　突とつ如じよとして声を張はり上げた鉄斎に、詩菜はびくりと身体を震ふるわせて口を閉とざした。身じろいだブーツの底の鉄板がブロックを引っかき、硬かたく粉っぽい音を立てる。

「あんな野や郎ろうに手を貸かすのか？　野心のために警けい視し庁ちようすら騙だまそうとする悪あく党とうだぞ！　そんな奴やつのために、アンタが危き険けんにさらされる必要なんてない!!」

「──テツ、それは」

「怒ってるのはアンタだ、詩菜。アンタはまだ……親父おやじが死んだ事に、怒り続けてる」

　声を上げかける詩菜の口を、鉄斎は即そく座ざに封ふうじ込めた。言いたい事が次々と湧わき出てきて止まらない。七年間溜ため込んできた分まで、今ここでぶちまけたい気分だった。

「もう止めろ！　いい加か減げんに止めてくれよ！　親父のためと言って傷きずつくアンタを見るのは……もう耐たえられないんだよ!!」

「テツ……違ちがう、テツ。私は、テツのために──」

「だったらあの時、なんで俺を置いていった!?」

　ようやくの事で搾しぼり出すように喋しやべった詩菜を、ぎらつく瞳ひとみで睨にらみ、黙だまらせる。

　七年前。駆かけつけたタワーの前で鉄斎が見たのは、血まみれで倒たおれ伏ふす父親と──警官に拘こう束そくされる、詩菜の姿すがただった。その時の光景が頭をよぎって、鉄斎は頭を振ふる。

「なんで俺を連れて行ってくれなかった!!　俺はッ……そんなに信用できないのか!?」

「違うッ！」

　──慟どう哭こく。

　それ以外、彼女の絶ぜつ叫きようを表しうる言葉は存そん在ざいしなかった。敢かん然ぜんとして鉄斎を正面から見つめ返し、しかし今にも泣き崩くずれてしまいそうな危あやうい顔で、詩菜は叫さけび続ける。

「そんなことがあるものか！　私は世界中の誰だれよりテツを信じているし、愛している自信がある！　その想おもいだけは──決して、親父さんにだって負けるつもりはない!!」

「噓うそだ！」

「噓じゃない!!」

　叫び返すのと同時、橋に大型トラックが入ってきた。トラックは強きよう烈れつなヘッドライトで二人の横顔をすれ違いざまに一いつ瞬しゆんだけ照らし出し、そのまま轟ごう音おんを引きずって走り去る。

　遠ざかっていくトラックのエンジン音を聞きながら、鉄斎は黙だまって詩菜の顔を睨み続けていた。彼女もまた、大きく肩かたを上下させながら無言で睨み返してくる。

　鋼こう鉄てつを鋳い込こまれたように膠こう着ちやくした状じよう況きようは、一時間も続いたのかもしれないし、十秒で終わりを告げたのかもしれない。ともあれそれは、七年よりは短い時間であったはずだ。

　鉄斎が、不意に彼女から顔を逸そらす。そして眼がん下かに広がる水面に視し線せんを落とし、呟つぶやいた。

「……フン、好きにするさ。アンタがあの政せい治じ屋につこうと、俺が文もん句くを言う筋すじ合あいはない。──もともと『咎人』と『咎回し』って、それだけの関係でしかないんだ」

「っ　　　　　　　　!!」

　その言葉に──詩菜は、大きく身体からだを傾かしがせた。胸むねを押さえて、悲ひ痛つうに歯を食いしばり、まるで、言葉が剣けんとなって突つき立ったかのように。

　きれぎれにこぼれる荒あらい呼こ吸きゆうの合間に、彼女の震える声が織おり交ぜられる。

「そっ……、か。そう、だよ……っな」

　ただならぬ様子に、僅わずかに顔をそちらに向けると──

　詩菜は、笑っていた。

　額ひたいには汗あせの玉が浮うかび、黒い双そう眸ぼうは焦しよう点てんが定まらず、むりやり捻ねじ曲げたように微笑ほほえむ口元からはかちかちと歯が嚙かみ合う音が聞こえる。ブーツに覆おおわれた脚あしは倒たおれないように必死に踏ふん張ばっているが、心しん臓ぞうの上を摑つかんだ上体は危あぶなっかしく震えていた。

　それでも、しかし、まるでそぐわない状況で──詩菜は哀かなしく、笑っていたのだ。

「ごめん、テツ……私……先に帰る………」

　息が詰つまって返事が出来ず──鉄斎は、顔を川かわ面もに戻もどす。その瞬間、ちらりと横目で見た詩菜の顔はやはり笑え顔がおで、少しだけ、叱しかられた子こ供どものような目をしていたかもしれない。

　鉄板が地面を引っかく音が遠ざかっていく。その音を、彼は黙って欄らん干かんに体重を預あずけたまま聞いていた。長い時間をかけ、それが橋を渡わたる車の音にかき消されるほどに減げんじた頃ころ、

「大ッ馬ば鹿かもんが」

　いきなり罵ば倒とうされ、鉄斎はジロリ、と肩に掛かけたスポーツバッグを睨みつける。しかしバッグは黙らず、むしろ更さらに勢いきおい込んで、非ひ難なんするような口ぶりでまくし立ててきた。

「今の態たい度どは何事だ。もう少しで彼女の前では喋しやべるなという盟めい約やくを破やぶり弁べん護ごに回る所だったぞ、私は」

「……黙れよジャバ。お前には分からない」

「黙らんよ。不ふ名めい誉よな略りやく称しようも今は聞かなかったことにする。テッサイ、今のお前は最低だ。一人の男として最大の過あやまちを犯おかしたのだ」

　その言葉は、審しん判ぱんの槌つちのように響ひびき渡った。

　喉のどの奥おくに冷たく苦い塊かたまりを押おし込こめられたような気分。その塊を吐はき出そうと、鉄斎は言葉を叩たたき返す。ただしこちらは審判の槌とはいかず、せいぜい被ひ告こく人が審しん問もん台を蹴け飛とばした程てい度どの響ひびきでしかなかったが。

「うるせぇと言ってるんだよ！　お前はッ……身内が姑こ息そくな奸かん計けいの生いけ贄にえになりにいこうとしているのに、黙ってろと言いたいのか!?」

「其そもやむなし。清せい濁だく併あわせ吞のみ、初めて見えるものもあろうほどに」

　しれっとして告げるジャバの態度に、鉄斎の頭の中は一瞬真っ白になり──それから、なんとか爆ばく発はつしかけた憤ふん怒ぬを抑え込む。

「……正せい義ぎの勇者とは思えない言い草だな、ええジャストルッバート・ホーイッツ？」

「そうか？　むしろおおよそ正義の勇者らしい考えであると、私は確かく信しんしているよ」

　わざわざ本名を呼よんでまで吐はいた皮ひ肉にくも通じず、彼は平然とした口調で即そく座ざに切り返してくる。もしあるのなら、肩の一つもすくめて見せていたことだろう。

「ふむ、一つ面おも白しろい話をしてやろう。私は我わが主の命で特とく務む騎き士しとして、魔ま王おうニカ・カジの討とう伐ばつに任にんぜられたわけだが……では、なぜ我が主は奴やつの討伐を命ぜられたと思う？」

「なぜって、それは…………」

　それは、ひどく根こん源げん的な問いだった。が──改めて聞かれると、その理由を聞いたことがなかったという事実に気付く。

　奇き妙みような感じはしたものの、鉄斎はとりあえず思いついたことを言っておいた。

「……魔王だからだろう？」

「然しかり。魔王とは払ふつ殺さつされるべき存そん在ざい……それは正せい鵠こくを射いているが、私が聞いているのは奴やつが魔王と呼ばれるようになった理由だ。お前に、答えられるか？」

　言葉につまり、眉み間けんに皴しわを寄よせる。しかしジャバは、質しつ問もんの回かい避ひを許ゆるしてくれなかった。

「ほれ。お前は奴の過か去こを何も知らないが、『奴は悪だ』と決め付けていただろう？」

　言い返せずに、押し黙る。運うん河がの水音と車のエンジン音が完全な静せい寂じやくに陥おちいる事を防ふせいではくれるが、それは彼の代わりに答えを考えてくれるわけではない。

　結局、言葉を続けたのはジャバだった。

「……奴が魔王と呼ばれた理由は、闇やみの魔ま術じゆつの喚よび手だった──それだけの理由だと知ってもなお、お前は奴を悪と呼べるか？」

「っ、どういうことだ？」

「我が主、リッダヘルム二世の家か系けいは、代々閃せん煌こう魔術の名門として知られていた。それゆえ優すぐれた闇あん寧ねい魔術の喚び手であったニカ・カジの存そん在ざいは、王の権けん威いに翳かげりをもたらしかねなかった。分かるな？　危き険けんかもしれないというそれこそ、奴が魔王化された原げん因いんだ」

　鉄斎は、黙だまってスポーツバッグを肩かたから下ろし欄らん干かんの上に載のせる。自分の顔とほぼ同じ高さに置かれた異い世せ界かいの勇者の言葉は、彼の耳に、ひどく乾かわいて聞こえた。

「正せい義ぎとは、世よ論ろんだ。皆みなにそうと認にん可かされれば、それは全く、正義なのだ。簡かん単たんな話だ」

「…………」

「私は既すでに奴を悪としてしか見られぬ。私は『正義』の勇者だからな。それを恥はじ入るつもりも、後こう悔かいするつもりも毛もう頭とうない。が──」

　そこでふと、ジャバは言葉を切る。その先を口に出すべきか否いなか逡しゆん巡じゆんしているのか。

　バッグの向こうから、ジャバが言葉を再さい開かいしたのはきっかり十秒後。

「願わくば……お前は『正義』の勇者になんかなって欲ほしくないのだ、テッサイ」

　ざあ──っ

　運河から吹ふき上げてくる夜風は僅わずかに潮しおの香かおりを含ふくんでいた。この時期この時間、海からの風がここまで遡さかのぼってくるのだという。それは確たしか──昔、詩菜に聞いた話だったか。

　なんとなく彼女が去った方向を見る。当然、そこに見み慣なれた『咎人』の姿すがたはない。

「……すまない、少し話が逸それたな」

　と、なぜか自じ嘲ちよう気味の笑いを含ふくんで、ジャバが小さく言う。

「とまれ、正義とはその程てい度どの物でしかない。逆ぎやくもまた然しかり。──私が見る限かぎり、シナは聡そう明めいな女じよ性せいだ。あの場で決けつ断だんを下さなかったのは、何か理由あっての事なのだろう」

「…………ああ。分かってるよ」

　バッグの上からぽんと彼を叩たたき、鉄斎は夜の運河に溜ため息いきをこぼす。

（分かってはいるのさ──ただ）

　隣となりのジャバには聞こえるだろうか。

　聞こえている事を心のどこかで祈いのりながら、呟つぶやく──

「ただ俺は、詩菜姉にまた置いていかれるのが嫌いやだった……それだけのことなんだ」

　──果たして、ジャバは聞いていた。声がかすかに震ふるえているように聞こえたのは、欄干に伝わる車の震しん動どうのせいだ。勘かん違ちがいは、すべきじゃない。

　決して鉄斎の顔を見ないよう、彼は魔術による視し覚かくを切り離はなした。







「ッ……ハ──ァッ……！」

　獣けものの呼こ吸きゆう──一歩ずつ欄干に倒たおれこむように歩いていた詩菜は、そこで一度脚あしを休めた。

　覚かく悟ごはしていた。心こころ構がまえは出来ていた。未練だって捨すて去った、つもりではあった。

「……ふふ。だがこれは、存ぞん外がいに…………」

　痛いたい。

　ぼんやりと影かげがかかったように暗転していく意い識しきを覚かく醒せいさせるため、彼女はわざと最も深い傷きずを抉えぐる。先ほど穿うがたれた、胸むねの傷。

　──もともと『咎人』と『咎回し』って、それだけの関係でしかないんだ──

「………………ぁッ!!」

　無む尽じんの疼とう痛つうが吹ふき荒れる。意識を繫つなぐ事は出来たが、代わりに心を削そぎ落とされた。

　衝しよう撃げきにもつれかけた脚を何とか踏ふみとどまり、詩菜は胸を押さえて荒い息を吐はき出す。

（……ふざけろ、八桐詩菜。傷つく権けん利りが貴き様さまにあるとでもいうつもりか……？）

　嚙かみ砕くだかんばかりに歯を食いしばり、己を叱咤する。より深く、脳のう髄ずいの根こん幹かんにまで自覚の楔くさびを打ち込むべく、彼女はあえて言葉を紡つむいだ。

「私は……またテツを置いていくんだ……。罵ば倒とうされて、当然だろう……まさかまだ……テツに〝姉〟と呼よばれたいとでもいうつもりか？　姉、と……」

　それは明らかに失しつ策さくだった。

　突つっ張ぱっていた脚から力が抜ぬけ、詩菜はその場に座すわり込んでしまう。呟いていた言葉は不ふ明めい瞭りように濁にごり、聞き取れなくなった。

　──呼ばれたいに決まっている。どう誤魔化したって、それだけは譲ゆずれるものか。テツは、たった一人の弟で……私の、家族なんだ。

　自じ制せいの糸は、そこで限げん界かいを迎むかえた。

　張り詰つめていた緊きん張ちようはあっけなく途と切ぎれ、心に、冷たいなにかが沁しみこんで来る。

「……ぁっ、ぅうう……うああぁぁぁっ」

　悔かい悟ごも、希望も、決意も。何もかもを、自分を食い潰つぶしていく闇やみに流して──

　彼女は、泣いた。




　　　　◆□□◆




『親父おやじ！　詩菜姉！』

　──その場に鉄斎が駆かけつけた時には、既すでに全すべてが終わっていた。

　血ち塗まみれで倒れ伏ふす父親。その横で同じく倒れ、手足を無ぶ骨こつな枷かせで拘こう束そくされている姉。

　平和の象しよう徴ちようであるシンボルタワーの前にはひどく似つかわしくない光景ではあった。

『……君、彼らの身内か？』

　そう言って鉄斎の肩かたを叩たたいたのは、彼とそう変わらない年ねん齢れいであろう少年だった。落ち着いた雰ふん囲い気きの眼鏡めがねが夕ゆう暮ぐれの光を受け、僅わずかに輝かがやいている。

　目の前の光景に目を奪うばわれていた鉄斎は、その質しつ問もんに答えなかった。それが不ふ興きようを買ったのか、警けい官かんの一人が鉄斎を蹴けりつけた。地面に転がる鉄斎に、その警官は更さらに暴ぼう行こうを加えようとし──眼鏡の少年に一睨にらみされて、決まり悪げに引き下がる。

『お父さんは……残念だが、射しや殺さつされた。お姉さんも恐おそらく『咎人クライム』にされるだろう』

　少年の言葉は、意味こそ理り解かいが及およばなかったものの、途と方ほうもなく嫌いやな響ひびきに聞こえた。

　その内心を推おし量はかってか、少年は更に強く、鼓こ舞ぶするように囁ささやきかける。

『事実上、彼女とは今こん生じようの別れだ。……辛つらいかい？』

　考えるまでもない。鉄斎は即そく座ざに頷うなずいた。彼の頭が揺ゆれるのを確かく認にんすると、少年は眼鏡越ごしの視し線せんに真しん摯しな光を灯ともし、その手を鉄斎へ差し伸のべた。

『なら、僕ぼくにはキミにしてやれる事がある。……僕は葵新町薫。君の名前は？』

『…………来間……来間、鉄斎』

『鉄斎、よく聞け──君は、『咎回しクライムハンドラー』になるんだ』

　言って、力強く笑えむ薫の手を──そのとき鉄斎は、しっかりと摑つかんだのだった。







　思えば七年前から、自分は薫の世話になりっぱなしだ。今まで世話になった恩おんを考えれば、多少の無理は聞いてやるべきなのだ。やるべきなのだが。

「これはさすがにどうかと思うな、俺おれ」

「なにぶつくさ言ってんのよ、テツ！」

　虚こ空くうを見上げてぶつくさ言っていた鉄斎の耳じ朶だを、遠えん慮りよのない怒ど声せいがひっぱたいた。

　彼はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらを造つくると、両手を振ふり回して叫さけんでいる人物に、大声で怒鳴り返す。

「いいからさっさと後を追え！　何のために俺がこの通りを見み張はってると思ってんだ!!」

「わ、分かってるわよ！　今行くわよ！」

　理りにかなった彼の反はん論ろんにいかにもしぶしぶといった態たい度どながら、麻琴は通りの向こうの路地に消えていく。呆あきれた半はん眼がんでそれを見送り、鉄斎はこの場にいない友に愚ぐ痴ちをこぼした。

「ったく……こりゃ酷ひどいだろ、薫……」

　──間倉麻琴の初実地任にん務むのサポート。

　早朝に呼よび出された鉄斎に与あたえられた仕事は、簡かん潔けつに言えばそういうことだった。

　正直なところ、彼はこの仕事に乗り気ではない。麻琴自身に与えられた任務は逃とう亡ぼう中の窃せつ盗とう手配犯はんの捕ほ縛ばくだが、逃にげ足が速いだけで危き険けんな相手ではない。麻琴と彼女が連れた『咎人』の実力なら、まず失敗はないだろう。わざわざサポートに当たる意味は薄うすかった。

　──何より、今は他ほかに懸け念ねん事じ項こうがある。

「……で、どうだ」

「最悪だな。悪い予想はよく当たる」

　麻琴が入って行った路地を見つめたまま、鉄斎は更さらに顔を険けわしくする。腕うでを組み、嘆たん息そく。

「間ま違ちがいないのか？」

「無む論ろん。……魔ま王おうニカ・カジの闇やみの魔力は、拡かく散さんしたまま濃のう度どを増まし続けている」

　鉄斎の言葉に答えたのは、足元に置かれた小ぶりのスポーツバッグだ。その中から、既すでに耳慣なれたジャバの声がする。

「隠おん形ぎようの展てん開かいと同時に魔力の再さい生せい……奴やつめ、よほど上等の依より代しろを見つけたようだな」

「愉ゆ快かいな話だ、クソッタレ」

　苦い顔で吐はき捨すてて、鉄斎はバッグを担かつぎ上げた。そのまま通りに背せを向けこの場を去ろうとすると、ジャバが不思議そうに聞いてくる。

「待てテッサイ、どこに行く気だ。マコトはまだ仕事を終えてはいないようだぞ？」

「どこって……決まってるだろ、魔王を探さがしにいくんだよ。麻琴はこの調子なら問題ないだろう。後で連れん絡らくを入れておけばいいさ」

　仕事柄がら、電でん源げんを切っておく事の多い鉄斎の携けい帯たい電話には（強きよう制せい的に入れられた）麻琴の番号が入っている。こちらからかけた事は一度もないが、初めて役に立ちそうだ。

　と、不意に、耳元へ聞こえよがしな溜ため息いきが吹ふき付けられる──吐と息いきを感じたわけではないが──。あてつけがましい行こう為いに、鉄斎は顔をしかめてバッグをゆすり上げてやった。

「何なんだよ、その溜め息は」

「つくづくお前は紳しん士し的でないな、テッサイ。紳士分が足りんぞ」

　そんな得え体たいの知れない成せい分ぶんは断だんじて含ふくんでいなかったので、構かまわず黙だまって歩き続ける。が、相手に構わないという事では、この太陽勇者も決して人じん後ごに落ちるものではない。

「そも、男は誰だれしも女じよ性せいを守り大切にせねばならぬという、理り屈くつでない本ほん能のうを腹はらの底に持っているものなのだぞ。それは元始より繫つなぐ宿命の連れん鎖さだ。程てい度どに差はあろうがな」

　──いつもなら、軽く聞き流す台詞せりふだった。

　しかしそのとき鉄斎は足を止め、黙って彼の言葉に聞き入っていた。

「……む、どうしたテッサイ。感動の余あまり言葉を忘わすれたか？　したり、よもやそんなにいいセリフだったとは」

　以い降こうは完全に聞き流していたが。

（理屈じゃない、本能……か）

　言ってみれば鉄斎は、その男の本能とやらに突つき動かされていたのだ。

　いつまでたっても自分を子ども扱あつかいする女。

　常つねに己おのが身を呈ていして自分を守ってくれる女。

　──決して、自分に守らせてはくれない女。

（俺は──俺は、アンタに）

　漫まん然ぜんと遊泳していた思考が、なにかの答えに触ふれかけたその瞬しゆん間かん。

　路地を駆かける風に乗り、それは、確たしかに鉄斎の耳に届とどいた。

「っ、テッサイ！」

「ああ、分かってる！」

　叫さけぶジャバに即そく座ざに頷うなずき返し、鉄斎は身体からだを反転させて走り出す。

　今のは間ま違ちがいなく、麻琴の悲鳴だった。

（これじゃあ、子ども扱いされる訳わけだ──！）

　ちょっとした油断がこのザマだ。全力で脚あしを動かしながら、鉄斎は激はげしく己おのれを罵ののしった。

　通りを横切り、路地へ飛び込こみ、複ふく雑ざつに嚙かみ合った道を勘かんと経けい験けん則そくで走りぬける。

「麻琴！　どこにいる!?」

　呼よびかけるが、返事はない。脳のう裏りに浮うかびかけた嫌いやな光景を頭から締しめ出し、鉄斎はがむしゃらに走り続けた。幾いくつかの角を曲がり、適てき当とうな道に飛び込んで──

「！　麻琴っ！」

　三度目に突き当たった袋ふくろ小こう路じの入り口で、地面に座すわり込む麻琴の姿すがたを発見した。安あん堵どの息をつき、鉄斎は彼女の肩かたに手を触ふれる。

「どうした、一体何があった？」

　麻琴は答えない。蒼そう白はくな顔を引きつらせ、前方、袋小路の突き当たりを見つめている。よく見れば、身体はかたかたと小こ刻きざみに震ふるえていた。

　そこで、鉄斎はようやく気付いた──路地一帯に満ちる、濃のう密みつな血けつ臭しゆうに。

　反はん射しや的に何が起きているのかを悟さとり、麻琴に注いでいた視し線せんを跳はね上げる。

　路地の奥おく。まだ日も高いというのにくすんだ闇が網あみを張はるその空間に、影かげ二つ。

　地面に伏ふす長身の影と、その傍そばに立つ小こ柄がらな影。長身の方には見覚えがある──麻琴が担たん当とうする『咎人』だ。おびただしい量の血を流し、微み塵じんも動かない。恐おそらく絶ぜつ命めいしている。

　そしてもう一つ、小さい影は奇き妙みような格かつ好こうをしていた。何の変へん哲てつもないブルゾンとスラックスは多少野や暮ぼったくはあるが、特別目を引くほど奇き怪かいというわけではない。問題は、その頭部──まるで西洋の鉄仮面じみたフォルムのヘルメットだった。

　視界を確かく保ほする風防バイザーは鏡面のように光を反はん射しやし、中の顔を覗のぞかせない。それ自体がヘルメットに組み込まれているため、風防を上げることすら出来ないだろう。

「なんだ、こいつ…………」

　得体の知れない不気味さを感じ取り、鉄斎は警けい棒ぼうのシースに手をかけた。その時、不意に男が身体を沈しずめる。心しん臓ぞう麻ま痺ひの発作でも起こしたのかと疑うたがう事も出来たが──いかんせん、好意的な解かい釈しやくを付ふ与よするにはあまりに素す早ばや過すぎたし、また悪意的過ぎた。

　表ひよう情じようの見えない顔から突つき刺ささるような殺意を迸ほとばしらせて、男が走る。恐ろしく低い軌き道どうで跳ちよう躍やくしているのではないかと錯さつ覚かくするような体たい勢せいだが、その動きは速い。

「ッぐ──!?」

　二十歩はあった距きよ離りを一秒とかからず詰つめた速度は、そのまま武ぶ器きへ転じる。勢いきおいに任まかせた男の体当たりが鉄斎を突き飛ばした。

「テッサイっ!!」

　弾はずみで取っ手が千ち切ぎれ、バッグが地面に転がる。中身が逼ひつ迫ぱくした声をあげるが、かまっている余よ裕ゆうはない。彼は男もろとも仰あお向むけに突き倒たおされた。無む茶ちやな格かつ好こうで転んだせいか、男の左足は関節を無視した方向に曲がっている。だが軽からぬ怪け我がであるはずだというのに、男はまるで自分の身体に頓とん着ちやくしなかった。おぞましいまでの無言のまま、男は馬乗りにのしかかって来る。抵てい抗こうしようとするが、先ほどのタックルがかなり効きいていて満足に呼こ吸きゆうもできない。酸さん素そを求めて肺はいをあえがせる鉄斎の首に──男の手が巻まきついてきた。

「ッがハッ……、……！」

　意い識しきが、一瞬で真っ白に染そめ上げられた。男は小柄な体格ながら、万まん力りきのような握あく力りよくで首を絞しめ上げてくる。少し爪つめを立てた程てい度どではどかせられそうにない。

　まずい、と鉄斎の生せい存ぞん本ほん能のうが警けい告こくを発したのと、ほぼ同時に──いや全く同時に──。

　男の後頭部が、爆発した。

「……、あ？」

　貴き重ちような酸素を消費し、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　轟ごう々ごうと余よ韻いんを響ひびかせ、黒こく煙えんを引きながら倒れこんでくる男を、鉛なまりの棒ぼうでも飲み込んだような顔で眺ながめて──彼は、こんな事じ態たいを引き起こしうる、唯ゆい一いつの心当たりに眼めを向けた。

　黒煙が切れ、晴れていく視界の中。先ほど鉄斎が取り落とした太陽勇者入りのバッグを鈍どん器きのように抱かかえて立ち尽つくす、仰ぎよう天てんした顔の麻琴がそこに立っていた。

　彼女は困こまったように耳の後ろを搔かきながら、

「えっと……助けなきゃ、と思って……落ちてたこれでひっぱたいてみたんだけど」

「…………それ、俺のだ」

　言うと、彼女は存外あっさりと了りよう承しようしてバッグを手て渡わたしてくれる。そして硬かたい声で、後あと退じさりさえしながら恐る恐る訊きいてきた。

「爆ばく弾だんでも入ってるの、それ？」

「………………。花火だ」

　彼がピノキオだったら、鼻でエッフェル塔とうを突き倒していたところだ。

　然しか無な顔がおで首をひねる麻琴から視し線せんを逸そらし、彼はバッグを──その中身をじろりと睨にらんだ。それが分かったのか、うむ、と意味なく前置きをして、ジャバが淡たん々たんと言ってくる。

「友の身を案じ発動、正せい義ぎの太陽スパーク」

「黙だまれ」

　倒れた姿し勢せいのまま、鉄斎はバッグを遠くに放り投げた。視界の外にそれが消えたところで、のしかかっている男をどけて身体からだを起こす。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ──それより、誰なんだこいつ」

　心配そうに差し出された麻琴の手を、鉄斎はそう訊きながら拒きよ否ひした。到とう着ちやくが遅おくれたのも怪我をしたのも、自分のミスだ。自じ戒かい、である。

　何な故ぜか寂さびしげに手を引っ込め、彼女は未いまだ震ふるえる唇くちびるで、それでも気き丈じように答えてくれた。

「刈かり牧まき浩こう二じ──私が追っていた手配犯はんよ」

「…………？　馬ば鹿かな、こいつが？」

　まだ痛いたみを訴うつたえ続ける胸むねを押おさえながら、鉄斎は転がっている男を見下ろす。薫に渡された資し料りようを見る限かぎり、刈牧は腕わん力りよくに関かかわらない方面の技ぎ能のうに長たけた男のはずだった。

　そっと首に触ふれる。熱を持ったそこには、確かく実じつに刈牧の手形が残っていることだろう。

「……麻琴、薫に連れん絡らくしろ。ただのコソ泥どろが『咎人』を殺害したんだ。何かおかしい」

「あっ……う、うん」

　麻琴は慌あわてた様子でベルトポーチから通信機を取り出し、パネルを操そう作さし始める。

　とりあえずジャバを回かい収しゆうすべく鉄斎は先ほど放り捨すてたバッグに歩み寄よった。取っ手が千切れ、爆発によって大おお穴あなの開いたそれは、既すでにバッグではなくビニールの残ざん骸がいである。

　麻琴がこちらを見ていない事を確かく認にんし、鉄斎は中のヘルメットを取り出して呼よびかけた。

「おい、ジャバ」

　何な故ぜか、返事がない。眉まゆをひそめてもう一度呼びかける。やはり返答はなかった。

　諦あきらめて鼻を鳴らし、ネクタイを緩ゆるめた瞬間。

「テッサイ、ちょっといいか？」

「ッ…………」

　一方的に会話を始めようとする彼に、鉄斎は顔をしかめて指を突きつける。この片かた道みちの意思疎そ通つうには、初めから不平があったのだ。

「いいか、ジャバ。あのな──」

「今日、シナはどうしている？」

　格かく闘とうであれば、牽けん制せいの先手を放たれたといったところか。言葉を断たたれ気き勢せいを削そがれた鉄斎は、抱いだいていた初心もどこかへ失くし、訝いぶかしく思いながらも質しつ問もんに答える。

「……部屋にでもいるんじゃないのか。もう三日も会ってないんだ、俺おれが知るもんかよ」

　それが意気地のない事だとわかっていたが、鉄斎は視線を逸そらさずにはいられなかった。

　三日前──壱正に取引を持ちかけられた日から、鉄斎は詩菜の『咎回し』としての任にん務むを凍とう結けつされている。薫の言によれば「お互たがい、ゆっくり考える時間が要いるだろう？」ということらしいが。気安く顔を見に行くわけにもいかず、彼に詩菜と会う機会はなかった。

「──それがどうかしたのか？」

　思考を打ち切り、鉄斎は努つとめて素そっ気けなく訊きき返す。ジャバもその辺りの事で話があるのではないらしく、あっさりと話を続けた。

「うむ……少しまずいかもしれん。実は先ほど、闇やみの魔ま力りよくが激はげしく脈みやく動どうした」

「っ、動いたのか!?」

　思わず大声を上げてしまい、鉄斎は慌あわてて振ふり返り、背はい後ごの麻琴を確かく認にんする。幸い、彼女は通信に専せん念ねんしている様でこちらには気付いていない。息をつき、改めて声を潜ひそめた。

「……場所はどこだ？」

「以前《ルインズ》とかいう連中のアジトに行ったろう。あの前の通りを、北に二キロばかり行った住じゆう宅たく街がいのようだ」

「詩菜のマンションのすぐ近くか……！」

　脳のう裏りに地図を思い描えがき、鉄斎は舌した打うちする。そして、風ふう防ぼうを上下させるジャバが更さらに続けた言葉は、より的てき確かくに彼の臓ぞう腑ふを締しめ上げた。

「うむ。そう思ったので、同時にシナの意い識しき反はん応のうも検けん索さくして見たのだが……奴やつの顕けん現げん後、彼女の意識レベルは極きよく端たんに低下している。言うなれば、意識不明の重体の状じよう態たいに近い」

「……最悪じゃねぇか、畜ちく生しよう！」

　呻うめいて、鉄斎は走り出す。ここから魔王が現あらわれたという住宅街までは、そう遠くない。

　突とつ然ぜん駆かけ出した鉄斎に、さすがに気付いた麻琴が通信機から耳を離はなし叫さけんだ。

「ち、ちょっと、テツ!?」

　速度を上げ、風より速く走り去る。背後から怒ど声せいと罵ば声せいが追ってくるが、意図的に無視。

（くそ……間に合ってくれよ！）

　走りながら、ただそれだけを祈いのり続ける。蛇へびの化け物や鳥の化け物が菱南の街を蹂じゆう躙りんする様を想そう像ぞうし、骨ほねが沸わき上がるような怒いかりを覚える。この街を好きにはさせない。

　そして──それ以上に、詩菜を傷きずつけられることだけは、断だんじて許ゆるせなかった。

　通りに飛び出し、住宅街に向けてひた走る。と、十字路に差し掛かかった時──角から不意に、ふらりと人ひと影かげが姿すがたを現あらわした。

「うっ──!?」

　全速力を出していたので簡かん単たんには停止できず、結果、なす術すべもなく衝しよう突とつする。小こ柄がらな人影はあっけなく路面に転がされ、鉄斎はつんのめって車道に飛び出しそうになった。

　鼻先を掠かすめていったクラクションに冷ひや汗あせをかきながら、慌てて人影の方を振り返る。

「申し訳わけない、急いでい、て……？」

　転んだままのそちらへ手を差し伸のべた鉄斎の口は、最後の音を発した形で固まっていた。

　死人もかくやという顔色で、呼こ吸きゆうは弱々しく、瞳ひとみは濁にごり何も映うつしていない。とどのつまりは死にそうな顔で、彼が立ち止まれないほどの速度で走っていた最大の理由が──八桐詩菜が、そこに倒たおれていたのだ。

　弾はじかれた様に駆かけ寄より、彼女の傍かたわらにしゃがみ込こむ。

「詩菜!?　どうしたんだ、オイ!?」

「………………テ……ツ……？」

　狼ろう狽ばいしきった彼の呼よびかけに、詩菜は乾かわいてひび割われた唇くちびるを震ふるわせ、かすれ声で呟つぶやいた。

　混こん濁だくした瞳が鉄斎の顔を映しこみ──次の瞬しゆん間かん、大きく見開かれる。

「あっ……テツ、テ……あ……ぅああぁっ！」

　詩菜は突とつ如じよ両りよう腕うでで頭を抱かかえ込むと、身体からだを丸めて叫び声をあげた。痛いた々いたしいほどに乾いた、荒こう涼りようと胸むねに響ひびく絶ぜつ叫きようが、彼女の矮わい軀くを貫つらぬき響く。

「お、おい詩菜！　しっかりしろ、詩──」

　たまらず彼女の両りよう肩かたを摑つかみ揺ゆさぶろうとして──しかし、彼は反はん射しや的に手を離はなした。包帯の下に、人体ではありえない硬こう質しつの感かん触しよくがある。

　緩ゆるんだ包ほう帯たいの隙すき間まから覗のぞく肌はだは無ぶ骨こつに隆りゆう起きして、どす黒い金きん属ぞくじみた光こう沢たくを有していた。

「いかんぞ、テッサイ！　その傷……魔王の魔力を感じる！」

「っ──やっぱりか、クソッ！　あの時にどうにかしておくべきだったんだ!!」

　がつ、と路面を殴なぐり、鉄斎は歯は嚙がみして怒ど鳴なった。衆しゆう人じん環かん視しの中で喋しやべったジャバを咎とがめることも、今は思いつきもしない。

「恐おそらく、シナは奴やつに遭そう遇ぐうしたのだろう。その際さい、奴の魔力に反はん応のうして傷口に残ざん留りゆうしていた魔力が再さい活かつ性せい化かしたのではないか、と、思うが……」

「何とかならないのか!?」

「……すまないテッサイ、これは私も初めて見る現げん象しようだ。まずは、どこかで落ち着いて傷口を解かい析せきしなくてはいかん」

「落ち着いて、って……」

　口を曲げ、鉄斎は唸うなる。

　ここから近いのは詩菜のマンションだ。だが魔王が現れたという地点に迂う闊かつに近ちか寄よって容よう態だいを悪化させてはまずい。しかし鉄斎のアパートでは遠すぎる。診しん療りよう所じよくらいなら近辺にあるだろうが、傷口の解析をジャバが行う以上、無関係の人間は巻まき込みたくなかった。

　近くて、落ち着けて、ヘルメットが喋っても問題にしない──創そう世せいの神がいたとしてもそんな特とく殊しゆ極きわまる場所を用意してはいまい。歯嚙みして、鉄斎は頭を搔かきむしる。と、

「……近くで騒さわぎが起こってると聞いて来てみりゃ、見知った顔が落ちてるじゃねぇか」

　正にその時──獰どう猛もうで、静せい謐ひつ。冷たく暗い水の底を支し配はいする鮫さめの言葉を引き連れて。

「久しぶりだな、サンササン。そっちの『咎人』も……なんだ、どうかしたのか？」

　平隈愛兎こたえが、その場に現れた。







「とりあえず落ち着いたみたいだな。後はヘルメットの旦だん那なに任まかせてきた」

　そう言って隣りん室しつから出てきた愛兎に、鉄斎は脱だつ力りよくして息をつき、頭を下げた。

「すまん、恩おんに着る」

「よしてくれ。ケツが痒かゆくてしょうがねぇ」

　磊らい落らくな口調で言い、愛兎はまあ座すわれ、とソファをすすめてきた。彼が座るのを待たず、自分はその向かいの一いち段だん豪ごう勢せいな革張りの椅い子すに腰こしを沈しずめる。

《ルインズ》のアジトを頼った鉄斎が通された部屋は、先日とは別のきちんとした応おう接せつ室だった。隣室に詩菜を寝ねかせた愛兎は、話がある、と彼をここで待たせていたのだ。

「この前の化け物の借りを返したって事にしといてくれ。借りっぱなしは性に合わない」

「構かまわないが……それで、話ってのは何だ？」

「前置きのある話ってのはいつだって、屁へも出ねぇくらい面おも白しろくねぇもんと相場は決まってる。とどのつまりはそういう話さ」

　はぐらかすようなふざけた台詞せりふではあったが、彼の顔は不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがめられている。

「来間。あんた、『黒いヘルメット』の噂うわさを聞いたことあるか？」

「黒いヘルメット──？」

「ああ。最近、そんな物を被かぶった連中が街をうろつき回ってるって話だ。奴やつらは決して喋しやべらず、顔も見せる事はない。分かってるのは出くわしちまったら最後、次に目覚めるのは病院のベッドか雲の上、って事だけ──湖こ畔はんのジェイソンみたいな野や郎ろう共さ」

　鼻息を吹ふきながら語られたその話に、鉄斎は先ほど路地で闘たたかった──というか何というか──手配犯はん、刈牧浩二を思い出していた。

　思し案あんげな彼の様子に、愛兎は眉まゆを吊つり上げる。

「……心当たりがあるってツラだな」

「ああ。さっき襲おそわれた」

　一いつ瞬しゆんの間。

「……ギャングのボスもずっこけるんだな」

「ほっとけ」

　転げ落ちた身体からだを椅子の上に引き上げながら、愛兎は渋しぶい顔をする。

「……まあいい。あんたにこの話をするのは、信用できる警けい官かんがあんただけだからだ。俺たちギャングじゃ逆立ちしても出てこねェ司し法ほう権けん力りよくが、菱南このまちのために必要になってくる」

　にわかに表ひよう情じようを鋭するどくすると、愛兎は居い住ずまいを正し、人目をはばかる様に声をひそめる。

「いいか、これから先の話はどでかい爆ばく弾だんだ。俺がこいつをあんたに話すのは、あんたを信用してるからだってことを忘わすれないでくれ」

　剣けん吞のんな色を帯び始めた言葉に、鉄斎は神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。

　よし、と呟つぶやき大きく息を吸すうと、愛兎がおもむろに身を乗り出してくる。

「この街は俺の街だ。土足で暴あばれる野や郎ろうは見み過すごせねぇ。ここんとこ、《ルインズ》はそのメット頭の事を調べてたんだが……その結果、ちょいとやばい事実にぶち当たった」

「やばい事実……？」

「ヘルメットの出所だ。工場区のシケた電子系けい企き業ぎようだったんだが──そこの社員を拉ら致ちってシメ上げたら、パンツの替かえが必要なくらい怯おびえながら面おも白しろい事を教えてくれたのさ」

　全く面白くなさそうな顔をしながら、愛兎は懐ふところから煙草たばこのケースを取り出した。彼は未み成せい年ねんのはずだが……とりあえず仏ぶつ頂ちよう面づらを造つくるにとどめておき、黙だまって話の続きを待つ。

「その話によると、だ。あのヘルメットには、脳のうみそに電流を流して人間をラジコン代わりにするってぇ、何とも趣しゆ味みのいい装そう置ちが組み込まれてるらしい」

「なっ──！」

「おっと、義ぎ憤ふんで飛び出すのはやめとけよ。そいつはクールな手しゆ段だんじゃねぇと、この先の話を聞けばいやってほど分かる」

　腰を浮うかしかける鉄斎を、愛兎は落ち着いた声こわ音ねで押おしとどめた。そして一度大きく煙草を吸い、宙ちゆうに紫し煙えんを引く。焦じれた様子で鉄斎がソファに戻もどるのを待ってから、彼は卓たく上じようの灰はい皿ざらに煙草を押しつける。そして囁ささやくような声で、早口に言葉を吐はき出した。

「『黒いヘルメット』を造らせたのは知事だ」

「────何？」

「耳が聞こえねぇならそいつは幸せってもんだ。妙みようなメットをばら撒まいて『十三日の金曜日』の真ま似ね事をさせてるのは、我らが誇ほこり、大物知事──三鏃壱正だって言ったのさ！」

　瞬間、たっぷりと油に浸ひたした導どう火か線せんに火をつけたように、鉄斎の脳のう裏りに何かが走った。

　がたん、と音を立て、跳はね上がるようにソファを立つ。

「……あん、どうかしたか？」

　唐突な彼の行動に、愛兎が訝いぶかしげに眉み間けんにしわを寄よせた。焼け付くような焦しよう燥そうを隠かくしもせず、鉄斎は震ふるえる声で呟く。

「三日前……あいつは一度、詩菜の身み柄がらを買い取ろうとしてる」

「──っんだって？」

「ヘルメット野や郎ろうを作る目的は分からないが、詩菜を──強力な『咎人』を傀かい儡らいにするつもりだったなら、この三日の内に手を出していない道理はない！」

　最後まで言うより早く、鉄斎は隣りん室しつに繫つながる扉とびらに駆かけ寄っていた。

　身体ごとぶつかるようにノブへ触れたのと同時──扉の向こうで、蛮ばん声せいが膨ふくれあがる。

「────逃にげろテッサぁぁぁぁぁイッ！」

　反はん射しや的てきに、彼はその声に従したがっていた。

　飛び退すさる鉄斎の鼻先で樫かし作りの戸板が弾はじけ飛ぶ。轟ごう音おんと、樫材の破は片へんと、最後に最も勢いきおいよく、見み慣なれたファイア・パターンのヘルメットが飛び出してきた。

　咄とつ嗟さにジャバを受け止めた鉄斎は、その勢いに押され絨じゆう毯たんの上に背せ中なかを叩たたきつける。

「……ッ！　お、おいジャバ！　何があった!?」

「む──く、すまぬ、テッサイ……一生の不ふ覚かく。這はい寄る魔王に、気付けなんだ……」

「っ!?　奴やつが近くに──？　おい詩菜は……詩菜はどうしたんだ!?」

　最悪の展てん開かいを想そう像ぞうし、鉄斎は背中の痛いたみも忘れてジャバを揺ゆさぶった。しかし、必要以上によく回る舌したを持つはずの太陽勇者は何も答えてはくれない。

　背せ骨ぼねを氷柱つららで貫つらぬかれたようだった。もう一度呼よびかけようと、平手でヘルメットを叩き──ふと、足元を走り抜ぬけていく冷気に気付き、そちらに意い識しきを奪うばわれる。

　怪け訝げんに思い、冷気の流れてきた方向に顔を向けて──意識が、そこで凍こおりついた。

「──来間……こいつがジョークじゃないんなら、俺は今、最悪の悪あく夢むって奴を見てる」

　恐らく彼と同じものを見ているはずの愛兎が、背はい後ごで引きつった声をあげる。

　確たしかに、それは悪夢だった。想像していた最悪の展開を、更さらに大きく超こえた悪夢。

「ああ…………お前が、『テツ』なのか」

　飛び散った扉の破片を踏ふみ越こえて、詩菜が隣室から姿すがたを現あらわす。

　氷原の冷気を伴ともない、ブーツが厚あつい絨毯を踏みしめた。口元には薄うすく笑えみすら浮かんでいる。左肩からどす黒い金属の様に輝く翼を生やし、床ゆかに倒たおれた鉄斎を睥へい睨げいして──

　高らかに、詩菜は宣せん言げんした。

「刻きざみおけ！　我われは闇やみの喚よび手──忌いまわしき名で呪のろわれし、魔ま王おうニカ・カジである！」

「そっ────」

　反射的に言い返そうとし──闇色に濁にごった彼女の瞳ひとみに睨にらみつけられ、鉄斎は言葉を詰つまらせた。だが一いつ瞬しゆん後には、袋ふくろがはちきれる様に、凍こおりついていた言葉が迸ほとばしる。

「そんな訳わけあるか！　何で──何だって詩菜が魔王なんかにならなきゃいけないんだ!!」

　弾はじかれるように立ち上がり、鉄斎は必死に怒ど鳴なり散らした。否ひ定ていこそが、彼女を魔王から解とき放つ術すべだとでもいうように。

　その言葉に詩菜は──否いな、魔王ニカ・カジは夜の氷ひよう河がを思わせる冷たく暗い瞳で鉄斎を一いち瞥べつすると、蔑さげすむように吐はき棄すてる。

「──ふむ。貴き様さまがそれを問うのか？……哀あわれ、シナが哀れよな」

　金属状じようの翼がキチキチと軋きしむ。詩菜の指が、腕うでが、脚あしが、胴どうが、見る間に濁った黒色の金属翼よくに拘こう束そくされていく。その光景に、鉄斎は我知らず見入っていた。

「『テツ』、彼女の心に闇を植えつけたのは貴様だ。貴様は彼女を傷きずつけた。心を抉えぐり、言葉を切り刻み、彼女の愛を否定した。そして彼女に──深い、深い闇を穿うがった」

　容よう赦しやない弾だん劾がい。間かん断だんない糾きゆう弾だん。

　不気味な黒に包まれていく魔王は、氷の釘くぎのごとき視し線せんで鉄斎を突つき刺さし続ける。

「私は貴様が憎にくい。彼女を──己おのれに命を捧ささげてよこした者を悲ひ嘆たんと絶ぜつ望ぼうの闇に突き落とした貴様には、死の苦く悶もんですら生ぬるい。たとえ、その愚ぐ行こうが私を蘇よみがえらせたとしてもだ」

　言葉も、ない。

　激はげしく──不思議なほど激しく静かに憤ふん激げきする魔王を、鉄斎は呆ぼうとして見つめていた。

「だが……シナは貴様に贖あがないを求めてはいない。彼女の想おもいに感かん佩ぱいしろ。そしてその想いを殺した己を呪のろい、牢ろう記きせよ。貴様には……彼女の想いを受け止める資し格かくはない」

　厳おごそかに、冷れい徹てつに、断だん罪ざいの斧おのを振ふり下ろすように告げた詩菜の白はく貌ぼうが黒に覆おおわれる。翼の奥おくへ消える彼女の顔を見つめながら、鉄斎は全身から力が溶け出していくのを感じていた。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、三日前の夜。

　橋の上で睨にらみつけた彼女の、そのまま砕くだけ散ってしまいそうな顔に叩たたきつけた言葉。

　──もともと『咎人』と『咎回し』って、それだけの関係でしかないんだ──

（ああ……そんな、馬ば鹿かな……）

　思わず口をついて出た、なんの責を負う覚かく悟ごもなしに吐はき捨すてたその一言が。

「詩菜を……魔王にした…………？」

「その通りだ」

　呟つぶやく鉄斎を、詩菜の声が打ち据すえる。

「貴様の拒きよ絶ぜつが──彼女を闇に貶おとしめた」

　変貌を終えた魔王の全身は、どす黒い金属状の物体に覆われていた。中世の甲かつ冑ちゆうじみたその物体には見覚えがある。詩菜の肩の傷きずを覆っていた物──ニカ・カジの魔力が生んだ混こん濁だく色の甲冑は、身体からだだけに留とどまらず顔までをも完かん璧ぺきに隠かくし包み込こんでいた。

　異い形ぎようの鎧よろい騎き士しと化した魔王ニカ・カジは、おもむろに胸むねに手を当てる。すると、その身体から黒い靄もやが──闇が滲にじみ出してきて、周囲に漂ただよい始めた。

「さらばだ。闇に沈しずめし我が悲願、この世界でこそ叶かなえきって見せよう」

「…………おのれ………………ッ!!」

　それまで沈ちん黙もくを保たもっていたジャバが、不意にかすれた声で呻うめく。その声には平時の従しよう容ようとした態たい度どはなく、燃もえ盛さかる火か炎えんの如ごとき激はげしさだけが熔とかし込まれていた。しかし、いくら恫どう喝かつしたところで、その声に魔王を拘こう束そくする力が生まれるはずもなく──

　闇が集束し、はじけて消えるのと同時に、甲冑の姿すがたは、そこから消え去っていた。

　後には、冷たい空気だけが残される。

「おい、来間……一体、どういうことだ？」

　魔王が吹き飛ばした扉とびらの残ざん骸がいと、ジャバを抱かかえて立ち尽つくす鉄斎を交こう互ごに見やりながら、愛兎は状じよう況きようについていけずに顔をしかめる。鉄斎は答えず、振り向きもしないまま、一言も発さずにうつむいていた。真一文字に引き結んだ口元が僅わずかに震ふるえている。

　その様さまを見かねたのではないだろうが、彼に抱えられたジャバが気き遣づかうように声をかけた。言葉の端はし々ばしを、なにか途と方ほうもない痛いたみをこらえるように引きつらせて。

「気に病やむな、テッサイ。人は誰だれしも、心に闇と光を抱いだくものだ。奴やつの言葉を鵜う吞のみにしては、お前の心にまで闇が拡ひろがるぞ」

「──……いや、違ちがう」

　気のない声で言って、鉄斎は自分の襟えり足あしに手をあてがう。中途半はん端ぱに短く刈かり込まれた頭とう髪はつがちくちくと手の平に刺ささった。今でこそこの有あり様さまだが、七年前までは──嫌いやだというのに──詩菜がちょくちょく手入れをしてくれていたものだ。

　余よ計けいなお節せつ介かいであった事は間ま違ちがいない。

　しかし、そこには行こう為い以上に──暖あたたかく、血の通った想おもいがあったのだ。

「詩菜を魔王にしたのは……俺なんだよ」

　だからこそ、彼は明めい瞭りように言い放つ。事実から目を背そむけるのでも、都つ合ごうよく捻ねじ曲げるのでも、吞のみ込まれるのでもない。ただ事実を認みとめ、深く胸に焼き付けて。

「後こう悔かいしないほど悟さとりきれちゃいないが、反省するのは後回しだ。今は、それより行動しなくちゃいけない。ジャバ……手を、貸かしてくれ！」

　その一言で全すべてが伝わったはずだ。たった数日の付き合いは、そう確かく信しんできる程てい度どには鉄斎とジャバの関係を構こう築ちくしていた。心のどこかで、この太陽勇者に信しん頼らいを置き始めている自分を、鉄斎は初めて意い識しきした。

　そしてジャバは、

「無む論ろんだ、テッサイ」

　彼の信頼を等とう閑かんに付すこともなく、

「すぐにでも、奴を滅ぼしに向かおう」

　──真しん摯しな熱意を持って、そう答えた。

「……………………？」

　憤ふん怒ぬに猛たけるでも、悲ひ嘆たんに沈しずむでもなく、純じゆん粋すいな疑ぎ問もん符ふだけを浮うかべ首を傾かしげる。

　言葉ははっきり聞き取れた。聞き違いだと思ったわけでもない。それでも鉄斎は抱えたジャバを見下ろし、何も言えないでいた。

　無言になったのを、ジャバがどう受け取ったかは分からない。すぐにでも弾はじけて暴あばれだしそうな闘とう志しを飼かい慣ならすような──赤熱した鉄のような声で、厳おごそかに語る。

「今なら勝算はある。あれだけ苛か烈れつな闇やみの気配は隠おん形ぎようの魔ま術じゆつでは隠かくしきれない。加えて、奴は新たな依より代しろに定着したばかりでこちらの動向を察さつ知ちするような余よ裕ゆうはないはずだ」

　その声は、引き起こされた拳けん銃じゆうの撃げき鉄てつであり、矢をつがえ軋きしむ弓ゆ弦づるであり、鞘さや走り構かまえられた剣つるぎであり、また固められた拳こぶしであった。

　臨のぞむべき闘たたかいの前に、必殺の覚かく悟ごを表明する一個この意い志し。闇を祓はらい光を齎もたらす、フィクションの中にしか存そん在ざいしないはずの救世主は、平和に仇あだなす者へ一いつ切さいの寛かん容ようを持たない。

　勇者──だからこそ讃たたえられる正せい義ぎの称しよう号ごうが、しかし今はひどく気味の悪い、唾だ棄きすべき汚お辱じよくの名であるように思えた。

「なに……言ってるんだ、お前」

　自分でも恐おそろしくなるほど静かに、かすれた声で言い返す。感かん情じようが空転していた。

「それは、違う。殺すのは違う。あれは……あの魔王は、詩菜なんだぞ？」

　静せい粛しゆくに錯さく乱らんする思し考こう回かい路ろの判はん断だんによれば、これで全すべてが伝わるはずだった。そしてジャバが、得体の知れない魔法を駆く使しして詩菜を魔王から解とき放ってくれる。簡かん単たんな話だった。

「そう、奴はシナを依代にした。奴と闘いになった時、それが最も重要な要よう素そとなる」

　任まかせておけといわんばかりの声だ。彼の心中を完かん璧ぺきに察さつした、上品なバリトン・ボイス。

「既すでに何度も魔術を喚よんだテッサイと、魔術に慣なれていないシナでは練れん度どが段だん違ちがいだ。このアドバンテージは、大きいぞ」

　少なくとも、鉄斎にはそう聞こえていた。そう聞こえていると思い込もうとしていた。

　しかしジャバは。

「今が彼女もろとも奴やつを灼やき滅ぼすチャンスなのだ。さあ、早く私を装そう着ちやくするが良い」

『正義』の勇者らしく毅き然ぜんと、凜りん然ぜんと──鉄斎を、現げん実じつに叩たたき落とした。

「テッサイ、急げ。シナの身体からだに魔力が馴な染じみ始めれば、手がつけられなくなるのだぞ」

　唇くちびるが震ふるえる。

　脚あしが震える。

　自分の魂たましいが身体を置いて、どこか遠くに吹ふき飛ばされる。それを俯ふ瞰かんで見ているような心地ここちだった。ジャバも、世界も、自分自身も、急速に色いろ褪あせ現実味を失っていく。そして、霧きりがかかったように停止していく感覚の中に飛び込んでくる、声。

「だから、一いつ刻こくも早く────」




　シナを殺すんだ、テッサイ。




　──手に持っていたジャバを力任せに床ゆかに叩きつけると、喉のどの奥おくに痛いたみが走った。かすかな鉄かな臭くささが胃い袋ぶくろに溜たまる。叫さけんだ衝しよう撃げきで、乾かわいていた喉が切れたらしい。

「…………残念だよ、ジャバ」

　裂れつ傷しように引きつる喉を無む理りやり従したがわせ、鉄斎は床ゆかに転がったヘルメットを睨にらみつけた。

「一週間も付き合っちゃいないが……本気で、力を貸かしてやりたいと思っていたんだぜ」

「ふむ、奇き遇ぐうだな。私とて、主しゆ命めいを抜ぬきにお前が愛したこの街を守ってやろうと思い始めていたところだ。私にとっては、我わが主の命令こそが全てのはずなのだが」

　いつもの軽口のように、ジャバは淡たん々たんとした口調で言う。どこか乾いて無感情なこの喋しやべり方を、彼は常つねに変えることはなかった。

　だが今、鉄斎は思う。それは主命に仕える勇者として、自身の想いや考えを勘かん定じように入れないが故ゆえの、正に『正義』の勇者──盲もう目もくの救世主の言葉なのかもしれない。

　沈ちん鬱うつに息をつき、かぶりを振ふる。

「だが、それもお終しまいだ。全部ぶち壊こわしだ。俺は……お前には協力できない」

「やむなしと言ったところか。魔王討とう伐ばつこそ我わが特とく務むなれば、遂すい行こうしないわけにはいかぬ」

「決けつ裂れつ、だな」

「然しかり。別べつ途と別べつ離りは人の常、達たつ者しやでな」

「テメェこそ、だ。クソッタレめ」

　唾だ棄きするように言い置いて、鉄斎は身を翻ひるがえして歩き出した。ジャバは引きとめる様子もなく、鉄斎も立ち止まる気配はない。

「おい、来間──」

　見かねた愛兎が、鉄斎の背せに声をかける。彼は足を止め、ふらりと振り返った。

「──黒メットの件けんは、なんとかしてみよう。あの知事とは、少し因いん縁ねんがあるんでな」

「いいのかよ？」

　咎とがめるような愛兎の視し線せんが、直前の言葉に向けられているのではない事くらいわかっている。だからこそ──返事は要いらない。鉄斎は、黙だまって口の端はしを吊つり上げる。

　そして再ふたたび踵きびすを返し、鉄斎は、ジャストルッバート・ホーイッツと決別した。
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（……そう。あの夜の傷きずは、やっぱり尋じん常じようなものじゃあなかったんだな）

「そういうことになるな」

　太陽は未いまだ南天高く輝かがやいている。だが地上には、光の落とす影かげが蟠わだかまる場所があった。

　──現在、魔ま王おうニカ・カジが潜ひそんでいる廃はいビルの一室も、そんな昼の盲もう点てんの一つである。

「あの夜、私が存そん在ざい確かく定ていした魔力の余よ波はをお前は自然に受け流した。それは鬼き才さいと呼よんで良い。この傷も甲かつ冑ちゆうも、シナ、お前が魔力を糧かてに無む意い識しきに喚よんだ、闇やみの魔ま術じゆつなのだよ」

（この歳としになって魔法だの魔王だの……正直なところ、まだ信じられない気分だけどね）

　存在しない肩かたを彼女がすくめるのが、魔王にははっきりと理り解かいできた。あるいはその動作の主──八桐詩菜よりも明めい瞭りように。

「言ったろう。先日お前に接触させたゴーレム──あれはその内に身を潜めた私がお前の意識に潜もぐり込む為ための捨すて石いしだった。シナ、お前は今、間ま違ちがいなく魔王ニカ・カジなのだ」

（自覚しろというのは大変な話じゃない？）

　自分の身体からだを自分の意思では動かせないという奇き妙みような状じよう況きよう下かにあって、彼女はひどく平然としていた。それは元々の気き性しようのせいでもあるのだろうが──それもまた、潜せん在ざい的な魔術への抵てい抗こうの少なさの証あかしといえる。ニカ・カジは鋼はがねの仮面の奥おくでほくそ笑えんだ。

　頭を振って大げさに嘆たん息そくし、詩菜は器用に苦く笑しようすら交えて言葉を続けてくる。

（実はまだ、説明された事じ情じようの半分も理り解かいできていないんだけど）

「この現げん状じようこそ、お前を納なつ得とくさせ得うる材料の全すべてだと思うがね」

（なるほど、もっともだ）

　とぼけた口調で──といって、それは彼女が「そう言ったつもり」の意識を拾ひろい上げて読み取っているだけに過すぎないのだが──、詩菜は再さい度ど肩をすくめる意識表ひよう示じをした。

（……なあ、一つだけ聞かせて欲ほしいんだけど）

　ふと、疑ぎ問もんの意識が流れ込こんでくる。沈ちん黙もくで肯こう定ていを示しめすと、彼女は即そく座ざに続けてきた。

（なぜ、完全に私の意識を吞のみ込まなかったの？）

「──と、言うと？」

　聞き返す形を取りながらも、ニカ・カジはおおよそ質しつ問もんの内ない容ように見当がついていた。

　彼の言葉に即そく答とうする形で、詩菜の意識は、その予見に違たがうことのない疑問を伝えてくる。

（話を聞いていると、私がこうして意識だけでも保たもてているのは、君がそれを望んだからのように思える。どうしてわざわざそんな真ま似ねを？）

　やはり、鋭するどい。

　魔王は組んでいた腕うでをほどくと、おもむろに首を捻ひねる。廃ビルの開け放しの窓まどからは、遥はるか遠くにかすむシンボルタワー──『英えい雄ゆう塔とう』が望のぞめた。

「シナ。お前があの老人に加か担たんしようとしたのは、あの塔を破は壊かいするためなのだろう？」

（……、ああ）

　質問をはぐらかす様な言葉にも、詩菜はとりあえず頷うなずいてくる。一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰つまったのは──やはり、あの男のせいか。

　忌いま々いましい思いを注意深く押おし隠かくしながら、魔王は可か能のうな限かぎり平静を装よそおった。

「その手しゆ段だんを選べば『テツ』に拒きよ絶ぜつされると分かっていたはずだ。ならば力ずくでも、情に訴うつたえてでも奴やつに協力させていれば、お前の心は切り刻きざまれずに済すんだのではないか？」

（駄だ目めだよ。それじゃあテツに迷めい惑わくがかかる）

　弱々しい笑みを交え、それでもはっきりと、詩菜は断だん定ていの言葉を紡つむいだ。

（私はテツを守ってやりたいだけ。ずっと前から変わらない……私には、それだけでいいんだ）

「故ゆえに奴が責せきを問われぬよう、あの老人に身み柄がらを引き取らせようとした、か……」

　仮面の下で渋じゆう面めんを造つくる魔王に、少し後こう悔かいするような詩菜の意識が割わり込んでくる。

（ん……。だから、あの取引にすぐ頷うなずけなかったのは私の未み練れんのせい。頷けば……もう、〝姉〟と呼よんではもらえないから）

　詩菜の言葉に聞き入ったまま、ニカ・カジは大きく嘆息した。多少の呆あきれと静かな感かん嘆たんと、そして何より、膨ぼう大だいな怒いかりを込めて。

　やはり、彼女は──

　抱いだいていた疑念が確かく信しんへ変わる。腹はらの底で冷たい炎ほのおが灯ともるような、不気味な感覚。

「──シナ、お前の望みを叶えてやる」

　その炎をゆっくりと吐と露ろするように、ニカ・カジは薄うすく口を開いた。

　再さい度ど窓の外を見る。静かに街を見下ろして、天地創そう造ぞうからそこに在あるがごとくそびえる『英雄塔』。だがそれも、遠く離はなれたここから見れば、容易たやすく手た折おれる小枝の体てい。

　そして今の自分なら──まさしく小枝をへし折るように、あの塔を粉ふん砕さいできる。

　言げん外がいに含ふくめたその意味を察したのだろう。詩菜の意い識しきにほんの一呼こ吸きゆうの沈ちん黙もくが生まれた。それから慎しん重ちように、彼女は探さぐるように言葉を投げかけてくる。

（……君が、『英雄塔』を破は壊かいすると？　何のために？）

「──それが、最初の質しつ問もんに対する答えだ」

　囁ささやいて、躍おどる炎を意識する。憤ふん激げきゆえに全すべてを焦こがし、瞋しん恚いに全てを凝こごらせる闇やみの炎が、縛しばり上げるようにして彼の精せい神しんを整えていく。

「シナ、私には望みがある。そのためにお前の意識を残し、望みを叶えようというのだ」

（…………よく、分からない）

　頭の片かた隅すみにしこりのような、警けい戒かい混まじりの疑問の念が生まれた。詩菜がこちらの本意を探さぐっている感覚が、針はりのように突つき立つ。

（結局、そこに行き当たる。魔王ニカ・カジ──君の望みとは、いったいなんなんだ？）

　詰きつ問もんするような調子で訊きいてくる彼女に目を細め、ニカ・カジは皮肉げに告げた。

「お前と同じだよ」

　望みはたった一つだけ。自分が成すべき事は、たった一つだけでよかった。

　深く息を吸すい、倍の時間をかけて吐はき出すと──魔王は、己おのれの悲ひ願がんを口にした。
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　割われそうなほど勢いきおいよく開け放たれたガラスの扉とびらは、勢いに相そう応おうな音量で捜そう査さ零ゼロ課かに響ひびき渡わたった。その大きさたるや、小こ難むずかしい顔で自分のデスクに突っ伏ぷしていた間倉麻琴が居い眠ねむり学生のような姿し勢せいのまま、数ミリ空そらを飛んだほどである。

　動転しながらも何とか椅い子すから転げ落ちる憂うき目を避さけた麻琴は、入り口の方に首を向けた。彼女の尾びてい骨こつを危き機きに晒さらしたと思おぼしき男が、足音高くこちらに歩み寄よってくる。

　一発怒ど鳴なりつけてやるべく椅子を蹴けり、近づいてくる彼の鼻先に指を突きつける。と。

「麻琴、あのメット野や郎ろうはどうした？」

　素す早ばやく機き先せんを制せいされ、彼女は思わず言葉を飲み込んでいた。自分の眉み間けんを指している指など見えてもいない彼の様子も、少なからず麻琴の怒ど気きを鎮しずめる。

「……刈牧なら病院にいるわよ。怪け我がの原げん因いんをごまかすの大変だったんだからね、テツ」

「ヘルメットはどこにやった？」

　麻琴の物言いに、しかし鉄斎はたじろぐどころか更さらに勢い込んで詰め寄ってきた。尋じん常じような様子ではない。

　素直に答えるのは業ごう腹はらだったが、それでも彼女はひとまず怒いかりを脇わきに退どけることにする。

「たまたま近くで会合か何かあったみたいで、連れん絡らくを入れた直後に本ほん庁ちようの人たちが来てくれたのよ。ヘルメットはその場で外して、鑑かん識しきに回すような事を言ってたけど？」

「その連中、本当に警察の人間か？」

「もちろん。ちゃんと身分証しようは確かく認にんしたから」

　軽く頷いてやると、鉄斎は、なぜか一いつ瞬しゆんだけひどく傷きずついたような顔をし──次の瞬間には、その愁しゆう色しよくをいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに塗ぬり替かえていた。

　そうかと呟つぶやき、彼は急に視し線せんを逸そらす。そして閉しまりかけていた扉を再ふたたび──今度は蹴け飛とばして──開け、早足に部屋を出て行った。ただならぬ様子に、麻琴は慌あわてて後を追う。

「ちょ、何？　警察の人間だとやばいの!?」

「やばくはない」

　答える言葉も簡かん潔けつに、鉄斎は脇目も振ふらずシンプルな造つくりの廊ろう下かを半ば走るように進み続けた。ついて行く麻琴が小走りに駆かけなければならないほどである。

　鉄斎は、ある扉の前で停止した。そこにかかったプレートを視線で燃やそうとでもするように睨にらみつけて──彼は、静かに口を開く。

「やばくはない、が…………七年来の親友を、失うことになる。それだけの話だ」

　その言葉の意味は、彼の後ろで息を整えていた麻琴には分からなかった。

　何かを断たち切るように頭を振ふって、鉄斎は目の前の扉のノブに手をかける。捻ねじ切れないかと心配になるほど力一いつ杯ぱいひねられたノブを押し、彼はその部屋に押し入った。

　捜査零ゼロ課か・課長室────そのプレートのかかった部屋に。







「さて……存ぞん外がいに遅おそかったな」

　そこには、予想通りの光景が広がっていた。

　いつものように、儀ぎ式しきじみた徹てつ底ていさで整せい頓とんされた室内。書類の積まれたデスクにつき、微び笑しようを浮かべる薫。全すべてが彼の部屋を構こう成せいするべき一要よう因いんだ──ただ一箇か所しよを除のぞけば。

　来客用のソファに身を沈しずめ、節ふしくれだった手でこの場には不ふ似に合あい極きわまる黒いヘルメットを弄いじる老人──古こ豪ごうの知事、三鏃壱正は自分こそが部屋の主であるかのように綽しやく然ぜんたる態たい度どで、入り口に立つ鉄斎を見上げていた。

「──で？　若わかき『咎回しクライムハンドラー』よ、君はどこまで摑つかんでいるのかな？」

「恐おそらくは、ほぼ全て理り解かいしているでしょうね」

　返答は、デスクの向こうから聞こえた。

「テツは零課でも随ずい一いちの『咎回し』ですから」

「ふむ……あの『咎人クライム』を扱あつかわせていたのだ、優ゆう秀しゆうでなければ困こまるというものよな」

　壱正の同意に満足したのか、薫は浮かべた笑えみを深くすると、デスクを立って鉄斎の真正面まで歩み寄よってきた。無言で目角を立てる鉄斎に一いつ切さい臆おくする色もなく、薫は友好的とすら言える態たい度どで両りよう腕うでを広げる。

「まあ、この通り。僕ぼくと三鏃先生は組んでいたというわけだけど」

「……どうも俺おれは、友人に恵めぐまれない男らしいな」

「そう怖こわい顔をするなよ、老ふけて見えるぜ。せめてご機き嫌げんとりに、分からない事があったら教えてあげるよ。何か質しつ問もんはあるかい？」

　道どう化けた物言いで肩かたをすくめ、薫は口を歪ゆがめた。それは紛まぎれもない嘲ちよう笑しようだ。だが、鉄斎は微み塵じんも動じはしない。ただ静かに声を殺し、細めた両りよう眼めで薫を睨にらみつける。

「なぜ、詩菜を巻まき込む必要があった」

「おっと、まずはその勘かん違ちがいを解といておこうか。巻き込まれたのは、八桐詩菜じゃない。君だよ、テツ。君は八桐詩菜の泣き所となるためだけに『咎回し』にさせられたんだ」

　この上なく愉たのしそうに語る薫は、どこまでもふざけた態たい度どを崩くずさない。その挙きよ措その一つ一つが鉄斎を嘲あざけり、侮ぶ蔑べつしている。

「君が『咎回し』であれば『咎人』の彼女に迂う闊かつな真ま似ねはできない。だから僕は七年前に君を誘さそい、三鏃先生に頼たのんで来間鋼太の存そん在ざいを隠いん匿とくしてもらったのさ。驚おどろいたかい？」

「余よ計けいな御ご託たくが多いのがお前の悪い癖くせだ、薫」

　と、調子よく口こう上じようを垂たれる薫に凄すご味みを利きかせた声を突つきつけて、

「質問に答えろよ……俺は、なぜ詩菜を巻き込む必要があったのかと訊きいてるんだぜ」

　弾だん丸がんのように鋭するどく、鉄斎は目の前の友人を──否いな、友人だった男を問い詰つめる。

　薫は笑顔を固こ着ちやくさせたまま、しばし押し黙だまった。わずか一秒程てい度どの無言の後──

「…………復ふく讐しゆう、だからさ」

　──沈ちん黙もくを破やぶった彼の声は、もはや別人といっていいほど冷たく、凍こごえきっていた。

　酷こく薄はくに笑み、剃刀かみそりのような眼まな差ざしで鉄斎を睨みながら、薫はことさら冷酷に言い放つ。

「君の親父おやじ殿どのと八桐詩菜の起こしたテロは、我われ々われの計画の実じつ現げんを大おお幅はばに先送りにした──責せき任にんはとって貰もらわないといけないだろう？」

「我々……？」

「そう、我々さ」

　怪け訝げんそうに顔をしかめた鉄斎に答えたのは、薫ではない。見ればソファに座すわったままの壱正が、後頭部の焦こげた黒のヘルメットを手にこちらを見上げていた。

「君も知っていよう。かつて、日本中に名を轟とどろかせた革かく命めい組そ織しき──《首無しヘツドレス》のことは」

　ぐっと息を詰つまらせ顔をしかめる鉄斎に、壱正は淡たん々たんと、平板な調子で告げる。

「私と葵新町は、《首無し》の正当後こう継けい組織である《主無き戦車チヤリオツト》の主しゆ導どう的立場にいてね。あの時──《首無し》が成し得なかった革命を、私たちが実現するのだよ」

「…………正気じゃないぜ、革命屋」

　不気味なほど感かん情じようの起き伏ふくがない老人の物言いに、鉄斎は呆あきれ果てて呟つぶやいた。

「戦車だか大だい八はち車ぐるまだか知らないが、詩菜一人を手に入れた所で街を牛ぎゆう耳じることが出来ると、本気で考えているのか？　確たしかに詩菜は優秀な『咎人』だが、不死身のターミネーターってわけじゃない。警けい視し庁ちようが動き出せば、物量で押おし負けるに決まってる」

　予想ではなく、あくまで断だん定ていしてやる。どんな精せい兵へいだろうと、絶ぜつ対たい的な数の差だけは埋うめられない。圧あつ倒とう的な物量は、研とぎ澄すまされた質に勝まさるものだ。

　だが、壱正にも薫にも、動どう揺ようの色はなかった。それどころか互たがいに視し線せんを交かわすと、無知な者を哀あわれむ目で鉄斎を睥へい睨げいしてくる。

「テツ──君って奴は、もう少し人間の使い方に気を遣つかったほうがいい」

　露ろ骨こつな軽けい侮ぶをまじえて言い捨すてて、薫は嘆なげかわしげにこめかみを押さえた。

「クイズをしよう。ナイフを一本手に入れた。おそろしくタフで、よく切れるやつだ。さあどうする？　まさかそいつを腰こしだめに構かまえ、スタローンばりの大立ち回りを？」

　ぴっ、と立てた人差し指が鼻先に突き出される。鉄斎は答えず、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま嚙かみつくようにその指を睨にらみつけていた。どの道、指はすぐに引っ込こめられる。

　頭を振ふり、まさかだね、と鼻を鳴らして、薫は眼鏡めがねのフレームを押し上げた。

「どだい、スマートじゃない。一番賢かしこい使い方は──分かるかい？　見せびらかすことさ。それだけで多くの敵てきが足を止め、逆ぎやくにナイフの輝かがやきに魅みせられた者を味方に引きこむことが出来る。もっと多くのナイフが集まる」

「そして誇こ示じするナイフは美しいほど、希き少しようであるほど、伝説的であるほど良い」

　大おお仰ぎような身み振ぶりを伴ともなう薫の台詞せりふに対たい照しよう的てきな、低く無感動な声が後の語を継つぐ。

　膝ひざに抱かかえたヘルメットに視線を注いだまま、壱正の丸めた背せ中なかがかすかに揺ゆれた。

「腐ふ敗はいした現げん状じように甘あまんじる連中の目を覚ますためには……象徴アイドルが必要だ。美しく分かりやすい、陣じん頭とうに掲かかげる麗うるわしきナイフが、な」

「詩菜を、神輿みこしに担かつぐつもりか──？」

「左さ様よう。そのための情じよう報ほう操そう作さでもあった……来間鋼太の存そん在ざいは、彼女の神しん秘ぴ性せいを曇くもらせる」

　薙なぎ払はらうように視線を巡めぐらせ、鉄斎は壱正の背を見る。小こ柄がらな老人は振り返るどころか、手元に落とした視線すら揺ゆるがせなかった。

「『現げん行こう政せい府ふを打だ破はせんと単身果か敢かんに戦い、七年の時を越こえ今また当時の姿のまま、再ふたたび革かく命めいの火を灯ともさんと立ち上がった少女』の神秘性は──蒙もう昧まいなる民みん衆しゆうを導みちびくナイフの輝かがやきに足る、必要にして十分な『象徴』となる」

「ああ、そうかよ……それで、そのヘルメットで詩菜を木で偶くに仕立てようって腹はらか？」

　せめて不意の一つも突つくつもりで、鉄斎は可か能のうな限かぎりの皮肉を装よそおって言い捨すてる。

　案の定、薫は口元に張はり付かせた余よ裕ゆうと自信を瞬しゆん時じに凍とう結けつさせ、驚きよう愕がくに目を剝むいた。それだけ『黒いヘルメット』の実じつ態たいが秘ひ匿とくされた情報であるということだろう。が──

「然しかり。その言い草は多分に語ご弊へいを含ふくむがね」

　正にそのヘルメットを抱えている壱正は、動揺の片へん鱗りんすら見せなかった。強大な自じ制せい心によるものではなく、最初から微み塵じんも感情を揺るがせていないとでもいうように。

　無感動に凍こおりついた顔のまま、壱正はぽつりと、独ひとり言ごとでも呟つぶやくように口を開く。

「さて、君はどこで知ったのか──確かに、これは人の意思を漂ひよう白はくし指令を与あたえる、いわばアンテナだ。木偶、と嘲あざけるは簡かん単たんだが……君も体験したのではないのかね？　己おのが破は滅めつを省みず、盲目の信念を抱えたまま、ただ下か命めいに殉じゆんずる人間の恐おそろしさを」

　言われて脳のう裏りに閃ひらめいたのは、先ほど路地で襲おそい掛かかってきた刈牧浩二ではなく──忌いま々いましいことに、ファイア・パターンと髑どく髏ろがペイントされたヘルメットだった。

　苦りきった顔でその連想を頭から締しめ出して、鉄斎は再ふたたび燻くすぶりだした怒いかりや苛いら立だちを、言葉と共に壱正の背に吐はき捨すてる。

「……確かに、な。だが、問題は何も変わっちゃいない。そうだろう？　いくらお前たちでも、警視庁全すべてに根が回せるわけがない。詩菜という大おお駒ごまがあるだけで、あとは素人しろうと、烏う合ごうの衆しゆうだ──どのみち、すぐに鎮ちん圧あつされる」

「ああテツ、いつもの英明な君はどこに行ってしまったんだ？　僕は悲しくなってくる」

　と、悲ひ哀あいを装よそおった──看かん破ぱされる事が前ぜん提ていなのだろうが──嘆きの声が、剣けん吞のんに唸うなる彼の耳じ朶だを打った。視線を戻もどせば、癇かんに障さわる笑え顔がおを浮うかべ薫が肩かたをすくめている。意表を突かれたのが悔くやしかったのか、底の知れた芝しば居いも多少仰ぎよう々ぎようしさに過すぎた風ではあった。

「八桐詩菜は一品物ユニークス・ワンだ。切れ味は本物だが、血ち脂あぶらで錆さび付かすには高こう価かにすぎる」

「だからアホたれ共のマスコットに？　笑えるぜ、Ｂ・キートンなんざ屁へでもない」

「軽口を叩たたく前に考えろ。僕の仕事をよく考えろよ、テツ。僕は、誰だ？」

　鼻を鳴らす鉄斎に、薫があくまで余よ裕ゆうのまま応こたえる。口元に浮かべた冷れい笑しようは──悪あがきのはったりには、見えない。その表情に危き険けんを嗅かぎ取って、鉄斎は思考を回転させた。

　葵新町薫。彼の上司にして、親友だった男。上司。即すなわち、警視庁・捜そう査さ零ゼロ課かの──

「…………まさか……」

　──思い当たった鉄斎の顔面から血の気が引くのと同時に、小さく、上ずった声があがっていた。彼の声ではない。

　肩越ごしに振ふり返った鉄斎が見たものは、慄りつ然ぜんとして立ち尽つくす間倉麻琴の姿すがただった。

「課長……まさか、『咎人』たちを!?」

　彼女は廊ろう下かから、部屋の中で意外そうに眉まゆを持ち上げている薫を見やり、小心翼よく々よくとした様子で震ふるえる唇くちびるを開いた。面おも白しろくもなさそうに顔を歪ゆがめ、薫は彼女を睨にらみつける。

「ふん──なんでこんな所にいるのか知らないが、察しはいいようだね、間倉君」

「薫、お前は………ッ！」

　麻琴をかばうように一歩詰め寄る鉄斎に、薫は──憫びん笑しようを造つくって見せた。

「……栄えい誉よなことなんだぜ？　彼らは虚きよ構こうの平等を掲かかげる本朝の体たい制せいを打だ破はし、真に公正なる世界──頭目無き時代ヘツドレスを導みちびく志し士しとなるんだ」

　切々と、いっそ真しん摯しとすら言える薫の眼めは、理想に濁にごったテロリストの物ではなく、恬てん然ぜんとした理り性せいの光を宿していて──だから一いつ層そう、それは彼の狂きよう気きを克こく明めいに物語っていた。

　意気に圧おされ言葉を詰める鉄斎に、薫は更さらに勢いきおい込んで声を張はり上げる。

「そして、革命の中ちゆう核かくを担になうのがあの塔とうだ」

　舞台役者のような仕草で、薫は背はい後ごのデスクの向こう、窓まどのブラインド越しに見える街まち並なみへ──その中心に立つ『英えい雄ゆう塔』へと腕うでを振った。

「このヘルメット──僕たちはより相応ふさわしく、『盲ブ目ラのイ勇ン者ド』と呼よんでいるけどね──こいつを被かぶった『咎人』たちへ指令を送る電波塔が、あのタワーの負った役さ」

　ソファを回り込むように位置を移うつし、薫は壱正が抱かかえるヘルメットへ目を落とす。

「テツ。君の姉さんと親父おやじ殿どのは、一番のカンどころを押さえ損そこなったんだ。『盲目の勇者』自体のプログラムや管理技ぎ術じゆつ者しやは、七年という歳さい月げつをかけて再さい確かく保ほすることが出来た。だが街全ぜん域いきを被ひ覆ふくする送信システムの方を破は壊かいされていたら、革命そのものが頓とん挫ざしていたかも知れない。考えるだに震ふるえがくるよ」

　困こまったものだと苦笑して、薫は子こ供どものいたずらを咎とがめるような笑顔を浮かべる。どんな些さ細さいな悪さも見み逃のがさず、蛇だ蝎かつのごとく陰いん湿しつに生徒を絞しぼり上げる教きよう師しの笑顔だ。

「街に放った『咎人』には片かた端はしから暴あばれ回るよう命じた。革命の烽ほう火かと共に、僕らは政せい府ふへ声明を叩たたきつける。腐くさった温水に尻しりから浸つかった、全く愚おろかな権けん力りよく者しや共へ……思い知らせてやるんだよ」

「ッこの、クソッタレが……！」

「さあ、革命が始まるぞ。君の仏ぶつ頂ちよう面づらが見られなくなるのは寂さびしいが、僕も忙いそがしい身でね。そろそろ消えてもらうとしよう。せめて君の姉さんに殺して貰もらうといい」

　さして残念がる風もなく肩をすくめ、薫は口を歪ゆがめる。自分の言葉の必ひつ殺さつ性せいを確信した口調だが──事ここに到いたって、鉄斎はようやく目の前に横たわる違い和わ感に気がついた。

「──薫。どうもさっきから、一個こだけ尻しりに引っかかってるんだが」

　粛しゆく然ぜんとした痛つう憤ふんをなだめすかし、鉄斎はその違和感を問い質ただすべく、ゆっくりと問う。

「俺の心得違ちがいじゃないってんなら、お前の口振りは……まるで、既すでに詩菜がお前の手の内にあると言いたい風に聞こえる」

「はぁ──？」

　その言葉に、薫は露ろ骨こつに呆あきれ返った表ひよう情じようを浮うかべた。片かた眉まゆを持ち上げ、彼を一いち瞥べつする。

「言いたい風も何も、そう言ってるんだけど？　気付かなかったのかい？　取引を持ちかけた次の日には、彼女は取引を吞むと言ってきているんだよ。……ねえ、先生？」

「然しかり」

　水を向けられた壱正は、薫ではなく手元のヘルメットを見つめたままはっきりと頷うなずいた。

「八桐詩菜は──すでに忠ちゆう実じつにして赫かく々かくたる、我われらが改かい革かくの同どう志しである」

　壱正が言い終わるのと同時、部屋の扉とびら──鉄斎と麻琴が塞ふさいでいる形の入り口ではなく、隣りん室しつへと直ちよく接せつつながるもう一つの扉が、ゆっくりと音もなく開く。

　絨じゆう毯たんの上に静かにブーツの底を落とし、そこから密ひそやかに姿すがたを現あらわしたのは──紛まぎれもない、《ルインズ》のアジトで消え去るのを見送ったばかりの詩菜だった。

　ただ、その身体からだは甲かつ冑ちゆうをまとってはいない。顔だけは黒色のヘルメットに覆おおわれているが、それ以外は見み慣なれたいつもの格かつ好こうだ。呆ぼう然ぜんとする鉄斎を、薫の笑声が叩きつける。

「これぞ復ふく讐しゆうだ！　僕ら《主無き戦車》の救世に閂かんぬき掛かけようとした報むくい……自ら血族を手にかけることで贖あがなうがいい、『咎人』よ！」

　歯は嚙がみして唸うなるが、鉄斎には打つ手がない。『首枷ハーネス』を使えば、最悪、彼女を殺害する事は可か能のうだが──それでは駄だ目めだ。殺すのは、違ちがうはずだ。

　手て詰づまりか。額ひたいに冷ひや汗あせを伝わらせる鉄斎の背せを、ふと軽い衝しよう撃げきが突つく。

「ね、ねぇ……テツ…………」

　そのまま彼の服を摑つかみ、恐こわ々ごわと室内を覗のぞいていた麻琴が呟つぶやく。室内に向けた人差し指の先すら震ふるわせて、彼女は顔を引きつらせた。

「あれ…………なに？」

　漠ばく然ぜんとした質しつ問もんだったが、彼女の指が示しめすものを見た瞬しゆん間かん──鉄斎は、身体中の細さい胞ぼうという細胞が内部から凍とう結けつしたような錯さつ覚かくを覚えた。彼を凍こおらせたのは、ソファに座すわり自分の手元を見つめ続ける三鏃壱正。上品なスーツを着込んだ老紳士の顔は、まるでこちらの事などどうでも良いと言わんばかりに感情がなく──そして、ひび割れていた。

　雪原に口を開いたクレバスのように顔に走った裂さけ目の奥おくには、およそこの世のどんな物体と比ひ較かくしても異い質しつと評ひようされるべきものが──どす黒い、金きん属ぞくじみた光こう沢たくが見て取れる。

　ほとんど反はん射しや神しん経けいだけで詩菜の方を振ふり向く。黙もくして立つ彼女は、壱正が持っている物と同じヘルメットを身につけ──いや、否いな。

　彼女が被かぶっている物はテロリストの洗せん脳のう装そう置ち、『盲目の勇者』ではない！

　そこまで理解したところで、鉄斎はようやく喉のどを震わせることが出来た。

「薫、伏せろ！」

　きょとん、と薫は目を丸くして。




　──一瞬後、その首が床ゆかに落ちた。




「………………？」

　血だけではない赤い糸を引きながら絨じゆう毯たんの上に落ちた薫の頭部は、驚おどろくべきことに一度不思議そうに瞬きすらして見せた。その様をはっきりと目もく撃げきしてしまった麻琴が、ひっ、と息を吞のむ音がどこか遠く聞こえる。

　やがて、何が起きたのか分からないという表情を浮かべたまま、薫の頭はゆっくりとその双そう眸ぼうから光を消し──まだ直立していた胴どう体たいも、崩くずれ落ちるように倒たおれ伏ふした。

「──やはり、まだ魔ま力りよくが充じゆう分ぶんに馴な染じみきっていない、か」

　一瞬で部屋の中に立ち込こめた血けつ臭しゆうと血ち煙けむりを裂さき、凍こごえるような声が鉄斎の耳に突き刺ささった。憤ふん激げきと静かな確かく信しんを込め、彼は緋ひ色の向こうを見み透すかす。

　高く掲かかげた脚あしを引き戻もどし──詩菜は、被かぶっていた黒い仮面に手をかけ一気に取り払はらった。

「これほど早く、偽ぎ装そうが崩れるとはな」

　ブーツの底にこびりついた薫の血や骨こつ片ぺんを絨毯でこそげ落としながら、彼女はあらわになった眼めでソファの壱正を見下ろす。背中を丸めた老人は一心にヘルメットを見つめ続けている。今しがた、背はい後ごで人一人が絶ぜつ命めいしたことに気付いてもいない様子だった。

「魔王──ニカ・カジッ！」

「吠ほえるな『テツ』。見苦しい」

　唸うなる鉄斎を横目で睨にらみ、詩菜は──詩菜の身体からだを操あやつる魔王は、外した仮面を左ひだり肩かたに押おし当てた。と、仮面は紐ひものように解ほどけて巻まきつき、そのまま傷きず口ぐちに潜もぐり込んで消えていく。

　その様子とソファの壱正を交こう互ごに見やって、鉄斎は僅わずかに腰こしを落としながら訊たずねた。

「……殺したのか？」

「間ま抜ぬけな質問だ。死んだ人間は動かない」

　侮ぶ蔑べつを隠かくさず言い放ち、魔王は斜しや眼がんに鉄斎を見る。視し線せんの鋭するどさに、呼こ吸きゆうが止まった。

「貴き様さまがシナを拒きよ絶ぜつした晩ばん、この男は即そく座ざに彼女に接せつ触しよくしてきた」

　ソファの背せを蹴ける魔王が、忌いま々いましげに眉まゆを逆さか立だてる。結けつ構こうな勢いきおいで蹴りつけられたというのに、そこに座すわる壱正はまるで反はん応のうしない。衝しよう撃げきで、ガラスに塗ぬった泥どろが剝はがれ落ちるように皮ひ膚ふが欠け落ち、黒い隆りゆう起きが露ろ出しゆつする。その様を一いち瞥べつし、魔王は鼻を鳴らした。

「この男はシナの意い識しきを支し配はいしようとした。怪あやしげな装そう置ちを使った拙つたない方法だったがな……逆ぎやくに魔力を叩たたき込み、自じ我がを破は壊かいし操あやつり人形にしてやったよ。ゴーレム法の応用だ」

「…………なんなんだ──こいつはいったい、なんなんだよ」

　氷ひよう点てん下かの瞳ひとみで睥へい睨げいしてくるニカ・カジを見返し、鉄斎は力なく首を左右に振る。

「まるっきりの無む茶ちや苦く茶ちやだ。なんだってたった今、お前がここにいなくちゃならない？」

「極きわめて道理に適かなった、正当な理由だ」

　淀よどみなく即そく座ざに答こたえた声は、別べつ段だん大声でなく、ことさら酷こく薄はくなわけでもない。新聞の天気予よ報ほうでも読むようにどうという風もない調子で、ニカ・カジは思し案あんげに顎あごに指を触ふれた。

「行く道は一つ明白なれど、道どう程ていは遠く、障しよう害がいは数多い。まったくもって、数多い。──私は、その最大の障害を除のぞきに来たのだ」

「……どいつもこいつも……回りくどい奴やつばかりで困こまるよ、実じつ際さいな」

　絨毯を踏ふみにじる様に体重を移い動どうし、鉄斎は奥おく歯ばを軋きしませる。

「答えろよ。お前は、いったい、何をしたい？」

「悲願の成じよう就じゆを。私が、そして姉上が望み、未いまだ成し得ぬ宿願の達成を」

　魔王は唇くちびるを大きく歪ゆがませる。その表ひよう情じようは、どこか先さき程ほどの薫を思わせた。

　盲もう目もくの徒。一つ確たしかな信念を抱いだき、そしてそれしか見えていない。

「姉上は、私を庇かばい黄よ泉み路じへ発たった。私の代わりに幾いく千せん万まんの光に焼かれ、闇やみの魔ま術じゆつの誇ほこりを顕あらわせと──私に託たくして、死んでいった」

　だが、彼は無力な狂きよう信しん者しやなどではない。無む謀ぼうを通す力を持った──魔王なのだ。

「知っているか？　王国騎き士し団だんは闇の喚よび手を殺した後、清めた塩と炎ほのおで祝しゆく福ふくされた短たん剣けんで死体を六つに腑ふ分わけする。そしてそれを三度燃もやした上で、陽光に灰はいを捧ささげ唱えるのだ。『太陽に弓引く大たい逆ぎやくの闇に無む窮きゆうの滅めつ失しつを』と。地じ獄ごくの悪あつ鬼きでも討うち取ったかのように、な」

　暗い笑えみを口元に刻きざむ魔王の眼めには、確かな怒いかりが灯ともっていた。激はげしい赫かく怒どではない、重く冷たい、凍こおりついた海のような慨がい嘆たん。迂う闊かつに声を発すれば、きっとその言葉から凍いて付き、砕くだかれる。鉄斎はただ黙だまって、魔王の独どく白はくに聞き入っていた。

「私は、死んだ姉上の手をとってやる事すら出来なかった……ゆえに、誓ちかったのだよ」

　轟とどろくような囁ささやきを従したがえて、魔王が毛足の長い絨毯を踏み分け近付いてくる。一歩分の距きよ離りを詰つめて見る顔は、あちこちから、無表情の下に押し込んだ憎ぞう悪おが零こぼれ落ちていた。

「燃え落ちた灰をかき集め。粗そ末まつな墳ふん墓ぼを築きずきながら。姉上の遺い志しは私が継つぐと──この私が、一族の誇ほこりを証しよう明めいしてみせるとッ！」

　言い終えると同時、魔王は瞳ひとみを絞しぼり──次の瞬しゆん間かん、その爪つま先さきが鉄斎の腹はらを捕とらえていた。

　どぶをかき回すような呻うめき声をあげ身体からだを折る鉄斎を、魔王が冷ややかに睨にらみつける。

「そのためには貴様が邪じや魔まだ。貴様の存そん在ざいを看かん過かして、事は成り得ぬと確かく信しんした」

「ッ……勝手な、ことを……」

　痙けい攣れんする胃を押さえ、鉄斎は吐はき気けを吞のみ込みながら決然と顔を持ち上げた。震ふるえる内ない臓ぞうを無理やりねじ伏ふせ、詩菜の顔で冷れい笑しようを浮うかべる魔王を睨み、怒ど鳴なりつける。

「いったい、お前の『姉上』とやらは何を望んだ!?　なぜ薫が殺されなくちゃならなかった！　どうして……詩菜が巻まき込まれなくちゃあならなかったんだッ!!」

「シナでなくてはならないのだよ。闇の魔術に才を持つ彼女でなくては」

　烈れつ火かのごとく叩きつけられた怒声を、魔王は重く沈しずんだ、怜れい悧りな言葉で迎むかえうつ。

「人の心に穿うがたれた闇を淵えん源げんに喚ばれる奇き跡せきが、我わが一族の闇あん寧ねい魔術。疎うとまれ迫はく害がいされこそすれ、好かれ愛されることのない力……この力を恐おそれない者が、まず必要だった」

「それで、どうなるッ……詩菜を、魔法のステッキ代わりにでもするつもりなのか!?」

「全く痴しれた合が点てん違ちがいだ。私は──」

　即そく座ざに否ひ定ていして、魔王は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。腹ふく部ぶの鈍どん痛つうに表情が歪みそうになるのを必死に堪こらえる鉄斎を半はん眼がんで見やり、瞬まばたきよりも短い沈ちん黙もくを挟はさむと、




「私は、シナを救いたいのだ」




　ひどく真しん摯しな、確かく然ぜんたる口調でそういった。

　何かいい返そうと身み構がまえていた鉄斎は、彼の硬こう質しつの眼光に射い貫ぬかれ言葉を飲み込む。

「姉上は、よくよく私に言ったものだ──魔術は、人間を救う力なのだと」

　その想おもいは揺ゆるぎない信念を抱いだき、決して折れることはない。

「されど人は闇を恐おそれる。闇を忌いみ、排はい斥せきし、我われらが差し伸のべた手を払はらいのける……が、シナは違ちがう。彼女は闇を恐れない。彼女こそ、私が探さがし求めてきた人材だ。彼女を救うことで──私は、姉上の遺志を完かん遂すいすることが出来るッ！」

　その言葉は確かつ固こたる決意を秘ひめ、決して曲がることはない。あたかも比ひ類るいなき名刀のごとき蒼そう然ぜんとした鋭するどさで、主である、魔王ニカ・カジの意思を閃ひらめかせる。

　だが、折れず曲がらず、鉄をも断たつ名刀は──ひどく捩ねじれて、歪んでいた。

　ごくり、と喉のどを鳴らして、鉄斎は魔王に視し線せんを合わせる。少なくとも、形だけは。

　魔王はこちらを真っ向から睨みながら、どこかこちらではない、違う所を見ているようだった。よもや、そこに異い世せ界かいへ繫つながる裂さけ目があるわけでもないのだろうが。

（こいつは……同じだ）

　胸むねが痛いたい。

　心の底に鉄てつ杭くいを打ち込まれたような痛つう痒ようを感じながら、鉄斎は視線を外せずにいた。

（こいつは、詩菜と同じなんだ）

　疑ぎ問もんがすとんと胸に落ちる、静かな感覚。

　誰だれかのために後先かまわず行動する。

　しかしその根底にあるのは、凄せい烈れつなまでの利り己こ心のみ。

　献けん身しんと専せん横おうの、いびつな糾きゆう合ごう──

　奇き妙みようなほど、彼らは似に通かよっていた。

「そして『テツ』……貴き様さまを殺さぬ限かぎり、シナを真に救うことは出来ぬ」

　鬼き神しんの形相で、魔王はぎしりと拳こぶしを軋きしませる。こちらへ踏ふみ出す足に迷まよいはない。

　咄とつ嗟さに鉄斎は身体を退ひこうとするが──わずかに、遅おそい。彼ひ我がの距きよ離りを奇き術じゆつじみた踏み込みで詰つめたニカ・カジが、芋いも袋ぶくろでも吊つるすように彼の首を絞しめ上げる。

「ッが、ぁっ──!?」

「シナは貴様のために自分を犠ぎ牲せいにしすぎる。それでは、いかんのだ。無力な弟の犠牲になる者など……姉上と同じ道を歩む者など、もう二度と現あらわれてはいかんのだッ!!」

　憎ぞう悪おにひずんだ叫さけび声と共に、白い指が喉のど笛ぶえに一いつ層そう深く食い込んだ。鉄斎より上うわ背ぜいのない少女の身体だというのに、気道を圧あつ迫ぱくする指は鋼はがねで固めたように微び動どうだにしない。

（まず──、ッ）

　首の骨ほねが軋きしみ出す段だんに至いたって、全身の筋きん肉にくが一いつ斉せいに弛し緩かんする。その感かん触しよくは存ぞん外がいに心地ここちよいものだったが、一瞬後にはそれすら感じる暇ひまもなく、意い識しきを刈かり取られるだろう──また、詩菜を、守ることも出来ずに。

（おれ、ハ、ッ……──────、詩菜ッ!!）

　混こん濁だくする思考から拾い上げたその名前を最後に、鉄斎の意識は闇やみに吞のみこまれ──

「……っ？　ぁあっ、ぐ……ッ!?」

　──次の瞬間、意識が再ふたたび浮ふ上じようしてきた。

　喉を固定していた指が不意に離はなされ、途と端たんに身体が自由を取り戻もどす。解かい放ほうされた鉄斎は折れそうになる膝ひざを必死に支ささえ、嗚お咽えつまじりの呼こ吸きゆうを繰くり返した。急きゆう激げきに酸さん素そを取り込んだ肺はいと、絞められた首の痛いたみに舌した打うちしながら視線を上げる。

　まだ焦しよう点てんのはっきりしない視界の中、魔王ニカ・カジは白はく皙せきを苦く悶もんに歪ゆがめていた。

「ぁ──くぁ、く……やめ、ろォォ……！」

　両りよう腕うでで頭を抱かかえ込み、身を折って呻うめく魔王の姿すがたに、鉄斎は警けい戒かいより先に困こん惑わくを覚える。

「フっ……ぁあ…………に、か────」

　荒あらい呼こ吸きゆうの合あい間まに、無む理りやり捻ひねり出したようにかすれた声が聞こえる。それは最も早はや、声と雑ざつ音おんの境きよう界かい線せん上のような音だったが──

「ぁ────ッ！　っ……違ちがう、ニカ・カジ！　それは、間違ってるッ!!」

　唐とう突とつに、声の調子が変じた。

　全すべてを引き裂さく、捩ねじれた鋼の鋭するどさはそこにはない。もっと耳慣なれた、懐なつかしい──八桐詩菜の声である。

「詩菜!?　お前、どうして……っ!?」

　愕がく然ぜんとして叫ぶ鉄斎に、詩菜は答えなかった。よろけた身体を、ソファの背せについた手でなんとか支え、訴うつたえるように声を荒げる。

「君の姉さんは……そんな事を望んだんじゃない！　私には分かる！　だからッ──」

「おい、落ち着け詩菜！　しっかりし──」

　さすがに黙だまって見てはいられず、震ふるえる肩に手を伸のばす。

　だが、指先が触ふれるか否いなかといった所で──その手は、無む造ぞう作さに払はらいのけられた。

「く──っ！……ッは……な、にを……」

　無造作に払った腕うでもそのままに唸うなったのは詩菜ではなく、低く、冷たい魔王ニカ・カジの声だった。荒々しく肩かたを上下させるその姿に、もはや悠ゆう揚よう迫せまらず泰たい然ぜんとした様子はない。額ひたいには無数に汗あせの珠たまが浮うかび、小さな顎あごから滴したたって絨じゆう毯たんに吸すい込こまれていく。

「なにを言うかと思えば！　シナ……お前は姉上が託たくしたものを否ひ定ていするのか！　姉上が、その命を賭として私へ繫いだ想おもいをッ!!」

　怒ど号ごうと共に、耳みみ障ざわりな破は砕さい音。

　魔王の拳こぶしを叩たたきつけられたソファの背せが千ち切ぎれ、壁かべまで吹ふき飛んだ。すぐ隣となりに座すわっていた壱正が衝しよう撃げきで床ゆかに転がり落ちたが、彼は声一つあげない。起き上がろうとすらしない。

　ぞっとする鉄斎を見み据すえ、しかし鉄斎ではない誰かへ向けて、魔王は唇くちびるを吊つり上げる。

「──そうか……そうなのだな。シナ、お前はこの期ごに及およんでまだ……『テツ』を庇かばうために、そんなことを言うのだな……！」

　振ふり抜ぬいた拳こぶしを引き戻もどし、魔王はゆらりと持ち上げた顔をこちらに向ける。凄せい惨さんな笑えみを浮かべた冷れい貌ぼうに、鉄斎は背せ筋すじが凍いて付く錯さつ覚かくを覚えた。

「フっ、ハハ……いいだろう、いいだろう。お前の望みを叶かなえてやろう。弟を想おもう姉の心、汲くめぬほど私は無ぶ粋すいでないつもりだ」

　ひきつった笑い声を零こぼしながら、魔王は自分の肩に手を滑すべらせた。不気味な傷きずを刻きざまれた左肩──そこからにわかに、枝葉が風にざわめく音が響ひびきだす。

　傷口から立ち上がったのは、黒い翼つばさ。鈍にぶく光を照り返すその翼が魔王の全身に拡ひろがり、締しめ上げるように拘こう束そくしていく中──突つき放すような声が鉄斎の耳じ朶だを叩いた。

「『テツ』。貴き様さまを見み逃のがしてやる」

「……なに？」

　腰こしに吊つった警けい棒ぼうを抜き油ゆ断だんなく身み構がまえて、鉄斎は鋭するどく相手を睨にらむ。

　ぎちぎちと異い音おんを立てて翼の甲かつ冑ちゆうに縛しばられながら、魔王は唾だ棄きするように言い捨すてた。

「消えろ。そして二度とシナの前に立つな。貴様がいる限かぎり、彼女に安息は訪おとずれない」

「ッ──」

　指先が白くなるほど警棒を握にぎり締しめる。その先せん端たんが小さく震ふるえているのがいったいなぜなのか、鉄斎自身、分からなかった。

　何かを言い返したかった。何かを言ってやりたかった。だが、舌したは膠にかわで貼はり付けたように動かず、喉のどは石せつ膏こう細工になったように動いてくれない。罵ば声せいの一つも出てこない──

　クロム合金の棍こん棒ぼうをへし折らんばかりに握り締めている間にも、魔王の顔は翼に覆おおい隠かくされ、鉄てつ兜かぶとのような仮面に変じていく。そしてその全身から、廃はい工場で見せた黒い靄もや状じようの闇やみが漂ただよい始めた。瞬またたく間に全身を隠すほど濃のう密みつに立ち込めた闇は、吸すい込まれるように一点に向かって集しゆう束そくしていき──

　そのまま、そこに立っていたはずの魔王の身体ごと、悪あく夢むのように消え去った。







　　　第四章　爆ばく裂れつ光こう臨りん！







　視し覚かくを切り離はなすと、暗くら闇やみが訪おとずれた。

　あらゆる感覚を魔ま術じゆつに頼たよっている身としては、必要がない時は感覚器官を停止させておかなくてはならない──疲つかれるからだ──。続いて、嗅きゆう覚かくと触しよつ覚かくを停止させる。味覚は最初から機き能のうさせていない。特筆するような事もなく感覚の隔かく離りを終しゆう了りようして、ジャストルッバート・ホーイッツは闇に意い識しきを沈しずめて思考だけを空転させる。

　考えるのは二つの事。主しゆ命めいと、それ以外だ。

『大たい敵てきニカ・カジの首を刎はね、ここに献けんぜよ』

　その命に従したがい、辺へん陬すうの地に建つ魔王の居きよ城じようへ踏ふみいったのは、王都を発たって三年余あまりも経たった、ある冬の日のことだった。追い詰つめた大広間で、彼と魔王は烈れつ々れつたる死し闘とうを繰くり広げた。一両日続いた戦いは──魔王が喚よんだある魔術により、終しゆう息そくを見る。

　世界の断だん裂れつ。その言葉を思い浮うかべるたび、彼の心は鎖くさりで締しめ上げられるように軋きしみをあげた。失敗すれば存そん在ざい自体が消しよう散さんするような大魔術をもって、魔王はこの世界へ落ち延のびた。自分はその後を追い、この依より代しろに意識を移うつし──

（あの男と出会った）

　来くる間ま鉄てつ斎さいという男。

　自分から見れば、あれはまだまだ未み熟じゆくな男だ。が──思い出すのは、彼の言葉。

『俺おれは、菱ひし南なの平和を乱みだす奴やつを許ゆるさない。マフィア共も、異い世せ界かいの魔王も、それ以外も』

　鉄斎にそう言わせたのは、誰かの下命でも奇き妙みような義ぎ務む感でもない。未熟な男が未熟なりに、心底からそう願う故ゆえに紡つむがれた言葉。それが、眩まぶしかった。

（光など、見み慣なれているはずなのだがな）

　自分でも面おも白しろくない軽口を叩たたき、再ふたたび意識を無音の暗闇に落としていく。

　彼との縁えんは、もう切れた。そして自分は特とく務む騎き士しだ。鉄斎の協力を得られないのであれば別の協力者を探さがすだけであって、即すなわちこの煩はん悶もんは錯さつ覚かくに過すぎず──

（……いや、韜とう晦かいは見苦しいか）

　認みとめてしまおう。

　自分は来間鉄斎に魅みせられてしまったのだ。

　あの男は未熟者だ。魔術には天てん賦ぷの才があるようだが、頑がん是ぜない部分が先に立つ。

　それでも自分には、守ると定めた街の為ために奔ほん走そうし、詩し菜なを慕したう一心から魔術という切り札を捨すて、途と方ほうもない闇やみに身一つで立ち向かうあの男が──格かつ好こうよく見えてしまったのだ。

（それに引き換かえ、我わが身の何と無ぶ様ざまな事か）

　特務騎士。光の喚び手。太陽の勇者。

　あまりに多くの『正義』に縛しばられた自分は、いつの間にか己おのれの信ずるままに剣つるぎを振ふるう事を忘わすれてしまった。『正義』の鎖くさりを断たち切る力は、もう残されていない──と、

「…………！　──……!!」

　周囲を包み込む暗闇に、かすかな声が沁しみこんでくる。五感は断たっていたはずなのに。

　彼は自分が聴ちよう覚かくだけを無意識に残していた事を訝いぶかり──それから、静かに苦く笑しようした。

　聴覚を残すのは、鉄斎と出会ってからついた癖くせだ。あの未熟者は自分が話しかけた時にこちらが返事をしないのが気に入らないらしく、どんな時でも人の話だけは聞けるようにしておけと注文をつけてきたのだが──

（──何と。簡かん単たんなことではないか）

　声には出さないが、彼ははっきりと笑った。

　苦笑でも、自じ嘲ちようの憫びん笑しようでもない。気き炎えん万ばん丈じように燃もえ上がる、会心の笑えみ。

　何のことはない。自分にも、まだその程てい度どの決断を下すことは出来るのだ。

（ならば私には、まだ出来ることがある）

　それは恐おそらく簡単なことだ。少なくとも、あの男が抱かかえた問題よりは。

　奮ふん然ぜんと腹はらを据すえると、ジャストルッバート・ホーイッツは万ばん感かんの想おもいを込め、封ふうじた感覚を根こそぎ解とき放った。




　　　　◆□□◆




「ねぇ、テツ。本気なの……!?」

　囁ささやかれた言葉は悲鳴とも区別がつかなかったが、鉄斎は作業を進める手を止めるつもりはなかった。黙もく々もくと、ロッカーから引きずり出してきた物をデスクの上に広げていく。

　警けい棒ぼうのシースに防ぼう刃じん繊せん維い製せいのジャケット。同じく防刃繊維のポーチと、そのベルトにささった二本の発はつ煙えん筒とう──そして鎮ちん圧あつ用のゴム弾だんが込められた、物々しいショット・ガン。

　それが今、彼に許ゆるされた装そう備びの全すべてだった。

　ジャケットを着込み、腰こしにシースとポーチを吊つっていると、麻ま琴ことが再さい度ど口を挟はさんでくる。

「さっき窓まどから見えたけど、あのヘルメットたち凄すごい数よ。本当に革かく命めいでも起こせそう」

　鉄斎に言われるまま、ビル中を駆かけ回って集めてきたショット・ガンの弾たまの箱をデスクに放り出しながら、麻琴は顔をしかめて嫌いやそうに吐はき棄すてた。立て続けに急変に晒さらされたせいなのか、ともあれ彼女は冷静ではある。

「革命を起こしたかったみたいだからな」

　それゆえ、話を聞き入れようとしない鉄斎の態たい度どに腹はらを立てる余よ裕ゆうすらあった。ポーチのベルトを調節する鉄斎の肩かたを小こ突づき、不ふ機き嫌げんな声をあげる。

「課長の言ってたことが本当なら、あれ、全部『咎人クライム』なんでしょう？　武ぶ装そうした所で勝てる相手と数じゃないと思うんだけど」

「こちとらクリント・イーストウッドじゃないんだ。正面からやり合う気はない」

　紙箱を破やぶり開け、散さん弾だんのシェルを摑つかみ出してはスリングやベルトのホルダーに固定する。

「アレに指令を飛ばしてる装置が『英えい雄ゆう塔とう』にあるんなら、そいつさえ止めれば、街で暴あばれてるメット頭は正気に戻もどる。……その為ために、こいつを引っ張ぱり出してきたんだ」

　不安げな麻琴に、彼はデスクに立てかけていた銃じゆうを掲かかげて見せた。暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用ようのゴム弾を装そう塡てんした、無ぶ骨こつなポンプアクション式ショット・ガン。

「死ぬ気で駆かければ、弾切れになる前に向こうに着けるかもしれない」

「…………でも、テツ」

「お前はここに残ってろ。外は危き険けんだ」

　スリングを引っ掛かけて銃を肩に提さげ、鉄斎は俯うつむき加か減げんに呟つぶやく麻琴に背せを向け歩き出した。

　無人のデスクの間を抜ぬけ、扉とびらを開け放つのと同時──背はい後ごで、麻琴が叫さけぶ。

「……そんなにあの『咎人』が大事なの!?」

「いいや」

　非ひ情じようなまでの即そく答とうは、背中越ごしに麻琴へ届とどいた。そのまま振り返らず、鉄斎は続ける。

「詩菜が、大事なんだ」

　──何を言ってるんだ、俺は。

　頭を振り、顔が紅こう潮ちようするのを紛まぎらわせる。

　肩に食い込こむスリングを持ち直し、彼は平へい坦たんな廊ろう下かを走り出した。

　廊下を走り抜け、階かい段だんを駆け下り、正面ロビーの自動ドアが開く間にショット・ガンを肩から下ろす。ガラス張ばりの扉の向こうには、路上をうろつく黒ヘルメットの姿すがたが見えた。

　クソッタレめ──恐きよう怖ふよりも先に、燃もえ上がる憤ふん怒ぬが心を塗ぬり潰つぶしていく。骨ほねの髄ずいから爪つめの先まで、激はげしい炎ほのおが突き抜ける。

「…………この野や郎ろうがあああぁぁぁっ！」

　ズバンッ!!

　自動ドアが開ききるより早く、鉄斎はショット・ガンの引き金を引いていた。蹴け飛とばすような反動が肩を襲おそい、思わず尻しりから転てん倒とうしそうになるのを何とかこらえる。

　轟ごう音おんと共に銃口から吐はき出されたゴム散さん弾だんは、そこにいた『盲ブ目ラのイ勇ン者ド』を被かぶった男の長身を紙くずのように吹ふき飛ばした。叩たたきつけられるようにアスファルトに倒たおれこむ男を飛び越こえ、鉄斎は彼方かなたにそびえる『英雄塔』へ向かい路面を蹴る。

　数歩と進まないうちに、別の『盲目の勇者』を着けた人間が数人、尋じん常じようではない速度で接せつ近きんしてきた。歯を軋きしませ、迫せまり来る連中を睨にらみつけ、吼ほえる。

「舐なめるなよッ！」

　ショット・ガンを棍こん棒ぼうのように構かまえ、疾しつ風ぷう迅じん雷らいそのままに駆けてくる男の一人を横よこ殴なぐりに殴りつける。頭部を覆おおう『盲目の勇者』を殴ったせいか、男は僅わずかによろめくに留とどまった。その僅かな時間ですら、後方から追いついてきた増ぞう援えんによって無残に蹴散らされる。

　四方から殴りかかり、飛びかかり、摑みかかってくる相手に、鉄斎は死に物狂ぐるいで身体からだを振ふり回して挑いどみ続けた。次々とその数を増ふやし、疲つかれる様子もない彼らを向こうに回し、それは無む謀ぼうな闘たたかいでしかない。

　しかし同時に、これは人間の闘いだった。

　圧あつ倒とう的てきな敵に向かい、絶ぜつ望ぼうも悲ひ嘆たんも抱いだくことなく、ただ滾たぎるような意い志しだけを抱かかえ己おのれの望みのために武ぶ器きを取れるのは──きっと、意地になった人間だけだ。

（ああ……まったくもってその通りだ。勇者も魔ま王おうも、お呼よびじゃない）

　ズバンッ!!

　銃声は、一ひと際きわ鮮せん鋭えいに鳴り響ひびいた。

　銃身を振り回しながら放った散弾は、めちゃくちゃな範はん囲いに拡ひろがって『盲目の勇者』たちを釣瓶つるべ打ちにする。悲鳴こそあがらないものの、無言の人垣が僅わずかに後あと退じさった。出来上がった空間の中心に立ち、血混まじりの唾つばを吐はき棄すてショット・ガンのポンプを無む造ぞう作さに操あやつる。ぐるりを囲う『盲目の勇者』を薙なぎ払はらうように睨みつけ、大きく息を吸すい込んで。

「……街も、詩菜も、俺が守る──俺だけいれば、十分だ！」

　あらん限かぎりの大声で言い放ち、鉄斎は銃の引き金を引いた。







「………………無む理りに決まってるじゃない」

　鉄斎が出て行き、広大なオフィスの中に独ひとり残された麻琴は、鉄斎のデスクに突っ伏ぷした姿し勢せいのままぽつりと呟つぶやいた。聞く者もいない部屋に、独どく白はくはことさら大きく響ひびき渡わたる。

「自分で言ってたじゃない、テツ……」

　たった一人で、巨きよ大だいな物ぶつ量りように勝てる道理はない──

　つまり、それすら覚かく悟ごの上という事なのだろう。それだけの話だ。

　それだけの話のはずが──実に口くち惜おしい。

　麻琴は鉄斎が好きだった。当の本人以外、零ゼロ課かの全員が知っていたことだ。

　きっかけは、見習いとして初めて『咎回しクライムハンドラー』の現げん場ばに就ついた時、緊きん張ちようする彼女の肩かたを優やさしく叩いてくれた事──なのかもしれないし、別の理由かもしれない。いつの間にか抱いていた感かん情じようがほのかな恋こい心ごころだと気付いた時には、そんな事はどうでもよくなっていた。

　それから数年あまり経たつが、あの男は未いまだに彼女を振り向くどころか想おもいに気付いてすらいない。今も、去り際ぎわに途と方ほうもなく巨大なナイフを突つき立てていってくれた。

『詩菜が、大事なんだ』

「……ッあの、唐とう変へん木ぼくの甲か斐い性しようなし……！」

　苦いものを飲み下し、腕うでの中に顔を沈しずめる。

　分かっていた。そういう男だ。まずもってデリカシーというものを知らない。人の心配を無む視しして、いつも無む茶ちやばかりしている。勿もち論ろん、そんな彼の気性に助けられた事は一度や二度ではないし、ここ一番という時に頼たよりになるのはいつだって彼だ。

　その想いが自分だけに向けられた事はないが、それでも私は──

「私は…………」

　腕の囲いから頭を引っこ抜ぬき、嘆たん息そくをこぼした。

　それでも私は、きっと誰だれかのために後先考えずに走り出す、あの朴ぼく念ねん仁じんのトンチキ野や郎ろうが──大好きだったんだ。

　やおらデスクを平手で打ち、勢いきおいよく立ち上がる。

　眼鏡めがねを外して、乱暴に目元をこすり──潤うるんだ声で、彼女は罵ののしるように叫さけぶ。

「私は……本当に、なにやってんだか──!!」

　デスクに残っていた散さん弾だんの紙箱を睨みつけ、それを摑つかみ取る頃ころには。

　間ま倉くら麻琴は、長年秘ひめてきた想いを捨すてる覚かく悟ごを決めていた。







　頭の奥おくに火花が散る。

　五回目だ、と鉄斎は冷静にカウントしていた。頭を殴られたのはこれで五回目だ。

　砕くだけ散った意い識しきを素す早ばやくかき集め、衝しよう撃げきを感じた方向にショット・ガンを向ける。

　ズバンッ!!

　もはや耳慣なれた銃じゆう声せいと共にゴムのつぶてが円えん錐すい状に拡かく散さんし、範はん囲い内に捉とらえた男たちを打ち倒たおした。開いた人ひと垣がきの隙すき間まを体当たりで強ごう引いんにこじ開け、駆かけ抜ける。数メートルの距きよ離りを稼かせいだ所で再ふたたび包囲され、何度か殴られ突き飛ばされては、隙を作ってまた走った。

　先さき程ほどからその繰くり返しだった。腕が折れるのも厭いとわず摑みかかってくる彼らの前に、防ぼう刃じん繊せん維いのジャケットは無む残ざんに破やぶれぼろきれに成り下がっている。ショット・ガンの残弾も心こころ許もとない。そして目指す塔とうへの道のりは、遅ち々ちとして進まなかった。

（こんなに……辛つらかったか!?）

　息が苦しい。呼こ吸きゆうする度に喉のどが千ち切ぎれそうな痛いたみを訴うつたえる。額ひたいを切ったのか、少し前から右目が見えない。腕は既すでに鉛なまりよりも重く垂たれ下がり、あと何回銃を撃うてるのか分からない。立ち止まって地面にひっくり返り、鈍どん痛つうに縛しばられた全身を休めたい。だが無む論ろん、そんな事が許ゆるされる状じよう況きようではない……

　固まりかけた泥どろの中を走っているような気分だった。痛い。苦しい。辛い。辛い。辛い。

（一人ってのは、ここまで辛い事だったか!?）

　と、突とつ然ぜんの衝しよう撃げき──六回目の殴おう打だが後頭部を襲おそい、受け身も取れずに転てん倒とうする。

　握にぎり締しめていたショット・ガンが手を離はなれ路上を滑すべっていくのをかすむ視界の片かた隅すみに捉とらえながら、彼は、鬱うつ積せきした思考の渦うずに溺おぼれていた。

　一人が辛いと思ったことはない。

　では特別好きかと訊きかれれば違ちがうのだが、体力的な逼ひつ迫ぱくはともあれ──独りでいる事が辛いと思ったのは、これが初めてだった。

（俺おれは…………弱くなった？）

　弱くなったのだとしたら、それは恐おそらく、詩菜の『咎回し』になってからだ。

　彼の隣となりにはいつも詩菜がいた。薫かおるや麻琴、零ゼロ課かの仲間たちがいた。

　だが今、隣には、誰もいない。彼は独りきりだった。

（そんなことは、分かってる）

　誰かが背せ骨ぼねを思い切り蹴けりつけた。息が詰つまる。痛みは既すでに感じないが、肺はいに残っていたなけなしの酸さん素そを蹴り出されてしまった。

（独りじゃ駄だ目めだってことくらい、いやになるほど分かってるさ）

　視界が暗くなる。七回目の打ちよう擲ちやくが頭を揺ゆらす頃ころには、手足の感覚はなくなっていた。

（だけど……だけど、せめて────）

　誰かが馬乗りになり、首に手をかけてくる。背せを粟あわ立だたせる間もなく、手は恐おそろしいまでの怪かい力りきで鉄斎の気道を絞しめ上げた。指の骨が折れる不気味な感かん触しよくが喉のどに伝わってくる。

　急きゆう激げきに意識が遠のき、辺りを暗くら闇やみが支し配はいしていく。もがく様に腕を動かそうとしても、肩から先の感覚は完全に失われていた。千切れてしまったのかもしれない。

　音のない、光のない闇の底に意識を沈しずめ、鉄斎は僅かに残った正気の切れ端はしをかき集めて、最後の言葉を紡つむぎ上げる。

（せめて……あいつに格かつ好こうがつく所まで、走らせてくれ──!!）

　ズバンッ!!

　──不意に、猛たけ々だけしい轟ごう音おんが響ひびいた。

　同時に、突とつ然ぜん呼こ吸きゆうが楽になる。彼に圧のし掛かかっていた誰かの重みが消えていた。

（ッなんだ………………!?）

　常とこ闇やみの淵ふちから生せい還かんしたばかりの思考では、何が起こったのか把は握あく出来ない。

　だが次の瞬しゆん間かん、朦もう朧ろうとした意い識しきを引っぱたいて覚かく醒せいさせ、強ごう引いんに状じよう況きようを納なつ得とくさせるような──精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張はる仔こ犬いぬのような声が、彼を打ちすえた。

「テツ、走って！」

　端たん的な要求。

　それだけで鉄斎は即そく座ざに思考を組み上げ、現げん状じようを把握した。歪ゆがみ曇くもっていた意識が澄すみ渡わたり、為なすべき行動の判はん断だんを迅じん速そくに下す。

　腕うでを見下ろし、それが千切れずについていることを確かく認にんする。次にベルトに差した発はつ煙えん筒とうを握にぎり締しめると、抜ぬきとりざまに着火した。ガシュッ、と音を立て煙けむりを吐はき出し始める円筒をその場に放り出すと、鉄斎は人ひと垣がきの足元をくぐって転がるようにその場を離はなれた。

　上着を脱ぬいで口元を隠かくし、彼は白く封ふう鎖さされた視し界かいの向こうに当て推ずい量りようで呼よびかける。

「──────麻琴かッ!?」

「うるさいこの馬ば鹿か、ヒョーロクダマっ!!」

　返事、とは到とう底てい呼べない罵ば詈り雑ぞう言ごんが、煙の幕まくを貫つらぬいて飛んできた。こちらの質しつ問もんには全く答えていないが、それは紛まぎれもなく零課の同どう僚りよう、間倉麻琴の声である。

「こんな所で何してんだ、早く帰れ!!」

「うるさいってのよ、大馬鹿三太郎！　死んでるのかと思ったんだからね!?」

　即座に怒ど鳴なり返してくる彼女の声に、ショット・ガンの銃じゆう声せいが重なった。オフィスのロッカーから持ち出したのだろう。

「戻もどれ！　俺だけで十分だ!!」

「何言ってんのよ！　私が来なきゃ、あんた殺されてたわよ!!」

「っ、そういう事を言ってるんじゃ──」

　帰ってきた怒鳴り声に、更さらなる怒声で応こたえようと息を吸い込んだ所で──突とつ然ぜん、煙けむりを割わって『盲目の勇者』の風防バイザーが現あらわれた。ぎょっとして言葉を飲み込み、鉄斎はとっさに腰こしのシースから警けい棒ぼうを抜くと、そのヘルメットを叩たたきつける。よろめく相手を更さらにショット・ガンの台だい尻じりで突つき飛ばしたところで、煙を越えて麻琴の声が聞こえた。先程より近い。

「あんたは──あんたはあの『咎人』が大事なんでしょう、助けてあげたいんでしょう!?　だったら、意地張はって全部背し負よい込もうとしないでよ！　なんでもかんでも……あんた一人で出来るわけ、ないでしょうが!!」

　麻琴の言葉に、心しん臓ぞうが射い貫ぬかれる。

　虚きよを突かれた鉄斎は、一時、呼こ吸きゆうすら止めていた。

　ざりっ、と。すぐ背はい後ごで、誰かの靴くつ底ぞこがアスファルトを嚙かむ音がする。振ふり返り、銃口を突きつける必要はない──そこにいるのが敵てきではないと、彼には分かっていた。

「せめて頼たよってでもくれなきゃ……私が馬鹿みたいじゃない」

　背中越しに。白煙越しに。麻琴の言葉は、はっきりと届とどく。

　──カッコつけんな、馬鹿。

（……ああ。本当にッ）

　その通りだ。

　鉄斎はベルトの千切れかけたポーチを毟むしり取り、それを肩越しに背後へ放り投げる。どさ、と音がして、麻琴が僅かによろめいたのが気配で知れた。

「詩菜を救いたい」

　徐じよ々じよに薄うすれてきた煙えん幕まくの向こうに、こちらの姿すがたを探さがして顔のない頭を巡めぐらせる『盲目の勇者』の姿を見み透すかして、鉄斎は背中に感じる微かすかな熱に向け──言った。

「麻琴……手を、貸かしてくれるか？」

「────ッ。オッケー！」

　一瞬の沈ちん黙もくを挟はさんで、麻琴はわざとらしく大声を上げた。どこか空から元気で張はり詰つめたようなその声に被かぶせるように、ここ短時間ですっかり耳に馴な染じんだポンプ音がして──

　ズバンッ!!

　麻琴のショット・ガンが咆ほう哮こうした。その音と炎ほのおに反はん応のうして、周囲で幾いくつかの影かげが動き出す。すぐさまポンプを動かし次じ弾だんを装そう塡てんし、彼女は素す早ばやく、耳打ちするように囁ささやいた。

「出来るだけ多く引き付けて走り回る。弾たま切ぎれでくたばる前に、全部終わらせちゃって」

「……。ああ、気を付────」

　言いかけ、肩かたを叩たたこうと振り返った瞬間──視界が真っ白に染そまる。

　ガシュッ、と。二本目の発煙筒が着火する音は、なぜかその後に聞こえた気がした。

「ごめん。顔は見ないで」

　再ふたたび濃のう度どを増ます白煙に包まれながら、麻琴が素そっ気けなく呟つぶやく。握にぎっていた発煙筒を地面に落とす乾かわいた音が、ひどく耳についた。

「ついでに何も聞かないで、お願いだから。……甲か斐い性しようもデリカシーもないんだから、これくらいの条じよう件けんは吞のんでよね」

「甲斐性ってお前」

　その言動の半分も理り解かいできずに、鉄斎はただ困こまったように頭をかいた。それでも彼女の要求するところは把は握あくできたので、素す直なおに言葉を止め、警けい棒ぼうをシースに収おさめる。

　空いた手で右目に入った血を拭ぬぐい、鉄斎は白煙の昇のぼっていく空を仰あおぎ、口元を緩ゆるめた。

「クソッタレめ。死ぬんじゃねぇぞ」

「私のセリフよ。大たい将しようのコロッケ、忘わすれちゃいないでしょうね？」

　聞き慣なれた、犬の吠ほえるような軽口と共に、麻琴は白煙の彼方かなたへ駆かけ出していた。乱射するショット・ガンと彼女の喊かん声せいに導みちびかれ、鉄斎の脇わきを幾いく人にんもの影かげが走り抜ぬけていく。一いつ瞬しゆんだけ、後ろを振り返りそうになるが──すぐに頭を振り、前に向き直る。

　身体を苛さいなむ痛いたみが消えたわけではない。精せい神しんまでも束そく縛ばくする疲ひ労ろうが失うせたわけではない。

　それでも胸きよう中ちゆうでは、沸ふつ騰とうしたように叫きよう喚かんする、本ほん能のうよりも原始的な何かが軒けん昂こうとして可か能のう性せいを訴うつたえ続けている。その何かに応こたえきる事が出来ると、鉄斎は確かく信しんしていた。

（一人じゃないから……まだ、走れる！）

　弾を吐はき尽つくしたショット・ガンを放り捨すてると、彼は遥はるかに屹きつ立りつする、菱南市を見下ろすシンボルタワー──『英えい雄ゆう塔とう』を見上げて、走り出した。







「……本当に、一回も振り返らなかったのかなぁ。あのすっとこどっこい」

　ポーチから取り出した散さん弾だんのシェルを銃じゆうに詰つめ込みながら、麻琴は首を反そらせてぼやく。

　無む論ろん、そうでなくては自分が命を張はった意味もないのだが。そうなのだが──

　──理り屈くつじゃないよね、これって。

　オフィスを飛び出した時点でこうなる事は予想していたし、覚かく悟ごもしていた。

　だが実じつ際さいに現げん実じつを叩たたきつけられると──捨すてたはずの想おもいが、頭をもたげてくる。

「……あああああああっ、もうッ!!」

　辛しん気き臭くさい考えを振ふり払はらうように、麻琴は激はげしく頭を振ってわめき声を上げた。

「こォのロクデナシの与よ太た郎ろうども、覚かく悟ごしなさいよ！　テロの百倍おっかない、失しつ恋れん女の八つ当たりを食くらわせてやるんだから！」

　煙えん幕まくの向こうに中指を立て、ショット・ガンを構かまえる。まさかその挑ちよう発はつに乗ったのではないだろうが──ともあれ彼女の啖たん呵かは、一帯をうろつく連中の注意を存ぞん分ぶんに引き付けた。幾いくつかの影が、薄うすれた白はく煙えん越ごしに不気味なヘルメットの頭をこちらに向けてくる。

（本当……何やってるんだか──!!）

　どう考えた所で、その答えは一つしか存そん在ざいしなかったのだが──

　頭を振って思考を打ち切り、麻琴は意い識しきを集しゆう約やくさせて、構えた銃の引き金を引いた。




　　　　◆□□◆




　通りの光景が変化してきていることには、少し前から気がついていた。

　圧あつ倒とう的てきに人影が多いのである。とはいえ、それは力なくぐったりと地面に倒たおれ伏ふす姿すがたであったり、怪け我がをした人間を介かい護ごする者であったりしたのだが──それに加えて何名か、気き絶ぜつした『盲ブ目ラのイ勇ン者ド』の姿があったのにはさすがに瞠どう目もくせざるを得なかった。

　街の住民たちが、脅きよう威いに対たい抗こうし始めている。

　今もあちこちで『盲目の勇者』と住民たちの闘たたかいが展てん開かいされていた。相手に数倍する怪け我が人にんを出しながら決して怯ひるむ事なく、彼らは日にち常じようの侵しん略りやく者しやに果か敢かんに歯は向むかい続ける。

　その事実が、鉄斎の胸を高こう揚ようさせていた。

（俺はどうしようもない間ま抜ぬけだ）

　今いま更さらながらに理り解かいする。

（当たり前だ……当たり前のことだ。この街を守りたいのは、俺一人だけじゃない！）

　見ろ。自分たちの日常を、この街を、菱南を守ろうと立ち上がった人々を。その想いがある限かぎり、決して、誰だれも独ひとりではない。胸むねが詰つまり泣き出したい気分だった。

「──っ!?　おい、待て！　待ってくれ？」

　と、叫さけび声を上げ、鉄斎は薄い革かわ靴ぐつを踏ふん張ばって急停止する。

　制せい止しに反はん応のうして立ち止まったのは、車道の真ん中で怪我人を運んでいた少年だった。栗くり色に脱だつ色しよくした髪かみが、傾かたむきかけた日を受けて干ほし藁わら色に輝かがやく。

　鉄斎は慌あわてて少年に──というか、少年が支ささえる怪我人の方に駆かけ寄よった。

　支える少年の身体を隠かくすほどに体たい格かくのいい、初老の男だった。隆りゆう々りゆうとした腕うでや岩がん塊かいじみた顔面をいくつもの裂れつ傷しようと血で汚よごし、なぜか血ち染ぞめのエプロンを身につけたその男は紛まぎれもない、街頭スタンドのコロッケ売り、勘かん太たその人である。

「あんた、この人の知り合いなのか──!?」

　と、勘太の巨きよ体たいの下から、唸うなるような声が這はい出て来た。彼を担かついでいる少年だ。

「大だい丈じよう夫ぶ、今は寝ねてるだけだ。ついさっき、メット野や郎ろうに囲まれてた俺を助けてくれたんで、ちょいと怪我は多いが……まったく、すげぇ人もいたもんだ」

　言いながら、少年はゆっくりと勘太を地面に下ろした。仰あお向むけに転がされた勘太は、なるほど、ぶん殴なぐられたのか血を流して曲がっている鼻でいびきをかいている。

　心配した自分が馬ば鹿からしくなり、鉄斎は少年の方へ向き直った。息を切らして背せ中なかを丸める少年は、ちらりと鉄斎に視し線せんを移うつして──瞬しゆん間かん、ひどく面おも白しろい顔をする。

「あ……アンタ、来間さんっ!?」

　どうやら驚きよう愕がくの表ひよう情じようらしかったが……問題は明らかにそこではない。

　首をひねり、鉄斎は怪け訝げんな表情を造つくる。

「……どこかで、会った事が？」

「…………ちょっと傷きずついたッス。そりゃ、自じ己こ紹しよう介かいなんかしてないッスけど」

　消しよう沈ちんして唸うなる栗毛の少年をまじまじと眺ながめ回し──それでもやはり思い出せずに困こまっていると、少年はいよいよがっかりして口を尖とがらせ、不満そうに呟つぶやいた。

「マジで忘わすれてんスか？　『咎人』人ひと質じちにして『咎回し』脅おどすって、俺おれら的にはすっげぇ冒ぼう険けんだったんスけど」

「…………ああ！」

　その言葉で記き憶おくが甦よみがえった。数日前、路ろ上じようで拳けん銃じゆうを突きつけてきた少年だ。

「《ルインズ》か！」

「そういうことッス」

　一転して、少年は満足気に破は顔がんする。

　が、すぐにその表情を引き締しめると、彼は辺りを見回してから真しん剣けんな声こわ色いろで訊きいてきた。

「来間さん、『英えい雄ゆう塔とう』に向かってるんスよね？」

「あ？　ああ、そうだが……」

　唐とう突とつに目的地を看かん破ぱされ鼻はな白じろんでいると、少年はニヤリと歯を見せる。

「俺ら《ルインズ》は今、全員がボスのメッセンジャーッス。『来間の野や郎ろうを見かけたら、さっさと来やがれと言っておけ』だそうで」

　肩かたをすくめて言い放つと、少年は顎あごをしゃくった。前方──『英雄塔』の方へ。

「早いとこ、行ってやってください」

「……ああ。お前らは、どうするんだ？」

「頑がん張ばるッスよ。『街を守れ』ってのは《ルインズ》の鉄てつ則そくッス。……まあそんなん、言われるまでもないんスけどね」

　何を気負うでもなく言い、少年は再ふたたび勘太を担かつぎ上げると、ひいこら言いながら歩いていった。彼が通りの喧けん騒そうに紛まぎれ消えていくまで見送ってから──鉄斎は疾しつ走そうを再さい開かいする。

　一いつ刻こくも早く辿たどり着く必要があった。ひたすらに、『英雄塔』への道を走り抜ぬけていく。頭の中にちらつくマッチの火のような確かく信しんを、早く目まの当あたりにしなくてはならない。

　背はい後ごに流れていく街の景色が、徐じよ々じよに色しき彩さいを失っていく。色だけではない。周囲の怒ど号ごうや喊かん声せいは聞こえなくなり、いまや心しん臓ぞうが刻きざむアップテンポのリズムだけが耳に響ひびいていた。

（平ひら隈くま愛あい兎と、やってくれる……！）

　一歩足を踏ふみ出すたび、頭の隅すみで揺ゆれていたマッチの火は更さらに燃もえ上がり、直感に等しい確かく信しんは度ど合あいを深めていく。否いな、これは確信などではなく──

（ああそうさ、クソッタレ。忌いま々いましいが、俺にはわかる。わかってるんだ）

　行く先に、大きな円形の広場が見えてくる。あの先に、『英雄塔』はあるはずだ。

　そして恐おそらく、いや絶ぜつ対たいに、

（あいつが、そこで待っている────！）

「────来間ッ!!」

　と、自分の名前に意い識しきを打たれ、鉄斎は我われに返る。

　慌あわてて足を止めると同時に、世界に色と音が舞まい戻もどってきた。そして、

「遅おそいぜ官かん憲けん、気き張ばらせんじゃねぇぞ!!」

　周囲の騒音も何もかも、一いつ切さい気にせず蹴け散ちらして、その声は耳に突つき刺ささる。

　黒のダブルスーツをあちこち引き裂さき、フレームの歪ゆがんだサングラスを強ごう引いんに鼻へ引っ掛かけた平隈愛兎が、しかしむしろ生き生きとした獰どう猛もうな笑え顔がおを浮うかべて駆かけ寄よって来た。

「この辺はひと際きわ連中が群むれていやがるからな。ここが奴やつらのアジトってトコだろう、違ちがうか？」

「ああ……そんな所だ。いい勘かんをしている」

　呼こ吸きゆうを整えながら、塔を見上げる。

「あのヘルメットたちはこの塔から発信される指令で動いてる。指し導どう者しやは……死んだ。指令さえ止められれば、このふざけた仮か面めんパーティはお開きのはずだ」

「オーケー、俺たちに任まかせておきな──と、言いてぇところなんだがな、ホントはよ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で愛兎がぼやく。剃てい髪はつした頭に手を載のせて、彼はたった今走ってきた広場のほうを振ふり向いてみせた。彼に倣ならい、鉄斎もそちらを見やる。

　広場に陣じん取どる黒メットの数は、尋じん常じようではない。ざっと見て、五十人もいようかというルインズ・ギャングと同じか、下へ手たをすればそれ以上だ。

　つまらなさそうに渋じゆう面めんを造つくり、愛兎は早くもずり落ちてきたサングラスを押おし上げる。

「見ての通りだ、とんだクソ面倒タフ・シツトをこさえられた。あの黒くろ塗ぬりのゴキブリ野郎共、蹴っても突いても減へりやしねぇ。いや、ミジンコ一ミリばかりヤバかったぜ、実じつ際さいな」

　言って、愛兎は歯を剝むいて笑う。人食い鮫ざめはきっと、本当にこんな声で笑うに違ちがいない。

　その顔から鉄斎は目を逸そらす。どこでもない場所を睨にらみ、彼はぶっきらぼうに呟いた。

「──で、どこにいるんだ？」

「話の早い奴やつは必ず優ゆう秀しゆうと決まってる。来間、あんたやっぱり良い警けい官かんだ」

　一言で、愛兎は察さつしたようだった。にやにやと子こ供どもじみた──確たしかに未成年だが──笑顔を浮かべると、広場の端はしに停とめてあるジープに駆かけ寄より助手席側の窓まどから頭を突つっ込こむ。

　すべて予想通り。いや、分かっていた通りだった。

（あれだけ街を守ると吹ふいてた平隈愛兎だ。こいつを見み過すごすわけがない）

　愛兎は車から何かを持ち出して戻もどってくると、無む造ぞう作さにそれを放り投げてくる。

　両手で挟はさみこんでそれを受け取り、鉄斎は嘆たん息そくまじりに空を仰あおぎ──苦く笑しようした。

（それにこいつなら、どんな手を使ってでもここに来たに違いないんだからな！）

「頼たのむぜ。あのクソ共をどうにかできるなら、きっとそれをするのはあんたらなんだ！」

　愛兎の言葉も今はどこか遠く聞こえる。

　受け取ったものは、バイクのヘルメットだった。『盲もう目もくの勇者』ではない。黒い素そ地じを彩いろどる、鮮あざやかなファイア・パターン。踊おどる炎ほのおに包まれて睨みつける髑どく髏ろのペイント。そして風ふう防ぼう部に走る、かすかな光の軌き跡せき。

　太陽の勇者──ジャストルッバート・ホーイッツが、そこにいた。

「……久ひさし振りだな、ジャバ」

「ジャバではないが久し振りだな、テッサイ」

　かぱかぱと風防を上下させながら、ジャバは変わらぬ淡たん々たんとした声で答えてくる。

　思わずそこから目を背そむけそうになって──必死の思いで、鉄斎は視し線せんを彼に固定した。

「あの後、色々と考えてな」

　言葉を切り出したのは、ジャバが先だった。

「私は特とく務む騎き士しだ。特務騎士ゆえに、シナを殺すことになろうと魔ま王おうを討うたねばならぬ」

「──そういう話だったな」

　静かに同意する鉄斎の胸むねに、憤ふん怒ぬはない。ただ頷うなずき、山林の湖面のごとく静まり返った心に言葉を沈しずめていく。うむと咳せき払ばらいをし、ジャバは後を続けた。

「そして特務を全うするためには、私の力を使う者が必要になる──複ふく雑ざつな魔ま術じゆつは無む機き物ぶつの身で扱あつかえるものではないからな。そこで生まれたのが、我われら自じ慢まんのサンササンだが」

「恥はじさらし以外の何物でもないと思うが」

「とまれアレは、私とお前が混こん合ごうした存そん在ざいだ。いわば我われ々われは、我々のどちらでもない一人の太陽戦士として、限げん定てい的に転生しているのだ」

　半はん眼がんの指し摘てきは軽やかに無む視しされた。息をつき、鉄斎はジャバを目の高さまで持ち上げる。

「要するに、何が言いたいんだお前は」

「む……つまり私は主命を果たすべく、お前に私を装そう着ちやくしてもらわねばならない。しかし装着されると、我われ々われは否いやが応おうにも太陽戦士サンササンになってしまう」

「なんでお前が仕方なさそうなんだ」

「仕方ないだろう。なってしまうのだから」

　なぜか堂々と言い切られてしまい、鉄斎は反はん論ろんの言葉も見つけられなかった。

「そういう事じ情じようだ、私が太陽戦士になってしまうのは仕方ないことなので、その──」

　急に歯に物が挟はさまったような物言いをするジャバに、鉄斎は怪け訝げんそうに目を細める。

　彼はなおも不ふ明めい瞭りような言葉を呟つぶやき続けた後、やけに腰こしの引けた口調で言ってきた。

「──私が特務騎士ではなくなるのもまた仕様がないことで…………しかして、主命を遂すい行こうする義ぎ務むがなくなるのもまたやんぬるかな、と思いついたわけなのだが、どうか」

「どうかってお前」

　窺うかがうような小声で訊たずねるジャバに、鉄斎が返せたのは──呆あきれた嘆たん息そくだけだった。

「子こ供どもの言い訳わけというんだ、そういうのは」

「やかましいわ。私がどれだけ苦労してこの詭き弁べんを練ねり上げたと思っているのだ」

「自分で言ってりゃ世話ないけどな」

　鼻を鳴らして言い捨すてると、ジャバは音を立てて激はげしく風防を上下させる。怒おこっているらしい。騒さわぐヘルメットをうるさげに遠ざけ──鉄斎は気付かれないように目を擦こすった。

（……まったく、この勇者様は）

　詭弁だ言い訳だと言ったところで、簡かん単たんに吹ふっ切れるならあの場で喧けん嘩か別れはしなかったはずだ。彼にとって主命が己おのれの命より重いという事は、この数日間だけでも理り解かいできている。

「……いいのかよ、お前はそれで」

「まあ、悪いな。主命にそむくなど騎士として、勇者として恥はずべき行こう為いだ」

　淡たん々たんとした、いつもの口調でジャバは言う。いつもの口調だが──その裏うらに押し込まれた自じ責せきと苦く渋じゆうを、鉄斎は聞き逃のがさなかった。

　それをごまかす様に、ジャバは鼻を鳴らす。というか、そんなような音を出す。

「だが構かまわんさ。ここで友の力になれずして、何が騎士か、何が勇者か。そう思わんか？」

「……そりゃ上等だ。だったら、俺がお前にいうべき事なんざ一つッきりしかない」

　息をつき──鉄斎は真正面からジャバを見つめ、決けつ闘とうでも挑いどむように短く言い放った。

「手ぇ、貸かせ。ジャバ」

　ともすれば、傲ごう慢まんでしかない言葉ではある。

　だがジャバは風防に光線を描えがくと、ニヤリと笑えんだ口元すら想そう像ぞうできそうな声で答えた。

「無む論ろんだ」

　だから鉄斎も、ニヤリと笑い返す。

　辞じ儀ぎも遠えん慮りよもお呼よびじゃない。必要なものがあるとすれば、それはとっくに持っている。

「──平隈、《ルインズ》の連中を下がらせろ！」

「待ってたぜミスター、そんなクールなリクエストは聞いた事がねぇ!!」

　突とつ然ぜん振ふり向いて突とつ拍ぴよう子しもない事を言い出す鉄斎に、愛兎は迅じん速そくに反はん応のうした。『盲目の勇者』と盛せい大だいな喧けん嘩かを繰くり広げる少年たちに向かい、搔かき消される事のない大だい音おん声じようで叫さけぶ。

「テメェら、お待ちかねのビッグ・ゲストがご到とう着ちやくだ！　Ｗ・アクセル・ローズもメじゃねぇぞ、とっととステージを空けやがれ!!」

　その号ごう令れいは即そく座ざに効こう果かを示しめした。ルインズ・ギャングたちが、訓練された兵士のように一いつ斉せいに相手から距きよ離りをとり始める。波のように退ひいてくる人に流されそうになりながらも、愛兎はずり落ちるサングラスを無理やり直し、勝かち鬨どきのごとき絶ぜつ叫きようを張はり上げた。

「さあ出番だぜ、旦だん那な方！　いっとうイカしたギグを見せてくれるんだろうな!?」

　鉄斎は答えず、少年たちの流れに逆さからい広場の中心へ駆かけ出した。突とつ然ぜん相手を失いたたらを踏ふむ『盲目の勇者』たちを見やり、摑つかんでいたジャバを装そう着ちやくする。

　どくんっ。突つき上がる鼓こ動どうが脳のうを揺ゆさぶり、熱を持った光が全身を突き抜ぬけ、駆け巡めぐる感かん触しよく。その快かい感かんに意い識しきを任まかせ、鉄斎は心の奥おくで鎖くさりに繫つながれた衝しよう動どうを、解とき放った。

「────爆ばく裂れつッ！」

　突然の絶叫に、ジャバが驚きよう愕がくするのが分かる。風防越ごしの視し界かいがかすかに揺ゆらいだと思った直後──小さな笑い声が響ひびいて、裂れつ帛ぱくの気合と共に朗ろう々ろうたる大声がその後を継つぐ。

「光こう臨りんッ！」

　同時、『盲目の勇者』たちがこちらに気付いた。黒い濁だく流りゆうと化した圧あつ倒とう的てきな殺さつ傷しよう力の奔ほん流りゆうが飛びかかってくる。

　だが、風防の下の顔に焦あせりはない。ただ粗そ野やで伝でん法ぽうな笑顔があるだけだ。

（成なる程ほど──こいつは、呪じゆ文もんだ！）

　叫さけぶ度たびに、心が沸ふつ騰とうしていくのが分かる。傷きずの痛いたみを吹ふき飛ばし、頭の天てつ辺ぺんから腹の底まで力在ある光に満ちていくのが自覚できる。

　ばっ、と風を切る音も勇ましく、広場の中心で両りよう腕うでを真横に突き出す。目の前にはもう、拳こぶしが、足が、黒いヘルメットが、視界いっぱいに広がっていた。

　その脅きよう威いに対たい抗こうするには、たった一言叫んでやればいい。街を守る警けい官かんでも、主命を遂とげる騎き士しでもない。たった一人の誰だれかのために、剣つるぎを振るう戦士の名前を。

　目を見開いて息を吸すい込み、星でも砕くだけそうな声を張はり上げたのは、二人同時だった。




『太陽戦士────サンササン!!』




　その名が聞こえなかった者はそこには居おらず。

　その名を嗤わらう者もまた、そこには居いない。

　名乗りを上げた鉄斎の身体からだが山やま吹ぶき色の燐りん光こうを帯びたかと思うと、それは突とつ如じよとして空間を切り裂さく閃せん光こうと化し、瞬間に一帯を翔しよう破はする。広場の端はしまで退しりぞいていた愛兎が、サングラス越しにも眼めを眩くらませるその光の瀑ばく布ふを辛かろうじて見み透すかせるようになった頃ころには──広場に立って動いている影かげは、彼がよく見知った男の物一つだけになっていた。

「良い魔ま術じゆつだったぞ、テッサイ」

　上じよう機き嫌げんなジャバの感想を聞くとはなしに聞きながら、鉄斎は周囲に転がる人々を見回す。

　男、女、老人、子こ供ども、小こ柄がらな者、筋きん肉にく質しつな者、赤毛の者、鼻の尖とがった者──黒いヘルメットに隠かくされていた顔を外気にさらし、様々な人間たちがそこに倒たおれていた。

「ヘルメットだけ消し飛ばしたのか……？」

「左様。邪じや悪あくレベルを感かん知ちして焼き尽つくす、世界に優やさしい正せい義ぎビームである」

　ぽつりとこぼした疑ぎ問もんに返ってきた答えはとりあえず無視し、背はい後ごを振り返る。平隈愛兎を筆ひつ頭とうに、《ルインズ》の連中がぽかんと口を開けてこちらを眺ながめていた。

　鉄斎はネクタイを緩ゆるめ、あちこちが裂さけたボロボロのワイシャツを風にはためかせる。

　そして夕陽に照らされる《ルインズ》たちに向け、拳を突き上げ大きく叫んだ。

「全部、終わらせてくる……だから、もう少しだけ街の方を頼たのむ！」

　湧わき上がった地じ鳴なりの如ごとき大だい音おん声じようは、返事か歓かん声せいか──多分、両方なのだろうが。

　仲間と一いつ緒しよになって騒さわぐ愛兎に苦く笑しようを溢こぼし、鉄斎はタワーの中へ飛び込んでいった。




　　　　◆□□◆




　悲鳴には慣なれている。

（……ぃ！　もういい、もうやめろ！）

　自分を指差し、悪あく魔まだ、冥めい府ふの使いだと叫ぶ連中の悲鳴を毎日のように聞いて育ったのだ。麻ま痺ひしない方がどうかしている。だから彼は、脳のう裏りに反はん響きようする悲鳴程てい度どで足を止めたりはしない。纏まといつく叫きよう喚かんを引きずり踏ふみ抜き、ただ為すべき事を為すだけだ。

（お願いだ、やめてくれ！　これ以上……これ以上、殺すんじゃないッ!!）

　嘆たん願がんする詩菜の声は、僅わずかに涙なみだぐんですらいたかもしれない。

　だが、止まるわけにはいかないのだ。悲ひ壮そうな叫喚を黙もく殺さつすると同時に──魔王ニカ・カジは、飛びかかってきた人間の顔面に踵かかとを打ち込んでいた。

　皮ひ革かくのベルトで締しめ上げたブーツは、いとも容易たやすく相手の頭部を覆おおっていた黒いヘルメット──『盲ブ目ラのイ勇ン者ド』を貫つらぬき砕く。蹴け散ちらされた人間は半回転も身体を捻ひねり、ブロック敷じきの床ゆかに倒れ伏ふした。砕くだけたヘルメットから首くび筋すじを伝い、その場へ広がる──血。

　死体を見下ろし、彼は軽く息をついた。ほんのわずか眉まゆ尻じりを下げ、軽く、とても軽く。

（…………止めるだけで良かったんだ）

　と、意い識しきの片かた隅すみに、悄しよう然ぜんとした詩菜の声が浮うかぶ。

（殺す必要なんてなかったのに）

　言われ、彼は改めて背はい後ごを振ふり返った。

　辺り一帯を俯ふ瞰かんする、菱南市で最も高い場所──『英えい雄ゆう塔とう』の屋上。

　平和を願い築きずかれた空くう中ちゆう庭てい園えんには、しかし今、無数の死体があった。捩ねじれ、砕け、放り出された人形のように転がる彼らは、いずれもひしゃげたヘルメットで顔を隠している。

　日ひ暮ぐれの陽光以上の赤が演えん出しゆつする凄せい惨さんな光景の中に立ち、魔王は肩かたを揺ゆらした。

「彼らはお前を害する可か能のう性せいがある」

（だからって…………！）

「お前を真に救うため、一いつ切さいの妥だ協きようは許ゆるされない。あらゆる危き険けんは除のぞいて然しかるべきだ」

　まだ何か続けようとする詩菜に、彼はそれ以上取り合わなかった。死体を踏ふみ越こえ、ぞっとするような静せい寂じやくの中をことさら平板に歩き出す。

　彼は屋上の中心、このタワーを模もした円柱状の巨きよ大だいモニュメントの前で足を止める。

　そこには金きん属ぞくのプレートがはめ込こまれていた。画が板ばんほどの大きさのプレートには流りゆう麗れいな書体で過か去この日付が刻きざまれていて、その下に他ほかの文字より大きく、こう記されている。

『英雄・来間徹てつ斎さいの名の下もとに、この街に無む窮きゆうの平和が在ある事を祈いのって』

「……英雄も、とんだ道どう化けだな」

　嘲ちよう笑しようをこぼし、彼は胸むねの高さにある青せい銅どう色のプレートを眺ながめていた。そして不意に脚あしを──鉄板仕込みのブーツを持ち上げ、いかにも無む造ぞう作さにプレートを蹴けりつける。

　がん、と硬かたい音と共に、プレートはあっさり柱から剝はく離りして床ゆかに落ちた。

　プレート自体には目もくれず、魔王は柱の表面──プレートのあった位置を凝ぎよう視しする。そこには四角い穴あなが開いていて、奥おくに幾いくつかの計器類と操そう作さパネルらしきものが見えた。

　あの哀あわれな老知事から引きずり出した記き憶おくが耄もう碌ろくしていたのでなければ、これが『盲目の勇者』の中ちゆう枢すう装そう置ちということになる。これさえ破は壊かいすれば、彼女を取り巻まく当面の危険は霧む消しようするだろう。それはつまり──

「シナ、お前に最大限げんの感かん謝しやを捧ささげよう。これでお前は救われる。それをもって、私は闇やみの一族の誇ほこりを証しよう明めいし、姉上に託たくされた使命を、全まつとうすることが出来るのだッ……！」

　半ば恍こう惚こつとした笑えみを刻きざみ、魔王は左肩に触ふれた。押おし当てられた手の下から禍まが々まがしい魔術甲かつ冑ちゆうの翼つばさが伸のび上がり、身体を濁にごった黒に鎧よろっていく。

　この拳こぶしを目の前の仕し掛かけに突つき刺させば、全すべてが完かん了りようする。それだけで、無む限げんともつかない昼に怯おびえ、無む尽じんとも分からない光を恐おそれながら守り抜ぬいた悲願が叶かなうというのに、

（本当にそうなのかな）

　その一言が、魔ま王おうニカ・カジの全てを制せい止ししていた。

　すでに頭部を除のぞき甲冑の侵しん食しよくは完了している。振り上げた腕うでを軋きしらせ止めて、彼は続けて流れ込む静かな意識を感覚した。広大な河かわのように静かに、断だん固ことした詩菜の言葉。

（ニカ・カジ。君の姉さんは……本当に、君にそんなことを望んでいた？）

「……シナ、私はお前に感かん謝しやしているが」

　ゆるく頭を振り、溜ため息いきをこぼす。詩菜の言葉を締しめ出そうとするかのように、深く。

「二度までも姉上を侮ぶ辱じよくしたとあっては、黙もくして赦しや免めんをくれてやる事は出来ないのだぞ」

（違ちがうよ。お姉さんの考えが間違っているといいたいわけじゃない）

　生物全てを脅きよう迫はくするような魔王の唸うなり声を、詩菜は簡かん単たんに受け止めた。弾はじき返すでもなくただ、受け止めた。息を吞のむ彼に注ぎ込むように、言葉は続く。

（理想も誇ほこりも大切だ。だが……たった一人の家族を助けようという時に、そんな難むずかしいことは考えていられないさ。たぶん、そんな時は）

　紡つむがれる言葉の一つ一つに縫ぬいこまれた苦い寂せき寥りようは、屋上の高空に吹ふく風に流れることもない。染しみ入るように、包み込むように心へ触ふれ──そして、斬きり込んで来る。




（……そんな時は、自分のことより、どんな信念より、可愛かわいい弟のことしか考えられないんじゃないかな）




「────────────なん、だと…………？」

　彼女の言葉は頭の中を真っ白に吹き散らし、続いて、真っ黒に濁にごらせていった。

　詩菜の発言。詩菜の思惑おもわく。姉の発言。姉の理り想そう。姉の思惑。詩菜の想おもい。姉の想い。

　全てが決けつ河かの勢いきおいで脳のう裏りを駆かけ抜けていく。心しん臓ぞうを石いし臼うすで挽ひかれるような激げき痛つうが襲おそう。

　それは、足元が崩くずれていく恐きよう怖ふ。踏ふみしめた磐ばん石じやくの基き盤ばんが揺ゆらぎ形を失っていく。彼という人間の中心が溶とけ出していく。信じていたものが、否ひ定ていされていく──

　そのおぞましい恐きよう怖ふを振り払はらいたいがために、ニカ・カジは夕ゆう暮ぐれの空に吼ほえた。否いな。それは、恐怖を振り払う咆ほう哮こうではなく……恐怖から逃にげ出すための、ただの悲鳴。

　叫喚はすぐに止やむ──止んだはずだ。だがそれはどうでも良い。どうでも良い事だ。

（ニカ・カジ……？）

「──シナ、お前は……」

　懸け念ねんの意思を向けてくる詩菜に、魔王は淡たん々たんと言葉を向ける。触ふれるもの全てを斬り捨すてる、捩ねじれて歪ゆがんだいびつな言葉を。

　ゆっくりと、甲かつ冑ちゆうの左ひだり肩かたに手を滑すべらせる。そして、指先に僅わずかに力を込め──

　次の瞬しゆん間かん、自じ我がの一部へ残していた詩菜の意い識しきに、爆ばく発はつ的な闇やみの奔ほん流りゆうが襲おそい掛かかった。

（かッ……!?　く──に、か……なにをッ!!）

「お前は、シナ…………姉上が私に託たくした想いが、虚きよ構こうであるというのか？　馬ば鹿かを言うな……そんなはずがあるものか──そんなはずがあるものかッ!!」

　かすれた声でうめく詩菜にさらなる圧あつ力りよくをかける。意い図と的てきに形成していた意識の防ぼう壁へきを取り払い、魔王ニカ・カジは八桐詩菜の精せい神しんを喰くい尽つくしにかかった。

「そうか──シナ、お前はまだ、あの男のために身を削けずろうというのだな!?　だから、だからそんな言葉を吐はく…………!!」

（ッ……か、ちが……話、をッ……！）

「やはり不完全だ！　その盲もう目もくの献けん身しんを是ぜ正せいせぬ限かぎり……お前はいずれ、奴やつのために朽きゆう滅めつの途みちを辿たどることになるッ！」

　存ぞん外がいに強きよう硬こうな抵てい抗こうを見せる詩菜に、彼は容よう赦しやなく侵しん食しよくの牙きばを突つきたてる。か細い悲鳴程てい度どに残ざん留りゆうしていた詩菜の意識は彼の精神に飲み込まれ、そして────消えた。

　肩を上下させ、荒あれた呼こ吸きゆうを整えながら、彼は傷きず跡あとに触ふれた手を強く握にぎり締しめる。

「…………やはり……やはり。シナを救うには、彼女を縛しばる呪のろいを根こん元げんから断たつしかない……ハハ、もとより、隔かく絶ぜつできる呪じゆ縛ばくではなかった、か……」

　震ふるえる指で甲冑に爪つめを立て、ニカ・カジは弱々しくひび割われた声で呟つぶやいた。

　と──突とつ如じよ、指を立てた肩当てが、ばき、と異い音おんをたてて砕くだけ散る。

　驚きよう愕がくに呻うめいて、彼は弾はじかれたように右手を引き戻もどした。

　恐おそる恐る開いた拳こぶしの中に残っていたのは、金きん属ぞく光こう沢たくを持つ黒色の破は片へんではない。乾かわいた泥どろのように脆もろい、カマドの灰はいにも劣おとるみすぼらしい灰色をした、一握りの土くれである。

　甲冑を維い持じする魔力が足りないのだ。

　──あり得ない。減げん衰すいが速すぎる。

　考えられる原げん因いんは一つだけだ。が……頭を振り、彼は思考に歯止めをかけた。

　──だめだ、それ以上考えるな。魔王の名の示しめすまま、迷まよわず動けばそれでいい。

　ゆっくりと身体の向きを変え、彼は背はい後ごを振り返る。視し線せんの先には、タワー内部へつづく階かい段だん。屋上へ出る道はここ以外にない。やってくるなら……ここからだ。

　呼こ吸きゆうの間かん隔かくを徐じよ々じよに伸のばしつつ、彼は厳おごそかに目を伏ふせる。階段の下からこちらへ駆かけ上がってくる足音が聞こえた。ちっぽけだが迷いなく、そして力強く駆け抜ける戦士の足音。

　小さな嘆たん息そくをこぼして、ニカ・カジは何かに頼たよるように、すがり付くように、叫さけぶ。

「シナを真に救うために……姉上が託してくださった想いを完かん遂すいするために……姉上のためにッ…………貴き様さまは、ここで殺さなければならないのだ──────『テツ』ッ！」

　そして同時に──彼は自分の中からひどく大切な何かが失われたことを、確かく信しんした。







「詩菜ッ！」

　──鉄斎が『英えい雄ゆう塔とう』の屋上にたどり着いた頃ころには、もう日は沈しずみかけていた。幾いく人にんもの『盲もう目もくの勇者』が倒たおれ伏ふす屋上の中心に立つ巨きよ大だいな柱は、落日の斜しや光こうを浴び長い影かげを伸ばしている。その柱の下に、求めた姿すがたはあった。

　見み慣なれた顔、見慣れた体たい格かく、聞き慣れた声──だが決定的に違ちがう、その瞳ひとみ。

　静かにこちらを睨にらみ据すえる、魔王ニカ・カジがそこに居いる。

「……あるいは」

　鉄斎が何か言うよりも早く、ニカ・カジは甲冑を軋きしませ一歩踏ふみ出してきた。

「あるいは先せん刻こく、貴様を殺していれば……我が悲願はとうに成されていたのかもしれん」

　さらに、もう一歩。鉄斎はぐっと顎あごを引き、真正面からその瞳を睨み返す。

「あるいは貴様が忠ちゆう告こくどおり逃にげ出していれば……望みは果たされていたのかもしれん」

　三歩目を踏み出しながら、魔ま王おうは右みぎ腕うでを宙ちゆうに差し伸べ、何かを持ち上げるように手の平を空に向けた。その上に、虚こ空くうから現げん出しゆつした黒色の甲冑が紐ひも状じように球体を編み上げ──ややあって、鉄てつ兜かぶとのような仮か面めんを作り出す。その仮面を無む造ぞう作さに装そう着ちやくしながら、四歩目。

「しかし私は貴様を殺せず、貴様は再ふたたびシナの前に立った。貴様がいる限かぎり、シナは無用の苦く痛つうを自ら負い込む。彼女をそこから救い出せねば……我わが悲願は、成りえない」

「……ああ、そうかよ」

　低く呟き、鉄斎もまたニカ・カジに向かい歩を進めた。相手のそれよりは、幾いく分ぶん速く。

　瞬またたく間とはとても言えないが、それでも息を吞のむほどの余よ裕ゆうを持つでもなく、両者は顔をつき合わせた。互たがいの靴くつの先が触ふれる距きよ離りで、視線の剣けん戟げきを繰くり広げる。

　打ち合う視線を断たつように、一いち陣じんの風が吹ふいた。辺りに躍おどる血けつ霧むが吹き払はらわれるのを待って、鉄斎は突きつけるように言い放つ。

「詩菜を返せ」

「応おうと答える道理もなかろう」

　先に息を絞しぼったのはどちらだったか──

　どちらにせよ固めた拳げん骨こつを相手にぶつけたのは、二人同時のことだった。

　がんっ、と鈍にぶい音がして、視界が揺ゆれる。顔面で相手の拳こぶしを受け止めた鉄斎は、よろめきながら後ずさりした。ヘルメット越ごしの打だ撃げきだというのに目眩めまいすら覚える。

「大だい丈じよう夫ぶか、テッサイ」

「ッつ……ああ、大した事はない」

　声を上げるジャバに、多少は誇こ張ちようして答えておく。素す直なおに信じたわけでもあるまいが、ジャバは深く言げん及きゆうしなかった。

「うむ、その意気やよし。時にテッサイ、大事な話がある」

「そいつはこの場でたった今、なにがなんでも必要な話か？」

「即そつ刻こく只ただ今いま話さねば立ち行かぬ話だ。奴やつの鎧よろいを見ろ。右手と腹ふく部ぶ、それに左の肩かた当あてだ」

　硬かたい声で言うジャバに従したがい、鉄斎は視し線せんを移い動どうさせる。

　先ほど対たい峙じしていた場所から数歩下がったところに、ニカ・カジの姿はあった。殴なぐられた脇わき腹ばらを押おさえ、肩を大きく上下させている。そしてその脇腹と、そこを押さえる手てつ甲こう部分──ジャバを殴った右拳こぶしを覆おおう甲かつ冑ちゆうが、砕けていた。粗そ末まつなねずみ色に変色した甲冑の隙すき間まから白い肌はだが覗のぞいている。左肩の肩当ても同様に変色し、破は損そんしていた。

　眉まゆをひそめる鉄斎に、ジャバが小さく囁ささやく。

「見た所、あれは私が知る限かぎりでは最上級の武ぶ装そう魔ま術じゆつだ。凍とう竜りゆうの牙きばにすら耐たえうるかもしれん。破は壊かいは、容よう易いならざる業わざのはずだ」

　緊きん張ちようというより困こん惑わくの色が濃こいジャバの言葉に、鉄斎は痛いたむ額ひたいへ手をやりながら──ヘルメットの上からでは意味がないと気付いたのはそこに触ふれてからだった──もう一度、魔王の甲冑を見やる。灰はい色に染そまった鎧は、確たしかに砕けている……

「……その、凍竜の牙とやらは……」

　汗あせばむ拳を開き、もう一度握り。

「まさか、俺おれの拳げん骨こつより脆もろいとでも？」

「お前が素す手でで三十枚まいの鉄てつ盾たてを貫つらぬけるとでもいうのなら、そういう事になるのだがな」

　答えるジャバの声が、低くヘルメットの内に反はん響きようした。風ふう防ぼうに仄ほのかな光線が走り、戸と惑まどうようにわずかなカーブを描えがく。

　その軌き跡せきが消え去る瞬しゆん間かん、ジャバは再さい度ど言葉を発した。声はやはり低く、淡たん々たんと。

「ふむ、やはりそれしかあるまいか。テッサイ、よく聞け──奴は、魔力を失っている」

「──あん？」

　ジャバが断だん定ていするのに、鉄斎は鼻から抜ぬけるような疑ぎ問もん符ふを上げた。

「でなければ、あの鎧がい装そうが損そん傷しようする理由が思いつかん」

「……弱っている、のか？　だが、なんで」

　訝いぶかしげに呟つぶやいて、目を細める。

　その疑問にうむ、と一言前置きしたジャバが、続けて何かを言いかけた。だが。

「……私が、闇やみに噓うそをついたからさ」

　ジャバよりも早く──魔王自身が、先に口を開く。

　ぼろぼろと砕さい片へんをこぼす鎧の脇腹を押さえつつ、彼はわずかに足を滑すべらせ体重を移い動どうさせ、こちらに接せつ近きんしてきた。

「闇あん寧ねい魔術は、心に巣すくう闇を糧かてに奇き跡せきを編あむ業わざだ。欲望、怨えん憎ぞう、執しゆう念ねん──しかし、一度闇への誠せい意いを失った時……喚よび手は闇に背そむいた報むくいとして、あらゆる闇に見放される」

　ごとっ──重い音を立てて、魔王の脚あしから甲冑の具ぐ足そくが剝はく離りする。乾かわいた粘ねん土どにしか見えないそれは床ゆかに敷しかれたブロックに転がると、見る間に風に吹ふかれ、塵ちりと消えていく。

「シナはまったく、正しかった。私は目をそむけていたのだ……己おのれを騙だましていたのだ……姉上を死地に置いた罪つみから逃のがれたいがために、姉上の想おもいをすら、偽いつわっていたのだ……」

　あらわになった鉄板入りのブーツが床ゆかを引っかいた。ブロックが削けずれる乾いた音に紛まぎれるように、魔王は独どく白はくする。そこに込こめられているのは、自じ嘲ちようと──慙ざん愧き。

「『姉上の悲願を果たす』──なんとも、浅ましい言い訳わけじゃないか。己の無力を言い繕つくろうため、姉上の想いを利用した……私は光に焼かれ、闇に排はいされるのが当然の、卑いやしき魔王……忌むべき、咎とが人びとだ」

　力なく紡つむがれる声は、そのまま立ち消えてしまいそうなほどか細く、儚はかない。

　零ゼロ課かのオフィスで、《ルインズ》のアジトで、あるいは、あの夜の倉庫街で。光も凍いてつく闇を操あやつってみせた魔王ニカ・カジの姿すがたは、そこにはない。

　息を吞のみ、鉄斎は無む意い識しきの内に足へ力を溜ためていた。

　仮か面めんの下から、ともすれば聞き逃のがしてしまいそうな声が──薄うすい笑いが漏もれ出いでてくる。

「魔術に依よって繫つなぎしこの命……闇が私を拒きよ絶ぜつした今、もう……決して長くはなかろう」

　ぐい、と強く胸むな元もとに手を当てると、魔王はそのまま指を甲冑に突つき立てた。辛かろうじて黒色を保たもっている指先は鎧を突き破やぶり、そのままばりばりと、紙でも破やぶるように引き剝はがす。

　黙だまって拳こぶしを握にぎり直し半身に身み構がまえる鉄斎の見る前で、魔王は次々と身体からだから鎧を剝ぎ取っていく。打ち捨すてられた甲冑は粉ふん塵じんの単位にまで崩くずれ去り、風に舞まい散っていった。

　やがて、左ひだり腕うでと頭部を残してほとんどの鎧を脱ぬぎ捨てた魔王は、沈しずめていた肩を一いつ杯ぱいにいからせて、左手をこちらへ突きだした。

「だが、残された命の刻とき……私は、あえて噓をつき続けよう。私の闇に背そむき続けよう。もう私には────この想いより他ほか、縋すがるものなどないのだからッ！」

　瞬しゆん間かん、爆発音が鉄斎を打ちのめす。

　屋上全体を揺ゆるがすほどの速度で踏ふみ込んできた魔王の拳は、空気を裂さくのではなくもろともに突き飛ばして、こちらの顔面へと迫せまってきた。とっさに身体を捻ねじった鉄斎は、鼻先を凄すさまじい風ふう圧あつが擦さつ過かしていくのを見送りながら、背はい後ごへ跳ちよう躍やくする。身体ごと飛び込んできた魔王が脚あしでその勢いきおいを殺す──ブーツの底が、がりがりと火花を散らした。

　改めて体たい勢せいを整える鉄斎へ素す早ばやく振ふり返り、魔王はもう一度左手を差し伸のべてくる。今度は拳ではない。それが無む双そうの名めい剣けんであるかのように、伸ばした指でこちらを示しめす。

「『テツ』、貴き様さまの呪じゆ縛ばくからシナを解とき放つ！　我が悲願成なす、それが唯ゆい一いつの術すべだッ!!」

「ああ……畜ちく生しようめ、そうかよクソッタレ！」

　怒ど鳴なり、鉄斎はぐるん、と肩かたを回転させ、捲まくったワイシャツの袖そでを引き上げた。

　拳を握る。身体を沈しずめる。連動するように呼こ吸きゆうも止まる──感覚から省はぶける限かぎりの余よ分ぶんを省き、彼は魔王に意い識しきを集中した。訓くん練れんの教えを我が流りゆうに崩くずした姿し勢せいのまま、数秒も睨にらみ合い──なにを契けい機きとしたのか自覚できないまま、無む心しんに屋上の床を蹴ける。

　魔王は、慌あわてて飛び退すさるような事はしなかった。走るこちらを静かに窺うかがっている。

　伸ばされた腕を右手で払はらい除のけ、勢いのままに脚を放つ。脇わき腹ばらを狙ねらった蹴けりを、魔王は半歩身体をずらして回かい避ひした。そして、最初に払われた左拳を強く握る──が、その頃ころにはこちらの右手も引き戻もどされている。互たがいに躊ちゆう躇ちよはない。睨み合ったまま、二人は渾こん身しんの力で拳を放つ。軌き道どうはすれ違ちがうでもなく、真正面から重なり合っていた。

　そして──光と闇が炸さく裂れつする。

「ぐぅっ…………！」

「ぬあぁぁ…………ッ！」

　燐りん光こうを纏まとう鉄斎の拳と、闇を吐はき出す魔王の拳がせめぎ合い、火花じみて魔力を散らす。飛び散る光こう彩さいと暗あん影えい越ごしに、鉄斎は仮か面めんの向こうに隠かくれた瞳ひとみへ唸り声を搾しぼり出した。

「詩菜を、どうしやがったっ…………！」

「意識を縛しばり、闇に封ふうじた……！　我わが命潰ついえぬ限かぎり……彼女は、貴様には渡わたさぬッ！」

　吐き出した怒ど号ごうと共に、魔王が拳を横に払う。がくっ、とそちらへ身体が泳ぎ、魔王の姿が視し界かいから消えた。ほんの刹せつ那な、意識に混こん乱らんが生じる。

「テッサイ、跳とべ！」

　峻しゆん烈れつとした警けい告こくが耳を突く。

　疑うたがう事など思いつきもせず、鉄斎は半ば転てん倒とうするように前方に身体を投げ出した。次いで、背はい後ごで重い破は砕さい音。踏ふみとどまって振り返れば、床ゆかブロックに突き刺ささった凶きよう器き──ブーツの底を引き抜ぬいた魔王が、膝ひざをついて立ったこちらを見下ろしている。

　ぎり──拳を絞しぼる音と共に、ニカ・カジは吐き捨てるような怒号を叩たたきつけた。

「なれば、貴様も答えよ！　貴様はシナをどうするつもりだというのだ、『テツ』ッ！」

「ッ……そんな、もの……決まってる!!」

　張はり合うように怒鳴り返し、右手を振るう。パンチが届とどく距きよ離りではない。が、代わりに腕から噴ふん出しゆつした朱あけの閃せん光こうが拳に導みちびかれるように宙ちゆうを疾はしり、魔王の足元に突き刺さった。

「俺は、詩菜を助けるだけだ！」

　炎ほのおを巻まき上げて爆ばく裂れつするブロックの破は片へんは、魔王に一いつ瞬しゆんの隙すきを生む。鉄斎は素早く立ち上がり床を蹴ると、渾こん身しんの拳で舞まい散る火の粉この壁かべを貫つらぬいた。拳けん先さきに硬こう質しつの感かん触しよく──

「それが……浅せん慮りよだというのだッ!!」

「────ッ!?」

　骨こつ格かくが震ふるえ上がるような悪お寒かんを覚えた時には、もう遅おそかった。

　こちらの打だ撃げきを甲かつ冑ちゆうの左手で受け止めた魔王が、緋ひ色の火か炎えんを砕くだいて飛び出してくる。そしてその勢いきおいのまま、驚きよう愕がくに目を剝むく鉄斎の腹はらに痛つう烈れつな頭ず突つきを見み舞まった。

　息を詰つめて上体を仰のけ反ぞらせる鉄斎へ、魔王は更さらにもう一歩分、距きよ離りを詰つめてきた。

「シナを傷きずつけたのは誰だれぞっ!?　心を引き裂さき、拒きよ絶ぜつしたのは誰ぞっ!?　貴様だ、全すべて貴様の過あやまちだ！　今さら彼女を助けるだと？　それは余あまりに勝手が過すぎぬか、『テツ』！」

　ゆっくりと流れていく視界の中に、振り上げられたブーツが見える。とっさに腕うでで身体からだを庇かばおうとするが──先の頭突きで四し肢しが痺しびれて硬こう直ちよくしている。動けない！

「ぉぉぉおおおおあああああっ！」

　──狂くるおしいまでの憤ふん怒ぬを吐き出して、ぐるりと半円を描えがいた魔王の踵かかとが、鉄斎の胸むな板いたに振り下ろされた。打点を中心に集つどうように闇やみが渦うずを巻まき、弾はじけ飛ぶ。

　頭突きの比ひではない、突き下ろすような、あるいは突き上げるような衝しよう撃げき。神しん経けいの反はん射しや限げん界かいを超こえたのか、痛いたみは感じない──床に叩きつけた背せ中なかの方がよほど心配だった──。

　だが感覚は、覚かく悟ごを決めるほどの暇ひまもなく甦よみがえった。肋ろつ骨こつが爆ばく発はつしたのではないかとすら疑うたがう激げき痛つうに、鉄斎は胸むねを押さえてのた打ち回る。意い識しきと正気が同時に四し散さんしそうだった。

　苦く悶もんにかき乱みだされる意識の間かん隙げきに、滑すべり込むようにして魔王の声が突き立つ。

「今一度答えるがいい、『テツ』。愚おろかな、愚かな……我わが過ちの後進よ」

　頭の脇わきに、床材を削けずる重い衝撃と振しん動どうを感じる。心しん臓ぞうの真上で弾はじけた闇の魔力は、光の喚よび手たるジャバと一体となっている鉄斎に苛か烈れつな損そん傷しようを与あたえていた。焦しよう点てんが合わず、暗く濁にごってかすれた視界に──彼は、自分を見下ろす魔王の姿すがたを辛かろうじて認みとめた。

　ぼやけて滲にじむ影かげの塊かたまりとなった魔王が、ゆっくりと、裁さばくようにゆっくりと、言う。

「貴様は彼女の思し慕ぼを踏ふみ躙にじった、その罪つみの意い識しきから逃のがれるために──彼女の想おもいを、利用しているだけではないのか？」

　明めい瞭りような口調だった。

　吸きゆう血けつ鬼きの心臓を貫つらぬく杭くい、あるいは魔女の首を刎はねるギロチンにも匹ひつ敵てきするような。

「…………俺は……」

　嗄かれた声で呟つぶやく。ただ口から流れ出るだけの、意味のない言葉。闇に蝕むしばまれ、朦もう朧ろうとする意い識しきを漫まん然ぜんとかき回し、答えを拾い上げようとする。

　自分は一体、どうしたかったというのか。

　泥でい濘ねいのような暗黒に吞まれ答えを摑つかめない。自分の想いを示しめせない。

　この闇を照らす光が欲ほしかった。光が──




「それは違ちがうぞ、ニカ・カジよ」




　──光が。

　不明瞭な闇に塗まみれ、思考の混こん濁だくに沈しずんでいた鉄斎は、光が投げ込まれたのだと錯さつ覚かくした。

　暖あたたかな光はふらつく意識を照らし、こびりついた闇を吹ふき払はらう。

「私が保ほ証しようしよう。テッサイはそんな男じゃない……ただ少し、未み熟じゆく者ものなだけだ」

　突とつ如じよ、鉄斎は跳はね起きた。急きゆう激げきに覚かく醒せいした意識と神経に痛みすら感じる。陰いん鬱うつに沈ちん殿でんしていた思考が晴れ渡わたり、闇に吞のまれかけていた心は再ふたたび力に満ちていく。

「おっと。調子はどうだ、テッサイ」

　耳元で、ジャバの声。一いつ瞬しゆん前は光のようだと思えた声は、やはりいつもの物言いだった。

　だからこそ、彼は最初に口を突きかけた言葉を吞み下すと、ことさら無ぶ愛あい想そうに言い放つ──いつも通りの、仏ぶつ頂ちよう面づらで。

「……ふん。その声で気き遣づかわれたところで、説得力がないんだよ」

「ふむ。声が気に入らないと言われれば、人の身に出来る事は何もないのだが」

　飄ひよう然ぜんと答えられ、鉄斎は密ひそかに苦く笑しようを零こぼす。

（……本当に、俺一人で出来る事なんざ、たかが知れてるんだな）

　それは、きっと恥はずべき事ではない。悔くやしいので口には出さないが。

　こちらの内心に気付いた様子もなく、ジャバはあくまで平板に後を続けた。

「声の問題はおいおい解かい決けつするとして、今はまだ喋しやべらせてもらうぞ。──ニカ・カジよ」

　ニカ・カジは、答えない。油ゆ断だんなく身体を沈しずめて、次の瞬間には行動を起こせるように力を蓄ちく積せきしている。同じように身み構がまえる鉄斎を制せいし、ジャバは話を始めた。

「確たしかに、あの夜の酷ひどい言動は私でもちょっと許ゆるせんよ。だが、あれはテッサイの本心じゃない。シナを想い、シナに認みとめられたい一心で──少し、焦あせってしまっただけだ」

「焦った……？」

「詳くわしい事は私の口から話すべきではない。が、男であれば、誰しも一度はぶつかる壁かべだ。未熟者ゆえに、テッサイはその壁にぶつかったのだ。……しかし未熟は糾きゆう弾だんすべき事ではない。誰しも、必ずや未熟なのだからな」

　低い声で唸うなる魔ま王おうに、ジャバは諭さとすようにゆっくりと、抑よく揚ようをつけて話し続ける。

「だからそう責せめてやるな。人は時に意地を張はる。たとえ誰かを傷きずつけてしまおうと──その人が大切だからこそ譲ゆずれない、そんな意地だ」

「…………だが、それは」

「独どく善ぜんか？　確かにそうだな、意外と否ひ定ていはできん。だがニカ・カジ、考えよ。人は少なからず独善の心を持つものだ。心の闇やみに力を得るお前なら、それはわかっていよう？」

　ニカ・カジの身体からだが僅わずかに揺ゆらいだ。

　動どう揺ようしているのだろうか、構えは崩くずれ、立ち尽つくした格かつ好こうでジャバを睨にらんでいる。

「大体お前の言い草を聞いていると、テッサイがシナを傷つけた事が取り返しのつかない大だい惨さん事じのように聞こえるのだが」

「ッ、そう言っている！　心穿うがたれたシナの悲ひ哀あいを……貴き様さま、瑣さ末まつ事と愚ぐ弄ろうするかッ!!」

「誰もそんな事は言ってないだろうに」

　全身から渦うずを巻まく闇を噴ふき上がらせ、魔王が怒ど鳴なる。魔力の放ほう出しゆつがそのまま己おのれの命を縮ちぢめる事を忘わすれたわけでもあるまいが……ともあれ突つき飛ばされそうなほど熾し烈れつな闇のプレッシャーを、ジャバは苦にした風もなかった。ただ、呆あきれたように嘆たん息そくする。

「私は何も、この未熟者に全く非ひがないといっているわけではないのだがな」

「ならば黙だまっていろ！　貴様はいったい何を言いたいのだ、特とく務む騎き士し！」

「分からないか？　では教えてやろう。案外みんな忘れがちな事なのだが──」

　激げつ昂こうする魔王に答えるジャバの口調は、あくまで余よ裕ゆうを失わない。飄ひよう々ひようとした口くち振ぶりで何という事もなさそうに、彼は続けた。

「人は、許す事が出来るのだ。だから人は、人を想おもえるのではないか？」

　献こん立だての意外な一ひと工く夫ふうでも語るような言葉に、ニカ・カジが絶ぜつ句くする。

　言葉を失ったのは鉄斎も同様だった。ただ、こちらは魔王とは別の理由からだったが。

　根こん拠きよはないが、今の言葉は自分に向けて言われたものだと、鉄斎は直感していた。

　手を伸のばし、側頭部に触ふれる。人ならざる姿すがたの勇者は何も語らなかったが──迷まよう背せ中なかを押おすような、微かすかな熱を伝えてくれた。その手を力強く握にぎり締しめ、決然と顔を上げる。

　──もう、すぐに日も沈しずむ。決着をつけるのにいい頃ころ合あいではあった。

「……ニカ・カジ、お前の言うとおりだ。俺おれは詩菜を傷つけた。……傷つけちまった」

　大きく一歩、相手へ近ちか寄よる。

　彼ひ我がの距きよ離りはもう何メートルもない。足を踏ふみ出せば、すぐにでも手が届とどく距離である。

「だから…………俺は謝あやまるよ」

　魔王は静かに佇たたずんでいる。左手を覆おおっていた甲かつ冑ちゆうもいまや黒色を失い、崩れ落ちていた。仮か面めんだけが一いつ寸すんの欠けもないまま、その下の表ひよう情じようを包み隠かくしている。

「謝って、謝って謝って、いつか許ゆるして貰もらえたら、改めて……今度は、叱しかってやる」

　風ふう防ぼうに、薄うすい光の軌き跡せき。

　数日前に出会ったばかりの、勇者が取り憑ついたヘルメット──まったく余よ計けいな事ばかり良く喋しやべる最高の相あい棒ぼうは、今は黙だまって、全すべてを彼に任まかせてくれていた。

「だいたい、勝手なんだ……一人でずたぼろになって。隣となりにいる俺の気も知らないで」

　詩菜の意い識しきは封ふうじてあると、魔王は言った。いま何を言っても、彼女の耳には届かない。

　だが、それでも鉄斎は魔王ニカ・カジではなく、その奥おくにいるはずの詩菜に──大切な彼の家族に向かって、真まっ直すぐに言葉を紡つむいだ。

「……いい加か減げんに気付いてくれよ、詩菜姉」

　軋きしむ筋きん肉にくを叱しつ咤たして、徐じよ々じよに体重を移い動どうさせる。それに呼こ応おうしたわけではあるまいが、黙だまって彼の言葉を待っているニカ・カジもまた、僅かに体たい勢せいを変えたようだった。

「アンタを、傷つけたかった訳わけじゃないんだ」

（……聞こえてるか、詩菜？）

　頼たのむから聞かないでいてくれ。ともすればこれは、呪じゆ文もんを唱えるよりも恥はずかしい。

「俺は──」

　握り締しめた手に光が宿る。

　挑いどむように、祈いのるように突き出した拳こぶしは、全てに決着をつける無む敵てきの切っ先だ。

　鮮せん烈れつな黄金の輝かがやきを放つ光は、今まで喚よんだどの魔ま術じゆつよりも眩まばゆく、猛たけ々だけしい。太陽のような──否いな、太陽そのものと化した右手を握り、彼はあらん限かざりの力を込こめて床ゆかを蹴けった。

　構かまえられた魔王の拳には、悲ひ壮そうに猛る闇が渦を巻いている。その闇に、残された魔力が、命が、想いが──魔王ニカ・カジという男の全てが注そそぎ込まれている事が、何の疑ぎ問もんもなく確かく信しんできた。当然だ。全てをこの拳骨に預あずけているのは、自分も同じなのだから。

　時じ刻こくは黄昏たそがれ。光と影かげが彩いろどる世界の中心で、戦士と魔王が交こう錯さくする瞬しゆん間かん──

　太陽と闇の狭はざ間まで、鉄斎は叫さけぶ。




「俺はアンタを護まもれる男だと、言ってやりたかったんだッ!!」




　────闇が、爆はぜる。

　白い首くび筋すじを仰のけ反ぞらせ、魔王ニカ・カジは、宙ちゆうを舞まう黒の仮か面めんを見上げていた。

　突き出したままの拳は途と切ぎれたようにほどけ、膝ひざはゆっくりと折れていき──最後はその瘦そう軀くごと、仰あお向むけに倒たおれこむ。弾はじき飛ばされて跳はね上がっていた仮面が、甲かん高だかい音を立てて屋上の床に転がったのは、ちょうどその時だった。

　倒れた魔王の傍かたわらに片かた膝ひざをついた鉄斎は、のろのろとその仮面に視し線せんをやり、呟つぶやいた。

「お前も……そうだったんじゃないのか？」

　ぽつりと言い、鉄斎は被かぶっていたヘルメットを脱ぬいで、足元に置く。

　涼やかな風が心地ここちよく額ひたいを滑すべっていった。

「……そうか、な……そうなのかもな……」

　足元で小さくこぼしたのは、ニカ・カジだ。凍いて付く闇夜のようだった瞳ひとみは鋭するどさを失い、いまは力なく鉄斎を見上げている。

「──テッサイよ。貴き様さまの勝ちだ。だが、貴様は決して慢まん心しんすべきではない。まずは自覚し、自じ戒かいしろ。己おのれの無力のせいで家族を失うのは……ひどく、辛つらいことだぞ」

「案ずるな。私が監かん督とくする」

　魔王の呟きに同調したのは、床に置かれたジャバだった。鉄斎とニカ・カジは同時にそこに視線をやり、やはり同時に苦く笑しようする。

「……残念だったな、特とく務む騎き士し。故こ郷きようも君主も捨すてて追ってきたというのに、私は貴様の手にはかからない」

「されど、私は友の力になる事が出来た。受じゆ勲くんはないが、これ以上の名めい誉よもあるまいよ」

　飄ひよう逸いつとした態たい度どのジャバに、魔王は呆あきれた風に鼻を鳴らした。そして口の端はしを歪ゆがめ──自じ嘲ちようのこもった笑えみをそこに刻きざむ。

「……私は……シナの力にはなれなんだ」

　力なく、疲つかれのようなものが滲にじんだ声で、魔王は呟いた。

「──テッサイ。貴様に頼たよるのは癪しやくだが、頼みがある。……装そう置ちを、壊こわしてやっては貰もらえまいか。せめて……シナが、目を覚ます前に」

「…………、ああ。せいぜい恩に着ろよ」

　神しん妙みように頷うなずき、鉄斎は顔を持ち上げ、視線を屋上の中心点──そこにそびえる柱へ向ける。

　シースに手を触ふれ、機械のパネルが覗のぞく穴あなの前に立ち、無む造ぞう作さに警けい棒ぼうを突つき立てた。ショートした基き盤ばんが火花を吹ふき上げ、小爆ばく発はつを起こす。爆発は内部へ連れん鎖さしているのか、間かん断だんなく破は裂れつ音が続き──突とつ然ぜん何の前まえ触ぶれもなく、あっけもなく、他愛たわいもなく沈ちん黙もくする。

　破は壊かいされ白はく煙えんを立ち上らせる装置を眺ながめ、鉄斎はギリ、と奥おく歯ばを軋きしませた。

　こんな物が全ての元げん凶きようかと思うと、この柱ごとへし折ってやりたいような気分になる。

「フッ……はは……無ぶ様ざま、無様よな」

　背はい後ごを振ふり返る。魔王が、瞳ひとみを伏ふせていた。その目め尻じりに浮うかぶものを、鉄斎は見なかった。柱の前から動かず、深い茜あかね色の空を見上げる。決して、そちらを見てはいけない。

「結局……私は、シナの望みを果たす事も、姉上の悲ひ願がんを遂とげる事も……なにを成す事も出来ぬまま……死んでいく、のだ……………………」

　末まつ期ごの言葉はただ、黄昏たそがれに溶とけて流れていく。鉄斎にも、ジャバにも、それを受け止める資格はない。資格があるとすれば、それはただ一人────

「違ちがうよ……」

　流れる涙なみだは、一体どちらのものだったのか。

「願いなんて……そんなもの、きっと君が、大事な弟が生きていてくれれば、それだけでよかったんだ」

　伏ふせた瞼まぶたを持ち上げて、「彼女」は仰あお向むけに寝ね転がったまま手を伸のばし、そこに転がっていた物を──黒い仮か面めんを取り上げる。

「それに、君はちゃんと……私の一番の望みを叶かなえてくれたじゃないか────ッ」

　搔かき抱いだくように仮面を抱だきしめ、詩菜は、微笑ほほえみながら涙なみだした。

　しばし、その場に言葉はない。鉄斎は空を見上げ、詩菜は仮面を抱きしめ、ジャバは沈ちん黙もくに徹てつしている。やがて、柱が屋上に落とす影かげが一いち段だんと長くなった頃ころ、

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

　奇き妙みような金きん属ぞく音が静せい寂じやくを砕くだいた。

　視線を下ろし、鉄斎は自分も先ほど上ってきた階段の方を見やり──眉まゆを顰ひそめる。

「…………壱いち正まさ？」

　そこから現あらわれたのは、上品なスーツに身を包んだ三み鏃やじり壱正──というか、元はそういう人間だったのだろう異い形ぎようの何かだ。

　零ゼロ課かのオフィスで見た顔面剝はく離りは更さらに度を増まして、いまや右目の周辺を残し全すべての皮ひ膚ふがあの甲かつ冑ちゆうに覆おおわれている。それだけでなく、顔からは同じ金属光こう沢たくを放つ触しよく手しゆ状じようの腕が何本も生えていて、それらが互たがいに打ち合い金属音を奏かなでていた。

　キンッ──カチッ。キンッ──カチッ。

「ぬう。魔ま王おうが死して、遺のこされた魔力が暴ぼう走そうしたか。僅かに自じ我がもあるようだが」

　啞あ然ぜんと口を開ける詩菜の隣となりで、ジャバが泰たい然ぜんとして独ひとりごちた。その余よ裕ゆうの態たい度どに少しだけ期待して、聞いてみる。

「余裕みたいだが、あれやばくないのか？」

「相当やばいな。イチマサの負の感かん情じようをも取り込んでいるせいか、えらく魔力密みつ度どが高い。接せつ近きんに気付かなかったとは、こりゃまた迂う闊かつ」

「死ね！」

　怒ど鳴なる鉄斎に反はん応のうしたかのように、壱正の姿すがたをした怪かい物ぶつはひときわ高く触手を打ち鳴らした。まだ壱正である部分が残っているのだろうか、計画を頓とん挫ざさせた鉄斎と詩菜に対する復ふく讐しゆう心が彼をここまで導みちびいたのだとしたら、その執しゆう念ねんだけは敬けい服ふくに値あたいする。

　静かに戦せん慄りつする鉄斎をよそに、ジャバはあくまで平板な口調を崩くずさなかった。

「案ずる事はないぞ。見たところ、魔力密度に比ひして術じゆつ法ぽう添てん付ぷの文ぶん脈みやくが恐おそろしく甘あまい。暴走体の宿命といったところだな」

「……前から言おうと思ってたが、お前わざと難むずかしい言葉使ってるだろ」

「つまり変へん異いの顕けん現げん点──頭だな──に少し衝しよう撃げきを与あたえてやれば、イチマサから魔力を乖かい離りさせられるという事だ。早く殴なぐれ。先に殴られたら死ぬぞ、多分」

　こちらの指し摘てきは完全に無む視しし、ジャバはさも容よう易いな事のように要求してきた。返答のしようもなく、肩かたを落として嘆たん息そくする。

「……魔法じゃ、だめなのか？」

「駄だ目めという事もないだろうが、それ以前にさっきの魔術で気き張ばりすぎたせいで魔力が空からッケツだ。蠟ろう燭そくほどの光も喚よべん」

　なぜか誇ほこらしげに言ってくるヘルメットに、とりあえず半はん眼がんの一いち瞥べつをくれてやる。

　触手を躱かわしつつ頭部に一撃。消しよう耗もうしきった身体からだに、それは果てしない難なん関かんに思えた。どうしたものかと考え込んでいると──ふと、身体に何かが触ふれてくる。

　そちらに顔を向けるより早く、ぽん、と軽く肩をはたかれた。

「どうしたテツ。何を悩なやんでる」

　その声は、強く、優やさしく。

　その姿は、夕日に沈しずみなお美しく。

「要は、あいつをどやしつけてやればいいんだろ？　確たしかに難しいさ。一人ならね」

　あっさりした口振りで言って──詩菜は、快かい活かつな仕草で肩をすくめた。そして鉄斎に寄より添そうようにして立つと、怪物を睨にらみ身み構がまえ、笑ってみせる。

「ここには私と、テツがいる。だったらきっと、出来ない事は何もないよ」

　目を丸くしてその笑え顔がおに見入り──それからふっと息をつき、鉄斎は警けい棒ぼうを握にぎり直した。

「なるほど。そいつは道理だな」

　不ふ敵てきな笑みを交かわし合い、彼らは同時に前を向く。そして前方に立つ化け物を睨むと、

　どちらからともなく、走り出していた。

　床ゆかを蹴ける感かん触しよくを薄うすい靴くつ底ぞこで感じながら、鉄斎は、湧わき上がる笑みを抑おさえきれなかった。

（そうだとも。独ひとりじゃないなら──出来ない事は、何もない！）

　驟しゆう雨うの勢いきおいで降ふり注そそぐ触手の殴おう打だですらスローモーションに見える。それとは逆ぎやくに、身体は加速し続ける。一歩たりとも遅おくれることなく、隣となりには詩菜が併へい走そうしていた。

「テツ！」

　叫さけび声と共に跳ちよう躍やくし、詩菜が空中で身を捻ひねる。その動作に合わせ、警棒を振りかぶり。

　──そして一いつ瞬しゆんの間を挟はさんで。

　黄昏たそがれの斜しや光こうの中、鉄斎の警棒と詩菜のブーツが、同時に壱正の横よこっ面つらに叩たたき込こまれた。




　　　　◆□□◆




「それにしても、喋しやべるヘルメットとはね」

　手に持ったフルフェイス・ヘルメットを軽く上に放り投げ、詩菜は感嘆の息をついた。

「あだ名はジャバだ。そう呼よんでやれ」

「テッサイ、そろそろその辺の話題について決着をつけておくべきだとは思わんか？」

　上下に揺ゆれながら抗こう議ぎの声を上げるジャバに、鉄斎は詩菜の隣から言い返す。

「呼びやすい上に、覚えやすい。ジャスト某なにがしよりゃ、よっぽど気の利きいた名前だろうが」

「なんたる暴ぼう言げん。いいかテッサイ、この際お前も心得ておけ。そも騎き士したる者、己おのが名には並なみ々なみならぬ誇ほこりと信念を」

「よろしくねジャバ」

「ほら見ろ、採さい用ようされてしまった」

　他愛たわいのない会話を繰くり広げつつ、三人──あるいは二人と一個こ──は街を歩いていた。

　装そう置ちを破は壊かいしたせいか、あちこちで『盲ブ目ラのイ勇ン者ド』を被かぶったままうろたえている者や脱ぬぎ捨すてている者の姿すがたが見られる。住人たちもまだ不ふ審しんそうではあるものの、直ちよく接せつ的な暴力行こう為いは控ひかえている。完全に、とはいかないが──菱南は、一いち応おうの平和を取り戻もどしていた。

「とりあえず……全部、終わったんだよな」

　無む論ろん、これから苦労と混こん乱らんが待ち受けているのは間ま違ちがいない。零ゼロ課か課長のテロ行こう為い、街中に散った『咎人クライム』、塔とうの屋上にとりあえず縛しばって転がしておいた知事の処しよ遇ぐう──解かい決けつすべき問題は、目の前に山積みになっているのだ。

　背せ中なかを丸めて嘆息する鉄斎を、詩菜は楽しげに微笑ほほえみながら眺ながめている。

「さあね？　またひょっこり、異い世せ界かいから魔ま王おうがやってくるかもしれない」

「……ジョークになってねぇぞ」

　幽ゆう霊れいのような三さん白ぱく眼がんで隣を睨にらみつけ、鉄斎は疲つかれた顔で彼女からジャバを取り上げた。

　詩菜は特に抵てい抗こうもせず、代わりに自分で小こ脇わきに抱かかえていた物を軽く投げ上げる。

「──持ってきたのだな」

　呟つぶやいたのは、ジャバである。

　詩菜は落ちてきたもの──魔王ニカ・カジの残した黒い仮か面めんを受け止め、うん、と頷うなずき、

「一人くらい……覚えている奴やつがいないと、可哀かわい想そうだ」

　肩かたをすくめて気楽を装よそおって見せた。

　演えん技ぎが分からなかった訳わけではないが、鉄斎は何も言わずに頷いておく。歩く振しん動どうに脳のうを揺ゆさぶらせつつ何となく魔王の事を考え──

「……と、そうだ」

　ふと思いつき足を止めたのは、運うん河がを渡わたる鉄橋の上──あの夜、鉄斎と詩菜の運命を違たがえた場所であった。川かわ面もに照り返す赤しやく銅どう色の夕ゆう陽ひに横顔を染そめ、詩菜が小首を傾かしげる。

「なんだ、忘わすれ物か？」

「似にたようなもんだ。……詩菜、お前の一番の望みってな、いったい何なんだ？」

　その問いに、詩菜は目を丸くして、ぽかんと口をすら開けて見せた。

　確たしかに唐とう突とつな話題ではある。鉄斎は頭をかきながら、何とか説明を試みた。

「あいつが最さい期ごに言ってたろう、何一つ望みを叶かなえられなかったって。だからせめて、その──俺おれが代わりに叶えてやるのが、供く養ようになればいい、と……思ったんだ、が……」

　言葉が尻しりすぼみになるのは、言い訳わけ臭くさいセリフが恥はずかしかったから──だけではない。なぜか詩菜が、説明が進むにつれ顔を歪ゆがめていき、最後にはとうとう噴ふき出したからだ。

「ッくっ……あはははっ！　い、いやテツ、大だい丈じよう夫ぶだ。今の言葉だけで十分供養になったはずだよ。きっと、あの世で喜んでる」

　腹はらを抱かかえて爆ばく笑しようする詩菜を、鉄斎はただ困こん惑わくして見つめることしか出来なかった。

　ひょっとしたら何かの病気か、と失礼な危き惧ぐを抱いだきつつ、鉄斎は詩菜に問いかけ、

「…………なんだそりゃ。どういう──」

「『いい加減に気付いてくれよ、詩菜姉』」

　──時間が凍こおることもあるのだと、この時初めて実じつ感かんした。

　青草を食わされたような顔で凍とう結けつする鉄斎に、詩菜は棒ぼう読よみ気ぎ味みに後を続ける。

「『アンタを、傷きずつけたかった訳じゃないんだ。俺は────』」

「……………………………………。おい」

「『俺はアンタを護まも』」

「だあああああよせ！　もういいッ!!」

　顔を紅こう潮ちようさせて、鉄斎はへらへら笑う詩菜に飛びかかった。彼女がいま述のべたのは、あろうことか、さきほどタワーの屋上で鉄斎が言ったセリフそのままである。

　ふっふっふと歯を剝むく詩菜に、彼は照れ隠かくしを兼かねて仏ぶつ頂ちよう面づらを造つくってみせた。

「……意い識しきを封ふう印いんってのは、ホラか？」

「魔ま力りよくを失くしたせいなんじゃないかな。意識がなかったのは、ほんの少しの間だよ」

「ッ……じゃあ、何か？　あの時俺が言った何もかんも、全部聞いてたってのか？」

「細大漏もらさず、はっきりと」

　双そう眸ぼうを細め、鉄斎は虚こ空くうを見上げて神に祈いのった──魔王やろうが地じ獄ごくに落ちますように。

「『咎回し』なんぞになってスレてしまってるかと思ったが、可愛かわいいところも残ってるじゃないか。私は嬉うれしいぞ、テツ」

「うるさい、黙だまれ笑うな、抱だきつくな！　頭を撫なでるなッ!!」

　背はい後ごから首っ玉にかじりつき髪かみをかき回してくる詩菜を、怒ど鳴なりながら追い払はらう。

「あんな野や郎ろうを気き遣づかった俺が馬ば鹿かだった！」

「私は気付いていたぞ。魔力に混まじってシナの意識反はん応のうも感じていたからな」

「言えよ、気付いてたら！　その時点で!!」

「さもありなん。なぜ訊きかなかったのだ？」

　もう怒ど鳴なる気力もなく、鉄斎は淡たん々たんと喋しやべるジャバに無言のでこぴんを食らわせた。

　器き用ように風防バイザーで嚙かみついてこようとするヘルメットを適てき当とうにあしらい、どっと疲つかれて欄らん干かんに身体からだを預あずけ、運河を見下ろす。と──小さく、囁ささやくような声が聞こえた。

「……嬉うれしかったのは、本当の事だぞ」

　肩越ごしに振ふり返り、鉄斎は声の主──詩菜を怪け訝げんな眼まな差ざしで見やる。

「気付いてやれなくてすまなかった……知らない間に、随ずい分ぶん大きくなっていたんだな」

　眩まぶしそうに見上げてくる彼女が浮うかべた表ひよう情じようは、からかう様な笑いでも、慈いつくしむような微び笑しようでもない。対等の人間──一人の男、来間鉄斎に向けられた静かな笑えみだった。

「今なら分かるよ。テツはもう一いつ端ぱしの男だ」

「詩菜──」

　欄干から身体を離はなし──ついでにジャバを放り出し──鉄斎は、詩菜と向かいあう。

　ずっと認みとめて欲ほしかった。

　ずっと対等になりかった。

　ずっとそう望み続けてきた相手が、笑顔でこちらを見つめている。足元で文もん句くを垂たれるヘルメットの騒そう音おんすら、今は耳に入らない。

　詩菜の目がそっと伏ふせられる。息を止める鉄斎に、彼女は自ら顔を寄よせてきた。細い黒くろ髪かみがふわりと揺れて、顔をくすぐる。

　ギクシャクと彼女を見返し戸と惑まどう鉄斎に、詩菜は、わずかにその唇くちびるを開いて──




「だが、しかし」




　彼が覚かく悟ご──期待？──していた行こう為いとは、全くかけ離れた行動に出た。

　ぱちくりと眼めをしばたたかせる鉄斎の前で、詩菜はニヤリと歯を剝いた、いつもの見み慣なれた笑顔に戻もどっている。

「私はテツの〝姉〟だからな。この想おもいを譲ゆずる気は、今はまだないよ」

「なっ──」

「だからな、テツ」

　顔を引きつらせる鉄斎の頰ほおに手を伸のばし、詩菜は、緩ゆるく双そう眸ぼうを細めて見せた。

「もっと納なつ得とくさせてみろ。テツが、鉄斎にしか見えなくなるまで」

　運うん河がから風が吹ふきあげる。

　潮しおの香かおりがかすかに混まじるその風が、詩菜の黒髪をそっと踊おどらせた。夕ゆう陽ひを受けてきらめく髪に目を奪うばわれて──鉄斎は慌あわてて我われを取り戻すと、半はん眼がんを造つくって呻うめき声を上げる。

「……そいつはつまり、もっと見れる男になれって事か？」

「ああ。油ゆ断だんしたら、うっかり惚ほれ込むくらいには、な」

「なるほど────そいつは難なん関かんだ」

　嘆たん息そくし、鉄斎は路面で不平を訴え続けていたジャバを拾い上げた。そして、苦く笑しよう一つを残して詩菜に背せを向け、歩き出す。

　要ようするに、百年早いということだろう。

　それは残念ではあったが、不思議と不満ではなかった。と、

「そうでもないさ」

　──それはきっと、簡かん単たんなことだよ。

　ふと、足を止め。

「……何か言ったか？」

「いいや？」

　詩菜は笑って答えた。そして魔王の仮か面めんを抱かかえたまま、彼を抜ぬき去り先に歩いていく。

　眉まゆ根ねを寄せながらその後に続き、鉄斎は、ある事に思い当たって顔をしかめた。

「……で、結局お前の望みって何なんだよ？」

「うん？　ああ──くそう、覚えてたか」

　はぐらかすつもりだったらしい。頭を搔かきながら、詩菜は明後日あさつての方を向いていた。

　疲ひ労ろうの滲にじんだ仏ぶつ頂ちよう面づらを造り、鉄斎は少し早足に歩いて彼女の隣となりに並ならぶ。

「ごまかすなよ。往おう生じよう際ぎわが悪いぜ」

「わ、分かってるよ。言うよ、言うって……」

　口ごもり、少し歩調も乱みだしながら、彼女はしかし観かん念ねんしたようだった。

　鉄斎から目を逸そらし、耳までわずかに赤くしながら、ぶっきらぼうに言い捨すてる。

「……仲直りしたかった」

「は？」

「それだけだ」

　言って、詩菜は完全にそっぽを向いた。

　啞あ然ぜんとして口を開いたまま、鉄斎は彼女の言葉を頭の中で繰くり返し、意味を反はん芻すうして。

　最後に、重苦しい溜ため息いきをついた。

「……よくそんな恥はずかしい事を言えるな」

「分かってる。頼たのむから言ってくれるな」

　両りよう腕うでで頭を抱えるように耳を塞ふさぎ、詩菜は頭を振ふり回しながら呻く。

　どっちが子こ供どもだかと苦く笑しようしながら、鉄斎は腕を伸ばして彼女の肩かたを軽く叩たたいた。そして、頭を止め怪け訝げんそうに顔を見上げてくる詩菜に、そっけなく告げる。

「すっかり呆あきれて言葉もないよ。……そんなの、俺が言わなきゃならん事だろうが」

　きょとん、と。

　ニヤリと笑う鉄斎の顔を、詩菜はしばらく呆ほうけたような表ひよう情じようで眺ながめ続け──不意に相そう好ごうを崩くずした。そして拳こぶしの裏うらで彼の胸むねを軽く叩くと、いつも通りの口振りで、

「そうかもな」

　聞き慣なれた、詩菜の声でそう言った。満足げな笑えみを刻きざみ、鉄斎は大きく伸びをする。

　──まったくもって、ここ数日は忙いそがしかった。詩菜がいなかった七年間分の面めん倒どうが、まとめて降ふってきたような大おお騒さわぎだった。

　悲鳴を上げる身体からだを引きずって、そのまま地面に沈しずみ込こむように低く呻く。

「ああ──疲つかれた。今なら三日はぶっ通しで眠ねむれるだろうな」

「全くだ。一いつ緒しよに寝ねるか？」

「お断ことわりだ」

「照れるな。昔、テツを風ふ呂ろに入れてやったのはいったい誰だれだと──」

「だから全ッ然わかってねぇだろ、アンタ!?」

　もう勘かん弁べんしてくれ。

　気けだるげに胸きよう中ちゆうで呟つぶやくと、鉄斎は隣を歩く厄やつ介かいな〝姉〟を横目で見やり──気付かれないように、微笑した。

　身体も頭も、芯しんから痺しびれるほど疲れきっている。それでもこの疲れが、この時間のためにあったのなら、それだけで鉄斎は全すべてが報むくわれたような気持ちになれるのだった。

　悲鳴じみた怒ど号ごうと鈴を転がすような嬌きよう声せいが、沈む陽光の中を運河にそそぎ、溶けていく。時とき折おり、姿すがたのない第三者の声など交まじえつつ──

　彼らは、黄昏たそがれの中を歩いていった。







　　　エピローグ







　いつからか、菱ひし南な市ではひとつの噂うわさが囁ささやかれていた。

　誰だれもが知り、そして誰もが知り得ぬ実じつ存ぞん。捉とらえ得ぬ跳ちよう梁りよう者しや。

　即すなわち──




　　　　◆□□◆




「『菱南を護まもる仮か面めんのヒーロー』だそうだ」

「夢ゆめならいいと心底思ってるよ」

　夜の通りに、二つの足音。近辺には人通りも少なく、それは過か剰じようなまでに良く響ひびいた。

　一つは、やけに硬かたくごりごりした足音。

　一つは、くたびれた革かわ靴ぐつが立てる、きっと履はいている人間もくたびれているのだろうと想そう起きせざるを得えない足音。

　それら二つの足音を引きずって、闇やみの向こうから、人ひと影かげが二つ歩いてくる。

「なにが仮面のヒーローだ」

「見たとおりだろう。正直じゃない」

「うむ。多少目立つのは仕方あるまいよ」

「……確たしかにその通りだが、お前が言うな」

　人影は二つ、足音も二つ、しかし話し声だけは三人分──そんな異い常じよう極きわまる光景にも、当人たちは特に疑ぎ問もんを差し挟はさむ様子はない。人影の片かた方ほう、くたびれた足音の主が大きく肩かたを落とすのに、もう一つの影がその背せを叩たたいて苦く笑しようまじりに声をかけた。

「街を護るためだ。諦あきらめろ、テツ」

「何も、この格かつ好こうでなくてもいいだろうが」

　僅わずかに生き残った水すい銀ぎん灯とうがアスファルトに描えがく光の円の中に、二人の姿すがたが現あらわれる。

　奇き妙みような出いで立ちだった。

　一人は、緩ゆるめたネクタイを引っ掛かけたワイシャツの上にトレンチコートを着込んだ男。もう一人はタイトなシャツとジーンズに身を包む少女だ。こちらは全すべて夜闇に溶とけていきそうな黒色である。歩く度たびにごりごり火花を散らすロングブーツが不自然ではあるが……

　ことさらに異常なのは、二人の頭部だった。

「大体、詩し菜な。お前のそれは被る必要はないんじゃないか？」

　そう言って隣となりを見やる男は──鮮あざやかなファイア・パターンが刻きざまれた、フルフェイスのヘルメットをかぶっている。

「顔を晒さらさない方がいいんだよ。正体が分からないから警けい戒かいされ、抑よく止し力になる」

　軽い調子で、詩菜は答えた。細身の服に強調された胸むねをそらす彼女の顔を包むのは、どことなく男のヘルメットに似にた印象のある仮面。西洋の鉄てつ兜かぶとを思わせるそれはどす黒い金きん属ぞく光こう沢たくを放っているが、不思議と禍まが々まがしさや不ふ吉きつさは感じられない。

「確かに、顔を隠かくすのには意味がある」

　再ふたたび、姿のない三人目の声がする。その声を発している人影は見えないが……その代わりとでもいうように、男が被かぶっているヘルメットの風防バイザーに光の線が躍おどっていた。

「身をもって分かっているだろう、テッサイ」

「…………いや、アレはどうなんだろうな……意味がなかった気もするが」

　発言者のいない発言に、男──鉄てつ斎さいは遠い視し線せんで夜空を見上げ、低く呟つぶやいた。

　不思議そうに首を捻ひねり、詩菜が問う。

「なんの話？」

「…………。一週間くらい前だ。合流前に、路上で襲おそわれてた女を助けたんだが」

　風防を走る光線を恨うらみがましげに睨にらみつけて、鉄斎は大きく嘆たん息そくし、後を続けた。

「その女、顔見知りだったんだよ」

「……それはまた……」

「コロッケの約束を忘わすれるなとか怒ど鳴なってたから、たぶん正体もばれた。……まあ、意味なく騒さわぎ立てるような奴やつじゃないんだけどな」

　でもコロッケってなんの話だ──密ひそやかに呟つぶやいて頭を振ふる鉄斎に、三人目の声が、どこか神しん妙みように言葉を続けた。

「それだけではない──この巡じゆん回かいは、私がこの世界に在ある意味でもある。我わが身、虚こ空くうへ散ちり霧む散さんするまで、私はお前の剣つるぎとなろうぞ、テッサイ」

「……ふん。寝ねぼけてるぜ、ジャバ」

　鼻を鳴らし、鉄斎は被かぶっているヘルメットを殴なぐりつける。傍はた目めには意味の分からない行動だが、隣となりの詩菜は気にした様子もない。

「ここにお前の相あい棒ぼうがいる。意味なんて、それだけで十二分ってもんだろうが」

「……………………………………、ふむ」

　声は、それだけ呟いて黙だまってしまった。肩かたをすくめ、鉄斎は夜道の向こうへ視線をやる。

　街の警けい護ご──

　そもそも、鉄斎自身が言い出した事ではあった。

『咎人クライム』テロ以い降こう、菱南市の治ち安あんは混こん乱らんしている。特に夜間は、迂う闊かつに外出する事も出来ないほどだ。そこでささやかながら、自じ警けい団だんの真ま似ね事を始めたのだが──無む論ろん、子こ供どもの空想のような都市伝説を目指していたわけではない。

「そう難むずかしい顔をするな、テツ。ますます顔だけ老ふけていくぞ」

　と、不意に肩を叩たたかれる。振り返ると、片かた手てで仮か面めんを持ち上げた詩菜がからかうような笑えみを浮うかべていた。ヘルメットの内側で仏ぶつ頂ちよう面づらを造り、唸うなる。

「……断だんじて老けてない。だいたい、顔なんか見えてないだろ」

「いや。見えるよ」

「言ってろ」

　鼻を鳴らして肩をゆする鉄斎を、詩菜は愛いとしげな微び笑しようで見つめ──その顔を彼に見られる前に、素す早ばやく仮面を下ろした。

　鉄斎は気付いた風もなく、無人の通りの向こう、仄ほのかに白しらみ始めた空を見上げて忌いま々いましげに舌した打うちする。夜明けが近い。

「今日の巡じゆん回かいはここまでだな。……怪け我がで鈍にぶったか、勘かん太たの情じよう報ほうも大してアテにゃ──」

「──あ、いた！　いたぞテツ、あいつだ！」

　と、彼の言葉を遮さえぎって大声を上げ、隣となりを歩いていた詩菜が突とつ然ぜん走り出した。行く先に目を凝こらせば、一ブロックほど先で、人ひと影かげが揉もみ合っている様子が見える。

　靴くつ底ぞこに分ぶ厚あつい鉄板を打ち込こんだブーツでそれでも軽やかに通りを駆かけぬけ、彼女は人影の塊かたまりを指差し堂々たる声を辺りに響ひびかせた。

「見つけたぞ！　貴き様さま、押おし原はら透とおるだな!?　最近この辺りで頻ひん発ぱつする、路上強ごう盗とう犯はん！」

「──ッ！　て、テメェはまさか!?」

　詩菜の大声に、男──押原は摑つかみかかっていた人影から身体からだを離はなし、彼女に震ふるえた声を投げ返していた。その隙すきに摑みかかられていた人影の方は悲鳴を上げて逃にげていくが、そちらを気にする余よ裕ゆうもないようである。

　詩菜は得意げに増ぞう長ちようした声で、何やら妙みような姿し勢せいをとった。ポーズを決めているらしい。

「私は超ちよう暗黒魔ま王おう仮か面めん。街の平和を護まもる正せい義ぎの戦士の一人だ、見知りおけ！」

「いや明らかに悪役の名前だろ、それ!!」

「そして向こうに控ひかえしは我わが盟めい友ゆう──！」

　それなりに的てき確かくな押原の指し摘てきを無む視しし、詩菜は大げさな仕し草ぐさで振り返って鉄斎を示しめしている。名乗れ、と言いたいらしい。

「……名乗れ、と言いたいらしいが……」

「まあ大目に見ろ。シナは、嬉うれしいのだよ」

　途と方ほうに暮くれる鉄斎に、ジャバ──ヘルメットに宿った異い世せ界かいの勇者は苦く笑しようをこぼした。

「これまで、彼女とお前が一いつ緒しよにいた時間がどれほどあった？　自分の隣となりに居いる事を喜んでくれる。何とも、男冥みよう利りに尽つきる話ではないか。なあテッサイよ」

「ふん、ありがたい説教で涙なみだが出るな」

　鼻を鳴らし、鉄斎は大きく息をついた。それから、声に出さずに胸きよう中ちゆうで呟つぶやく。

　そんな事、とっくに分かってる。だからもっと、喜ばせてやるのだ。

　テツが──来くる間ま鉄斎に見てもらえるまで。

「さあ始めるぞ！　一日一善ぜん、辻つじヒーロー！」

「辻ヒーロー言うなッ!!」

　かなりの力を込め自分の頭を殴なぐりながら、鉄斎は問題を山積みにした脳のう内のデスクに布ぬのをかぶせ、思し考こうの外に締しめ出した。

（考えるな……考えなければ、迷まよわない）

　今はただ、詩菜と共にいて、頭にジャバを乗っけている現げん実じつだけ分かっていればいい。

「爆ばく裂れつッ！」

　腹はらの底から声をひねりだし、走り出す。詩菜がぐっと親指を立ててくるのが見えた。

「光こう臨りんッ!!」

　続いて、ジャバが勇ゆう壮そうに吼ほえ猛たける。

　コートの裾すそを翻ひるがえらせ、鉄斎は飛び込むようにして押原の前に立っていた。

　全身に光の力が満ちていく。

　命を育はぐくみ邪じや悪あくを滅めつす、夜よ闇やみを切り裂さく太陽の光──激はげしく燃もえ盛さかる閃せん煌こうの脈みやく動どうを、指先にまで行き渡わたらせるイメージ。それが二人の存そん在ざいを熔よう融ゆうさせる感覚に心を震ふるわせながら、鉄斎は、ばっ、と腕うでを真横に振ふり抜ぬいた。

　隣で詩菜が笑っている。表ひよう情じようを隠かくす仮面の向こうに、それが確たしかに見えていた。

「俺おれの名は────」

　そして高らかに名乗りをあげる。

　街中に響ひびけばいい。世界中に響けばいい。異世界にまでも届とどけばいい。誰だれもがこの名を胸むねに刻きざめばいいのだ。罪つみを操あやつる『咎回し』でも、魔ま王おうと闘たたかう勇者でもない──悪を滅ほろぼし正義を示す、太陽のように眩まぶしく光る、




　戦士の名を。


【終】









　あとがき







　はじめまして、坂ばん照じよう鉄てつ平ぺいと申します。好きな言葉は「ビーム」と「ッ!!」と言い張はり続けてもう二十歳、そろそろみんなが可哀かわい想そうな目で見てくれるようになりました。

　まずはとにかくこの本を手にとり、あまつさえページをめくってくださりありがとうございます。気き合あいと根こん性じように余よ裕ゆうのある方は、中身の方も読んでやっていただければこんなに嬉うれしいことはありません。

　手に取るのもそれなりに勇ゆう気きが要いるタイトルの本作「太たい陽よう戦せん士しサンササン」は、第十八回ファンタジア小説大賞にて、準じゆん入にゆう選せんというシャレかネタとしか思えない快かい挙きよを成なし遂とげました。受賞の電話をいただいた時は飲み会帰りでベロベロに酔よっぱらっていたこともあり、思わず深しん夜やの小お田だ急きゆう線せんで鼻はな歌うたと共に小こ粋いきなステップ（千ち鳥どり足あし）を踏ふんでしまったほどです。周しゆう囲いの視し線せんが露ろ骨こつに迷めい惑わくそうでした。……お心こころ当あたりの方、ごめんなさい。

　タイトルもアレなら中身もナニな本作ですが、その内ない容ようを一言で説明するなら「お喋しやべりメットで武ぶ装そうしたシスコン刑デ事カが鉄ゲタ少女を助けるために必ひつ殺さつビームで戦うファンタジーアクション──待ってください見み捨すてないでください本を閉とじないでください。いや、そんな感じな事に変わりはないんですが。待ってくださいってば！

　日ひ頃ごろから「デスペラード」や「ドーベルマン」に始まる数々のバカ映画……もとい傑けつ作さく映画を主しゆ食しよくに生きている人間なので、気づくと思し考こうが「そっち」の方に傾かたむいていってしまうのです。そういえば構こう想そう段だん階かいでは、最後には主人公が『サンサンロケットで重じゆう力りよく離り脱だつ』とか真ま顔がおで言っていました。心しん底そこやめておいてよかったですが、お上かみの許きよ可かさえ下りれば今からでも書き直せます。どうですか担たん当とうさん！

　ともあれそういった面おも白しろさの作品を書きたいと思い立ち、『何はなくともインパクトを』を合あい言こと葉ばに考え抜ぬいた結けつ果か生まれたのが、案あんの定じようインパクト以外には何もないこのタイトルです。今まさに気づいたんですが、デビュー作ということは、これひょっとしたら一生ついて回るタイトルなんでしょうか。何十年後か分かりませんが葬そう式しきの時なんかしめやかな空気の中『故こ人じんは「太陽戦士サンササン」で念ねん願がんの作家デビューを果たし……』とか言われるんでしょうか。人生の締しめくくりが太陽戦士……早くもやっちゃった感が漂ただよい始めています。いや大だい丈じよう夫ぶです、振ふり返りません。挫くじけません。痛い目見るまで止まりません。押オ忍ス。

　さておき、この出オチ以外のなんでもないタイトルが全ての始まりでした。「大バカＢ級ヒーローアクション」を目め指ざし、あれこれと試し行こう錯さく誤ごの後、ヘルメットを被かぶったいい大人が全力で必ひつ殺さつ技わざの名前を絶ぜつ叫きようしながら大おお暴あばれするというバカ丸出しの本作は完かん成せいしました。可か能のうな限りバカらしく味あじ付つけした、でも真ま面じ目めにシリアスな話です。願わくば、だらだらお菓か子しでも食べながら一言『バカだね』と笑ってやってください。それだけで、この変へん態たいヘルメットの話を書いた甲か斐いがあったというものです。

　こんな、かなりの勢いきおいでしょうもない話を拾ひろってくださった富士見書房様にはいくら感かん謝しやしてもしたりません。だから初めてお会いした時に編へん集しゆう長ちよう様が『これデビューさせるのは富士見的にもバクチだねぇ（笑）』とぶっちゃけてくださったことすら露つゆほども気にしていません。ええ、気にしていませんとも。

　ところで坂照は、通っているキャンパスから歩いて五分の位い置ちに編集部があることに、教えてもらうまで全く気づきませんでした。しかも初めての打ち合わせの時には母校周しゆう辺へんで道に迷まよったというすっとこぶり。夏も始まったばかりの炎えん天てん下かをゴッドファーザーばりの黒ずくめで延えん々えんうろつき、挙あげ句くに辿たどり着いた編集部で風ふう体ていの不ふ審しんさから警けい備びの人に止められるというプチ騒そう動どうに。やって来た担当さんに救きゆう助じよされた時はちょっと泣きそうでした。三か月にいっぺん革かく命めい戦士が逮たい捕ほされる学校に通っている内に、制せい服ふくの人には無む条じよう件けんで恐きよう怖ふを覚える身体からだになってしまったようです。明日は、俺の明日はどっちだ。







　などと書いている内に、ようやく紙し面めんも埋うまってきました。人生初のあとがきもどうにか無ぶ事じ終えることが出で来きそうです。なに書いたんだか後で読み返すのが怖こわいですが。

　とにかくこの辺で、夢にまで見た「関係者へのお礼れい」を。

　まず真っ先に、この恥はずかしいタイトルを見み捨すてず、あまつさえ受賞という名めい誉よをくださった選せん考こう委い員いんの先生方、並ならびに選考に関わった全ての方々へ大きな感かん謝しやを。おかげさまで、作家としてのスタート地点に立つことが出来ました。

　続いて、欠けつ点てんの尽つきない応おう募ぼ原げん稿こうの改かい稿こうに根こん気きよく付き合ってくださり、隙すきあらば登場人物をオッサンだらけにしようとする坂照を百万ドルの苦笑いで正気に戻もどしてくださった担当Ｓさんと、クールでカッコいいのに魂たましいは熱く煮にえたぎっているというイラストの離はなれ業わざでもって、華はなやかさとか爽さわやかさとか本書が失くした大切な何かを根こそぎフォローしてくださったイラストレーターのＥｉｎさんに巨大な感謝を。昔の人も『三つの心が一つになれば一つの正せい義ぎは百万パワー』と言っていますが、本書の九十九万パワーまではお二人の尽じん力りよくの賜たま物ものと信じています。

　家族と、某ぼう大学の「Ｙ研」「Ｊ熱ねつ実じつ験けん」、応おう募ぼ原げん稿こうの推すい敲こうに協力してくれたマスターＯ、あじぷー、トシ、山やま県がた超ちよう音おん速そくを始め、友人どもにチョモランマよりでっかい感謝を。一人残らず『変えておけ。悪いこと言わんから変えておけ』と大だい不ふ評ひようを博はくしたタイトル、結けつ局きよくそのまんまです。残ざん念ねんだったなッ（何なに様さま）!!

　そしてこの本を手にとってくださった貴方あなたに、太陽よりもデカくて熱苦しい感かん謝しやを！　作家としてはもちろん人間としてもとんだ未み熟じゆく者ものですが、長い目で見守っていただければ幸いです。いずれはでっかい星になりたいと思います。いや爆ばく死しとかじゃなくて。

　これからも皆みな様さまの心に大きな呆あきれと多た大だいな不ふ安あんと、それ以上の面おも白しろさをお届とどけできるよう、精しよう進じんするつもりです。初しよ心しん者しやマークがとれる日を目指し、フンドシ締しめてかかっていきますので皆様どうか、よろしくお願いいたします。




　最後にもう一度──ありがとうございましたッ!!





二〇〇六年　最終月　　　　　　　　坂照　鉄平　　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






『太たい陽よう戦せん士しサンササン』──まったくもって、ふざけたタイトルである。

『戦士』はまあいい。仮にもファンタジア文庫なのだから、『戦士』が活かつ躍やくする話というのは読者が期き待たいするところだろう。

　だが──。その上につく『太陽』ってナニ？　70年代とかのドラマテイスト？　それともソレって宇宙戦士かなんかの話？　木もく星せい戦士とか土ど星せい戦士とかも出てくんの？　混こん迷めいの度ど合あいは一気に増ますが、百歩譲ゆずってそこは見なかったことにする。

　けど──。『サンササン』ってあんた……。戦士の名前なんだろうけど……読んでるこっちが赤せき面めんしそうです。しかもシリーズ化して３巻目が出版されたら『太陽戦士サンササン　さん』とかになっちゃうんだよ!?　どういうことよ!?




　第18回ファンタジア長編小説大賞の応おう募ぼ作さくの中で、読む前からどの作品よりもものすっごいオーラを漂ただよわせていたのが本作でした。そしてとにかく気になる作品でした。

「やっぱあれかなぁ。タイトル通り、中なか味みもふざけてるのかなぁ」

　抱いだいた感想は、おそるおそる読み進めていくうちに見み事ごとに裏うら切ぎられました。

　──応こたえよ！　お前は男か？　それとも怯おびえた犬か？

　──共に、唱となえよ！　我わが名は『太陽戦士サンササン』ッ！

　ひたすら暑あつ苦くるしい。けれど、それだけじゃなかった。バカバカしい台詞せりふやネーミングのオンパレードの中に、登とう場じよう人じん物ぶつたちの一いち途ずな想おもいが、切せつないドラマがきっちりと描かれていたのです。ちっともふざけてなんかいない。むしろ、読めば読むほど彼らの生き方に『男おとこ気ぎ』なんてものを感じてしまったりして……不ふ覚かくにもホレちゃいました。




　本作の主人公、テツこと来くる間ま鉄てつ斎さい。警けい視し庁ちよう零ゼロ課かに属ぞくする彼は、咎人クライムと呼ばれる凶きよう悪あく犯はん罪ざい者しやをさまざまな事件に投とう入にゆうし、解かい決けつを計はかる咎回しクライムハンドラー。そんな彼が出会ったのが、異い世せ界かいからやってきた勇者ジャストルッバート・ホーイッツことジャバだった──のだけど。問題は、なぜかジャバは黒地にファイア・ペイント、前ぜん頭とう部ぶには異い彩さいを放つ髑どく髏ろマークのいわゆる族メットというとてつもなく特とく異いなものに憑ひよう依いしていたこと。しかもジャバは自らを装そう着ちやくし、「太陽戦士サンササン」だの「地じ獄ごくバーニング光こう線せん」だの恥はずかしい呪じゆ文もんを唱となえることをテツに強きよう要ようするという、迷めい惑わくっぷり。もちろん、テツは激はげしく拒きよ絶ぜつするわけですが……この冗じよう談だんみたいな出会いが、やがて世界を大きく揺ゆるがす大事件へと繫つながっていきます。

　随ずい所しよに著ちよ者しや独どく特とくのジョークが散ちりばめられてはいますが、通して描えがかれるのはひとりの熱い男の姿すがた。ごくごく平へい凡ぼんな彼が、異世界の勇者との出会いを通して「大切なものを守るために」戦う強さを持つという、心ふるえる物もの語がたりがここにあります。

　本当のヒーローってのはいったいどういうものなのか？

　特とく別べつなヤツじゃない。それは、決して失いたくないもののためになら、なにもかも投げ出して戦える男のこと。本当、カッコよすぎます。










太たい陽よう戦せん士しサンササン








坂ばん照じよう鉄てつ平ぺい
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